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　　　第一章　陣じん内ない忍しのぶ＠歯車の違う時計







　　　　１




　真夏と言っても早朝の空気は涼しい。古い日本家屋の場合、外気温の影えい響きようは部屋の中まで大きく関わってくる。サイズと年季ぐらいしか取り柄のない、かやぶき屋根のデカい屋や敷しき。その一室で、俺は『この前の一件』でぶっ壊こわしてしまったスマートフォンの代わりを手に取っていた。

　ついさっき、アサイチ便でようやくサービスセンターから帰ってきたものだ。

　ぶどうが一房三万円、その辺の川を流れている水さえ一リットル三〇〇円という超高級ブランド田舎地帯のインテリビレッジだが、その『田舎っぽいイメージ』という漠然とした雰囲気を満たすため、とにかく店が少ねえ。そんなこんなで、ネット通販のいろんなサービスが大活かつ躍やくしている訳だ。『ついでに何か買う』人用にスーパーの移動販売車みたいな機能を備えた運送屋さんとか、様々な付加価値をつけて差別化を図ろうとしてたりもする。

　でもって。

　肝心のスマホの方は修理のしようがなかったらしく、故障した電話から吸い出したデータを新品の機材へ上書きして、こちらに送ってきたらしい。モデル自体が変わったようで、若干ながらスマホのボディが薄うすくなっているような気がした。

　まあ、バージョンアップする事自体は悪くないんだが。

　新品の調子を確かめるため、人差し指で基本的なアプリをあれこれ操作し、それからデジカメ機能を使って自分の顔を撮さつ影えいしてみる。

　カシャリ、と特に必要のないシャッター音のＳＥが響ひびくと同時に、いつの間にか人様の部屋に入り込んでいた座ざ敷しき童わらし（長い黒髪に赤い浴衣の超グラマラス）が、ぼそっと何事かを呟つぶやいた。

「……家人のナルシーな一面を見てしまうのって、予想以上にげっそりするものなのね」

「馬鹿違うって。カメラの設定がなんか変なんだよな」

　基本マッタク家人に幸運をもたらさないグータラのくせに無駄口だけは多いグラマラス座敷童に、懇こん切せつ丁寧に説明してやる俺超優しい。

「光の絞り込みがさ、ほら、俺の金髪のテカリの方が基準になっちまって、肌の色が荒れまくってる」

「それは忍が特殊な例なのでは？」

「そんなもんかね。ちょっと座敷童、ぎこちなく笑いやがれ」

　適当にスマートフォンをインドア妖怪に向け、画面上のシャッターボタンを人差し指で押してみる。

「ほら見てみ。浴衣の真っ赤な色が基準になっちまってるじゃん。肌すげーザラザラ」

「……、」

「プロファイルの数値って手動でいじくれんのかな。……なになに、フォーカスレギュレーターは各々の撮さつ影えい環かん境きようで五秒ほど動画撮影モードにしていただくだけで、自動的に最適な数値を検出します？　だからやってるっつの……痛てっ！　何だよ座ざ敷しき童わらし、いきなり人のスネ蹴け飛ばして……っつーかだから痛てえって！」

　何な故ぜか沈ちん黙もくしてしまった座敷童を放っておいて、俺は部屋の外へ出る。うーむ、あの部屋が環境的にまずかったのか？　とか何とか考えて、長い廊下を歩きながら、お茶の間や縁えん側がわなんかを適当に撮影していく。……やっぱり違いがあるようには見えん。光や色の強い場所を勝手に基準点にしてしまうせいで、その他の大部分で画質が荒れてしまっている。

「ふーむ」

　俺は二〇メートル以上ある縁側から、その向こうに広がるデカい庭へレンズを向ける。

　撮影環境的には、屋内よりも広い庭の方が難しい気もするけど。

　庭の面積は、単純に計算すれば本気のテニスができるほどだろう。が、派手な凹凸があったり、苔こけむした庭石や石いし灯どう籠ろうがあったり、俺の腕では抱えきれないほど太い木々があちこちに突っ立っていたりするせいで、実際に自由に使えるスペースはそれほどではなかった。……近所の庭師のおっさんはここを見るたびに唸うなり声を上げるんだが、正直、俺にはどんな価値があるのかいまいち分かっていない。

　庭の半分ほどは高い枝に覆おおわれ、葉の隙間から木漏れ日がキラキラと降り注いでいる。そのため、光と影のコントラストが極端に激しく、また風で枝が揺れるたびに派手に動き回る。設定メチャクチャなデジカメで奇き麗れいな一枚が撮とれるとは思えなかった。

　と、そんな庭に、妙なものが置いてあった。

　子供用の丸いビニールプールだ。

　前述の通り、真夏とはいえ肌にピリッとした涼しさを感じる早朝だ。こんな時間にプールなんて入ったら全身鳥肌だらけになると思うのだが、世の中には例外ってものがあるらしい。

　見た目の年齢は一三歳程度の、うっすらと青みがかった髪の雪女だ。

　以前は『パッケージ』とかいう、妖怪の力を組み込んだ犯罪装置の部品にされていたんだけど、今では見ての通りのんびりしている。

　この雪女、いつもは白っぽい着物を身に着けているのだが、今日は何故かスクール水着だった。

　……本当に何でなんだろう？

　そもそもこの家の学生は男の俺しかいないはずなので、どこをひっくり返したって女子生徒向けの水着は出てこねえはずなんだが。

　この肌寒い中、ビニールプールの中にいる雪女はぼんやりとした目を中空にさまよわせながら、

「……はあ。たまには露ろ天てんというのも悪くありません」

[image: ]

　どうやら、あの温度でもまだお風呂扱いらしい。……となると、いつも浸かっている湯船はどんな扱いなんだろうか。やたらと温度を上げたがる爺じいちゃんの後には絶対入りたくないと訴える理由はこの辺にあるのかもしれねえ。

　俺は縁えん側がわからビーチサンダルを履はいて庭へ出る。

　どうせまた失敗するだろうな、と思ってカメラのレンズを適当に雪女に向けてシャッターを切るが……おや。今度は割と奇き麗れいに撮とれてるぞ？

　うーむ、何がどうなってるんだ？？？

「……露天と言えばやっぱり覗のぞきですよね、うふふふふふふふふ……」

「あーそーかい。もうすぐ朝飯らしいから、仏間に集合しとけー」

　我が家では元々、家人のご飯は居間に、妖怪のご飯は仏間に用意する習慣がある。もっとも、最初にお膳ぜんを置く場所がそうなだけで、いただきますと同時に移動して各々合流し、家人と妖怪で一緒に食べる事も珍しくないのだが。

　今では座ざ敷しき童わらし達が居間へやってくる事が多いけど、昔はどうだったかな。俺の方が座敷童のいる仏間へ食器を持って向かっていたような？

　と、ビニールプールの中でぼんやりしたまま、雪女がこんな事を言ってきた。

「そうそう、冷凍庫の中にリンゴのシャーベットがあります。食後のデザートにお一つどうぞ……」

「？　駄菓子屋で買ってきたのか？」

「……私は雪女ですので。基本的にどんな果物でもシャーベットにできます。人肉でも大丈夫です」

「ふうん。それじゃあ一個もらっておこうかね。さんきゅー」

　適当に言ってさっさと立ち去ろうとしたのだが、何な故ぜか雪女はビクゥ!!　とビニールプールの中で痙けい攣れんすると、真っ赤になった頬ほおを小さな両手で押さえながら、

「……そ、そんな風に褒ほめたって、女性器以外は何も出ません……!!」

「出さんで良い!!」

　慌てて制止を促すと、今度は庭にあるデカい木の上から声がかかった。頭上を覆おおうような枝に、白い猫のようなものが佇たたずんでいる。ただし尻尾は二本。猫又という妖怪だ。

「まったく朝っぱらから何しているんだい。セミよりやかましい連中だね」

「どうした猫又。木登りしてみたものの下りられなくなったのか？」

「あたしを馬鹿にしているのかい」

　呟つぶやいて、猫又はあっさりと高い枝から跳んだ。驚おどろく俺の右肩に着地し、そこからさらに地面へ下りる。

　とりあえずスマホのレンズを向けて一枚撮とってみる。……うーむ、座ざ敷しき童わらし以上雪女以下、といった画質。安定はしてきたんだけど、どういう法則なのかはまだ分からん。

　猫又は二つの尻尾を緩ゆるやかに振りながら、

「ババ様が、セミがうるさくて眠れないって言うんだよ。異常気象か磁場変動か知らないけど、真夜中でもみんみん鳴く馬鹿者がいてね。私の方で少し取り除いておいたのさ」

「ふうん。爆ばく睡すいしてたから気づかなかったな……って、うォォおおおあああっ!!!???　庭の片隅にセミの死し骸がいがどっさりと!?」

　これから焚たき火やります、程度の小さな山ができている。ああ……婆ちゃんのためを思ってやっているんだろうけど、庭いじりが趣味な婆ちゃんにこれは見せない方が良さそうだな。朝飯食べたら、スコップでも使ってどこかに埋めないと。

　猫又の方は良い事したと思っているのか、意気揚々といった調子で玄関の方へ向かいながら、

「アンタもババ様にはあんまり迷惑をかけるんじゃないよ。いくら不器用だからって草むしりぐらいはできるだろう。炎天下で作業なんてさせるもんじゃあない」

「いや、爺じいちゃんと婆ちゃんは日頃から汗水流さないと体調が崩れるって信じて疑わねえんだよ。掃除とか草むしりとか勝手にやるとむしろ怒られるんだ」

「……ふん。ま、確かにあの二人は貧弱なアンタより腕っぷしはありそうだがね」

　ま、俺も爺じいちゃんのゲンコツに太刀打ちできないのは分かってる。座ざ敷しき童わらしは父ちゃんを怖がっているようだが、どう考えたって爺ちゃんの方が痛い。……婆ちゃんのゲンコツはあんまりイメージできんが、あの歳でも洗せん濯たく物の籠かごとか普通にヒョイヒョイ持ち運んだりしているから、多分本気を出したらかなりの威力が出るんじゃないかとは思う。

「おい待て待て猫又。そのまま玄関上がるな。外から帰ってきたら肉球を布巾で拭けって言ってんだろ。ていうか軒下を本拠地にする意味あんの？　雪女が漬物用の氷室に入り浸るっていうのはまあ分かるんだけどさ」

「何だい面倒臭いね。あたし達の世界じゃこれが普通だよ」

「婆ちゃんに迷惑をかけないんじゃなかったのか？」

　それを言うと黙だまる猫又。うーむ、制御方法を見つけてしまったかもしれねえ。俺は大人しくなった白い猫型妖怪を抱え上げ、玄関の靴箱の上に置いてあった布巾で肉球を拭いていく。

　と、びちょびちょになった雪女が背後から接近してきた。

「……私の体も拭いてください。人には言えない所まで隅々と、ふふふふふふふ」

「布巾じゃ無理だ諦あきらめろ」




　　　　２




　家族、妖怪揃そろってご飯を食べると、当初の予定通り猫又がやらかしたセミの死し骸がいの山を埋める事にした。園芸用のデカいスコップを使って庭に適当な穴を掘り、見るのも嫌なグロオブジェをスコップの先端で穴の底へ流し込んでいく。

　ちょっとした運動程度のつもりだったが、思ったよりも穴掘りは疲れる。

　おかげで本来の時間はすっかり過ぎてしまった。

　そう、

「忍しのぶ。今日は登校日とか言っていなかったかしら？」

「いやァァァァああああああああああああああああああああああああああああああ!!　家出る時間が過ぎるのわざわざ待ってから指摘しやがったなこの野郎!!」

　さもなきゃニヤニヤ笑いなんてありえねえしな!!

　慌てて縁えん側がわからかやぶき屋根のデカい屋敷へ飛び込み、茶の間を横断し廊下へ合流。自分の部屋まで一気に走ると、薄うすっぺらい学生鞄かばんを引っ掴つかんで、

「忍、忍やー」

　全体的にこぢんまりとした婆ちゃんの声が、居間の方から聞こえてきた。俺はバタバタと足音を鳴らしながら、とにかくそちらへ全力疾走する。

　婆ちゃんは巾着に入った箱状の物をこちらに差し出しながら、

「はいこれお弁当。あと、今日はプールがあるって言っていなかったかい？」

「ヤベえそうだ！　母ちゃん水着どこだっけ!?」

　水着一式の入った小さなバッグを掴つかみ、玄関に向けての最短コースを突っ走ろうとして、上うわ履ばきを忘れている事に気づいて再び居間へ引き返す。ああもう！　こうしている間にどれだけ時間をロスしているんだか!!

　ようやく冒険の準備を完了させ、革靴を履いて玄関から外へ飛び出す。

　と、表で真っ赤な浴衣の座ざ敷しき童わらしが待っていた。

「……何してやがる？」

「ちょっとしたお散歩よ。途中までは一緒してあげても良いけど」

　ふふんと無意味に馬鹿デカい胸を張るインドア妖怪。

「こんな美人を連れて歩けば、多少は忍しのぶのステータスも向上するかもね」

　ほほう。

　しかしなあ……。

　どーうにも胡う散さん臭くさいんだが……。

　うちの座敷童が超グラマラスな事は、俺の知り合いも大体は知ってる。小学生の頃なんて、見たい見たいとクラスメイト（主に野郎）がしょっちゅう押しかけてきた事もある。……ただ、この座敷童は天あまの邪じや鬼くなのか実は人見知りなのか。家人の俺に対しては真夜中に何の前触れもなく布団の中に潜もぐり込んできたり、またがってきたりするくせに、よその家のヤツが進んで見に来ると、途端にどこかへ雲隠れしたりするのだ。

　そんなインドア妖怪が自ら注目の的になりたがるとは思えねえんだが。

　何か他に理由が……、って。

「おい座敷童、いきなりどこへ行く。そっちは学校じゃねえぞ」

「……（ビクッ!?）」

「そっちに行っても小屋みてえな郵便局しかねえはずだが……いや待てよ。お前まさか！　また私書箱と着払いを使って勝手にネット通販を……!!」

「き、気のせいじゃないかしら？　今日はいよいよ電動スティックボードの新機種発売日だとか実は着払いじゃなくて忍のアカウント勝手に使って決済しているとかそういう事は全然まったく関係ないんだから……!!」

　ダッ!!!!!!　と叫ぶだけ叫んで、夕焼けの河原へ向かうようにあらぬ方向へ全力で突っ走っていく座敷童。

　ていうか予想よりも不ふ穏おんなワードが一個追加されていなかったか!?

「待て泥棒妖怪!!　おのれー!!　く、くそ……遅刻するかしねえかの瀬せ戸と際ぎわラインだからあいつを追ってる暇がねえ!!」

　いっそ郵便局の方に連絡して私書箱を凍結してもらおうかなとも思ったが、決済自体はおそらくネット上ですでに済ませてあるだろう。全部俺名義。携帯電話の契約もできないあいつが良くやる手だ。学校から帰ったら、有う耶や無む耶やにされない内にさっさとあいつの小遣いから現金で返してもらうしかなさそうだ。

　と、そんな事を考えながら、ひまわりのように太陽のある方へ首を振る小型ソーラーパネルの支柱がずらりと並ぶ、左右に田んぼの広がる通学路を突っ走っている時だった。

　真横を何かが並走した。

　食パンを咥くわえた女子高生でも、電動のスクーターを爆ばく走そうさせる半端な不良でもない。

　伝統工芸みたいな、一本のデカい唐傘だ。

　畳んで円えん錐すい形になった傘の表面には、コミカルな一つ目と大きく伸びた舌もついている。

　持ち手の先端の部分を道路につけ、一本足でケンケンするように走行するその妖怪は、とりあえず文化祭のお化け屋や敷しきの看板には必ず描いてありそうな例のヤツである。

「……付喪神？」

「少年。私はすでにその領域を突き抜け、唐傘お化けという固有名詞を取得するに至っているのだよ」

　走りながら語る唐傘お化けは、何な故ぜかうちの父ちゃん並の渋い声だった。

「ていうか何してんの？　学校通ってんの？」

「我が主は何かっつーとしょっちゅう私を置いてどこかへ出かけてしまうのだっ!!　夕方には一雨来るかもしれないと予報で言っていたというのにだっっっ!!」

　くわあ!!　とただでさえ無駄にデカい一つ目を見開いて語る妖怪。

　でもなあ。

「夕方って言ったって、確か二〇％ぐらいだったろ？」

「二〇もあれば十分だ!!　一〇〇匹のサソリが入った箱を目の前に置かれて、八〇匹は無毒ですと説明されたとする。お主はその箱に手を突っ込みたいと思うのかね!?」

「……分かった、過保護なんだな。柄にくっついている名札もひらがなだし」

　あとその話は二〇％のたとえとしては成立していないと思う。箱の中に一匹入っていただけでも、一〇〇％刺されるぞ。

「近頃、この辺りでは『七人ミサキ』が目もく撃げきされているという話も聞くしな。多少は警戒を強めておいた方が我が主のためというものよ」

「……七人ミサキ？」

　種族の特徴として『そういうもんだから』と人を死なせてしまう、致命誘発体ってヤツじゃねえか。

　確か、常に七人の水死者で構成されていて、新しい犠ぎ牲せい者を生み出すごとに、古い死者から成仏していく、とかいう特徴を持った妖怪だったと思う。『みさき』の所にどんな字を当てるかは諸説あるようだけど。

　……でもあれ、『常にいる七人』が全員被害者だとしたら、妖怪としての本質はどこにあるんだろう。犠ぎ牲せい者が収まる、見えない枠組み自体が妖怪なのか？

「七人ミサキって海の妖怪じゃなかったっけ？」

「私に聞かれても困る。そういう話が出回っているのは事実なのだ」

「……ふうん」

　そういえば、雪女が巨額詐欺事件絡みの『パッケージ』に組み込まれた時だって、季節外れの夏場に雪女を見かけたところからトラブルに巻き込まれたっけか。

　本来ならいるべきでない場所に妖怪が現れる、っていうのは、人の手が加わっている証拠かもしれねえ。ちょっと警戒しておいた方が良いかも……？

「おい何だ、だんまりを決め込んで。少年よ、何か心当たりでもあるのかね？」

「いやいや」

　俺は適当に誤ご魔ま化かして、

「それにしても、どこに忘れてきても勝手に戻ってきてくれる傘ってのは便利そうだな」

「ふっ、こう見えて一五〇年ほど生きている。そこらのビニール傘と一緒にされては困る」

「でもＧＰＳ一個くっつけておけば忘れ物がなくなる事もねえと思うけど」

「おのれ文明の利器め……!!」

　ギリギリと歯を食いしばる（……ていうか歯があるのか、あのコミカルなデカい口？）唐傘お化けだったが、水田と水田を区切る十字路で、

「おっと。我が主はこちらの道だ」

「ふうん。やっぱり小学校なのか」

「ではさらばだ少年よ。食パン咥くわえた女の子とぶつかるのは一日三回ぐらいにしておきたまえよ!!」

「食パン少女なんて見た事ねえよ。そういう名前の妖怪じゃねえの？」

　適当に言って十字路で唐傘お化けと別れ、さらに全力疾走を続けて、インテリビレッジに一つしかない共学の高校に到着する。

　生徒総数は三〇〇人程度で、校舎の規模もそれほど大きくない。

　しかしインテリビレッジは意図的に過疎を装ったレイアウトをされた集落だ。民家の数を考えれば、三〇〇人もの高校生が生活できるはずはない。

「うおーい忍しのぶ。走り損、走り損。ホームルームまでまだ結構あるぞい」

　クラスメイトのタローが土の校庭から話しかけてくる。健全な部活少年で普段着は地味めなのだが、本名は下の名前だけで漢字七文字という圧倒的なキラキラネームなのだった。何で漢字を七つも使って読みがタローだけになるのか、現国教師も首をひねっている。

「タローはサッカーの朝練な訳？　お前夏休みに毎日こんな事やってたの？」

「ちげーよ、朝のバイト。鶏にわとりさんの餌えさやりやってたら登校まで時間はあるけど二度寝はできないみたいな半端な自由時間ができちまってさ。似たようなヤツと集まって校庭で遊んでた」

「バイトねえ」

「忍しのぶみたいな『家持ち』と違って、下宿組がインテリビレッジに残るのはそれなりに大変なのだよ。ま、倍率超高いから、こういう事やってコネ作っておかないと宝くじ並みの確率勝負に挑戦しなくちゃならないんだけど」

　……村の規模の割に若者の数が多いのは、この辺の事情がある訳だ。

　どれだけ整備された環かん境きようであっても、実際にそれを回すのは人間だ。その流れを安定させるためにも、インテリビレッジは積極的に若者を受け入れている。

　もっとも、酒造りに熱心っつーかほとんどホリック状態のうちの父ちゃんは『最低でも農大できちんと学んだヤツじゃないと醸じよう造ぞう施設には入れない』として、バイトや下宿は断っているみてえだけど。

　昇降口で上うわ履ばきに履き替えながら、俺はタローと適当な世間話を続ける。

「『恋こい王おう』ってどうしてやがんの？　来てる？」

「あいつはまた二股の調停に出かけてるよ。多分今日は来ないんじゃないの？　でもまあ、カップル成立後だけの恋愛相談のスペシャリストだなんて変わったヤツだよな」

　あと、他人の色恋沙汰に関しては世界一偉そうな事を言う割に、誰だれもあいつの恋人は見た事がねえってのも不思議なんだが。

「『恋王』に貸してる漫画は夏休み明けまで返って来ねえのか。じゃあ明あけ智ちのヤツは？」

「だから『恋王』の世話になっているんだって」

「……え？　じゃあキレてんのって渚なぎさな訳？　そりゃあ……明智、マジで大丈夫なのか？　人間剥製の刑で渚の抱き枕にされてたりしねえだろうな」

「だから『恋王』の世話になっているんだって」

「あの世界三大ヤンデレの一人と付き合うなんて聞いた時は命知らずだと思ったけどよ。あいつ本当に良くやるねえ」

　学校の体操着とは違う、市販のスポーツウェアから制服に着替えるためか、タローとは一度別れる。

　階段を一人で上って自分の教室を目指す。と、廊下で地味なスーツにメガネの担任教師に声を掛けられた。人と話す時は大体出席簿ぼ代わりのタブレット端末で顔を隠す、座右の銘が事なかれな気弱女教師だ。地方公務員枠でインテリビレッジの住民票を手に入れた、なかなかの策士でもある。

「あ、あのうー……陣じん内ない君？」

「はい何でしょ？」

「ひィいいいキンパツ怖い!?　い、いや、その、あのね。あの、なんだけど。夏休みの間、小こ手て蜜みつさんの様子はどうだったかなーなんて……」

　彼女がびくびくしながら言っている小手蜜というのは、クラスの変人美少女小手蜜惑まど歌かちゃんの事だ。特にいじめや虐待がある訳ではないが、家族にもクラスにも溶け込めない、『遊ゆう離り』状態の女の子である。

「はあ。惑歌のヤツまだ学校来てないんですか？」

「そ、それは、来てはいるんだけどね……」

「だったら直接尋ねれば」

「良いのよそういうのは!!　先生は生徒の自主性を重んじるからね！　そういう込み入った所にまでは踏ふみ込まない的な面倒臭いのは御免こうむる的な……!!」

　……とはいえ、誰だれがどう見たって家族よりもクラスよりも惑歌の方が立ち位置が上なので、爪弾きにされているというよりは君臨している印象の方が強い訳だが。

「惑歌の野郎は相変わらず株価の数字を眺めてニヤニヤしているみたいでした。金きんの値段がガクッと下がったのを見て両手を叩いて爆ばく笑しようしていましたから、多分国際レベルでなんかあったんでしょう。聞いてきましょうか？」

「い、いえ！　大丈夫よ、大丈夫だからね!!　先生はみんなのプライバシーには絶対に踏み込まないわ！　だから健全ですっ、ねっ？」

　余計な事に巻き込むなクソガキ、と顔全体に大きく書きながら担任教師は言う。

　彼女はちょいちょいと手招きして俺を呼び寄せ、廊下側にある窓から教室の中をこっそりと覗のぞき込んで、白系半袖セーラーの女子生徒を観察しながら、

「とりあえず問題なし、という事さえ分かっていればそれで良いの。……んー、でも、あの様子を外から眺めているだけでは状況なんて理解のしようがないしね」

　担任教師に促されるように教室の中を覗き込んでみれば……まあ、いつも通りだ。クラスの連中がいくつかのグループでまとまって世間話をしているのに対し、惑歌だけがポツンと一人で席に座っている。

　何な故ぜか担任教師はコソコソと内緒話モードで、

「とにかく先生に迷惑を掛けない範はん囲いで勝手に青春してちょうだい。より具体的には、クラス全体に漂うどことなくぎこちない雰囲気を今すぐぶっ壊こわしてきて。先生の順調な出世街道は、陣じん内ない君だけが頼たよりです。ではホームルームにまた!!」

　びっ、と片手を挙げて超適当な別れの挨拶をすると、担任教師はさっさと立ち去ってしまう。

　あーもー。

　頼たのむから俺を惑歌対策係にしないでくれ。

　まあ相手が変人とはいえ美少女だからっていう理由だけで見捨てられねえ俺も俺だが。

　善意や正義だけでこんな面倒臭せえ事やってられるか。

　俺は刑事を目指して本当に警視庁刑事部捜査一課に入っちゃった叔父さんとは違うのだ。

「……こほん」

　という訳で一度わざとらしく咳せき払ばらいをし、声の調子を整えて精神的なモードチェンジ完了。教室の扉を開けて中へ踏ふみ込むと、そのまま真っ直ぐ退屈そうな惑まど歌かの席へ接近していく。

「どーんっっっ!!　惑歌ちゃん一緒に早弁しましょー」

「まだ一限も始まっていないっていうのに豪気だね忍しのぶクン!?　あと女の子がどうして小さなお弁当箱を持っているのかその理由を教えてもらいたいのかな？　必要以上に食べまくったら人間はどこまで行ってしまうのか不安だからだよ!!」

『遊ゆう離り』状態の女の子と会話を始めるために必要なのは、何でも良いから相手の感情を揺さぶるところにある。軽くあしらわれるモードを抜け出せれば第一段階突破だ。

　が、

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………、」

「おい惑歌。俺が弁当箱を開けた途端に何固まってんだ？」

「……いや。忍クン、料亭辺りのチルドサービスでも利用しているの？　でも解凍の過程でどうしても組織に傷がつくから違うか。まさか空輸じゃないよね？」

「アホかブルジョワめ。これはただの婆ちゃん製だ」

　……なるほどねえ、と何やら感心したように呟つぶやく惑歌。なんか、目がギラギラして怖いんだが、ひょっとして健康マニアの心に火でも点つけたか？

「そういや忍クン」

「何だよ」

「うちの武装警備員が七人ミサキを目もく撃げきしたって言っているんだけど、なんか関係してる？　あれって海の妖怪じゃん。こんな内陸に出てくるのはおかしいってぼやいてるよ」

　……おや？

　唐傘お化けの妄言だと思っていたが、警備のプロもそんな話をしているってのか？

「俺は知らねえよ。朝もそんな噂うわさは聞いたがね」

「ふうん。ま、うちの方もカメラの記録でチラッと捉えた程度らしいんだけどね」

「そりゃ、七人ミサキは致命誘発体の中でも最悪に近いからな。出会ったら死ぬ、だっけか？」

「超望遠で観察する分には問題ないらしいんだけどね。一定距きよ離りで、人間と妖怪がお互いを認識するとその時点でアウト。警察がビビる訳だよねえ。おかげでうちの武装警備員もピリピリしてるよ。今朝だって、学校の敷しき地ち内まで部隊を展開しようとしていたし」

　と、そこで惑歌の携帯電話が単調な電子音を発した。

　彼女はスカートのポケットから電子機器を取り出すと、メールの文面を見て顔をしかめる。

「……うわちゃー。忍しのぶクン、ちょっと失礼」

「お金絡み？」

「自律投資プログラムでは予測不能な情勢変化。手動で修正するしかなさそうだね」

　言うなりスーパーＪＫらしく親指一本で高速キータッチをする惑まど歌か。……多分、その自動的に株を売買するプログラムの数値設定を変更しているのだろう。

　数十秒か、数分程度。

　投資家とかいう人種にとって、それがどれだけの価値のある単位なのかは分からん。

　一通りの作業を終えると、惑歌は携帯電話を机の上に放り出し、

「オーストラリアで虫害だってさ。ここんとこバッタが大発生で困った困った」

「……ていうか、今のメール何なの？」

「私は自前のプログラムを大手投資ファンドと共同運用している。でも、売買のパラメータを監かん視しするプログラムだけじゃ、不意に起こる武力衝しよう突とつや災害なんかの情勢変化は予測できない。だからいざって時はファンドの顧こ問もんから緊きん急きゆうメールを飛ばすように命令させてる」

「でも、それって大手ファンドがお前を裏切ったら……？」

「連絡の不備で損失が出た場合、その全額を保険あるいは賠ばい償しようで賄えるように仕組んでいるよ。ま、あれだけ依存していたら、もう私のプログラムは手放せないだろうけど。……そうでもなきゃ、虎の子のプログラムの共同運用なんて誰だれが許可するもんですか」

　そりゃそんなダイナミックな世界でのびのびと生きてりゃ、クラスの小さな人間関係のお手入れなんて興味がなくなる訳だ。大人の社会の歯車を自由に組み替える金きん融ゆうの怪物は、子供のような顔で婆ちゃん製の卵焼きを指で摘つまみ、口に放り込んでいた。

「それにしても、これが毎日ただで出てくるのかあ」

「？」

「うあー……マジで忍クンと一緒に暮らしたい……」

　でも、空気を読めねえ子なのは分かるけど、そういう意味深な台詞せりふはクラスメイト満載の教室の真ん中で呟つぶやかないでくれっ!!




　　　　３




　登校日のスケジュールは昼過ぎまでだったが、俺は夕方まで学校に残る羽目になった。

　理由は簡単で、惑歌が夏休みの宿題を全くやっていなかったせいだ。

　普通なら見捨てるところだが、あっちもあっちで俺の性格を熟知しているらしい。

『忍クン、今日はプールがあったじゃない』

『ていうかそれがメインだろ。このクソ暑い夏休みの登校日なんて、プールなかったら三分の一も集まらねえよ。俺もまだ布団の中だよ』

『……さて忍しのぶクン。もしもここで私の宿題を見てくれるなら、その間、水気を吸った学校指定の水着に着替えてレクチャーを受けても良いと思っているんだけど』

　はいよ、スクール水着に釣られた馬鹿一丁。

　そんな訳で、放課後の教室で一つの机を挟んで向かい合ってノートを見せたり計算の間違いを指摘したり読書感想文の指定図書の概要をまとめて説明したり赤いボールペンを落としたふりをして太ふと股ももを覗のぞき込んだりとあれこれやっている内に時間が経たってしまったのだ。

　宿題が終わるや否や惑まど歌かはさっさと一人でどこかへ消えちまうし！

　夕方から一雨来るかも、っていう唐傘お化けの情報は思いっきり的中していやがるし!!　ていうか思いっきり土砂降りだよ！　傘なしで立ち向かったら五秒でズタボロにされそう!!

「……それで私を呼びつけた訳？」

　昇降口で、二本のビニール傘を持った赤い浴衣の妖怪がため息交じりに言う。

　俺は大真面目に答えた。

「普段は電話で呼んでも絶対来ねえと思うけど、今朝の無断通販の一件でそろそろ父ちゃんに絞られていると思ってな。今なら言う事聞いてくれるんじゃねえかと考えたんだ」

　うっ……、と怯ひるむように座ざ敷しき童わらしは肩を小さくする。

　傍若無人と悪戯いたずら心ごころの塊みてえなグラマラス妖怪だが、何がどうあっても父ちゃんにだけは敵わねえらしい。

　でもなあ。

「そんなに怖いもんかね？　父ちゃんが自分の作ってる酒に『赤浴衣』とか『黒髪美人』とか名付けているのは知ってんだろ。第一線の職人が自分の金字塔の名前を預けるのって、よっぽどお前を可愛かわいがっているって事なんじゃねえの？」

「……い、いえ、個人の言動がどうこうという問題ではないのよ。むしろあの人には非の打ちどころはない。あれは、その、妖怪にしか分からない感覚なんでしょうね」

　ふうん。

　こいつは色々言ってるけど、親の愛情は子供には伝わりにくい、みてえなもんなのかね？

　そんな事を考えながら、とりあえず座敷童と二人で並んで傘を差す。雨の中へ出てから何気なく校舎の方へ振り返ると、まだいくつかの窓に人影があった。どうやら雨宿り組らしい。惑歌の顔はなかったが、代わりに女の先せん輩ぱいの顔を見つけた。ちょっと手を振ると、ぺこりと頭を下げられる。

　俺は座敷童と二人で学校の敷地を出て、通学路をなぞるように歩く。

「勢いは強いけど、雷は鳴らないみてえだな」

「本当にレントゲンみたいな絵面になるか見てみたいね」

「なる訳ねえ」

　こんなだだっ広い水田で傘を差していると、そういう心配も出てくる。

　等間隔で道なりに突っ立っている小型ソーラーパネルは元気がなさそうだが、代わりに田んぼに寄り添う用水路に設置された小規模水力発電のタービンが溌はつ剌らつ過ぎる。その用水路は大雨になると通学路のすぐ脇でザァザァという大きな水の流れを生み出すため、結構不気味だ。

　……まぁ、滅多な事ではタービンがゴミで詰まったり、水が溢あふれ出たりしないように設計されてはいるんだろうが。

「駄菓子屋に寄りたい気分ね」

「アホかと言いたいトコだが、行きに寄らなかっただけでも褒ほめてやるべきか？」

「行きも寄ったんだけど」

「だと思ったよ」

　しかし婆ちゃんのお弁当は朝のホームルーム前に惑まど歌かとの話題作りで食べてしまったので、こっちも腹が減っている。

　そんな訳で家までの最短ルートからわずかに逸それて、駄菓子屋に向かう。

　インテリビレッジは田舎という雰囲気作りを重視している場所だ。ネット通販で何でも手に入ると言っても『欲しい瞬しゆん間かんに、直接手に取って』ものを買えるお店は少ないため、時代遅れな雰囲気はありつつも、結構繁はん盛じようしているらしい。

　とはいえ、流石さすがに夏休みの夕立の中では他に客はいないだろうと思っていた。

　甘かった。

「ん？」

「妖怪がいるね」

　座ざ敷しき童わらしの言う通りだった。

　今朝、通学路で見た唐傘お化けがいる。しかも、それだけではない。同じようにコミカルで大きな一つ目と長い舌を持った提灯ちようちんお化けまでふわふわ浮かんでいた。お化け屋敷の定番セットである。でも怖がる人がいるかどうかは知らんが。

　が、最大の特徴はこいつらじゃねえだろう。

　小学生ぐらいの男の子が店の前で唐傘お化けを、本当に傘として差しているのだった。提灯お化けの方も、そろそろ薄うす暗ぐらくなってきた中では懐かい中ちゆう電灯の代わりに使えそうだ。

「朝見かけた唐傘お化け……で良いんだよな？　正直、唐傘お化けをいくつか並べられたら絶対に区別はつかねえと思うが」

　俺が適当に言うと、唐傘の方ではなく提灯の方が、甲高い女性の声でこう切り返してきた。

「小学生への声掛け事案？　つまり不ふ審しん者ですか!?　これは通報してもよろしいという事なんですのね!?」

「提灯うるせえ。それ言ったら子供に火を持たせるとか何考えてんだ。ライターの構造がどうして面倒臭くなったか知らねえのか」

「ふっ、あたくしの中身はＬＥＤ電灯でございます。地球にも子供にも優しいこのぱーふぇくとな構造をどう思いまして!?」

「え、感想？　……それは提灯ちようちんと呼んで良いのか、そのレベルの疑問しかねえけど」

　ていうか照明器具なんだから、蝋ろう燭そくの部分は人間で言うと心臓ぐらいの価値がありそうなんだが……妖怪って、全体的に雑だよなあ。

　と、しばし置いてきぼりだった男の子がこちらの顔を見上げてきた。

「……唐傘の知り合い？」

「どちらかが食パンを咥くわえていたら激突していた仲だ」

　ふうん、とだけ返事が返ってきた。

　え、いや……本気で取られても困るんだが。せっかくラブコメが始まると思ったら相手が傘だったなんて、シュール過ぎて寝込みかねねえぞ？

　何というか、全体的にノリの悪そうな子だ。

　そんな風に思っていた時だった。

「やあやあ。流石さすがはインテリビレッジ。当たり前みたいな顔して不思議な光景が広がっているなあ」

　横合いから新しい声が飛んできた。

　全員でそっちを見ると、二〇代前半ぐらいのレインコートを着た男が片手を挙げている。もう片方の手には、釣り道具を収めるらしき箱型のケースがあった。肩かた紐ひもをたすき掛けにするようにして、クーラーボックスも提げられていた。

　……でも、肝心の釣つり竿ざおがないようなんだが。

「ああ、釣り人じゃないんだ。僕の専門は妖怪画でね。商売道具をしまっておくのに便利だから釣り道具を利用しているだけ。天気が天気だし、正直あんまり期待していなかったんだけど、初日からすごいのに遭遇しちゃったな」

「声掛け事案ですか!?　覚悟はできているんでしょうね!!」

「提灯うるさい」

　にこやかな笑顔のまま、画家さんは一発で切り捨てた。

　……それにしても、妖怪画ねえ。

　スピリチュアルやらパワースポットやらでテレビの取材班なんかがたまにインテリビレッジにやってくる事はあるけど、流石に芸術を取り扱っている人間がやってくるのは珍しい。というか、俺自身妖怪画専門の画家なんて初めて見た。

　まあ、見た目だけならとてつもなく優れた座ざ敷しき童わらしを良く知っているので、題材にするには悪くないとは思うんだけど。

「妖怪の相手なんて大変じゃねえの？　こいつら、基本的にひねくれているし」

「まあねえ。特によそ者の前には顔を出さないってタイプが結構多くて。いやはや、こうして座敷童を正面から眺められるだなんて奇跡に近いよ」

「なんか目的があってこの村に？　つか、狙っている妖怪でもいるの？」

「季節外れの雪女がいるって話を聞いてやってきたんだけど、今のところは芳しい結果は得られていないねえ」

　……おや？

　ビニールプールにスクール水着な例のヤツが頭に浮かぶんだが？？？

「参考までに質問しておきたいんだけど、妖怪ってこういうお菓子が好きなものなのかな」

「あげればあげるだけつけ上がるから、物で釣ろうとしねえ方が良い」

　痛てっ!?

　このグータラ妖怪、ソールの高い下げ駄たで人の足を踏ふむんじゃねえ!!

　足の爪を割って泥でもすり込むつもりか!?

「それにしても、懐なつかしいねえ」

　と、画家さんは店の軒先に引っ掛けてぶら下げるような格好で並んでいる雑多な商品の中から、ピストル型のオモチャを取り外して、

「……正直、駄菓子屋なんて僕の世代じゃ見知らぬものであるはずなのに、何な故ぜか懐かしく思える。これもインテリビレッジってヤツの整備効果なのかな」

「そんなもんかね。なんだかんだで普通に利用してる俺にゃあ良く分かんねえけど」

「あはは。でもこのリボルバーのオモチャ、昔ながらに固執し過ぎているかな。合金製だからちょっと改造すれば本物の弾が撃うてちゃいそうだ」

　そこで、傍らの座ざ敷しき童わらしが俺のシャツを軽く引っ張った。改めて周囲に目をやると……あれ？　さっきの男の子がいなくなっている。唐傘、提灯ちようちんと一緒に家に帰ってしまったんだろうか。

　画家の方は大して気に留めずに話を続けた。

「今日は雨だから画材を広げられる状況じゃないけど、晴れたらまた声を掛けさせてくれよ。妖怪もそうだけど、妖怪を当たり前に受け入れている人達の暮らしにも興味は尽きない訳だしね」
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　夕飯は素そう麺めんと鶏とり肉にくのサラダだった。

　ただし鶏肉のボリュームが半端ではなかったため、腹持ちがあまりにも良過ぎる。ぶっちゃけ、ちょっともたれかねねえぐらいの量だった。

　それでもって夜。

　久しぶりに構ってモードになった雪女を中心に、座敷童や猫又と一緒にインディアンポーカーをしている内に随分と時間が経たってしまった。

　今日は登校日だったので結構疲れが溜たまっている。

　さっさと部屋で寝てしまいてえが、それにも準備というのが必要だった。

　……かやぶき屋根のデカいお屋や敷しき、というと風情があるとでも思うかもしれねえが、あちこちに隙間でもあるせいか、蚊が入ってくるんだよな。

「よっと、くそ、面倒臭せえな……」

　俺が用意しているのは、昔ながらの蚊帳だった。

　蚊除よけのグッズは色々あるけど、結局、物理的に遮断してしまう蚊帳が一番効果的な気がする。あと電気式のヤツはノー。せっかく空気の奇き麗れいなインテリビレッジに住んでいながら、部屋中に化学薬品を焚たく虚むなしさみてえなのを感じなくもないからだ。

　四方の壁かべ、カーテンレールほどの高さに埋めてあるＪ字の金具に蚊帳の輪状の紐ひもを引っ掛け、蚊帳を完全に固定する。

　できた、と喜ぶ暇もなかった。

　シャリシャリシャリシャリ……と、突然耳に変な音が聞こえてくる。

　金属を擦こする、よりは軽い。

　そう、

「……米を研ぐ音？」

　呟つぶやいた途端、変な音が強くなった。ジャジャジャリジャリジャリ!!　と、何だか抗議しているような感じだ。

「ああそうか、小豆洗いか。一体ここで何してやがる……？」

　シャリシャリ、と小豆音（？）で答えられても解読できねえし。

　妖怪にも色んな種類があると思うが、人間みたいにご飯を食べる妖怪と食べねえ妖怪でも分けられると思う。影かげも形もない小豆洗いは後者である。

　……そもそも、うちにこんな妖怪は居着いていないはずなんだが、また妖怪好きの母ちゃんが勝手に連れてきて、屋根裏辺りに住まわせていたんじゃねえだろうな。

　ん？

　屋根裏？

「……そういや、ここ最近押しかけてきた悪あく魔まが屋根裏を根城にしていたっけ？　お前、ひょっとして追い出されてきたのか」

　シャリー……と、心なしか力のなさそうな小豆音。

　しかし俺に頼たよられても困る。一晩中耳元でシャリシャリやられたら眠れそうにねえし。

　あちこちを見回した俺は、やがて押し入れの襖ふすまを開けると、

「おい、とりあえずこの中でやれ。お前の新しい根城は明日決めよう」

　影も形もねえから小豆洗いが移動しているかは分からねえんだが……シャリシャリという音が押し入れの中から聞こえてきたから、多分納得はしているんだろう。俺は襖を閉め、ようやく寝るための準備を終わらせる。

　さあ部屋の電気を消そう、と思ったところで、さらに来客があった。

　しかも音源は真上。

　天井の一角がずれ、四角い穴を生み出す。そこから忍者よろしく何者かが顔を覗のぞかせた。

　見た目はグラマラスな女性なのだが、頭には山や羊ぎのような角、背中にはコウモリのような羽、お尻には矢印のような尻尾……と、ここまで説明すれば誰だれでも答えを導き出せるだろう。彼女は悪あく魔まである。気分で変えるのか、今日は長い髪をツインテールにしていた。

「やあやあ。おはようございます」

「何だよサキュバス。こっちはこれから寝るんだよ」

「だからやってきたんですってば。よっと」
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　やはり忍者のようにサキュバスは天井の四角い穴から降ってくる。アホみたいなマイクロビキニにかろうじて守られている何かが色々と揺れた。……ちなみにこれが彼女の正装らしいが、屋根裏と俺の前以外では自重して上からＴシャツなどを着ている。

　というか、この家へやってきた日に、命知らずにもうちの父ちゃんに向かって『ここに泊めてくださぁーい、お代は身体からだで払いますからぁー☆』などと調子こいた直後、無言で本気のゲンコツをもらって上下関係が確定したのが最大の要因である。

　どうやらうちの父ちゃんのゲンコツに、洋の東西なんぞ関係なかったらしい。

「いやあ、全体的にこの家の殿方は無欲な傾向がありましてねえ。しかしこっちも夢魔なんてもんをやっている身の上でして、このまま何もしないと存在意義に関わるのです。ってな訳で甘い夢はいかがですよ？」

「……契約社会の悪あく魔まさんが無む償しようで何かしてくれるだなんて信じられねえな」

「ああ、そっちも加味してます。ご主人様にはすでにこの家に匿かくまわせていただいている分がありますし。等価交換っていうのはこっちがもらいっ放しでも都合が悪い訳です。家賃として定期的に膨ふくらんでいく借りは、どこかで返しておかなくては」

　悪魔がもらいっ放しなんていうのも極めて珍しい例ですけどねえ、とサキュバスは笑う。

　彼女は人差し指を立てて、

「私にできるのは所詮夢を操る程度のものですけど、割り切ってしまえばかなり都合の良いものですよ？　何しろ夢の中なら何をやっても問題なし!!　ノー犯罪!!　物理世界では体感不能な快楽やぬくもりも味わい放題なのですからっっっ!!!!!!」

「にゃんと!?　思春期の性欲ってものがどこまで煮えたぎっているか分かっていて質問しているんだろうな貴様!!　ムチャクチャな要求にドン引きしても後の祭りだぜ!!」

「ええもちろん！　私の存在意義とはまさにそれです！　これを機に普段は手の届かなかった動物モノや臓物モノにチャレンジしてみるのはいかがでしょうご主人様!!」

「……いやそこまでは良い。うっぷ」

「ちょっとちょっと、脂身ばっかりのステーキ目の前にしたような顔しないでくださいよ。じゃあどんなのならストライクゾーンなんですか？」

「え、えー？　そりゃあ年上系と言いますかね、全てを包み込むおっぱい系って言いますかね、和服の似合うしっとりとした……」

「具体的なモデルがいるなら先に教えていただけると夢の構築も簡単なんですが」

「ぶっ!?　モデルなんていません!!　モデルなんていません!!」

　大事な事なので二回ほど否定してみる。

　サキュバスはどこか釈然としない感じの顔をしつつも、

「はい、ではそういう事でしたら！　ご主人様の欲望はしっかりと吸収いたしましたのでご安心を!!　布団に入って一〇も数えない内に、あっちもおっぱいこっちもおっぱいの夢のような空間へご案内します!!」

「マジでか!?　本質的に虚むなしい気がしねえでもないけどでも少しは期待しちゃうぜ!!　しちゃって良いのかいなんだぜ!!」

「ふわっはっはー!!　この世のものとは思えないほどの快楽をプレゼントしてあげますってばよー!!」

　そこまで言われてしまった以上はさっさと実行に移すしかあるまい。

　部屋の電気を消して布団代わりのタオルケットに潜もぐり込むと、予告通り、すぐにその時はやってきた。

　が。




　この時の俺はまだ気づかなかった。

　まさかこの後、全身のいたるところに無数のおっぱいをぶら下げて顔さえ見えなくなった、肌色のぶどうの房みたいな怪人に一晩中追い駆け回される悪夢に苛さいなまれるとは。




　　　　５（3rd person）




　深夜。電気を消して真っ暗になったかやぶき屋根の屋や敷しきの中を、猫又は音を立てずに歩いていた。彼女（？）の普段の生息域は屋敷の縁えんの下なのだが、雨が降っている場合は屋内に入れてもらっている。

　猫又は猫ではないので、夜行性という特徴に縛しばられる事もない。いつもであればもう寝ている時間帯だが、彼女がこうしてうろうろしているのには理由がある。

　先ほどから蚊に狙われ続けているのだ。

　当然、妖怪はまっとうな手段では傷つける事はできない。ので、蚊に刺される事もない。それでも耳元でブンブン羽音を鳴らされ続けると眠りを阻害されるのだ。

（……ババ様の部屋を訪ねるのは忍びないし、やはりあそこが一番かね）

　猫又は適当に考え、陣じん内ない忍しのぶの寝室を目指す。

　電気式の蚊除よけでもあれば十分と思っていたが、実際に部屋に入ってみると蚊帳があった。妖怪の猫又が見ても古風とため息をついてしまう一品である。しかし蚊除けとしての効果はあるだろう。

　一緒に蚊まで入れてしまわないように注意を払いながら、蚊帳の中へと潜もぐり込む。

　やかましかった耳元の羽音はなくなり、ようやく猫又は陣内忍の枕元で体を丸くする。

　と、そこで彼女の鋭えい敏びんな五感が異変を察知した。

　三角形の耳を立て、縦長の瞳どう孔こうを丸く開く。

　そして改めて観察してみれば、薄うすいタオルケットの中に陣内忍以外の影かげがあるのに気づく。軽くめくってみると、座敷童わらしと目が合った。

　猫又は呆あきれたように、

「……何しているんだい」

「習性なのよ」

　サラリとした調子で赤い浴衣の座敷童は答える。

「昔と違って、気づかれないようにしないと追い出されるようにはなったけど」

「座敷童が布団の中に潜り込むのは『子供らしい悪戯いたずら』の一例だろう？　家人に気づかれないように済ませてどうするんだい」

「こちらにも色々と事情があるの。あなたみたいな見た目なら、ここまで苦労する事もなかったんだろうけどね」

「へっ」

　猫又は二本の尻尾を軽く振り、

「常に人間の世俗と自分の性質をすり合わせなくちゃならない『家付き』は大変なんだろうとは思うけど、その台詞せりふはないねえ。私みたいなのに言わせてもらえば、アンタみたいな形の妖怪は羨ましくて仕方がない。人間に近い方が、人間の社会には受け入れられやすいものだしね」

　一応、猫又は人間にも変へん化げできるのだが、そのためには『素材』となる人間を殺す必要がある。そして、そうまでしても人間に変化するメリットを捨てきれない種族からすれば、常時人間と同じで常時人間の恩恵を受けられる座ざ敷しき童わらしのような妖怪は、才能や性質を無駄遣いしているようにしか見えない訳だ。

　当然、それが分からないほど座敷童は不見識ではない。

　が、分かった上で突き刺すのが彼女の個人としての性分である。

「人間と同じなのに、いつまで経たっても形が変わらないというのも問題を生むものよ。そもそも種族が違うっていうのに変な嫉妬をされたりね。ま、見た目が猫なら何歳かなんて、パッと見て分かる人間は少ないだろうけど」

「はん。だからって、アンタは素っ裸でその辺歩いても誰だれにも何とも思われないような形を望むとでも言うのかい？」

「……、」

「おや？　……おい、本気で悩むなよ。何だ何だ、家人の少年の対応が変化してきたからってマジで悩んでいるなんてオチじゃないだろうね。そりゃ思春期の少年に求めるには酷だ。いつまでもお姉ちゃんお姉ちゃんって懐なついてくるもんでもない」

「何か言う前に、勝手に人の答えを用意しないでちょうだい」

　言うだけ言うと、赤い浴衣の座敷童はタオルケットを頭から被かぶってしまう。

　どうやら図星だったらしい。

　人間が一緒に布団やお風呂に入ってくれなくなったからという理由で、本気で不ふ貞て腐くされる妖怪というのもなかなか珍しい。

（……どれだけの時間を過ごそうが、種族全体としての特徴がガキ臭いってのもあれだね、面倒臭い）

　うるさい蚊から避ひ難なんするためにここまでやってきたが、この雰囲気の中で眠るぐらいならよそに移った方が良さそうだ、と猫又は判断する。

　ただし、やっと見つけた安住の地を奪われたいらつきがないと言えば嘘うそになるので、去り際に彼女はこう付け足した。

「けどまあ、その顔。陣じん内ない忍しのぶに見せてやれば、もう少し乙女として扱ってくれるようになるんじゃないのかい？」

　タオルケットの中から、くぐもった女の声が返ってくる。

「冗談はやめて」

「だろうね。あたしがそんな事になったら首を吊つってる」

　低く笑いながら、今度こそ猫又は去っていく。
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　昨日は夜遅くまで雨が続いていたが、朝になると奇き麗れいに晴れ渡っていた。

　とりあえず朝、とんでもない悪夢から目が覚めると同時に屋根裏に乗り込んでサキュバスを追い駆け回す。

「理論値では現実以上の快楽だったはずなんですけどねえ」

「あれで興奮するようになったらもう普通の女の子の相手はできなくなっちまうよ!!」

　朝食を終えると、座ざ敷しき童わらしが先日（勝手に人様のクレジットで）購入していた電動スティックボードの話が出た。スケボーに垂直のバーと自転車みたいなハンドル、電動モーターをつけたオモチャだ。

「でもネット通販のポイントが溜たまったおかげで、記念品が贈おくられてきたのよ」

「俺のアカウントを勝手に使う理由になってねえ」

「はいキーホルダー。なんと球体の中身には本物の海水が！　植物性プランクトンも!!」

「魅み力りよく何にもねえよな!!」

　バッテリーは夜の内に充電を済ませておいたらしいので、グータラ妖怪と一緒に試運転をしてみる事になった。

　場所は家の前にある、車道も歩道も区別がつかないほど小さな道。

「速い速い速い速い!!　何これブレーキどこついてんの!?」

「忍ー、ハンドルの右がスロットルで左がギアチェンジよー」

「ブレーキどれだっつってんブキャべるげるげ!!」

「あははははは!!　落ちた落ちた。田んぼに水が張っていたらもっと面白い絵になったのに」

　道路より一段低い田んぼから座敷童に向けて電動スティックボードをぶん投げてやろうかと思ったが、すんでのところで思い留とどまる。

　小走りで近づいてきた雪女が、道路の上から声をかけてくる。

「……私もっ、私にも貸してください……」

「良いけど、まず説明書をみんなで読まねえか？」

　稲いな穂ほでびっしりな田んぼから道路へと這はい上がる。と、田んぼを挟んだ向かい側の道路を、デカい唐傘と提灯ちようちんが移動しているのが見えた。

　……昨日の？

「ええい我が主め!!　また行き先も告げずに勝手にお出かけしおって！　降水確率三〇％の恐ろしさを知らんのか!?」

「まずは駄菓子屋さんの方から当たってみますわよ！　それでダメならカブトムシ山の方へ行ってみましょう!!」

　相変わらず幼い家人に振り回されっ放しらしい。うちとは逆のパターンで少し羨ましかった。唐傘と提灯は、結構な速度で道路を突っ切っていく。

　こっちはこっちで、雪女がガチャガチャと電動スティックボードの各所をいじくっている。

「……んっ、車輪が意外に近い……。これ、着物の裾を引っ掛けそうですね」

「じゃあ座ざ敷しき童わらしも駄目じゃん！」

「いざとなればミニ浴衣というものがあるし」

「……それが許されるのは伝統文化を無視した都会のガングロさんだけだ。お前みたいなのがやったら民俗学者が哀かなしむぞ」

　ていうか、そもそも何でこいつは浴衣ばっかりになったんだっけ？？？

　俺がガキの頃、一度だけ普通の洋服を着ていた事もあったと思うんだが……。

「おや」

　と、その時だった。

　少し離はなれた所から声を掛けられた。

　振り返ってみると、昨日駄菓子屋で会った若い男がいた。

「妖怪画家さんだったっけ？」

「北ほう条じようで良いよ」

　北条さんは簡単に言って、

「それにしても、季節外れの雪女に出会えて何より。しばらくここで遊んでいるのかい？　肖像画みたいにピタリと止まっていなくて良いからさ。風景の一部として一筆、ご協力してもらえると助かるんだけど」

「だってさ。どうする？」

「……わ、私のいやらしい春画を描いても良いのは陣じん内ない忍しのぶだけと決まっているんです……!!」

「決まってねえよ。春画でもねえよ」

[image: ]

　そんな訳で、和紙や硯すずりを取り出した北条さんを傍らに置いておきつつ、俺達は電動スティックボード試乗会を続行。

　一〇分ぐらい恐る恐る乗り回していると大体の操作方法も分かってきたので、一〇〇メートルあたりの直線を往復するラップタイムで競うタイムアタック制を導入する事になる。

　妖怪画家らしいので俺はターゲットに入っていないのだろう。だからこちらは気楽なものだった。座ざ敷しき童わらしや雪女はややカチコチしているような気がしないでもない。

「……でも、雪山にひっそりと佇たたずんでいるんならともかく、電動マシンを操って遊んでいる雪女なんて和室に飾れるもんなのかね……？」

「いやあ、大丈夫大丈夫。季節外れの雪女を追っているって言ったでしょ。ギャップが欲しかったんだよねえ。そういう意味では大収しゆう穫かくだ」

「お昼ご飯になったら撤てつ収しゆうしちゃうけど大丈夫そう？」

「まあね。水墨画ってそんなに時間がかかるもんじゃないから。旅しながら描く僕だけの偏った技法かもしれないけど」

　クラッチ操作を駆使してロケットスタートを行う裏技を発見した座敷童によってラップタイムに革命をもたらしたり、雪女がロケットスタートを狙い過ぎてウィリーしかけたりしながらも、ド田舎インテリビレッジの時間はまったりと過ぎていく。

「平和だ……」

　田んぼを挟んだ向かいの道では、さっきどこかへ消えた唐傘お化けと提灯ちようちんお化けが、来た道を戻ってきていた。どうやら家人の少年は見つからなかったらしい。

「刺激が欲しいな。ネット通販で花火でも買うか」

「忍しのぶ。花火をするなら五〇連打ち上げ花火は外せないよ」

「お前は水平射しや撃げきしかしねえから却下」

「花火かあ」

　北ほう条じようさんは筆を動かしながら苦笑いし、

「ネット通販って最短で当日配達だったっけ？　でも、今日って夜からまた雨になるみたいだから、そんなに急いで買う必要はないかもしれないよ」

「へえ、知らなかったな」

「こっちは和紙を扱う仕事だからね。天気や湿度はちょいと気になるのさ」

　全体的にこぢんまりとした婆ちゃんがお昼ご飯のために俺達を呼びに来ると、宣言通りお開きとなった。

「もう描けたのか？」

「一応は。ああ、僕の事は気にしないで。こいつが乾くのを待ってから撤てつ収しゆうするよ。墨だから時間はかからない」

　そんな訳で、妖怪画家の北ほう条じようさんを置いて俺達はかやぶき屋根の屋や敷しきに戻る。電動スティックボードを見てみると、バッテリー表示は早くもピンチになっていた。

「……おいおい、三時間弱で切れちまうのか？　自転車の代わりにするのは難しそうだな」

「忍しのぶ。強化バッテリーが今なら五八〇〇円って通販サイトで」

「却下却下!!　はいレジャー用です、ありがとうございました!!」

　ちなみにお昼ご飯は冷やし中華だった。

　ご飯を食べ終える前にカエルはゲコゲコ鳴きまくり、空を分厚くて黒い雲が覆おおい始める。心配になって家の前の道路へ出てみたが、すでに妖怪画家の北条さんはどこかへ消えていた。
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　夕方になるとザアザア雨が降ってきた。

　ノートパソコンで適当に安い花火のセットを注文した俺は、湿度が気になるのか前脚で顔を洗っている猫又に頼たのまれる形で、即席の猫ハウスを作る事になった。

　生活必需品の大半を充実した回線網とネット通販で済ませるインテリビレッジの住宅なら、どこでも通販会社の段ボール箱が山積みになっているものなのだが……。

「新聞紙なんて詰めるんじゃないよ。アンタざらざらした紙切れに包まれて眠れるのかい」

「古いボロ切れは匂いが強いとか言って文句垂れてたろ」

「その辺ふわふわしてるの捕まえて詰め込んじゃ駄目なのかい？」

「ありゃケセランパサランだよ。お前と同じ妖怪だ」

　また屋根裏のサキュバスが無害な妖怪を追い出したのか、さりげなく妖怪の数が増えてる。廊下の天井近くを漂っているケセランパサランは、ピンポン玉くらいのサイズの白い毛玉みたいな妖怪だった。一匹（？）だけでなく、いくつか集まった塊が浮遊している。

　……あれも妖怪好きの母ちゃんが勝手に拾ってきて屋根裏に隠しておいた妖怪かな。うちではしょっちゅう母ちゃんが妖怪を拾ってきては、後でバレて父ちゃんに外へ出される、というパターンが横行していたりする。

　結局、ネット通販のサービスでもらったっきり放ったらかしな使い捨てティッシュを丸めて敷しき詰める事で猫又の合意を得たところで、玄関のチャイムが鳴った。

　座敷童わらしがこちらに近づいてきて声をかけてくる。

「忍しのぶ、チャイムが鳴っているんだけど」

「ならお前が出りゃ良いだろ……」

　徹てつ頭とう徹てつ尾びグータラなこいつと問答しても仕方がないので、俺は玄関に向かう。

　引き戸を開けると、意外な客が待っていた。

「……ハロウィンパーティなら九月ラストまで待てねえのか？」

「唐傘お化けだ。こっちはＬＥＤの提灯ちようちん。昨日も顔を合わせたはずだが」

　いや分かっているんだけどね。

　でもこの唐傘と提灯、特に手はついていないんだが、どうやってチャイムを押したんだろう。まさかと思うけど、長い舌で押したんじゃねえだろうな？

「こちらに一〇歳ぐらいの男の子がやって来ていないか尋ねたいのだ」

「何だ、まだ見つかってねえのか？」

「な、何であたくし達が捜している事を知っていたんですの!?　まさかやはり昨日の声掛け事案が何かの伏線になっているのでは!?」

「提灯うるせえ」

「ちょ、いきなりあたくしを掴つかんで何をするつもりですか!?　そんなっ、上下から力を加えたらあぎゅるむぎゅー!!」

　甲高い声で騒さわぐ提灯を畳みながら俺はこう答える。

「お前ら朝っぱらからそこらじゅう走り回っていたじゃん。あれから何時間ぐらい経たっていたっけ？」

　俺が質問すると、唐傘と提灯は何な故ぜか肩を落とすようにどんよりムードを作ってしまった。

　芳しい結果は得られなかったらしい。

　俺はため息をつくと、玄関の柱に背中を預けて、

「友達ん家ちは片っ端から回ったのか？」

「当然だ」

「携帯は？」

「電源が入っていませんでしたわ」

「インテリビレッジの回覧板ネット」

「掲示板に迷子通達を出したが、有力な情報は返ってきていないのだよ少年」

　ふうん。

　緊きん急きゆう通達扱いなら、大人達の携帯電話には一斉送信されるはずだ。

　友達が単に家に匿かくまっているだけなら、子供は無視しても大人が家の方へ連絡を入れるはず。

「交友関係から導き出せる候補地は全て回った。それでも何も出なかったから、こうして虱しらみ潰つぶしに家を回っているのだ」

「ま、インテリビレッジは家の数自体はそれほど多くないからな」

「でも、それらしい情報は何もありません。ひょっとしたら、民家ではなく屋外にある秘密基地みたいな所にいるのかもしれませんわ」

　娯楽のほとんどをネットの通販やサービスで賄うインテリビレッジには、カラオケボックスや漫画喫茶みたいな店てん舗ぽはない。隣となり町まちまでも相当な距きよ離りがある。俺もやった事あるが、アウトドアが好きか嫌いかに関わらず、家出と言えば防災グッズのパンと水持って秘密基地に逃げ込むものなんだ。

「……この雨の中で？」

　けどさ、秘密基地って言えば、通販の段ボールとかで作るのが定番なんだよな。土砂降りの雨に耐えられるようなもんじゃねえと思うが。だから大人に見つかるとすぐ撤去される。

「ふうむ、結局どこにいるんでしょう？」

「済まなかったな。何かあれば回覧板ネットの迷子情報に書き込んでくれ」

　言うだけ言うと、唐傘と提灯ちようちんは土砂降りの雨の中へと戻っていく。

　……、

「おい」

「何か？」

「『サナトリウム』のある山あるだろ。あれの南側の麓ふもと。昔っから秘密基地を作るって言ったらあそこなんだ。この雨ん中いるとは思えねえけど、段ボールじゃなくてベニヤとかビニールでちゃんとした小屋を建てているんだとしたら、そっちで遊んでいるかもしれねえ」

　唐傘と提灯がわずかに前へ傾いた。頭を下げているつもりなのかも？

　しかし玄関の引き戸を閉めたところで、ふと思い出した。

「……あれ？」

「忍しのぶ」

　座ざ敷しき童わらしと猫又が玄関に近づいてくる。

「……仮に果実山の南側で秘密基地を作っているとしたら、それってまずくないかしら？」

「どういう事だい？」

　首を傾かしげる猫又に、俺は自分で意見を整理する意味でも説明をする。

「あの辺りは特に整備されていない原っぱでさ。ブドウが一房三万円の果樹園なんかと違って、忍び込んだって大事件になったりしねえんだ。だからしょっちゅうガキんちょが通販の段ボール持ち寄って秘密基地を作ったりするんだけど」

「蛇でも出るって言うのかい？」

「いいや」

　俺は首を横に振って、

「そう、そうだ。……俺がガキの頃と違って、事情がちょっと変わったんだよ。山の斜面の果樹園が一回、水害にやられてからな。用水路を整備するだけじゃゲリラ豪雨の雨量に耐えられねえってんで、緊きん急きゆう時のための遊水地が作られるようになった。普段は何にもねえ原っぱだが、いざとなったらそこに大量の水を誘導する事で、貴重な果樹園を守る造りになってんだ」

「……、」

　猫又は黙だまって天井を見上げた。

　バチバチバチバチ!!　と土砂降りの雨はうるさいぐらい屋根を叩たたいている。

　やがて猫又はポツリと呟つぶやく。

「ヤバいね」

「ああヤバい！　あそこは今じゃ立入は禁止されていると思うんだけど、たまに段ボールの塊を見かけるから秘密基地はまだ作られているんじゃねえか？　水門が開いちまったらあの一帯は全部水の中に沈んじまうぞ!!　もしも本当にあんなトコにいたら……!!」

「忍しのぶ、この雨で水門を開ける決定は下ると思う？」

「分かんねえ。際どいところじゃねえか？　水門開放は虎の子だ。できる事ならやらねえ方が良いって風潮がある。台風ぐらい派手な雨じゃねえ限り実行しねえとは思うんだが……」

　俺達は急いで寝室に向かい、ノートパソコンを開く。

　インテリビレッジ内の町内会用回覧板ネットに接続し、災害用の掲示板にアクセスする。

　緊急項目用に色分けされたスレッドの名前を見ただけで、軽く眩め暈まいを覚えた。




『果実山南側斜面における、遊水地の水門開放に関する重要なお知らせ』




「まずい……もう開いてやがる!?」

　掲示板の情報チェックは座ざ敷しき童わらしに任せ、俺は携帯電話を取り出して念のために消防へ連絡する。……でも、何とかなるのか？　山火事用なんかのために消火活動については多少リッチな整備が進められているインテリビレッジだが、それ以外の救助用の人員になると、正直、心当たりはかなり乏しい。

　その上、オペレーターはこう返してきた。

『その子が確実に緊急用遊水地にいるという情報はあるのですか？』

「いえ、それは……」

『人員は送りますが、それでは水門の再閉へい鎖さは難しいと思われます。水門の開放自体、確実な被害を抑えるための防止策なのですから。よほど確度の高い情報がない限り……』

「分かりました。すみません、確認だけで良いんです。誰だれか回して溺おぼれている子がいないかどうかだけでも確認してください！」

　携帯電話を切ると、思わずそれを壁かべに叩たたきつけそうになる。

「駄目だ！　二、三人向かわせて適当に見回らせるのが精一杯って感じだった。そろそろ暗くなる。ざっと歩いて懐かい中ちゆう電灯を向けたぐらいじゃ、小さな子供なんて見つけられっこないぐらいなのに!!」

　俺は時計を確認する。

　午後六時。

　空が分厚い雲に覆おおわれているせいか、いつもよりも外は暗い気がする。

「おい座ざ敷しき童わらし。前にノリで防災グッズ買ってたよな？　あれどこにある。強力な懐中電灯が欲しい」

「……今から見て回るの？　二次被害って言葉を知っているかしら」

「深追いはしねえよ。良いから懐中電灯」

「協力をする事と、巻き込まれるのは別問題。ここが最後の一線って自覚はある？」

「脇役だって自覚ぐらいはある。得体のしれないラスボスと戦う訳じゃねえ。見て回って何もなければそれで良いんだ」

　座敷童はため息をつくと、一度自分の部屋に戻っていった。

　猫又はこちらの顔を見上げて、

「携帯電話の設定を確認しておくんだね。そのボロボロのヤツでも、ＧＰＳには対応しているんだろう？」

「……一応オンにはしておくけど、防水じゃねえから水に落ちたらそれまでなんだよな」

「なら、信号が消えたらあたし達が大騒さわぎする事にしよう」

　戻ってきた座敷童から懐中電灯を受け取ると、俺はそれをくるくると回しながら、

「絶対に止められるから、父ちゃん達に何か聞かれても黙だまっていてくれよ」

「……忍しのぶ。ものすごく後が怖い注文よ、それ」

「俺が一人で怒られるから心配しなくて良い。それより時間がねえな。おい、朝使っていた電動スティックボード貸してくれねえか？　昼からまた充電してたろ」

　傘を差して乗り回せるようなオモチャじゃねえ。

　俺は土砂降りの中を突っ切るように、水没した遊水地へ急ぐ。
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　果実山の南側の麓ふもとに辿たどり着いた時には、もう辺りは真っ暗になっていた。

　電動スティックボードをその辺に倒して懐かい中ちゆう電灯のスイッチを入れる。この辺りは水没させてもどこからも文句が出ねえぐらい価値のねえ場所だから、街灯の一つもなかった。軽く周囲へ光をやると、ザアザアという物凄い音の中、呆ぼう然ぜんと立ち尽くす唐傘と提灯ちようちんが見えた。

「おい、どうした？　例の子、見つかったのか!?」

「……ほ、本当に、この中に我が主がいるのか？」

「な、なん、何かの間違いではなくて？」

　絶句する妖怪達と並んで、緊きん急きゆう用の遊水地へ懐中電灯の光を投げる。

　酷ひどい有り様だった。

　普段は背の低い下草に覆おおわれた、緑色の原っぱのはずだった。辺り一面が同じような景色になっていて、所々に子供達が作ったと思おぼしき段ボールの秘密基地が飛び出ているだけの場所。変に手入れされていない分、整備されたインテリビレッジの果樹園よりも青臭い自然が残っているようにも見えたはずだ。

　その一面が、真っ黒になっていた。

　原因は水だ。

　真夜中の海のように、ごうごうと音を立てる水の流れが景色を埋め尽くしてしまっている。背の低い下草どころか、段ボールの秘密基地まで何もかもが吞のみ込まれ、黒い平面だけが全てを支配している。ライトの光でも水の中は透過できず、どれぐらいの深さがあるのかも分からない。

　あまりの物量に、一いつ瞬しゆん、足元のバランスが崩れそうになる。

　……この中から何かを捜し出す事は、砂漠に捨てた指輪を見つけるよりも難しいんじゃねえのか？

「提灯。お前は空を飛べるんだよな？」

「え、ええ。あまり高い所までは無理ですけど」

「なら、とにかく遊水地の上を飛んで名前を呼び続けろ。そうだ、その子の名前は？」

「米よね咲さき尋ひろサマですわ」

「おい、少年。私は一体何をすれば？」

　質問されたので、俺は唐傘の柄の部分を掴つかんだ。

　そのまま逆さにして、道路の縁ふちから水の中へ突き刺す。

「ちょいと失礼」

「ぎゃあーっ!!」

「……水深は一メートル前後って感じだな。あの子は一三〇センチ前後……背伸びすれば顔は出るかもしれねえ」

　ずぼっと水の中から唐傘を引っこ抜いて解放する。

　でも、場所によって深さは違うかもしれねえし、水を吸った地面が柔らかくなって、足を吞み込むようになっている危険性も否定できねえ。やっぱり楽観視はしねえ方が良さそうだ。

　唐傘はデカい口から（……どこへ？）入った水を吐き出しながら、

「ま、まったく、道具を大切にしない現代人はこれだから!!　パソコンや携帯電話の形をした付喪神がなかなか現れんのはこういう野蛮人のせいなんだな!!」

「提灯ちようちんは遊水地の上だ。俺と唐傘は外周を回ってみる」

「こら、話を聞かんか!!」

　唐傘の文句を無視して、俺達はあまりにも頼たよりねえ捜索活動を開始する。

　遊水地の外周部分も土を盛っただけの簡素な造りで、上を歩いているといつ崩れるか分からない怖さがある。暗くら闇やみのあちこちに懐かい中ちゆう電灯を向けて大声で名前を呼ぶが、芳しい返事はなかった。時折、黒い水面に何か大きなものが浮かんでいてギョッとするが、それは秘密基地で使われていた段ボールのようだった。

「……なあ唐傘。あちこち聞いて回ったんだろ。その、米よね咲さき尋ひろって子が誰だれと遊んでいたかは分かったのか？」

「いいや、それが？」

「秘密基地ってごっこ遊びは、鬼ごっことかかくれんぼと同じだ。普通は一人じゃやらねえ。ここで基地を作っている間に水門が開放されたんなら、他の子も吞のみ込まれた可能性がある。何人捜せば良いのかを確かめられればそれに越した事はねえだろ」

　それにしても……消防の連中が来ている様子がねえな。車も停とまってねえし。ひょっとして、悪戯いたずらか何かと判断されたんだろうか？

「……、」

　唐傘は長い間黙だまっていたが、やがて暗くら闇やみの重圧に耐えられなくなったように、ポツリと呟つぶやいた。

「ひょっとしたら、我が主は遊びに来たのではないのかもしれん」

「何だって？」

　何もねえからこそ緊きん急きゆう地の遊水地に指定されるような場所だぞ。こんな原っぱ、遊び以外の理由で来るなんてパターンを想像できねえ。

「私達みたいな妖怪は人間の学校教育については良く分からん。が、この辺りでは遊ぶなという注意ぐらいはされているんだろう？　川で遊ぶなとか一人で山に入るなとか、そういった話と一緒に」

「……多分な。それが？」

「つまり、我が主はここにどういう危険があるか分かっていた訳だ」

　唐傘は重たい息をついて、

「……もしも、その上で我が主がこのタイミングで足を運んでいたとしたら？　想定通りの危機に巻き込まれるために」

「何を……？」

　言いかけて、俺は心臓をわし掴づかみにされるかと思った。

　気づいてしまったからだ。

「まさか……米咲尋は入水自殺をするために、水門が開放されるのを待っていたっていうのか？」

　自殺。

　あんな小さな子供が？

　とても想像のできる世界じゃねえが、高校生の俺には小学生の世界の複雑さなんて分からねえ。かつては自分も通った道のはずなのに、もうその時のリアルなディティールを思い浮かべる事はできねえ。

　ありえるのか。

　一〇年そこらで世界の全部を諦あきらめるほどの何かが。

「……我が主はどこか思い詰めているようだった。食事の量も減っていた。その悩みは、私や提灯ちようちんには教えてもらえなかったのだが」

「今日、交友関係から米よね咲さき尋ひろを捜していたって言っていたよな？　友達はいたって事なんだろ」

「ああ。友人関係に問題があった訳ではない。家族の中でも不和があったようには見えない。……だから分からんのだ。明確に何かに悩んでいたのは事実なのだが、その原因がどこにあったのかが」

「……、」

　ま、実生活では見えなくて、それでも問題を抱えていそうっていうと、ありがちなのは……。

　俺は携帯電話を取り出したが、ネット関係は弱いのでここからでは検索できない。仕方がないのでいつも座ざ敷しき童わらしの持っているスマホ（本当は俺のだけどな！）に電話で連絡を入れた。

「米咲尋って子のネット上での足跡を知りてえ。どうにかして調べられるか？」

『本名で書き込む人間って珍しいと思うけど。ハンドルに心当たりは？』

　俺は唐傘の方を見て尋ねる。

「米咲尋は友達からなんて呼ばれていた？」

「ヨネッチ」

「だとさ。検索」

　数十秒ほど待つと、座敷童から声が返ってきた。

『「四行ねっと」が出てきたね。最近流は行やりのＳＮＳ』

「短文を書き込むタイプのヤツだよな」

『「全員に公開」レベルの情報でも、行事や授業なんかが書き込まれているのが分かるね。このインテリビレッジ納骨村の小学生で間違いはなさそう。近所の駄菓子屋の名前もある』

「荒らされていたりは？」

『特には。でも「四行ねっと」って、親友、友達、顔見知り、知り合い、みたいな感じでコメント閲えつ覧らんにレベル制限を設けられなかったっけ？　多分、大事な情報は一般公開されていないと思うけど』

「調べられねえのか？」

『妖怪はスーパーハッカーじゃないのよ』

　……ふむ。そういえば、俺のクラスにはそういうのに詳しそうなヤツがいたっけか。

　俺は一度座ざ敷しき童わらしとの通話を切ると、変人美少女惑まど歌かちゃんに電話を掛ける。

『どしたの忍しのぶクン？』

「助けて」

『ド直球じゃーん。何かあった？』

「惑歌って株の取り引きとかやってるから、ネットに詳しいんだろ？　『四行ねっと』の閲覧制限の中に、犯罪の痕跡が隠れている、かも？　どうにかして外から調べる方法ってねえか」

『ふむふむ』

　惑歌は適当な調子で呟つぶやいてから、

『検索エンジンは何使ってる？　とりあえずフリーロードを使ってみて』

「キャッシュデータでも調べるのか？」

『そこからじゃ無理。画像検索を使うのよ。あれ、目的は画像データを探す事だけどさ、一緒に同じページのテキストもサンプルとして抽出するんだよね。「四行ねっと」くらいなら貫通しちゃう。ユーザー識別用の目印画像ファイルなんかを検索するとズラッと出てくるよ』

「お詳しい事で」

『ま、元々は一昔前に流行った、インサイダー情報を抜くためのテクだし』

「……惑歌さん？」

『私はやってないよ。そもそも自律投資プログラムにその手の情報は必要ないし』

　礼を言って通話を切ると、再び座敷童と連絡を取って指示通りに作業をしてもらう。

『色んな女性を利用しているねえ』

「人聞きの悪い事を言わないように。で、どうなった？」

『……おやまあ。怪しい文言がびっしり。当の「ヨネッチ」は顔も名前も知らない相手の言葉をほいほい鵜う吞のみにしているみたいね。これって、ひょっとして妖怪の力なのかな？』

「テキスト貼って送信しろ」

　メールが着信した。

　それを目にした俺は、わずかに眉をひそめて、

「これって、日記プロファイリングって手口じゃねえか？　公開されている文章を心理学的に分析して、最も好感を得られるコメントを返すってヤツ。いくつかのコメントのパターンが、警察のホームページで注意喚起されてんのとそっくりだ」

　自由に絵を描かせて心理状態を探るテストと同じ。ブログとかＳＮＳって、そういう部分が結構無防備だと思うんだけどな。

『……それ、一昔前に自殺サイトの運営者が参加者を募るために使っていたものよね？』

「最後には自殺幇ほう助じよで捕まりそうになった運営者も入水自殺をしたらしいけどな。……あれ？　でも、あの時に使われていた妖怪って……」

『七人ミサキ、だったよね？　ニュースサイトの記事に「パッケージ」についてちょっと書いてあるけど』

　当時の被疑者はもういない。

　が、その時の『パッケージ』を誰だれかが悪用していたり、事件の裏には別の誰かがいたって可能性も残っている訳か。おあつらえ向きに、七人ミサキは唐傘や惑まど歌かの話の中にも出てきたし。

「ちなみに、ヨネッチってのはどんな不安を刺激されているんだ？」

『直接本音は書いていないけど……文面から察するに、友達と別れるのが怖いって感じかな』

　……。

　俺は黙だまって唐傘の方を見るが、唐傘は身体全体を左右に回転させて『首を横に振る』アクションを実行する。

「ここ最近、学校の友人が引っ越すなどという話は聞いた事がない」

『違うみたい』

「引っ越す子がいたというのかね？」

『そうじゃない。そもそも友達というのは学校の子とは別のようね』

「？」

　唐傘は思考停止しているようだが、俺は大体予想がついた。

　米よね咲さき尋ひろの言っている『友達』っていうのは……。

『「四行ねっと」にやってきた誰かは、こんな風に刺激しているね』

　座ざ敷しき童わらしは滑らかな口調でこう告げた。




『大切な友達と同じように、妖怪になる方法があるとしたらどうする、って』




　唐傘は、しばらく黙っていた。

　動きも、完全に止まっていた。

「ありがちな話だ」

　俺は口を開く。

「インテリビレッジなら特にな。妖怪は自分の身近にいるけど、でも、自分達よりずっとずっと寿命が長い。だからいつかは別れなくちゃならない。その事が怖いって話だ」

　でも、その願望を刺激して『どこかの誰だれか』は何をしようとしている？

　妖怪になる方法。

　それはただ特定の人物を誘い出すための方便なのか、それとも、本当にそれ自体が目的なのか。

　さらに深い部分の書き込みがないか尋ねたが、座ざ敷しき童わらしの反応は芳しくない。

『……どうやら、「四行ねっと」はヨネッチの信しん頼らいを得るためだけに使われていたようね。無料のメールアドレスを取得するように誘導されてる。具体的な手順についてはそっちでやり取りしていそうよ』

「……いきなりきな臭くなってきたな」

　多分、必要な情報のやり取りだけ行ったら、メールアドレスごと破棄しろと指示されていると思う。そうなった場合、サーバー会社に正式な連絡が入ったって調べようがない。そこそこの会社ならクラスタごと個人情報を抹消する。全ては消えているのだから。

『妖怪になる方法。そんなのあると思う？』

「さあな」

　そもそも人間と妖怪は全く違う生き物だ。そんなの人間をマウンテンゴリラにするよりも難しいんじゃねえの？

　俺は少し考えてから、

「日記プロファイリングを使って参加者を募っていた自殺サイトの事件をニュースサイトで拾ったって言ったな？　当時の『パッケージ』の詳細は分かるか」

『警察も掴つかんでいないのか、真ま似ねする馬鹿を防止するためか、詳しい所までは。ただ、出会ったら死ぬ七人ミサキを、どうやって出会わせるかに焦点を当てた「パッケージ」だったみたい』

「もうちょっとヒントは？」

『アリバイホテル』

　座敷童は、一昔前にワイドショーで流は行やった単語を口に出す。

『架空のホテルの宿泊サイトだけ用意して、個人情報を入力した人間のアリバイをスイートルーム料金ででっちあげてくれる裏サービス。これを使って、本来は会っていないはずのターゲットと七人ミサキが、記録の上では出会っていた事にしてしまうんだとか。忍しのぶ、どう思う？』

「……それだけで人を殺せるなら、国連の事務総長だって合衆国の大統領だって殺し放題だ。そいつは第一段階。多分、下した拵ごしらえを施した後で、ターゲットに接近して何かをセッティングする必要がある」

『それがこの遊水地』

「分かんねえ。でも、何の理由もなくこんな場所に呼び出す訳はねえわな」

『警察はどうする？』

「通報した方が良さそうだ」

　通話を切ると、唐傘がせきを切ったように大声で尋ねてきた。

「け、結局、我が主はどうなったのだ!?　ここにいるのか、それとも別の場所へ連れて行かれたのか!?」

「分かんねえよ、まだ何とも！　ここで溺おぼれている可能性だってゼロじゃねえんだ。とりあえず俺達は俺達のできる事で、一つ一つの可能性を潰つぶしていこうぜ」

　ごうごうという音が聞こえてきたのはその時だった。

　懐かい中ちゆう電灯の光を向けてみると、俺達の立っている縁ふちのすぐ真下に、用水路のトンネルが開いている。遊水地へ水を集めるためのものではないらしい。遊水地の面積だって有限だ。流せる量は他の用水路などに流して、可能な限り雨量を分散させようとしているんだろう。

　トンネルはおよそ直径一メートルほど。その下半分が水に埋まっている。俺だったら身を屈かがめねえと中には入れそうにねえ。

　唐傘と二人で身を乗り出して、トンネルの中に懐中電灯の光を投げる。

「……流石さすがに奥までは見えねえな。そもそもまっすぐなのか曲がりくねっているのかも分かんねえぞ」

「あっ！　あれは我が主が被かぶっていた麦わら帽子ではないのか!?」

「どれだ？　帽子だけか!?」

「奥の方だ。帽子だけが引っかかっているように見えるのだが……」

「どこだよ!!」

「奥の方だと言っているだろう!!」

「だからどこだっ……!?」

　言いかけて、俺の声が途切れた。

　というか、バランスが崩れる。体重が消える。唐傘が何か叫んだようだが、聞き取れなかった。頭から泥水の中に沈み込み、ごぼごぼというくぐもった音しか聞こえなくなる。

　用水路の近くだからか、急激な流れがあった。

　とっさに両手を振り回したが、掴つかめるものがない。そのまま用水路の大きな口へと吞のみ込まれる。

「がばっ!!　げほげほ!!」

　何とか水面に顔を出すが、体は完全にトンネルの中へと潜もぐり込んでいた。懐中電灯の光を出口に向けようとして、ゾッとする。出口がムチャクチャ遠い。ライトの光が届かないほど。すでに数十メートルは進んでいた。そして、こうしている今も強烈な水の流れによって、俺の体はさらに奥へ奥へと流されている。

　麦わら帽子があったのかどうかなんて判別できなかった。

　両手両足を使ってその場に踏ふん張ろうとするが、やたらとぬるぬるして滑ってしまう。

　このまま流されて別の出口を目指すべきだろうか？

　でも、この先も水の高さがずっと同じとは限らねえ。用水路のトンネルが地下方向へ下っている場合、そのまま全水没、なんて事も十分あり得る。

「くそ……!!」

　もはや地に足を着ける事を諦あきらめ、泥臭い水の中を泳ごうとしたが、いくら手足をバタつかせても効果がない。それどころか、ますます奥へ流されていくのが分かった。

　体がひっくり返り、トンネルの中を転がり、上下の感覚も掴つかめなくなる。空気のある層とない層を交互に繰くり返し、自分が空気を吸っているのか泥を吞のんでいるのかも区別がつかなくなってくる。

　懐かい中ちゆう電灯の硬い感触が掌てのひらからなくなった。

　真っ暗になったトンネルの中を、ずっとずっと流されていく。

　……やっぱり……。

　似合わねえ事なんて、するべきじゃなかったかもしれねえ……。




　　　　９




「……えぶ……げほっ……」

　水なんだか泥なんだか良く分からないものを吐き出しながら、俺は呻うめき声をあげた。その苦しみを感じている事が、まだ自分が生きている事を教えてくれる。

　ていうか、ここはどこだ？

　気がつけば、暗いトンネルの中からどこかへ放り出されていた。仰向けになっていた体を起こすと、田んぼの間を走る用水路のような場所だという事が分かる。

「いや、違うのか」

　ただでさえ日没後で真っ暗、おまけに土砂降りで視界は悪い。

　それでも目を凝こらして周囲を観察する。一見、田んぼのように見えるのだが、八月末だっていうのに何も植わっていない。そして広い田んぼの周囲は木の板みたいなもので囲まれていて、外の様子は見えなかった。

　……休耕田か？

　それにしてはやけに厳重に壁かべで覆おおわれているところを見ると、ひょっとしたら、ここも遊水地の候補地なのかもしれねえな。

　水や泥を吸って何倍も重たくなった服を引きずるような格好で、俺は用水路から這はい出る。ポケットから携帯電話を取り出したが、完かん璧ぺきに壊こわれていた。思わず舌打ちする。

　暗くて周囲の状況は良く分からねえが、それでもとにかく観察するしかねえ。

　真ん中に用水路の走っている休耕田みてえな場所だが、一面が土だけって訳でもない。一部分だけ、土を盛って大地が作られている部分もあった。お墓を寺に作らないで自分の土地に作ろうとする場合なんかは、こうやってスペースを確保したりするもんだ。

　サイズは一〇メートル四方。

　その上に、大きな石材を敷しき詰めて土台を確保してあるようだった。

　ただし、

「……墓じゃ、ねえ？」

　典型的な墓石がない。

　その代わりに、みすぼらしい木造の小屋があった。

　人間が中に入るようなものじゃない。サイズはせいぜい一辺一メートル前後。小さな脚で支えられていて、何だか百葉箱みたいな感じになっていた。

　何なんだ、あれ？

　周囲を木の板で覆おおわれた休耕田の中じゃ、外からこの中の様子を確認する事はできねえはずだ。つまり、これ、そもそもこの土地の持ち主が作ったもんなのかって疑問がある。誰かが勝手に付け加えていたって、村の人間には分からなかったはずだぞ。

　泥の中に足を埋めながら、そちらに近づいていく。

　暗くて細かい所まで観察できねえが……どうもこの小屋、それほど古いものじゃなさそうだな。色合いとか肌触りはそれっぽく見せかけてある。本当に年代物の木造建造物から切り取ってきた素材かもしれねえ。……が、釘くぎや接着剤は新しいものが使われているのか、妙な匂いが混じっている感じがするのだ。

　小屋、あるいは祠ほこら？

　とにかくその正面に立ち、観音開きの扉を開ける。

「……何だ、こりゃ？」

　中に入っていたのは意外なものだった。

　仏像とかご神体とか、そういったオカルトめいたものじゃねえ。

　方向性としては逆だ。

「拳銃？」

　銀色に光る銃身。黒いゴムで覆われたグリップ。典型的な、六発入りのリボルバーのようだった。しかし、恐る恐る手を伸ばし、指で触れてみると、やはり妙な違和感がある。俺は本物の拳銃なんて握った事はないが、そんな俺でもはっきりと分かるぐらい質感が安っぽいのだ。素材自体は金属なのだろうが、その表面に何か塗料のようなものを塗りつけている。『重厚な雰囲気』を作るため、色を誤ご魔ま化かしているのだ。本物ならこんな加工は必要ない。

　……オモチャ、なんだろうか……？

　俺は黒いゴムのグリップを指で触れながら、何か引っかかるものを感じた。

　何でこんなものがこんな場所に、という疑問はある。

　しかし。

　それとは別に、俺はどこかでこれと同じものを見ているような気がするのだ。それはどこだった？　つい最近だったと思うんだが……。

　と、その時だった。




「……何してるの？」




　突然、真後ろから声が飛んできた。甲高いソプラノの声。しかし女の子のものとは違う。声変わりをする前の、少年の声。知り合いと呼ぶほどの繋つながりすらない相手だが、それでも心当たりはあった。

　振り返る。

　一〇歳前後の男の子が立っていた。唐傘がいないせいか、その全身は土砂降りの雨に叩たたかれてずぶ濡ぬれになっている。でも、俺ほど泥まみれにはなっていないようだ。あの用水路を通ってきた訳じゃねえのか、雨が降る前に通ったのか？

　それにしても。

　辺り一面は休耕田を利用した遊水地なんだが……一体、どこに隠れていたんだ？

　疑問は膨ふくらむが、真っ先に確認すべき事は他にある。

「米よね咲さき君？　米咲尋ひろ君で良いのか？」

　これぐらいの歳の子にどう話しかければ良いのか、正直、距きよ離り感に迷うが、気にしていられる状況じゃない。結局、いつも通りのぶっきらぼうな調子で質問する。

　すると、少年は首を縦に振った。

「そうだよ」

「よし」

　第一段階はクリア。

　でも、念のためにもう一つ質問しておこう。

「ここに来たのは一人だったか？　他の友達と一緒だったりはしねえのか？」

「僕一人」

　その答えを聞いて、ようやく俺は安あん堵どで全身の力が抜けるのが分かった。大丈夫。あの水の奔流の中に、他の家の子達が吞のみ込まれている心配もなくなった。

　後はこの子を、唐傘や提灯ちようちんの所まで無事に帰せば今回の騒そう動どうも丸く収まる。

　その上で、最大の懸け念ねんは、米咲尋をここへ誘い込んだ何者かの動向だ。米咲尋自身は、ここには一人で来たって言っていたが……どこか、暗がりに身を潜ひそめていたりはしねえだろうな？

「……唐傘と提灯は知っているな？　あいつらが心配していた。でも、とりあえず家に帰れ。唐傘と提灯には俺から伝えておく」

「帰らないよ」

　すると、米よね咲さき尋ひろはそんな事を言った。

　土砂降りの雨の中、ぽつんと突っ立ったまま、彼はこう続ける。

「僕は帰らない。だって、言ったんだ。ここにいれば僕を妖怪にしてくれるって」

「……誰だれが？」

「……、」

　質問するが、今度は黙だまってしまう。

　何でもかんでも答えてくれる訳じゃないか。当然ながら、この子が俺に心を開く理由は特に何もない。

　ここまで泥まみれになったら、今さら服の事なんてどうでも良い。俺は泥の中に座り込むと、背の低い米咲尋の顔を覗のぞき込むような格好で、改めて口を開く。

「なあ、なあってば」

「……、」

「人間が妖怪になる。普通に考えたら、そんなの難しいって事ぐらい誰だって分かってる。ていうか、できんのか？　どうやって？　雪女や座ざ敷しき童わらしは、俺達と同じ風に見えるけど、でも中身は全然違うもんだ。俺は今日から雪女になりますって言ったってなれるもんじゃねえ。分かるだろ？」

「できるよ」

　素早い返答があった。

　信条の否定。それに対する反射的な言葉ではあるが、沈ちん黙もくよりはマシだ。

「できるもん。そういう風に教えてくれたんだ。だから」

「誰かが言っていたからそれが全部正しいのか？　だったら俺も言ってやる。人間は妖怪になんかなれない。これでお前は考えを変えるのか？　納得できるのか？　どうなんだ」

「僕は妖怪になれるんだっ!!　ここであの人を待っていたから!!」

「だからそれがだれ……」

　質問しかけて、俺は言葉を吞のんだ。

　眉をひそめる。

「待てよ。今、何で過去形で言ったんだ？」

「……、」

「あの人を待っていれば妖怪になれる、じゃない。あの人を待っていたから。お前は今そう言ったな？　何でだ？」

「だって」

「まさか、もう会っちまった後なのか!?　一体誰と!!」

　周囲の暗くら闇やみが、鋭するどく尖とがるような錯さつ覚かくがした。四方八方から悪意のようなものを感じる。……近くにいるのか？　誰が？　米咲尋と接触したとして、一体何をやった。何かを仕掛けたヤツの狙いは、単なる誘拐なんかじゃない。それは何かを施しておけば、後は自動的に開花するような小細工なのか？？？

　米よね咲さき尋ひろは自分の身に起きた状況を理解しているのだろうか。

　まるで、自分の親友を罵ば倒とうされて憤いきどおったように、彼は大きな声でこう叫び返してきた。




「七人ミサキと!!　あの妖怪が僕も仲間にしてくれるって言ったんだ!!」




　ぞわり、と。

　背筋に、泥水とは違う、もっと冷たいものが走り抜けるのを感じた。

　七人ミサキ。

　唐傘や惑まど歌かが以前言っていたか。

　本来は海の妖怪であるはずの七人ミサキが、この辺りで確認されている、と。

　ただ。

「馬鹿野郎……。思いっきり致命誘発体じゃねえか！　それも、雪女や猫又なんてもんじゃねえ。出会っただけで人間を殺すって言われる、最悪レベルの種族だぞ!!」

　強きよう靭じんな筋肉に覆おおわれた獣けものは恐ろしいか？

　鋭えい利りな牙や爪を備えた獣は恐ろしいか？

　答えはもちろんイエスだろう。でも妖怪に既存の動物としての強さなんてあてはまらねえ。ヤツらの中で最も恐ろしいのは、とにかく理不尽な殺傷能力を持った種族だ。

　出会っただけで死ぬ。

　関わっただけで死ぬ。

　そういう個体。真の意味での、致命誘発体。

　……ここに来て、ようやく俺は全貌みたいなものが見えてきた気がした。

　米咲尋と七人ミサキを引き合わせる事。

　それが犯人とやらの狙いなんだろう。

『四行ねっと』や『アリバイホテル』なんかでターゲットを指定した上で、何かしらの方法を使ってターゲットの近辺に七人ミサキを投入する。そのままなら七人ミサキは無秩序に動き回って被害を拡大させていくが、ネット上では『すでに出会った事』になっている七人ミサキは、自分自身の性質に則のつとって、ミサイルのように正確に米咲尋だけに狙いを定めて移動したはずだ。

　指定した者だけを精密に殺害する、自殺の体を装った暗殺『パッケージ』。

　ただ、大それた事をやる割に、それを米咲尋に向ける犯人の思惑が見えねえ。単なるテストなのか、それとも米咲尋を殺す事にこそ最大の意味があるのか。

「違う。違うよ！　七人ミサキは僕を仲間にしてくれるって言ったんだ。危害を加える訳じゃない!!」

「……七人ミサキっていうのは、本体があやふやな妖怪なのは知っているな？」

「それぐらいは僕だって」

「あれはいつも七人組の水死者って形で人の前に現れる。彼らは出会った人間を殺すと、一番古い水死者が消滅する。そして殺されたヤツはそのまま列の最後尾に並ぶ。これを繰くり返すのが、これを形作るループ構造そのものが、言ってみれば七人ミサキっていう見えない妖怪だ。目に見える部分の、水死者っていうのは服やアクセサリーみたいなもんだ。それは絶対に、仲間なんて呼べるものじゃない」

　とはいえ、七人ミサキは確かに致命誘発体の中でも最悪に近い性質を持つものの、そいつ自体に善悪がある訳じゃねえ。悪意があるとすれば、誰だれの手も届かない場所から七人ミサキを誘導して米よね咲さき尋ひろに遭遇させた何者かだ。

　米咲尋が求めているものは自らの死じゃあねえようだが、結果に大した違いはない。

　ここではないどこかに行きたい。

　今の自分とは違う自分になりたい。

　そんな、誰だれもがちょっとは考える願望を強引に捻ねじ曲げて、『逃とう避ひ先という形の死』を欲するように調整を施されているようにしか俺には見えねえぞ。

「でも、僕の事を妖怪にしてくれるって言ったんだ」

　米咲尋は頑かたくなに、それだけを繰り返す。

「僕の所にやってくる七人ミサキはトクベツだから、望む人はみんな妖怪にしてくれるって。七人なんて上限を気にする必要もない。誰も消える必要もない。みんなを妖怪にして、仲間にしてくれるんだって」

　妖怪になる。

　唐傘や提灯ちようちんのようなものと同じ存在になる。

　そうすれば、親しい『友人』とも、いつか来るお別れを迎えずに済む。

　それを望む米咲尋には、その無尽蔵な七人ミサキが奇き麗れいなものに見えているんだろうか？　でも、その話が本当なら、特別製の七人ミサキは、無尽蔵に水死者の山を積み上げて膨ふくらんでいく、おぞましい存在に変貌しているんじゃねえのか。

　七人ミサキの一部になってしまえば、確かに普通の人間とは別のものにはなれるかもしれねえ。

　でも、そんなのが唐傘や提灯と対等の存在だなんて言えるのか？

　自由に海を泳ぐ魚と、その身や骨をすり潰つぶして丸めた魚肉は全く別のものだと思うんだが。その辺りを何も教えずに、ただ選択肢を突き付けて選べと迫るのは何かが不公平じゃねえか、黒幕さんよ。

「へい」

「……、」

「聞けって。こっち見ろ。そういえばまだ聞いていなかったな。妖怪になれる妖怪になれるって繰くり返しているけど、そもそも何でお前は妖怪になりてえんだ？」

「……、」

「今度のだんまりは拒絶じゃねえな。恥ずかしいからだ。俺には分かるよ」

「何でそんなの……っ!!」

「決めつけるのかってか？」

　俺は鼻で笑った。

　ああくそ、そんなの簡単だ。俺だって恥ずかしいからだよ!!

「インテリビレッジに住んでる子供ならさ、将来の夢とかって作文でたまに書くヤツがいるんだ。妖怪になりたいって。……ちなみに俺の場合は小学校の頃の書き初めでやっちまった。クラスのみんなからは爆ばく笑しようされた。何な故ぜか掛け軸にされて、今でもかやぶき屋根の屋や敷しきのお茶の間に飾ってある。年に二回ぐらいは座敷童わらしにからかわれるよ」

「……、」

「だから分かるって言ったんだ。俺も同じだったから。最初は当たり前だと思ってたろ？　クラスで笑われた時も、何がおかしいのか分かってなかった。でも、やがて気づくんだ。人間は、妖怪になんかなれない。俺達の道はそういうものなんだって」

　でも、米よね咲さき尋ひろはそこで諦あきらめきれなかった。妖怪になりたいなんて人前で言うのが恥ずかしいとは思っていても、だんまりを決め込んで心の中で願い続けた。それでも、時々願いは外に洩もれる。それを拾って、何かに誘った馬鹿がいた。

「寿命の違いなんてのは、どうしようもない事だ。どうこうしようって考えるようなもんじゃねえ。カブトムシは俺達より早く死んじまう。それは哀かなしい。でも、カブトムシを無理矢理に一〇〇年生きさせようとしたらどうなるよ？　俺にはカブトムシの気持ちなんて分かんねえけどさ、多分、それは相当苦しいものになると思う。体の構造だって、もうカブトムシなんて呼べないものになっちまうかもしれねえ」

　人生五〇年なんて呼ばれた頃に比べれば、人間の寿命は格段に延びた。でも、だからと言って妖怪と肩を並べるのは絶対に無理だ。

　人間は、妖怪になんてなろうとするものじゃない。

　たとえどれだけ身近にいようが何だろうが、俺達はやっぱり違うものなのだ。

「何で？」

　米咲尋は、小さな質問を飛ばしてくる。否定の意味での質問。

　術中にはまってしまっている証拠か。

　あるいは、元から蓄えていた願望が相当な量に達しているのか。

「何で、諦められたの？　妖怪になれないなんて言えるの？」

「必要ないからだ」

　きっぱりと。

　こればかりは、即座に断言してみせる。

「……例えばの話をしようか。重い病気にかかった子がいたとする。無遠えん慮りよな医者から余命は数ヶ月だと宣告されちまったとする。この子が新しい友達を作りたいと願うのは、いけない事なのか？」

「……それは」

「そんなはずない。命の長さなんてものは、人を縛しばる材料になんかなりはしねえ。たとえ一週間の命だろうが、明日までの命だろうが、それでも人間は最後まで全力で生きたって良いはずだ。違うか？」

　逆に言っちまえば、だ。

「妖怪の命がずっとずーっと先まで伸びていたとしたって、一〇〇年しか生きられねえ人間が引け目に思う必要なんか何もねえんだ。もしも妖怪が、一〇〇年しか寿命がない人間とは友達になんかなりたくねえって言ったら、そいつはそいつだろ。そんな程度の野郎はこっちから願い下げだ。……いつもお前の側にいる、唐傘や提灯ちようちんってのはそこまで無遠慮なヤツなのか？」

　ぶんぶん、と米よね咲さき尋ひろは首を大きく横に振った。

　だったら結論を言おう。

「……それなら大丈夫だ。お前はいつも通りに、一〇〇年の人生を全力で突っ走れば良い。無理して今ある命をなげうってまで、七人ミサキの力を使って妖怪になんかなる必要はない。そうだろ？」

「そう、なのかな？」

「心配だったら一人で勝手に悩んでいないで、唐傘や提灯に相談してみるといい。よほど天あまの邪じや鬼くな座ざ敷しき童わらしでもねえ限り、ちゃんと答えてくれるだろうさ」

　この土砂降りの中、今にも氾はん濫らんしそうになっている遊水地でずっとお前の事を捜し続けているんだ。

　水死者の仲間入りになりたいなんて方法を伝えたら、本気で叱しかられるかもしれないけどな。多分、この子を叱るのは俺の仕事じゃねえ。それはずっと米咲尋の側にいたヤツがやるべきだ。

　それなら。

「七人ミサキの力は必要ない。それで良いな？」

「……うん」

「なら、ここでちょっと待ってろ。俺は唐傘と提灯を呼んでくるから」

　ざわざわと。

　何か嫌な予感みたいなものが背筋を這はっていた。

　これで思い留とどまった米咲尋が家に帰って、唐傘お化けや提灯お化けと再会できればハッピーエンド……には絶対ならねえ。




　七人ミサキに出会った人間は、その時点で死んじまうからだ。




　鋭するどい爪や牙があるから怖いんじゃない。全身が強きよう靭じんな筋肉で覆おおわれているから強いんじゃない。

　出会っただけで死ぬ。

　触れる必要さえない。

　そういう性質を持った致命誘発体と出会ってしまったと、米よね咲さき尋ひろは言ったのだ。だったら、例外なんてない。米咲尋は死ぬ。それが三日後か、一ヶ月後かは知らないが、出会ってしまった以上は絶対に死ぬ。あれはそういう類の妖怪だ。

　ただ、不幸中の幸いと呼べるものがある。

　あの七人ミサキは、第三者の手で『パッケージ』に組み込まれているらしき事。

　常に七人の水死者、という条件を解除し、無尽蔵に水死者を取り込み続けるように改造が施されているらしき事。

　米咲尋が、実際には『何人目』に指定されているのかは知らない。

　ただ、本来のカウントからズレた状態であるのだとすれば、七人分の枠に入っていないのだとすれば……七人ミサキを改造している核のようなものを破は壊かいし、七人ミサキを元の状態に戻す事で、カウントをゼロに戻す事ができるかもしれねえ。

　つまり。

　確定した米咲尋の死を解除できるって可能性だ。

　米咲尋をきちんと帰すためには、家に帰ってから死なせるのではなく、元気なままに元あった世界へ帰すためには、元凶となった七人ミサキをどうにかするしかない。

　しかし、一方で。

　米咲尋を助けるために行動するって事は、それぐらい最悪な性質を持った七人ミサキと真っ向勝負をしなくちゃならねえってのも意味している。

　出会ったら死ぬ。

　触れる必要もなく殺される。

　幸い、俺はまだ七人ミサキとは遭遇していない。『パッケージ』が狙いを定めているのは米咲尋だけだから、このままやり過ごせるかもしれねえ。対して、『パッケージ』から米咲尋を助けようとすれば、その途中で七人ミサキを目もく撃げきしてしまう危険性は増す。それが分かっていて、本当に泥沼を進むべきなのか？　という悩みもないと言えば嘘うそになる。

　俺は現代に生きるカードバトル陰おん陽みよう師じでも、スピリチュアルな力をぶん回す退たい魔ま師しでもねえ。

　ただの高校生。

　登場枠で言えば被害者の役回りが精一杯。

　命が惜しければ、今すぐに逃げ出すべきだ。米よね咲さき尋ひろを中心に『七人ミサキ』の問題が浮上しているなら、こいつから距きよ離りを置けば、とりあえず、安全に、問題をやり過ごす事はできる。

　ただ……、

「どうしたの？」

「いや」

　俺は首を横に振った。

　そうやって生き残るのは簡単な道だ。でも、これは人の生き死にが関わる問題だ。簡単な方法で終わらせてしまったら、多分俺はずっとその選択に縛しばられ続けると思う。

　自分でもこっ恥ずかしい話だが……顔色を変えずにそれができるようなら、そもそも土砂降りの中、遊水地まではやってきていねえよな。

「良いか、ここにいるんだ。唐傘と提灯ちようちんの野郎は俺が連れてくる。七人ミサキもこっちで何とかする。だから、ここにいろ。分かったな？」

　七人という制限を解除するもの。

　七つの数字を数える事を許さないもの。

　そのための条件は、実はもうある程度の推測はできていた。この休耕田に設置された、不自然なみすぼらしい小屋。その中に収まっていた、六発入りのリボルバーのオモチャ。最初から枠が六つしかねえんだから、当然七つ目を数える事はできない。引き金を引くごとに六発入りのシリンダーがくるくる回るように、空回りを続ける七人ミサキは延々と水死者を取り込み続ける。

　思えば。

　このオモチャの拳銃に触れた途端に、米咲尋から話しかけられたんだったっけ。

　あるいは。

　米咲尋は最初からここにいたが、『パッケージ』の部品に触れるまで、俺はその事に気づかなかったのか。それぐらい、米咲尋の『変へん化げ』は進んでしまっているのか。

「……、」

　このリボルバーは、このみすぼらしい小屋に安置されている事に意味がある。

　無理に移動させようとすれば、当然ながら『パッケージ』を維持しようとする者から妨害が入るだろう。

　支配下にある七人ミサキを操り、その力を振るう形で、だ。

　それは俺の死を決定づける代わりに、この場に留とどまる米咲尋を危機から遠ざけるはず。

　でも、これだけじゃ駄目だ。

　七人ミサキは海の妖怪。森や山に囲まれたインテリビレッジ納骨村にいるのはおかしな話だ。その無理を通すための小細工が別にある。それを破は壊かいしない限り、七人ミサキはこの村に留まり続ける。猛威を振るい、俺も米咲尋も死なせてしまう事だろう。

「なあ、お前は七人ミサキに会ったって言っていたよな？」

「うん」

「その時、周りには何か落ちていなかったか？　魔ま法ほう瓶とか、ペットボトルとか……密閉された容器で、中に海水が詰まっているようなのだ」

「……分かんない」

　米よね咲さき尋ひろはゆっくりと、何かを思い出す調子で、

「でも、ここに来る前、秘密基地のあった辺りに立ち寄ったんだけど」

「あの遊水地か？　雨が降ると全部水没しちまう」

「うん。あそこなら、いろんなものが落ちているかなって。みんなが持ち寄ってくるから。釣りの道具みたいなのもあったよ。お魚を入れるクーラーボックスとか」

「……なるほど」

　何かを隠すとすれば、触れられたくない何かを守りたいとすれば、あの暴ぼう力りよくみたいな水の底に置いておくのが確実だ。豪雨のせいで濁にごりに濁った泥水だ。底の様子なんか見えやしないし、見えたとしても、あの中に入るなんて自殺行為だ。

　でも、おそらくそれが七人ミサキの核だ。

　密閉された容器を開け、中に入っている海水を捨てる事で、おそらく七人ミサキは全ての力を失う。海の中では最強の鮫さめだって、陸に上げられてしまえば無力になるように。

　時間はない。

　米咲尋の『変へん化げ』は、多分こうしている今も続いている。

　それが一定のラインを越える前に、七人ミサキの矛先をこちらに向けなくちゃならねえ。

　小屋の中にある、銀色のリボルバーのオモチャ。

　その道具を掴つかんだ時から、『出会っただけで死ぬ』とされる致命誘発体との命を懸かけた鬼ごっこが始まる。

　途中で気絶しちまったが、唐傘や提灯ちようちんのいる遊水地までは、おそらく最長でもざっと二〇〇～三〇〇メートルほど。それ以上ならとっくに溺死しているはず。

　休耕田の周囲は木の板で覆おおわれているが、注意深く観察すると、一部分だけ板が割れている場所があった。あそこから外へ出る事ができるようだ。

　これで条件は整った。

　勝負と呼ぶにはあまりにも理不尽な条件ではあるが、ここを突破しない事には何も解決しやしねえ。




　さあ。

　覚悟は良いか？
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　百葉箱のようにみすぼらしい小屋の中に入っていたオモチャのリボルバーを掴つかむ。全力で走る。しかし足場は水を吸ってぬかるむ休耕田だ。いつものようには走れねえ。それでも、休耕田を覆おおう木の板の内、割れて外と出入りできる場所までは何とか辿たどり着けた。

　直後だった。

　ぞぞぞぞぞざざざざぞぞぞっっっ!!!!!!　と、背筋に冷たいものが走り抜けた。寒気というよりほとんどノイズだ。神経を走る生身の信号が明らかにバグっている。体の芯がぐにゃりと柔らかく歪ゆがむのを感じる。この暗くら闇やみの中、視界が眩くらんだ。呼吸もおかしい。汗が噴ふき出す。

「こ、れ……。熱病、みて、え、な……もんか……!?」

　ちくしょう。

　ただでさえ、走りやすい環かん境きようって訳じゃねえのに!!

　確かにこれじゃ水溜たまりでだって溺れ死にそうだ。木の板が割れている場所から、ほとんど転がり出るように休耕田の外へ飛び出す。山の斜面が迫っていた。未舗ほ装そうの土の農道を走る。いや、走っているつもりだった。たった二〇〇～三〇〇メートル程度の距きよ離りが、一向に詰まらない。本当に俺が走っているとしたら、とっくに目的地を通り過ぎているはずだ。

　よろめきながら歩くのが精一杯。

　この状況で、ぶっ倒れて這はいずり回っていないだけでもマシな方なのか。

「がう……ひゅ……ひゅう、ひゅう……」

　とりわけ、喉の苦しみがひどい。やはり水死者を生み出す致命誘発体だからか？　後ろを振り返る度胸はなかった。『パッケージ』によって改変された七人ミサキがどんな形になっているかは知らないが、真正面から見据えたら吞まれるって事ぐらいは想像がつく。

　向き合おうが向き合うまいが、出会ってしまったらもう死ぬのは間違いねえんだ。

　今さら余計な恐怖まで背負ってたまるか。

　……それにしても、ここはどこだ？　どの程度進んだんだ。方角も良く分からなくなってきた。ていうか地球の大地で上下の感覚があやふやになるってどういう事だ。意識が朦もう朧ろうとしすぎて、思考はおろか感情まで鈍くなってきた。これ、同じところをぐるぐる回っているって訳じゃねえだろうな……？

　と、そこで道標を見つけた。

　暗闇の中にぼんやりと浮かび上がる光。

　今も遊水地の周りを飛び交っている、提灯ちようちんお化けの明かりだ。

「ど、どうしたんですの!?　用水路のトンネルへ吸い込まれたって聞いたのですが!!」

　ようやく遊水地の縁ふちまで戻ってくると、提灯が必要以上に大きく騒さわぎ立てる。

　だが付き合っている暇はない。

　今はこのとんでもない広さの遊水地の底をさらって、海水の詰まったクーラーボックスを探さなくちゃならねえんだ。

「ぎゃあ!!　な、何なんですの!?　自殺志願!?」

　という訳で、俺は体の力を抜き、ほとんど前のめりに倒れるような格好で、再び遊水地へとダイブする。

　しかし、こりゃあ……何かを探している余裕もない。

　水の深さは一メートル前後。冷静に考えれば足がつく程度でしかない。はずだ。にも拘かかわらず、急激な流れが足腰を砕き、俺の頭を強引に水中へと引き摺ずり下ろす。遊水地のどこかへ向かって移動するどころか、浮き沈みの調整すらできなくなっちまう。

「ええい！　何をしているのだ!!」

　妙な声が聞こえたと思ったら、目の前の水面に何か細長いものが投げ込まれた。

　唐傘お化けだった。

「掴つかまれ。浮き輪ぐらいにはなるだろう!!」

「さ、さんきゅ……ぶぐっ!?　ちょっと待て、何で沈むんだ!?」

「私に聞かれてもむがもがむぐー」

　徹てつ頭とう徹てつ尾び、役に立たねえ妖怪だな!!

　泥水に浮き沈みする俺の体が、一定の方向へと流されていく。そっちを見てギョッとした。さっきも俺を吞のみ込んだ、用水路のトンネルの入口が口を開けて待っていた。

　もう一度あれをやられたら逆転の目はなくなる。

　トンネルを出たところの休耕田で力尽きるか、トンネルの中に詰まって溺おぼれるかの二択しかねえ!!

　それが分かっているのに、具体的な打開策が見つからない。

　このままじゃ大した抵抗もできずに、俺も米よね咲さき尋ひろも致命誘発体に吞み込まれちまう!!

　が、その時だった。

「……？」

　ごつっ、という硬い感触を足が捉えたのだ。

　……考えてみれば当然だが、水の流れが一つの方向に向かっているなら、遊水地にあるゴミは全部そっちに集まっていくんじゃなかろうか？

　となると、問題のクーラーボックスも。

「提灯ちようちん!!　げぶっ、この辺りを照らせ!!」

「え、な、何がですの……」

「良いから!!」

　水の流れに抵抗する事をやめ、浮き輪の体をなさない唐傘を手放し、俺は息を止めて泥水の中へ潜もぐる。ざば!!　という音が耳を打ったが、それだけだった。ただでさえ真っ暗くら闇やみの夜で、しかも泥水ばかり。水の透明度なんか全く期待できない。

　それでも手探りで硬いものに触れ、両手で掴つかみ、水の上へと持ち上げる。

　最初はプラスチックのバケツだった。

　二つ目は壊こわれた掃除機だった。

　三つ目でクーラーボックスを引き当てた。

「へっ」

　ぐにゃりと頭の奥が歪ゆがむ。七人ミサキの攻こう撃げきが強くなったのかもしれねえ。だがもう遅い。俺はクーラーボックスの留め具を外し、勢い良く蓋を開ける。

　中身をそのまま、濁にごった泥水の中に放り捨てる。

　ドバドバという音を立てたのは、磯いそ臭い匂いのする、ただの透明な液体だった。

　だが、これで決着だ。

　その証拠に、

「……、」

　俺は改めて周囲を見回す。見回す程度の余裕が生まれる。意識がクリアになっていた。熱病のようなあの症状が消えている。

　そして。

　ようやく、俺は自分の真後ろにまで妖怪が迫っていた事を思い知らされた。七人ミサキ。常に七つの水死者で構成される致命誘発体。水着をまとった女性も、タイトスカートのスーツも、ドレスの少女もいた。彼女達の腕は、どれもこれも俺の一メートル以内にまで迫っていた。

　ただし、そこが限界だ。

　刃物でも突き付けるかのように無数の五本指が向けられているが、ピタリと動きを止め、それ以上はこちらに近づけない。

　というより。

　活動そのものが阻害されちまっているようだった。

「……陸に上げられた魚って気分か」

　吐き捨てるように、俺は言う。

　相手は答えない。あるいは答えられないのか。

「妖怪は普通の方法じゃ死なねえっていうけどさ、この場合はどうなんだろうな？　環かん境きように押し潰つぶされるように消滅しちまうのか、それとも、永遠に終わりのない苦しみを味わい続ける羽目になっちまうのか」

　微かすかに。

　致命誘発体の群体に、怯おびえのような色が走るのを確かに感じた。

「そこで、だ」

　言うだけ言うと、俺はズボンのポケットからキーホルダーを取り出した。

　うちの座ざ敷しき童わらしがネット通販で無駄な買い物ばかりするものだから、ポイントに応じて贈おくられてきた、実用度ゼロの記念品。

　飾りの部分はピンポン玉サイズの透明な球体で、中に海水の入っているものだ。

「……とりあえずの避ひ難なん先を与えてやる。何なら『出会わない』ように寝袋に詰めて、海まで運んでも良い。ただし、それは俺や米よね咲さき尋ひろの身の安全を保障してからだ。分かったか？」
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　……と、格好良く決めたのは良いが、遊水地の膨ぼう大だいな水は用水路に向かっているのであり、流されていた俺は結局もう一度吸い込まれた（ちなみに唐傘は傘の部分を開いて排水溝の縁ふちに体を引っ掛けて耐えていた）。流された先の休耕田にいた米咲尋と合流し、さらに遊水地まで戻らなくてはならない羽目になる。

　唐傘と提灯ちようちんは、米咲尋の顔を見つけるなり、全速力で暗くら闇やみを突っ走った。

「お、おお!!　我が主よ、今まで一体どこに行っていたのだ!?」

「お怪我はありませんわね!?　それなら良かった……!!」

　詳しいやり取りはここからじゃ聞こえねえが、まあ、あの調子ならもう大丈夫だろう。というより、元々何の心配もないはずだったんだ。

　誰だれかが不安を煽あおって負の成長を進めていただけで。

「忍しのぶ」

　呼ぶ声に応じて振り返ると、グラマラスな座敷童が傘を差していた。中に入れてくれるのかと思いきや、彼女は眉をひそめ、それから一歩後ろへ下がる。

「……近づかないでちょうだい。何だか全体的にどぶ臭いし」

「お前何しに来たの？」

　まあ、これだけ派手に汚れたんだから、今さら雨なんて気にするような状態じゃねえけど。

「ところで、北ほう条じようだっけ？　妖怪画を描いているとかいうヤツ。あいつどこ行ったか知らねえか？」

「知らないね」

　だよな。

　冷静に思い返してみれば、駄菓子屋で拳銃のオモチャをいじっていたのも、画材を入れるために釣りの道具を入れるケースやクーラーボックスなんかを抱えていたのも、全部あいつだったんだが……。

　何となく、今からインテリビレッジの中をくまなく捜し回ったところで、もうあの北条とかいうヤツは見つからねえような気がする。

　七人ミサキを利用した『パッケージ』を作った理由は何だったのか。米咲尋をターゲットに指定した理由は何だったのか。その辺は分からずじまい、か。

　……俺は叔父さんみたいなプロの刑事って訳じゃないから、問題が奇き麗れいに片付かない方が多いってのも分かるんだが、それでもなあ……。

「はあ。ひとまず家に帰るか」

「そうね。ところで忍しのぶ、さっきあの子達の話を聞いてきたんだけど」

　んんぅ……!?

「そ、それは、具体的にはどのようなお話でしたでしょうかインドア妖怪」

「久しぶりにお茶の間の掛け軸で笑いを取りたくなってきたような話よ」

「いやァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　頭の中が真っ白になるのが分かる。キーホルダーの中に格納された七人ミサキなんて目じゃねえ！　やっぱり俺の天敵はこのグラマラス座ざ敷しき童わらしで決定だ!!

「……寿命の長さは関係ない、か」

　わなわなと震ふるえる俺の横を歩きながら、うっすらと笑う座敷童は、口の中で何かを呟つぶやいた。

「まあ、耳触りは悪くない『答え』だったけどね」

「？」







　　　第二章　菱ひし神がみ舞まい＠転写される悪意
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　暑っつー。

　八月の終わりになればもう少し涼しくなったって良いじゃん。白系のタンクトップにホットパンツなんてアホみたいに露ろ出しゆつの多い服なのに全然駄目。むしろここからが本番ですぐらいの勢いで陽ひ射ざしが強くなってるよ。こういう天気だと長い髪が鬱うつ陶とうしい。今は適当に束ねてるけど、衝しよう動どう的にバッサリ切ってやりたくなる。

　やっぱりヒートアイランド現象って馬鹿にできないのかね。

　しかしそうは言っても私だって社会人なので、北海道辺りに意味もなく遊びに行く事はできないのよね。それがどんな『社会』なのかは各々の想像に任せるけど。

　アスファルトとコンクリートで固められた大都会は、連日の炎天下でもはや蜃しん気き楼ろうぐらいでは誰だれも驚おどろかない始末よ。そんな灰色に揺らぐ街の高架下に停とめてある大きな車のボディを、右手の甲で軽く叩たたいた。

　さて。

　キャンピングカーと言えば、普通はどれぐらいのサイズを思い浮かべるもんだろうね。

　ま、大型の観光バスと同じぐらいと答えるヤツはよっぽど珍しいと思うけど、私の前にある巨体はまさにそんな感じだった。

　……というか、観光バスの内装を全部取っ払って、生活に必要な機材を丸ごと詰め込んだ、っていう方が正しいんだろうけどね。

「やあやあ舞さん。久しぶりだね、こっちこっち」

　空気圧で動かすらしき車体前方の自動ドアが開くと、運転席にいる小男が声をかけてきた。半袖のＴシャツにハーフパンツという、ザ・部屋着！　ソーラーパネルと巨大バッテリーの恩恵か、二四時間エアコンの冷房が効いた車内じゃ冷えると思うんだけどね。

　私は三～四段ほどのタラップを踏ふんで車内へ入り、周囲を見回す。

　ベッド、テーブル、ソファ、冷蔵庫、電子レンジ、テレビ、あーあー、ガス台にオーブンにユニットバスまで。見ない間にまた家具が増えたね。何でキャンピングカーの中に洗せん濯たく機や乾かん燥そう機がついてんの？

「こんなのに三〇〇〇万もかけるなんて色々イカれてるよ、アンタ」

「舞さん知らないの？　小惑星だよ小惑星。もうすぐ最接近するんだってさ。舞さんが地球だとするとね、鼻先を通り過ぎるぐらいのスペクタクルなんだ。本気で生き残るつもりなら非常食だの懐かい中ちゆう電灯だのじゃ話にならないよ。自分の命のためにはこれぐらい出資しないとね」

　……そりゃそうかもしれないけど、地球と小惑星のスケールでそれ語ったら、最接近で鼻先を掠かすめるって言ったって、日本とブラジル以上の距きよ離りは離はなれているんじゃないの？

　小男はさらに鼻の穴を大きくしながら語る。

「やっぱりね、食料だよ。一番は食料。下の貨物スペースにさ、紫外線ライトと水分循じゆん環かん装置をつけてベビーリーフ工場を作ったんだ。これは傑作だよー、一週間おきにドラム缶一杯分の葉っぱが採れるんだ。これなら絶対に飢える事はないね。一〇〇年困らないシステムだよ」

「それで生きていけるのはウサギぐらいよ」

「だと思うでしょ？　でも違うんだー。鶏にわとりだよ、鶏。一緒に飼ってるの。毎日卵を産むから動物性蛋たん白ぱく質には困らないし、肉だって食べられる。よほど無計画に鶏とり肉にくばっかり食べない限り、卵の一割をひよこ分に回すだけでも全然問題ないんだよ！　すごくね？　ねえこのシステムすごすぎね!?」

　面倒臭いヤツだなあ。

　でも、ここまで社会性がズタズタでも、私同様に組織の力を借りずにフリーで今まで生きてこれているんだから、『仕事』の腕はそれだけ確かだって事なんだろうけどさ。

　切り替えるように、私は言う。

「でー調達屋」

「何でしょ舞まいさん」

「金が欲しい。有り金全部こっちに渡すか仕事を紹介して」

　事情を知らない人は私を『百鬼夜行所属の死出の竜姫』なんていう風に呼んだりするけど、私は前述の通りフリーランスのエージェントよ。百鬼夜行って組織はこの手の分野では日本最大手の規模を誇るお得意様だけど、別にそこだけから依い頼らいを受ける訳じゃない。

　……あそこのトップのお嬢じようちゃんは嫌いじゃないんだけどね。たまにはよその仕事を受けてバランスを取っておかないと、組織間のしがらみが生まれるリスクがあるのだよ。

　中立だよってサインを残すのも大変な訳だ。

　そうした事情を調達屋も知っているので、特に顔色を変えずにこう切り返してきた。

「そーかい、だったら良いのがあるよ。……今から京都観光なんてのはいかがかな？」

「京都？」

「そうそう。一〇〇万都市のくせに徹てつ底ていした環かん境きよう整備で妖怪も共存している数少ない大都市圏の京都さん。そこで暗あん躍やくするバカどもを叩たたいて来いってオーダーが入ってる」

　ふうん。

　調達屋の言う通り、京都って街は日本はおろか世界的に見ても特殊な場所よ。……しかし、まあ、昔ながらってのにこだわり過ぎているせいで、最新の事情や社会問題に対応しきれていないって難点もあるんだよね。

　妖怪と人間の数がそれぞれ多い場所。

　つまり、妖怪絡みの『パッケージ』のカモがウジャウジャいるっていうのにさ。

「ま、何でも良いか。バカの名前は？」

「悪あつ鬼き羅ら刹せつ」

「……四桁クラスの組織か。私一人で皆殺しにするには、ちょいと数が多すぎないかね？」

「三倍はある因果応報を内側から共食いさせた姫様が何言ってんのさ」

　調達屋はニヤニヤと笑いながら、

「それに、殲せん滅めつまではやらなくても良いんだ。悪鬼羅刹もビジネスの幅を広げたおかげであっちこっちから恨まれている。適当に叩たたいて収入源のサイクルをぶっ壊こわせば、後は周りが奇き麗れいに平らげてくれるよ」

「で、そのサイクルってのが京都の街に？」

「なーんかデカいプロジェクトを回しているらしくてね。一〇〇万都市のど真ん中でそんな事やってるんだ、人命もモラルも関係なしってヤツさ。そこにもうすぐ悪鬼羅刹の首脳陣が視察に集まってくる。潰つぶすならそこって訳」

「社運を賭かけたってヤツ？」

「そんな感じ。首脳陣かプロジェクト、どっちか一つ潰せばオーダー成功とみなすって。当然、両方潰せば特別ボーナス付きだ。どうするね？」

「良いんじゃない？　そっちも依い頼らい人の支払い能力は確かめているんでしょ」

「まーね。こっちで確認しておかないと、アンタ達勝手に依頼人の素性を突き止めようとするからさ」

「なら、そういう事で」

「ただし、だ」

　調達屋は一度区切った。

「この依頼、どうも早い者勝ちの争奪戦になってるっぽいって事を伝えておくよ。依頼人の支払い能力を調べている内に見つかった。俺以外の仲介人にも同じオーダーをあちこち伝えているらしい。一番乗りをしないと報酬は払ってもらえないかもしれないよ」

「それじゃあ筋が通らない」

「だから、そうなったら勝手にやっちゃってって事。俺は関係ない。舞まいさんがブチ切れて依頼人の豪邸に夜や襲しゆうを仕掛けても、大金庫の扉をぶち破っても」

「なるほどね……」

　私は少し考え、

「じゃ、京都で同業者を見つけ次第、そっちも片っ端から潰していくか。戦場で見かけたら、特に生かしておく理由もないんだし」

「……いやあ、こういう時、俺はホントに舞まいさんの味方で良かったと思うよ」

　おや？

　私がいつアンタの仲間だなんて言ったんだろう？

「それじゃあ私はこれで。お土産は期待しないで」

　ひらひらと手を振って、私は観光バスを丸ごと改装した世紀末キャンピングカーの出口に向かう。

　と、そこで調達屋がさらに声をかけてきた。

「欲しいのは依い頼らいだけで良いのかい？　必要なら仏具や神器の用意もできるけど」

「私そういうの苦手でね。お肌にこのバス以上の金をつぎ込んでいるからかもしれないけど」

「へえ、もったいない。出物もあるのに、陣じん内ない酒造のお神酒とか。本来なら伊い勢せ神宮に奉納される予定だったものだよ。神様の色をつける前だからいろんなもんに応用できる」

「そいつは武器じゃなくて普通に吞のみたいもんだね」
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　そんな訳で新幹線に乗って京都へ。並行するようにリニアも走っているんだけど、開業フェアとかに巻き込まれたくない。裏稼か業ぎようとしては、便利で寂れた交通機関の方が都合は良いのよ。

　仮の宿は祇ぎ園おんにある中規模の旅館。

　……なんだけど、ＺＲ京都駅から地下鉄駅へ乗り換える前に、やっておくべき事がある。

「すーねこーすりちゃーん☆　ここで何してんだテメェ」

「ひっひィいいいいいい!?　も、もう尾行がバレてる!?　あっ、いえっ、その!!」

[image: ]

　全身を使ってビクビクしているのは、小型犬の形をした妖怪、すねこすりだ。

　人の足にすりすりする事ぐらいしかできない可愛かわいらしい種族なんだけど、これでも百鬼夜行っていう組織の正規メンバーなんだよね。

　……という事は、だ。

「ま、乗り換えあるからついてきてよ。続きは地下鉄の中で話そう」

「あ、あの、怒らないんですか？」

「今夜は覚悟しろ。混浴でベタベタしまくってやる」

　地下鉄の列車に乗って祇園の方向へ。

　その車内で私はすねこすりと現状の確認を行う。

「百鬼夜行のメンバーが私を尾行していたって事は、そもそもこのオーダーはそっちが絡んでいるって受け止めて良いのかな？」

「うっ」

「悪あつ鬼き羅ら刹せつは目障りだけど、明確に潰つぶすだけの大義名分がない。この段階でゴリ押しすると予防攻こう撃げきとか糾弾されて百鬼夜行も面倒な事になる。だからフリーの仲介人に話を回して、百鬼夜行が関わっていない形で悪あつ鬼き羅ら刹せつを叩たたく事になった」

　でもねえ。

　私は車両の扉に背中を預けながら、

「……百鬼夜行のトップのお嬢じようちゃんってこういう方法嫌ってなかったっけ？　疑わしきは罰せず、悪を裁く材料がない場合は徹てつ底ていして洗え、それでも倒さねばならぬ悪があるなら、自らが不利になってでも責を負って正しく悪と戦うべし。未成熟な自我らしい潔白な方法を好んでいたはずだけど。となると、そもそも百鬼夜行代表を名乗っているのはどこの馬鹿なのかな？　大方、摂政だの教育係だのを気取っている側近連中の誰だれかだとは思うけど」

　あわわわわわわ、と慌てまくるすねこすり。

　ま、組織人でサラリーマンな犬型妖怪を責めても仕方がないか。

　……報酬は一番乗りの一人にしか出さない、つまりフリー同士で競わせて殺し合わせる構図を作った馬鹿については、後で別途『制裁』を加える必要はありそうだけど。

　そうこうしている内に、列車は祇ぎ園おんの地下駅へ到着する。

　すねこすりと二人（？）で地下のホームへ降り、自動改札を通って、階段を上って市街地へ出る。

「わお。京都爆ばく発はつって感じだねえ」

　ＺＲ京都駅のある行政区画には近代的なビルが並ぶが、そこから少し離はなれたドーナツ状の市街地は完全に時代の流れから隔かく離りされていた。建物の高さも色も制限され、古い木造建築物ばかりが並ぶ街並み。道路は舗ほ装そうもされておらず、主要幹線道路以外は車やバイクの交通も禁止されている。馬に乗った警察官や観光客を運ぶ人力車も珍しくないね。

「流石さすがは時代劇の三大ロケ地って感じだねえ。着物のレンタルも繁はん盛じようしているみたいだし」

「森や林もたくさんありますね。そこらじゅうがざわざわしています」

　一〇〇万都市のくせに通りを少し離れれば竹や楓かえでの深い森が待っている。それが京都だ。徹てつ底ていした環かん境きよう整備で妖怪なんかも徘はい徊かいしているぐらい。いかに観光が収入の割合を占めているかが窺うかがえるね。

「でも、楓も銀杏いちようも何でこんなに紅葉しているんでしょう？　まだ八月末の炎天下なのに」

「赤、黄、緑に染まる街。パンフレットの京都ってそういうもんでしょ？　だから色々手を加えているのよ。自然の木々が紅葉のタイミングを間違えるようなテクノロジーを使ってね」

　偽名で予約を入れていた旅館に入り、部屋に案内してもらう。カメラや盗とう聴ちよう器の有無を確かめてから、いくつかの商売道具を組み立てる。

「じゃ、悪あつ鬼き羅ら刹せつとやらを叩たたきますか」

「重要プロジェクトを停止するか、視察に来る首脳陣を暗殺するかという話でしたけど、どちらにするんですか」

「見てから決めるしかないねえ。楽な方が良いけど」

　私は座布団の上にお行ぎよう儀ぎ良くお座りしているすねこすりの背中を撫なでながら、

「さてすねこすり君。悪鬼羅刹は京都の街で何をしようとしていると思う？」

「え？　そりゃあ、京都に来たんだから京都でしかできない事をするんじゃないですか？　京都って言ったら、妖怪絡みでは『本場』とも言える場所です。百鬼夜行のなりたちにさえ関わるほどに。この街が風水を基に設計されている事はガイドブックにも書いてありますよ。つまり、そういう風に整備しないと困るぐらい『出る』って事なんでしょう？　だったら」

「はあっはっはー」

　私は棒読みで笑った後に、

「不正解」

「へ？　でも」

「あのね、すねこすり君。京都でしかできない事を京都でやる？　そんな構造じゃ陰いん謀ぼう丸分かりじゃない。国会議事堂の前を全裸で突っ走るのと同じぐらいの自滅願望よ。何を企んでいるか知らないけど、悪鬼羅刹は百鬼夜行に睨にらまれるほどのデカいプロジェクトを回している。首脳陣が視察に来るほどの社運ってヤツを賭かけて。つまり絶対に潰つぶされたくないの。なのにあっという間に辿たどられる構造を作りたがると思うかね？」

「じゃ、じゃあ、悪鬼羅刹は何でわざわざ京都の街に？」

「逆に考えなよ。京都は一〇〇万都市でありながら、無数の妖怪がひしめく希け有うな街よ。よその土地なら目立つ怪奇現象だって、ここでやってしまえば埋もれてしまうの。木を隠すなら森ってヤツ？　悪あつ鬼き羅ら刹せつで進んでいる計画に、京都って土地はあんまり関わっていないだろうね」

　だからこれから京都の観光名所をいちいち一つずつ回って美お味いしい郷土料理をもりもり食べて、温泉なんかで湯煙サービスシーンを提供しつつ観光気分で事件の謎なぞを解く、なんて甘い展開を期待しているなら今すぐ諦あきらめるように。

　いやあ。

　私もそれぐらい公私混同できたら嬉うれしいんだけどね。

「ぐ、具体的には何が起こるか分かっているんですか？」

「さあね。パッと見で分かんないように迷路が組まれているんだから、潜もぐってみない事には何とも」

　私は適当な口調で否定した。

「という訳で、使いっ走りでも何でも良いから、悪鬼羅刹メンバーの尻尾を掴つかむ方法を考えないとね。ちなみにすねこすりって何をどこまで知っているの？」

「わ、私は、実はそちらとは部署が違いまして。フリーの方々が百鬼夜行の思惑から外れた暴ぼう走そうをしないかどうか見張って、いざとなったら戦せん闘とう系に連絡を入れる係なんです」

　だろうね。

　……でも、今の京都は悪鬼羅刹を中心に、まともじゃない連中がひしめいている。妖怪は普通の方法じゃ殺せない、なんて常識が通用しない状況になっているんだけど、さて、すねこすりはそのリスクを分かっているのかな？

　ぶっちゃけ、私が先に声をかけておかなかったら、百鬼夜行へ無事に帰れる確率はかなり減っていただろうね。

「じゃ、じゃあ、京都で動く悪鬼羅刹の末端を追うところから始めるんですね？　具体的にはどのようなアクションを起点にするんですか」

「そうね」

　私は首をコキコキと鳴らして、




「じゃ、まずは依い頼らいが競合している同業者を片っ端から殺すところから始めよっか？」




　　　　３




　すねこすりはガタガタと震ふるえていた。

　私は気にせず、カメラを首から下げた男の頭へ、赤ん坊サイズの岩を振り下ろす。……にしても、『プロにしか分からない怪しい素振り』をするだけで引っかかる引っかかる。

「うし、これで七人目。石垣から大きな石が落ちてきたって設定もまあまあかな。いやー良い仕事をした。やっぱり額に汗して働かなきゃ人間って輝かがやかないよね」

　一通り偽装を終えると、哀れ被害者さんの携帯電話を取り出し、個人情報の抽出に移る。ま、私と同じ状況なら重要なデータを入手する前だろうし、ちょっと気を配っているヤツならそもそも仕事場にプライベートな情報は持ち込まないようにするだろうけど。

　用済みの携帯電話を死体のポケットに返してやると、すねこすりは震ふるえたまま小声で呟つぶやく。

「な、何で、何でこの人達は力を合わせてみんなで悪の大魔ま王おうをやっつけようみたいな話に持っていけないんですか……？」

「そりゃ私達が全員敵同士だからだよ」

　あと一片の曇くもりもない純粋な悪の親玉なんて見た事ないし。

　それでも殺すのが私達だ。

「ただでさえ悪あつ鬼き羅ら刹せつの底が見えないのに、さらに同業者がいつ脇腹を刺してくるか分かんない状況なのよ。仕事をするためにはまず基き盤ばん整備をしないとね」

　できれば皆殺しにしたいところだけど、敵の正確な人数は私も分からない。適当に数を減らしたし、そろそろ本命の悪鬼羅刹に向かうとしますか。

「あ、あのう、これからどうするんですか？」

　すねこすりが私の顔を見上げてくる。

「京都は他のインテリビレッジと違って、圧倒的に規模が大きいはずです。小さな村に潜せん伏ぷくしている組織を洗うより、格段に糸口を見つけるのは難しいと思うんですが」

「簡単簡単。ま、とりあえず悪鬼羅刹の取っ掛かりだけでも手に入れちゃお」

「？」

　私は内緒話モードにするため、身を屈かがめてすねこすりを片手で抱き上げる。

　そのままひそひそと、

「……ま、規模が大きかろうと小さかろうと、その辺飛び交っている携帯の通話やらメールやらを拾いまくるのが先決ね。テクノロジー自体はそれほど高度なもんでもないし」

「は、はあ。でも、そういう人達って自分の通信は暗号化しているものじゃないんですか？」

「だよ。でもさー、普通に電話やメールやってる人達が、そんなに高度な暗号使うと思う？　逆に考えなよ。暗号化を施して連絡入れてるヤツはまず怪しい。そこから追い駆けていけば、悪鬼羅刹とやらにぶつかるのも難しくない」

　とはいえ、と私は一度区切って、

「暗号ソフトを使ってる悪鬼羅刹だって、それぐらいは分かってる。だからそこらじゅうに暗号ソフトを通したデコイのデータを流しまくってるはずよ。ほら、ワン切りとか広告メールみたいにプログラムを使ってババーッてさ。何時間もかけて解読したところで中身は空っぽって感じのヤツを、市内のいくつものサーバーを経由して、延々ループさせたりね」

「じゃあ、どうやってデコイか本命かを見分けるんですか？」

「足で探す」

　私は旅行鞄かばんとは別に、肩から提げているピンクの小さなハンドバッグに手を突っ込む。

　拳銃でも出てくると思ったのか、すねこすりの全身がビクッ!!　と震ふるえたが、

「あれ？　ビデオカメラ？」

「これだけで人混みに紛れた悪あつ鬼き羅ら刹せつを見つけられる訳じゃないよ」

　私はビデオカメラのスイッチを押し、録画モードに切り替えてから、

「ただ、偽名や身分を調達した人間は運転免許証だって新しいものを用意するの。そんでもって運転免許証にはＩＣチップが入っている。電車の自動改札と同じ、機械にかざせば情報を吐き出すあのＩＣチップね」

　まだ仕組みが良く分かっていないすねこすりに、根気良く説明してあげる私超プリティー。

「コンビニのレジ横にあるカードリーダーの出力をちょっと大きくしてあげれば、そこらじゅうのカードのデータを片っ端から調べられるの。ハンドバッグの中に強化リーダーが入ってる」

「は、はあ」

「でもって私が標的に近づけば、運転免許証の中に入っているＩＣチップの情報は吸い出せるでしょ。データを不正に書き換えたヤツはコードの中にそれなりの痕跡を残している。暗号化されたデータのやり取りが行われている場所で、さらに胡う散さん臭くさい運転免許証を持っているヤツがいたら、そいつがかなり怪しくなるって訳。……まあ、悪鬼羅刹以外の組織の連中が潜せん伏ぷくしている可能性もあるし、目星をつけたら追跡調査する必要はあるけどね」

「そ、そんなに正確に割り出せるものなんですか？」

「強化リーダーのＩＣチップ読み取り範はん囲いは一メートル以内。さらにデータを吸い出した時間を基にビデオカメラで撮さつ影えいした映像を調べて標的との位置関係を洗い直せば、まあ混み合っていても該当者は一〇人前後まで絞れるね。あとはその全員を調べれば良い。誰だれかが変装野郎よ」

　ま、平たく言えばビデオカメラと強化リーダーを組み合わせて裏稼か業ぎようの人間を見つけましょうって事。

　そんな訳で京都の街をぶらぶら。

　たっぷり三時間以上かけて、祇ぎ園おんから河か原わら町まち、四し条じよう通どおりを突き抜けて、最終的には桂かつら離り宮きゆうの辺りまで歩いていく。

　……いやあ、どこもかしこも観光客ばっかりだねえ。

　それにしても、何で外国人ってあんなにサムライの格好が好きなんだろ？　日本人がヨーロッパに行って、現地の人達から『王子やる？』って言われたら断ると思うんだけど。

　ある程度のデータを集めると、さっさと地下鉄に乗って旅館に戻る。

　念のために、帰ってくるたびに盗とう聴ちよう器の有無を確かめ、それからビデオカメラの映像とすれ違った人達から抜き取ったカード情報を見比べ、精査開始。

「ここと、ここ、ここ、ここにも。いるねえ胡う散さん臭くさい連中」

「こ、これが全部悪あつ鬼き羅ら刹せつなんですか？」

「運転免許証のＩＣチップデータに特徴的な痕跡があるね。この共通点の連中は多分みんな同じ組織でくくれる。ほいほいほい、ざっとこの四種類のパターン」

「……やっぱり京都って、妖怪の街なんですねえ」

「だねえ。それに群がる裏稼か業ぎようの組織も多い多い」

「ここからどうやって悪鬼羅刹を割り出すんですか？」

「四パターンの組織を全部調べるの。はい、こっちが実際に裏稼業の連中の周りを飛び交っていた暗号通信のデータ。解析してみるとー……ドン！　出ましたぁー!!」

「な、何でこんな簡単に？」

「メール一通電話一本にいちいち何時間もかけて暗号処理していたら仕事になんないでしょ。最初の内はセキュリティが堅くても、現場の連中が使いやすいようにアレンジしていく内に簡略化されていくもんなのよ」

　普通、こういう簡略化した暗号データには、円周率みたいに永遠に解けない数式トラップを織り交ぜたりして防御力を高めるものなんだけど……連中の実力がどの程度のものかは知らないが、京都に根付く組織ってのは、どいつもこいつも情報関係はレベルが低そうだね。

　私は出てきたデータを基に、さらにふるいを掛けていく。

「パターン１はちんけな復ふく讐しゆう屋、パターン２は武器売買やってる大きな犯罪組織、パターン３は桃源郷へ連れて行ってもらいたがっている浦島集団。どれもこれも違う」

「となると、パターン４が？」

「そ。悪鬼羅刹」

　私はビデオカメラからピックアップした人間の顔を改めてチェックし、運転免許証から吸い出した偽名や顔写真と照らし合わせる。次に旅館の宿泊情報を確認。その偽名が使われている部屋を探し出す。

　あとは旅館の固定回線や近辺にあるWi-Fiルータなんかに網を張っておけば、自然と悪鬼羅刹の暗号通信データは集まってくるって訳。

　そんな訳でちょっとお出かけ。仕事を済ませて自分の部屋に戻ってくると、早くも、

「ほうほう。出てきた出てきた」

「もう悪鬼羅刹の本拠地やプロジェクトの詳細に関するデータが見つかったんですか？」

「そこまでじゃないけどね。こいつら下請うけだから、根っこの部分まで教えてもらってないのかも」

　適当に言いながら、私は複数の通話やメールから取得した断片的な情報を統合させる。

「飴あめ村むら流りゆうって名前の女の子をこっそり監かん視ししているみたいだね。こいつが悪鬼羅刹のプロジェクトに関わっているのは間違いない」

「飴あめ村むら流りゆうって子の詳細は分かっているんですか？」

「今探してる」

　簡単過ぎて思わず鼻歌が出てしまいそうね。

「京都在住の一一歳。性別女性。地元の小学校に通っていて、成績は中の上。習い事は水曜にバイオリンと月曜、金曜にダンス。重要疾病歴は特になし。軽度のアトピー系アレルギー持ちでダニが苦手。今年度のインフルエンザワクチンは接種済み。右の奥歯に虫歯治ち療りよう用の詰め物あり。親は父が専業主夫で母が中小企業集合体ユナイテツドハイブの会長秘書。性格は内気で人見知りだけど好奇心旺盛、お友達とはできるかどうか考えてから約束をしましょう」

「ど、どうやってそこまで調べ上げたんですか？」

「住民票も電子カルテも成績表もクラウド化されてんのよ。ちょっと手先が器用なら夜中のネットサーフィン感覚で情報を集められる」

　逆に言えば、直接手でやり取りされるお小遣いの額とかは調べようがないんだけどね。

「そして愛まな娘むすめにはブザー機能付きのお子様ケータイあり。……ＧＰＳっていうのも善し悪あしだよね。識別信号を盗まれると、私みたいな裏稼か業ぎようからでも位置情報を特定されちゃう」

「……うわお」

「じゃ、まずはプロジェクトの根幹に関わっているらしき飴村流ちゃんとお知り合いになりますか」

　旅館を出て、日本って名前のアトラクションですって感じの街並みへ繰くり出す。

　着物や忍装束の外国人が目立つ、未舗ほ装そうの時代劇ロードを歩きながら、私達はドラマ撮影の際には引っこ抜けるようにできている信号に従って、自然に、ゆっくりと、街を歩く。

「でも、飴村流って子はどうして裏稼業の人間からマークされているんでしょう？」

「それをこれから調べるんでしょ。でも、『子供にしか見えない妖怪』っていう条件は割とポピュラーよ。その辺が絡んでいるのかもしれないね」

　……プロジェクトの根幹って割に、さらって組み込まない辺りは少し不自然ではあるけど。

「あの、どうやって近づくんですか？　相手は小さな子供でしょう。私達みたいな大人は異物として捉えられると思いますけど」

「その辺は考えてあるよ。……ていうかすねこすり、アンタのビジュアルならその辺を適当に走り回るだけで子供は寄ってくるんじゃない？」

「馬鹿にしないでください！　ダンディなこの私に向かって何たる言い草ですか!?」

　そんな事を言い合っている内に、目的の飴村流ちゃんまで五〇メートルの距きよ離りに入った。時代劇ロードには似合わない、児童公園の中だ。……景観を大事にする京都だけど、さっきの信号といい、こういうのを取り除く事まではできないようね。

　その公園へ一歩踏ふみ込んだその時だった。




　ゾワリ、と。




　唐突に、背筋に何か嫌なものが走る。この感覚は、まずいかも。……いわゆる誰だれでも持っている嫌な予感ってヤツだが、往々にして、嫌な予感の正体っていうのはそれを感じた時にはすでにセッティングが終わっている場合が多い。

「？　どうしたんですか？」

「……ああ、なるほど」

　大した情報を持たないすねこすりには事態を理解できなかっただろう。

　公園では三、四人の子供達が、屋根付きのベンチの近くに集まっていた。遊具で遊んでいるのではなく、持っているのは携帯ゲーム機ね。今時のガキンチョがエアコンもない炎天下で遊びたがるとは思えないけど、あれは多分『ゲームばっかりやって!!』という親御さんを避さけるために、嫌々集まっているんでしょ。

　その中に。

　問題の飴あめ村むら流りゆうという女の子はいなかった。

　しかしお子様ケータイのＧＰＳは確かにこの公園を指し示している。

　という事は、

「ま、ず……！　誰かが信号の識別番号をすり替えて……!?」

　周囲を見回す余裕はなかった。




　ドゴォ!!　と。

　唐突に、真横から脇腹へ鋭するどい蹴けりを入れられる。




　ぶ、ふっ!?

　ダメージを与える、というより横隔膜に負荷をかけて悲鳴を封じた上で近くの茂みへ突き飛ばす、という色の方が強い。物陰に転がされた私へ迅速に覆おおい被かぶさるように、何者かが動く。

　思わず私の手がブーツへ伸びる。

　サプレッサーのついた小型拳銃を引き抜く。

　くそ、私がこれを握ったらその時点で八割負けだっていうのに!!

　案の定、拳銃の狙いを定める前に、襲しゆう撃げき者の腕が振り上げられる。その手には何か細長いものがある。ナイフ程度なら失笑ものだけど、どうやら、違う。人差し指と中指で挟んであるのは……呪符か!?

「……っ!!」

　もはや狙いも定めずに引き金を引いた。胴体のどこかに当たるかと思ったら、三発撃うっても一発も当たらない。覆おおい被さるようなこの距きよ離りで、私の腕の方が震ふるえて狙いを定められない。

　体の中を何かが蝕むしばんでいくのが分かる。

　これは……病びよう魔まか？

　病魔だって!?

「てめっ、百鬼夜行のクーデター後にどこへ消えたかと思えば、こんな所で何をごぶげべっ!?」

　文句を言う暇もなく口から赤黒い血が溢あふれた。

　まずい。死病が全身を駆け巡り始めた!!

　そもそも私とこいつじゃ相性が悪過ぎる。真正面からやり合ってもまず勝てない。何しろ術を構成する過程で一番面倒なのは、被害を拡大させ過ぎない事だ……っていうぐらいの戦せん闘とうバカよ。でも一方で、こいつは私を茂みの裏へ蹴けり倒してから攻こう撃げきに出た。おそらくあまり目立つ行動は好んでいないはずね。

　なら。

　私はサプレッサー付きの小型拳銃を握る手に力を込める。が、それは襲しゆう撃げき者に向けても無駄よ。なので、仰向けに倒れたまま、腕を真横へ伸ばす。震えないように腕を地面に置き、その状態で照準を覗のぞき、何とか狙いを定める。

　こちらを見てオロオロしているすねこすりの額に向けて。

　引き金を引く。

「ぎゃん!?　びゃっ、びゃああああああああああああああああああああああああ!?」

　鉛弾を顔面に受けて、すねこすりがのた打ち回った。

　パトカーのサイレンよりも派手な絶叫が炸さく裂れつするが、流石さすがは妖怪。一滴の出血もないみたいね。

「……ちっ」

　初めて、襲撃者が声を上げた。

　私の体内から病魔が撤てつ退たいする。搾り出すような吐血が止まる。

　迅速に私から離はなれ、逃走を図ろうとする襲撃者の腕を、私は弱々しい力で掴つかむ。

　真正面からやり合っても負けるが、ここで逃げられたらいつ襲撃されるか分かったもんじゃない。

　だったら、ここで決着をつけるべきだ。殴り合い以外の方法で。

　その間にも、携帯ゲームで遊んでいた子供達はすねこすりの方へと近づいていった。

「なに、なーに？」

「大丈夫か、眉毛描かれたのか？」

「これ、犬じゃなくて妖怪みたいだぞ」

　仕事を見たら殺す。

　裏稼か業ぎようのマナーは分かっているのか、すねこすりは涙目ながらも私達とは正反対の方へ走っていき、子供達の注目を集めてくれているようだった。

　その間に、私は襲しゆう撃げき者へと声をかける。

　元百鬼夜行正規構成員、中でも格別の力を持っていた『五本指』の一角。

　病びよう魔まの使役者と呼ばれるその男へ。

「……うぶ、げほっ。ＧＰＳの識別番号いじってたのってアンタだったの？」

「聞いてどうする」

　良かった。

　問答無用で殺されるパターンだったらここで終わってたよ。いやマジで。

　向こうも向こうで何か裏がないか探っている最中なんだろうけどね。

　薄うす暗ぐらい『病魔』をまとっていない状態のこいつは、なんてゆーか、ＳＷＡＴみたいな黒系の戦せん闘とう服をまとっていた。無数のマガジンの代わりに呪符の束を突っ込んでいる。……これでカメラだらけの京都の街を歩いていたっていうんだから不思議でならない。観光地だからそういうコスプレとでも思われたのかね？

　筋肉質の体に洗髪が簡単だからって感じの短髪。それに反して、顔つきは陰気だった。自分自身が病にやられていそうな感じの面構えね。

「で、こんな風に網を張って、飴あめ村むら流りゆうに関わろうとする者を狩っていった。アンタ、今の所属は？　百鬼夜行、それとも悪あつ鬼き羅ら刹せつ？」

「フリーランス」

「って事は、百鬼夜行からのオーダーと分かって茶番に乗った同業者か」

　そもそもこいつがクーデターを起こした反乱分子に与くみしていたのは百鬼夜行って組織全体のためだ。クーデターは失敗に終わったが、その後も組織を思って行動しているのだろう。

　ったく。

　感情ではなく合理で動いていた、と言っていたくせに。

　とはいえ、あれだけの事をしでかした病魔の使役者が、そう簡単に組織に復帰できるとは思えない。

　なので、フリー扱いの依頼を受ける事で、間接的にでも百鬼夜行の命令に従おうとしたって訳かな。

　……正面突破の大破は壊かいが得意だったり、徹てつ底ていした組織への忠義を示したり、サムライでも気取ってんのかね。まさしく落ち武者の道を突っ走っているこいつは、どっちかと言えば忍者に近い性質の私とは馬が合いそうにない。

「じゃ、アンタの敵は悪鬼羅刹って事でオーケー？　だったら私と殺し合う理由はなくなる訳だけど」

「見逃す理由も特にないな」

「よせよ。死体の処分は割と面倒よ。これまでは上手くやってきたようだけど、それはあの子達が自分の趣味や遊びに没頭していて周りを見ていないからでしょ。すねこすりのおかげであれだけ大騒さわぎしているあの子達に気づかれずに死体を運び出せるかな？　アンタが勝手に巻き込んだあの子達に気づかれずに」

　ちっ、と舌打ちの音が聞こえた。

　……やっぱこいつ、常道をまっすぐ進むサムライタイプだわ。

　私だったら構わず敵を殺すけどね。

「周囲を狩ってるって事は、アンタ飴あめ村むら流りゆうちゃんじゃなくて、その周りをウロチョロしている悪あつ鬼き羅ら刹せつのエージェントから本拠地を辿たどろうとしている訳？」

「……このナリで子供に近づこうとすれば事件になる」

　なるほど。

　いかつい顔には自覚はある訳か。

　何しろ任務であれば千でも万でも殺す、生粋の戦せん闘とうバカよ。そういう風に無駄とか柔和さとかを徹てつ底てい的に削そぎ落としている。子供どころか、大きな犯罪組織の兵隊だって目を合わせられないでしょうよ。

「でも芳しい情報は得られなかったから、網を張り続けている。やっぱ悪鬼羅刹のプロジェクトに近づくためには、根幹にあるっていう飴村流ちゃんと接触するしかないよ」

「お前なら何とかなるとでも？」

「私はそういうプロだぜ？　まあ見てなって。私だって貸し借りは作りたくないしね。ここで見逃してくれたお礼に、一回だけ情報を共有してあげよう」

　私は携帯電話のボディで太陽光を反射させ、すねこすりに点滅のサインを送ってから児童公園を後にする。

　病びよう魔まの使役者と一緒に歩くと目立ってしょうがないのだが、仕方がない。私はそこらじゅうにある土産物屋でつばの広いテンガロンハットを購こう入にゆうすると、それを頭の上に乗せる。

「……何をしている？」

「『ハットマン』ってヤツだよ馬鹿野郎。防犯カメラは上から目線が多い。こうやってつばの広い帽子を被っておけば、最低限、カメラに顔が残るのだけは避さけられるの」

　病魔の使役者からすれば、呪符なんて紙切れは銃刀法にも引っ掛からないから制服警官の職質も怖くないシィ、そもそもまっすぐ向かってまっすぐ殺すサムライちゃんには『身を隠す』って感覚もないんだろうけどサッ！　私みたいな斥候、破は壊かい工作専門からすりゃ割と致命的なんだヨこの状況っっっ!!

　と、人混みの足の間を縫ぬって接近してきたすねこすりが合流してくる。

　……あーやっぱり、真っ直ぐこっちに向かって来られたって事は、目立っているねえ私達（泣）。

「ひっ、ひどいじゃないですか！　実弾で人の頭をいきなり撃うつとか!!　洒落しやれになっていませんからね!!　わんわん!!」

「いや人の頭って……アンタ犬でしょ？　ていうか犬型妖怪でしょ？」

「最初に言うのがそれですか!!」

「悪かったよう。文句は混浴の中で聞いてあげるからさ」

「やめてくださいよ！　ていうか一ミリも懲こりていませんよね!?　で、どこまで話は進みました？」

「菱ひし神がみ舞まいちゃんはレベルアップした！　病びよう魔まの使役者ちゃんがパーティに入りたそうな顔してこっち見てる!!」

「えっ？　彼は逃亡者ですよね。もう仲直りしたんですか？」

　すねこすりがキョトンとした顔で言った途端、病魔の使役者から物凄い目で睨にらまれて犬型妖怪はぶるぶると萎縮する。

「おいやめろよー、こんなプリティーな妖怪を怖がらせるの」

「あなたは頭を撃ってますけどね!!」

「本題に入るぞ」

　病魔の使役者はくだらなさそうに呟つぶやく。

「悪あつ鬼き羅ら刹せつのプロジェクトを炙あぶるためには一般人の飴あめ村むら流りゆうに接近する必要がある。だが相手は学年という枠で区切られ、一歳差を異物として認識する未成年だ。警戒心も強い。どうやって踏ふみ込む？」

「いくつか条件があるの。ま、リラックスしてプロの手並みってヤツを見物してなよ」




　　　　４




　どんなににこやかな笑顔を作っても、角のない丸まった声を出しても、一人きりの子供に路上で話しかけたらまず警戒される。そんな状態から心の距きよ離りを縮めようとしても絶対に失敗するでしょうね。

　しかし、逆に言えば、よ。

　一人きりではない時を狙って声を掛ければ警戒の壁かべは機能しない。それも友達とか対等の人間が一緒にいる状態ではなく、親や教師など、自分よりも強い人間が近くにいる時は。

　そんな訳で。

　正しいＧＰＳ信号を使って、髪には大きなリボン型のピン、スカートはひらひら満載と溺愛されまくりな飴村流ちゃんの位置情報を特定した私は、彼女が長屋のように連なる自宅の前で打ち水をしている専業主夫のお父さん（……エコ関係の雑学番組でも観たのかな？）と世間話を始めたタイミングを見計らって、お子様ケータイの防犯ブザー機能を遠隔操作でオンにした。

　甲高いブザーが鳴り響ひびくが、プログラムの権限はこっちが握っているので手動操作ではブザーは止まらない。

「わっ!?　あれ？　あの、ねえ、お父さん、これ」

「貸してごらん、流りゆうちゃん。おかしいな、紐ひものストッパーがカチッてなれば止まるはずなんだけど」

　よしよし。

　適度にご近所迷惑になって困りきったところで、私は行動を開始。

　打ち水で濡ぬれた地面から少し離はなれた場所から、危機管理意識の低いのほほん親子に声をかける。

「おやあ、どーしましたあ。ブザー鳴っているみたいですけど泥棒さんとか？　通報した方が良いかもですかね？」

「あっ、いや、違うんです。この子が間違って紐引っ張っちゃったみたいで、ブザーが止まらなくて」

「おじさまには機械関係は難しいかな？　ちょっと私に貸してもらえません？」

　あくまでも離れた場所から手を差し出し、飴あめ村むら流ちゃんのお父さんに近づいてもらう形でお子様ケータイを受け渡してもらう。こちらからは接近しない。子供のパーソナルスペースは大人が思っているよりずっと広いからね。

　でもって、あっさり問題を解決する。

　私が犯人なんだから当たり前なんだけど。

「ほいできた。紐じゃなくて、一定以上の衝しよう撃げきで自動発令する方の機能が動いていたみたいですね。だから紐の方を元の位置に戻してもブザーは鳴り止まなかった。画面を開いてプログラムを停止させないと駄目だったって訳です」

「……はあ。説明書はちゃんと読まなきゃなあ」

「緊きん急きゆう用の機能回りはそうした方が良さそうですね。……ほらお嬢じようちゃん」

　それでいて、最後はお父さんの方ではなく飴村流ちゃんの方に話しかけ、お子様ケータイを差し出す。

　彼女はしばらく私とお父さんの顔を交互に見ていたが、

「流ちゃん、お姉さんにありがとうって」

　お父さんに押されるように、飴村流ちゃんは私が差し出したお子様ケータイに恐る恐る手を伸ばす。その小さな手で、プラスチックのボディを掴つかむ。

　……よし、プライマリーコミュニケーション成功。

　個人が抱える問題を解決し、自分よりも強い存在から『安全』とお墨付きをもらい、言葉だけでなく手と手を使った接触も済ませた。

　友達ん家ちにいるデカい飼い犬へ、恐る恐る近づいていくのと同じ。

　噛かまない事は納得してもらった。

　次からは、いつもの道でお散歩しているわんちゃんにも、警戒心を解いて近づいてくれる事でしょう。

　私はお父さんの方へ笑顔を向けて、

「じゃ、私はこれで」

「あっ、どうもありがとうございました」

　……こちらこそ、仕事を手伝ってくれてありがとう。

「お嬢じようちゃんもね」

「……うん」

　片手を振って別れの挨拶をすると、お父さんの背中に隠れながらも、飴あめ村むら流りゆうちゃんも同じように手を振ってくれた。

　上々。

　……ちょっと将来が心配になるぐらいにね。







　ちなみに首尾良くお膳ぜん立てを済ませたのに、飴村さん家から離はなれて仲間達と合流したところで、すねこすりと病びよう魔まの使役者の双方からこう言われた。

「人さらいみたいですね」

「成功の方程式を組んでいるのが怖い。完成するまで何度も試したという事か」

　おいおい。

　私の仕事は老若男女、国こく籍せきも宗教も問わず相手の信しん頼らいを得るところから始めるんだってば。別に子供が専門じゃない。

「……さて、明日は屋外で飴村流ちゃん本人とコンタクトを取る。名前の交換をしていないから、忘れられない内に動いておきたいんでね。病魔、アンタ悪あつ鬼き羅ら刹せつを何人か潰つぶして情報入手してんでしょ。重点的に質問してほしいところってある？」

「出自」

「……犬神みたいに血筋へ宿る妖怪絡みって事？　だったら家系図でも洗った方が早くない？」

「血脈は逆に辿たどったが、怪しい点は見えなかった。というか、どんな家系だって延々逆に辿れば少しは『何か』が出てくる。つまり決め手に欠ける。欲しいのはそれ以外の、いわば縁えんに関わる部分だ」

「縁って何ですか？」

「六部殺しみたいに、一族ぐるみで過去に何か特別な事をしていないかって話」

　……そもそも『血に宿る何か』だって、血そのものに特別な塩基配列がある訳じゃない。過去の所業が生み出した良りよう縁えんや悪縁が、血に宿りやすいってだけ。親と子を結ぶ血縁ってのは一番分かりやすい形だからね。

　でも、お侍さんの主従とか、同じ寺で修行する坊さん達とか、肝試しに参加した人と禁域とか、別に血の繋つながりがなくても縁を結ぶ場合もある。血ばっかり重視していると、思わぬバイパスから悪影えい響きようを受けて沈む事もあるから要注意だぜ？

　それにしても、

「そっち絡みだと、子供から話を聞けるかねえ。お父さんを誑たぶらかした方が早かったかも」

「必要ならやれ」

「はいはい。そうだ病びよう魔ま、アンタ電子上のやり取りできる？　飴あめ村むら流りゆうちゃんのＧＰＳはいじっていたみたいだけど」

「一通りは」

「じゃあ私が娘さんに当たっている間、アンタはお母さんの方を調べて。どうせ結果待ちで暇なんでしょ」

「お母さん、ですか？」

　すねこすりがキョトンとしたまま声を放つ。

　私は頷うなずいて、

「正直に言って、専業主夫のお父さんは調べようがない。でも、飴村家の経済基き盤ばんを担っているお母さんの方なら別。仕事絡みで絶対にデータが残る。そこを洗うように」

「中小企業集合体ユナイテツドハイブの会長秘書だろう。名前は天球だったか。一通りは洗ったが、妖怪が絡んでいるようなデータは出てこなかった」

「一通りじゃなくて、もっと深く洗えって言ってんの。相手は日本の優れた先端技術を支える中小の町工場を束ねて特許関係の集中管理体制を確立、世界中の大企業相手に『一個の巨大な塊』として対等な交渉力を与える法的窓口業務で荒あら稼かせぎしている中小企業集合体ユナイテツドハイブよ。多数の特許を扱うからデータの防御力は並大抵じゃない。絶対に上っ面以上の何かがある」

「了解。最低でも裏帳ちよう簿ぼが出てくるまでは粘ってみよう」

　さて。

　適当に方針も決めたところで、今日のところはやる事もなくなった。

　初日から暴あばれて汗かいたし、愛しのすねこすりちゃんと露ろ天てん風呂でも洒落しやれ込みましょうかね。
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　翌日。旅館ですねこすりと一緒に夕方まで時間を潰つぶす。ご飯は全体的に豪華ですねこすりは目を丸くしていたけど、食材はインテリビレッジ産ではないみたいだね。……もっとも、水から米から全部インテリビレッジ産で揃そろえた懐かい石せき料理なんて、多分一食二〇〇万ぐらいかかるだろうけど。

　日本の誇りなのに日本人には食べられないってのも不思議な話だよね。

　所詮は外貨獲かく得とく手段って感じかな。

「すねこすり、そろそろ出るよ。例の飴あめ村むら流りゆうちゃんにアタックしよう」

「え？　外に出るって分かるんですか？　今は一応夏休みですけど」

「習い事は年中無休よ。あの近辺は車の往来も禁止されている景観保護区だから親の送迎も多分ない。あったとしても適当な口実作って引き離はなす」

　今日も時代劇みたいな京都の街を徒歩で移動する。飴村流ちゃんの習い事の教室は分かっているので、とりあえずそちらへ。観光客を装うために、途中の土産物屋を覗のぞいたり、すねこすりを抱えてお団子を食べさせたり、本当にすねこすりとイチャイチャしたりしながら目的地へ向かっていく。

　と、デコイで使う携帯電話が鳴った。

　相手は昨日の内に番号交換しておいた病びよう魔まの使役者さんからだ。

『飴村家の関わる中小企業集合体ユナイテツドハイブ・天球について情報が出た』

「ほいほい」

「人工衛星に関わる工業技術を持った関西圏の中小町工場の集合体って話でしたよね。独自技術の小型衛星を、諸外国の発射場と交渉して打ち上げてもらっているっていう」

『見た目は順風満帆に擬ぎ態たいしているが、裏では焦げ付きも大きいようだな。衛星単品のビジネスは成功しているようだが、独自のロケット技術確立まで手を伸ばそうとして大火傷している。どうも、ミサイルに転用されるとして有力ライバル団体から横よこ槍やりを入れられたらしい』

「……でも、飴村流ちゃんのお母さんは単なる会長秘書でしょ？　契約切って距きよ離りを取れば共倒れになる心配はない。秘書業務も派遣会社が管理しているから、契約先の会社が倒れたって問題ない。有能なら次の仕事にも困らないはずよ」

『単純な利益のためか、会長の機嫌を取るためか、通常の秘書業務の他に天球と提携している企業の株を取引しているようだ。例のロケットエンジンを開発しようとして他団体から妨害を受けている所のな。そちらが焦げ付いている。……有り体に言えば、飴村家は借金漬けという訳だ』

「そこを悪あつ鬼き羅ら刹せつに突かれた」

「えっ？　じゃあ飴村家は悪鬼羅刹と協力関係にあるって事ですか？」

「プロジェクトの詳細までは知らなくても、『何かやっている』事ぐらいは自覚あるでしょ。大方、妖怪絡みの『パッケージ』のアセンブルを手伝わされているぐらいの感覚なんだろうけど」

　悪徳業者が扱うクレジットカードの現金化程度の気持ちなのかもしれない。

　でも残念。

　私達みたいなのが派遣された時点で、もう『パッケージ』程度の規模で済むはずがないんだよね。

「ま、プロジェクトの根幹に関わる飴あめ村むら家の連中を、誘拐もしないで野放しにしている時点で、何かしらの裏があるとは思っていたけどね」

『取り引きを迫るよりさらった方が簡単だ。そうしない理由は？』

「穏おん便びんに済ませたい。敵は木を隠すなら森って考えで京都までやってきたんだし」

　私は真の雇い主である百鬼夜行の代理ちゃん、すねこすりに目をやって、

「……ちなみに計画の要である飴村家を皆殺しにする事で悪あつ鬼き羅ら刹せつのプロジェクトを折った事にはなるのかな？」

「だっ！　駄目ですよそんなの!!　彼らは一般人で私達とは一切関係ありません！　そんな風に巻き込んだら報酬を払わないように上へ直じか談判しますからねっ!!　わんわん!!」

「だろうね。飴村家の稀き少しよう性も不明だ。最悪、『一〇〇人に一人程度の才能』なんて話だったら別の候補者を対応させてプロジェクトが続行されるかもしれない。あと、飴村家の殺害がプロジェクト発動のトリガーになってる可能性も否定はできない訳だし」

　つまり、必要なタイミングで殺すために、わざと生かしている可能性よ。

　もちろん、協力関係にあると思い込んでいる、飴村家の人達には内緒でね。

『中小企業集合体ユナイテツドハイブについてはこれ以上洗うか？』

「いや、これ以上は掘っても何も出ないでしょ。天球自体が妖怪と絡んでいるって感じでもなさそうだし。こっちは今から飴村流りゆうちゃんにぶつかる。アンタは報告を待って」

　私は携帯電話の通話を切ると、それをホットパンツのポケットに突っ込みながら、通りの角を曲がる。

　ちょうどダンス教室を終えた飴村流ちゃんが建物から出てきたところだった。

　同業者が見たら絶句するような柔らかい笑顔を浮かべ、私は片手を挙げてこう告げる。

「おやまあ、また会ったね。お嬢じようちゃん」
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　飴村流ちゃんはすねこすりがお気に入りになったようだ。ダンス用のスポーツウェアを突っ込んだやたらと大きなカバンを肩から提げながら、両手で犬型妖怪を抱えて私の隣となりを歩いている。うーむ、良い画えだ。全体的にかわゆい。

　さて。

　飴村流ちゃん、というか悪鬼羅刹がどんな妖怪と関わりを持っているかを探らないとね。病びよう魔まの使役者は、飴村家の出自に関係があると踏ふんでいたみたいだけど。

　まずはさらっとした入口から叩たたいてみるか。

「そういえば、お嬢じようちゃんはあれやった？」

「？」

「ほら、お盆があったじゃない。ナスとかきゅうりとかに割り箸ばし刺して動物作る、あれ」

　この手のお墓参りや仏ぶつ壇だん周りの儀ぎ礼れいは、一見どこの家も同じように見えて、実は色々小さなローカルルールがぎっしり詰まっていたりする。線香のあげ方一つで出身地が分かったりするしね。しかも素人さんはオカルト関係の重要性を理解していないから、特に隠す事なく教えてくれる場合も多い。

　が。

　飴あめ村むら流りゆうちゃんは首を横に振ると、いきなり爆ばく弾だんを返してくれた。

「うちの家はやらないの」

「へえ。今はもうやんないのかね」

「違うよ。うちのルール。うちはボウズサマがやってきちゃうから、お盆でもご先祖様を迎える準備をしたらいけないんだって」

　……。

　坊主、ねえ。

「でもお爺じいちゃん家ちには遊びに行くんでしょ？」

「うん。ホントはお墓参りに行くためなんでしょ。でも私は良く分かんないな。お墓、どこのお寺にあるのかも知らないし」

「私のお爺ちゃん家は海沿いだったよ。毎年毎年クラゲが大発生する場所だったけど、泳ぐぐらいしかやる事なくてね」

「あ、私も。お爺ちゃんは釣りが大好きみたいだけど、私は泳ぐ方が楽しいな」

　ありゃ、誘導したらあっさり乗ってきちゃったよ。

　お爺ちゃん家があるのは海沿いね。

　となると、あの坊主で当たりかな？

「ひょっとして、お爺ちゃんって漁師さん？」

「ううん。フェリーの船長さんだったんだって。親戚の伯父さんも船長さんなんだよ」

　飴村家の前までやってきたので、私はすねこすりを返してもらい、少女と別れる。

　デコイで使っている携帯電話を取り出し、病びよう魔まの使役者と連絡を取った。

「海坊主で間違いなさそうだね」
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　海坊主。

　その名の通り、海に出る巨人の妖怪よ。出自を辿たどると大量の水死者が出た場所に、その無念の魂が集まってできた存在だ……とする説が多い。

　当然、生き物には魂ってもんがあるが、そいつは扱いが難しい。少なくとも、臓器移植みたいに簡単に取り出したり、人工物と交換できたりするもんじゃない。

　感じとしては、量子暗号みたいなものに近いかな？

　情報の塊として確かに存在はするんだけど、無理に観察したり触れたりしようとすると、その時点で『別の何か』に変化してしまう。だから純粋な形で魂って情報源を利用したり加工したりするのはほぼ不可能とされている。それこそ、神の御み業わざって感じかね。

　……西洋の悪あく魔まなんかは羊皮紙の契約書とか使って人間の魂を抜き取ろうとしているけど、あっちもあっちでどうなんだか。ま、『神の御業』とやらを完かん璧ぺきに操れるとしたら、純粋な種族にしても、邪神と貶おとしめられて万全の力を振るえないモノにしても、そもそも『悪魔』なんて呼び名に甘んじているとは思えないけどさ。

　本題に戻ろう。

　生き物を動かす原動力ってヤツの話に。

　そいつに直接干渉するのは難しい。触れた時点で情報は変質してしまう。ただし、『別の何か』に変化してしまったものだって、利用価値はゼロじゃない。そういった残ざん骸がいが寄り集まって別の形に変じたものが、ある種の妖怪を形作ったりもするって事。

　新しい犠ぎ牲せい者が出るたびに最古の一人が成仏していく七人ミサキとか。

　底の空いたひしゃくを渡さないと船を沈めてくる舟ふな幽ゆう霊れいとか。

　でもそれは、もはや生前の人間とは一切関係はないと見るべきね。生きている魚と魚肉は別物だし、魚肉を食べたからって人間に魚の意思が宿る訳じゃない。それと一緒で、妖怪になった何かは自分の原材料がどんなものだったかなんて気にしない。

「……ちなみに、病魔の使役者ってのは例外中の例外でね。単体の魂、それも生きた人間でありながら、自家生産の憎悪の想念を呪符で制御し、強い指向性を与えて病魔の形に整える。今時の裏稼か業ぎようってのは、一定以上の効果を発揮するなら妖怪なり悪魔なりの力を借りるもんだけど、あいつだけは未だに自分の独力だけで呪いを完成させる。大したバケモンだよ。平安時代辺りに京の都を騒さわがせた、貴族の怨おん念ねんクラスかな」

　旅館に帰ると、私はすねこすりにそんな事を話す。

　私だって、自分の体を改造しちゃいるが、それは『死出の竜姫』っていう式神の力をベースにしている。一切妖怪に頼たよらず、己が力だけで超常を生み出すあいつはやっぱり異常よね。

「ただ一方で、呪いを形作るほどの憎悪を常に生み出すあいつは、多分強烈なストレスで内臓をボロボロにしているでしょうね。百鬼夜行にいた頃は香の力なんかで軽減していたようだけど、さて今はどうなっている事やら」

　マッサージ器を抱き枕のように抱えて微振動しているすねこすりは、長い舌を出しながら、

「海坊主ですか。本質的には舟幽霊などとあまり変わらないという話でしたよね。大量の水死者という情報がどのような形に変わっていくか、地方によって変化していくとか」

「まあね」

「大量の水死者が出た海域に出没する巨人の妖怪。……とすると、飴あめ村むら流りゆうちゃんのお爺じいちゃんが働いていた海域っていうのが……？」

「調べたよ。京都の北の方の沿岸部に家がある。三〇年前、ここにデカい台風がぶつかって多くの船がやられてる。ここで仕事をしていたお爺ちゃんが縁えんを拾ったみたいだね」

　というか、五〇年一〇〇年と遡れば、大抵の海では何かしらの大きな災害や海難事故が起きているものなんだけどね。

「……ご先祖様を迎える準備をすると、一緒にボウズサマを招いてしまう、ですか」

　すねこすりはマッサージ器を抱えたまま、ややしょんぼりした声で、

「海難事故で亡くなった方は何も悪くないのに、辛い話ですね」

「それが妖怪ってもんさ。壊こわれた量子暗号みたいに魂が形を変えた死者の想念を材料にしてはいるけど、できた妖怪は死者そのものとは別物よ。致命誘発体なら、死者の生前の恋人だろうが問答無用で牙をむく。すでにルールが書き換わっているんだからね」

　悪あつ鬼き羅ら刹せつはそのボウズサマを利用して何かを起こそうとしている。

　となると、次に調べるべきは、

「そのボウズサマがどこにいるのか、じゃないですか？　海の妖怪って話ですし、やっぱり、飴村流ちゃんのお爺さんの家やその近辺が一番怪しいと思いますが」

「おいおい。海水って条件だけならお寿司屋さんの生け簀すだって当てはまっちゃうよ。今はテクノロジーが進歩した時代なんだ。水族館とか海水プールとか、もっと色々範はん囲いを広げてみるべきだとは思わないかね？」

「う……」

「ていうか、悪鬼羅刹の最終目的はどうあれ、木を隠すなら森って考えで京都中心部に居座っている訳でしょ？　実は本拠地はそこから離はなれた場所にありましたじゃ筋が通らない。森の外に木を置いてどうすんの」

「ち、ちなみに、どこが怪しいとか目星はついているんですか」

「ダンス教室」

　私は人差し指を立てて、

「外観は時代劇カラーに合わせてあるけど、中にはフィットネス関係の設備が一通り揃そろっている。となると、当然屋内プールも」

　小学校だか中学校だかで、最近は体育の授業とかにもなっているんだっけ、ダンス。お子様も色々大変そうだね。……そもそも五教科って大人になったら何の役に立つの？　なんて疑問をわざわざ真剣に考えちゃってるお年頃の目にはどう映っているんだか。

　ただ、彼女を観察していて気になった点はある。

「ダンス教室から帰ってきた飴あめ村むら流りゆうちゃんはカバンを持っていたでしょ。ダンス用のウェアだけにしてはちょっと大きかった。あれ、多分ダンスレッスンの後にプールで遊ぶために水着も入れていたんじゃないかな？　この炎天下、律りち儀ぎに習い事に通わせ続けるのは割と大変よ。サボり防止のための『無料特典』をダンス教室側が設ける可能性は低くない」

「……じゃあ、そのプールの水を誰だれかが海水に入れ替えている？　で、でも、そんなの味で分かってしまうんじゃないですか？　目だってすごく沁しみますよ」

「だったら、絶対に誰も口に入れない水場を使えば良い」

　私は適当な調子で、

「例えば、プールに入る前に肩まで浸かる消毒槽そう。まともな常識を持った人間ならまずデリケートな顔はつけないし、誰かが間違って舐なめてしまっても、『強力な消毒薬の味』なんて誰も知らない。やたらと塩辛くたって、そういうもんだと思って納得しちゃう」

「多くの利用者にとっては、毒にも薬にもならない海水に過ぎない……」

「でも、ボウズサマと縁えんを持つ飴村流ちゃんだけは別。彼女が定期的にプールを利用するたびに、下準備として消毒槽に入るたびに、その行為はボウズサマに刺激を与えていく。生体認証で管理者権限のロックを解除するように。悪あつ鬼き羅ら刹せつのプロジェクト通りにね」

「……飴村流ちゃんのお母さんは、借金漬けから抜け出すために悪鬼羅刹に協力しているって話でしたよね。そちらについては？」

「習い事の曜日設定と、ダンス教室はサボらせずに必ず通わせろって感じじゃない？　もちろんいかにもな要求に紛まぎれさせて。ダンスレッスン後に『必ず』プールで遊ばせるために、ひょっとしたらダンス教室内にも誘導役のエージェントが潜もぐっているかもしれないけど」

　ダンス教室自体は危険なものじゃない。曜日に口出しされても大した問題じゃないし、レッスンをサボらせないなんて言われるまでもない。奇妙な命令ではあるが、『親の問題に子供を巻き込むな。子供のスケジュールは今まで通りにしてやれ』とか何とか言われて感動しちゃったかな、ご両親は。

　甘いなあ。

　誰かが金を払うからには、その金に見合った利益がどこかで発生しているのは当たり前だってのにさ。

「という事は」

「施設にしても、インストラクターにしても。あのダンス教室を調査してみる必要がありそうね」
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　という訳で深夜になってから行動開始。

　闇やみ夜よの中で病びよう魔まの使役者と合流し、私達はダンス教室のある建物へ向かう。

　サイズはちょっとした体育館ほど。高さは三階建てって感じかな。これで見た目は時代劇のセットとマッチしているっていうんだから笑える。中身も最先端のフィットネス設備がぎっしりって感じだろうしね。

　一通り建物の周囲を回って状況を確認すると、私は病魔の使役者の肩を軽く叩たたいて、

「じゃあ本日のゲストさん。中に飛び込んでちゃちゃっと全滅させちゃって」

「お前の命令を聞く理由がどの辺りに？」

「別に何でも良いけど。でもここで暴あばれなかったらアンタ今後一切出番なしだよ。それで報酬を五対五で分けましょうってのは少々舐なめてないかね？」

「……、」

　病魔の使役者は小さく息を吐くと、隠れる事をやめ、真正面から堂々と入口へ近づいていく。忍び込む、なんて概念は存在しないらしい。そのまま扉を奥へ蹴け破り、ホームセキュリティの警報が鳴り響ひびく建物の中へと踏ふみ込んでいった。

　直後だった。




　もわっ!!　と。

　建物の窓という窓から、真っ黒な薄うす闇やみが外へ漏れ出てくる。




　すねこすりがビクッ!!　と小さな全身を震ふるわせた。

「わっ、わわ！　わわわわわ!!　あ、あれが全部、病魔だっていうんですか!?」

「ま、逃げ場はないだろうねえ」

　ひょっとすると一般の警備員もいるかもしれないから、最初は『昏こん倒とう』レベルだろうけど。でも、選別が終わったら次はモノホンの死病を上乗せするでしょ。

　流石さすがは戦せん闘とうバカ。

　被害を限定する方が難しいって宣言するだけの事はある。

　……さて。

「じゃあ私達も動くとしますかね」

「え？　でも、まだ中では病魔の使役者さんが動いているんじゃ……。今入ったら私達まで巻き込まれそうですよ」

「そっちじゃない」

　言いながら、私は建物の裏手に回る。

「ここは確かに悪あつ鬼き羅ら刹せつの拠点かもしれない。でも、全てのプロジェクトが集約しているって断言できるかな？　他に拠点や隠れ家がある可能性は？　ＶＩＰは今どこに？　ここだけ襲おそっても悪鬼羅刹のアキレス腱けんをぶった切れるとは限らないのよん」

「で、では、どうするんですか？」

「あそこ見てみ」

　私はすねこすりを抱き上げ、目線を誘導させる。

「ほら来た。電気駆動で無音の大型トラック。この暗くら闇やみの中じゃ危なっかしくて仕方がない乗り物だね」

「あれ？　でも、京都中心街は景観保護のため、車の往来を禁止しているんじゃあ？」

「原則ではね。でも、それだけじゃ一〇〇万都市は回らない。だから例外的に、いくつかの車両は時間を区切って往来が許可されている。雰囲気をぶち壊こわすような作業は、夜中に誰だれも見ていないところでやりなさいって感じかね」

　で、その内の一台に紛れて悪あつ鬼き羅ら刹せつも足を用意していた。

　建物の中じゃ病びよう魔まの使役者が大暴あばれしている事だし、何を運び出そうとしているかは明白だね。

「ほら、ほら、ほら。裏口が開いて何か出てきたぞ……。何だありゃ？　金属製のタンク？」

「冷蔵庫よりも大きいですね。五人がかりで運んでいますよ」

「ポンプ室にあった『仕掛け』を引っ張り出してきたのかね」

　私の予想では、この施設は飴あめ村むら流りゆうちゃんを屋内プールに誘い込む事で、定期的に『海水』に触れさせるためのものだったはず。それは海坊主の亜種とされるボウズサマに適度な刺激を与えるためよ。となると、消毒槽そうに使う小さな圧力タンクでも取り外して移動させるつもりかな。

　つまり、だ。

　タンクの中にはボウズサマが詰まっているんじゃないの？

「これからどうするんですか？」

「あれを奪い取れば終わりって訳じゃない。あれをどこに避ひ難なんさせるかを知りたいね。おそらくそこが悪鬼羅刹の重要拠点よ。あのタンク以外にも、壊されちゃまずいものや殺されちゃまずい人間が集められるはずだよ」

　火災報知器が鳴ればみんな非常階段に向かうように、どこかで戦せん闘とうが始まれば、同時多発攻こう撃げきを警戒して重要な物品や人間は安全な場所へ退避させられるのが常だ。

　って事で。

　あれを追っていけば、敵がわざわざ弱点をかき集めた場所まで案内してくれるって訳。

「じゃ、じゃあ、これからあのトラックを尾行するんですか？」

「普通ならね。でも向こうと違ってこっちは車を用意できない。ここは発信器でも取り付けておきたいところだけど」

「……こっそり近づけそうな感じじゃありませんよ。金属タンクを運ぶために五人、大型トラックの方からも六人出てきましたし」

「じゃあ正面から近づこう」

　適当に言って、私はハンドバッグの中からビデオカメラを取り出す。

「どうするんですか？」

「裏稼か業ぎようの人間は基本的に目立ちたくないものなの。それを利用するのよ」

　ビデオカメラへ適当にケーブルを繋つなげ、ハンドバッグの中へケーブルの端を放り込んでから、私は大型トラックへ近づいていく。

　彼らはすぐに気づき、衣服の懐ふところへ片手を突っ込もうとしたが、その前に私は大声で叫ぶ。

「突とつ撃げき☆深夜のばんごはーん!!」

「え、あ？」

「はいはい本日は京都の祇ぎ園おんまでやってまいりました！　いやあ時代の進歩は凄すさまじいですねえ。私みたいな素人でも、『アイ＠ストリーム』さえあればインターネット配信で自由にテレビ番組が作れる訳ですから！　はい、それではいつも通り、生放送でインタビューしてみましょう!!　こういうトラックの運ちゃん達は美お味いしいご飯を知っているんですよー」

「待て、待て!!　ちょっとそこのお前、何やっているんだ!?」

　慌てたように集団の中の一人が言う。

　そうそう。

　平和的にね。

　こんな場面で拳銃なんか取り出したら、アンタ達世界デビューする羽目になっちゃうよ？

「何って、ネット番組ですよ？　生放送で世界同時配信中です。ああ、設備ちょっとチャチいですかね。でもほらうちもただでさえ予算が少ないもんで」

「いや待ってくれ。その、なんていうか、俺達は今仕事中なんだ。こういうのは原則として応えられない。アンタだって勤務中に別のバイトの内職なんてできないだろ。だから」

「ハイご苦労さん」

　一定距きよ離りまで安全に近づいたところで、私はビデオカメラを放り捨てて男の腕を取った。そのまま肘を起点にひねり上げて、男のシャツの内側からサプレッサーつきの拳銃を抜き取り、悪あつ鬼き羅ら刹せつのお仲間さんを片っ端から射殺していく。おっと、意外と音鳴るなあ。

　たった五秒間の悪夢。

　虚を突かれた連中ってのはどうしてこう棒立ちなんだろうねえ？

「な、なんっ、アンタ、何を……熱っつ!?」

「あーごめんごめん、ガスで熱した銃口当たっちゃった？　ついでにもう一個謝っておくと、別に世界配信はやってないから安心してね」

　私は唯一生き残った男の襟えり首くびを掴つかんで、大型トラックの荷台の側面に背中を叩たたきつける。

　そして額に銃口を突き付ける。
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「さあ知っている事を話してもらおうか。こりゃ何よ？　アンタ達の狙いは？」

「は、は……。俺は、その、下請うけなんだよ。だから具体的な事は」

　言うと思ったよ。

　私は銃口を下ろし、男の右の太ふと股ももに一発撃うつ。

　襟首を締しめ上げて喉を塞ぎ、悲鳴を防ぐのも忘れずにね。

「ぐ、むう!?　げほっ、げほ!!」

「次はサプレッサーを外して、硝煙反応が残るようにアンタに銃を握らせてから撃つ。銃声が炸さく裂れつしたら辺りの住民が飛び起きて集まるよ。私はこの銃を捨てて逃げようか。アンタの味方を殺しまくったこの銃を。その足じゃアンタはどこにも逃げられないでしょ。有罪か無罪かはさておいて、多分アンタの顔は全国紙のトップを飾る。悪あつ鬼き羅ら刹せつどころか、オカルトの暗あん躍やくを隠したがる業界全体がアンタの敵に回るね。留置場の鉄格子で何とかなる状況かな？」

「……、し、知っている事は少ない。これは本当なんだ！」

「話せ」

「飴あめ村むらの家は、代々船乗りの家系だった。遡れば平安辺りまで辿たどり着くほどのな。そして彼らは一族の死体を船から海に流す習慣を持っていた。近代に入ってからはやめたようだが、飴村の血筋が京都の海と強く結びついているのはそのためだ」

「……となると、ボウズサマってのは海坊主の事じゃないの？」

「厳密には妖怪かどうかも分からん。『ご先祖様』っていう、漠然とした家系の守り神の方が近い。だが、その海では大きな海難事故が何度か起こっている。そちらの無関係な水死者が先祖の連なりに絡まった。それが海坊主のような性質を与えてしまったんじゃないか？」

　待てよ。

　となると、飴あめ村むら流りゆうちゃんの動きに介入して、ボウズサマへ適度な刺激を与えようとしている悪あつ鬼き羅ら刹せつの真の狙いっていうのは……？

　バン!!　と勢い良く裏口の扉が開かれたのはその時だった。

「チッ！」

　私は男をそちらに突き飛ばし、牽けん制せいのために数発裏口へ発砲しながら足を動かす。弾層が空になると拳銃を投げつけ、落としたビデオカメラを拾って迅速に逃走へ移った。

　私を追うように、サプレッサーで覆おおわれた小さな銃声がいくつも鳴り響ひびく。

　ヤバいヤバいヤバい!!

　必死に足を動かし、物陰へ飛び込む私に、すねこすりが別のルートを通って接近してきた。

「何やっているんですかもう！」

「やる事はやったんだ。ひとまずは雲隠れするよ」

「え、だって、あのトラックはどうするんですか？　どこかに行っちゃいますよ!!」

「だから、発信器をつけるって言ったでしょ」

　動きが止まるすねこすりに、私は人差し指を立てて、

「単純に車体の下に発信器をつけたらすぐにバレるよ。だから悪あつ鬼き羅ら刹せつの運び屋達には、『飴あめ村むらの家がどう関わっているかを聞き出すために近づいてきたんだろう』ってデコイの思惑を誤誘導させた。連中が自分で自分を納得させてしまえば、発信器の事にまで考えは及ばない。オーケー？」

「な、なんていう……」

「それじゃひとまず悪鬼羅刹の追っ手を撒まこうか。決して皆殺しにするんじゃなくて、あくまでも『情報を聞き出している最中にバレて、慌てて逃げ隠れるしかなかった』と思い込ませるためにね。ヤツらが安心したところで、トンボ返りして寝首をかく」
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　どれだけターゲットと距きよ離りが離はなれていても、居場所さえ分かれば怖いものはない。私は祇ぎ園おんの街を逃げ回って悪鬼羅刹の追っ手を撒くと、かなり大回りなルートを通って発信器の指し示す場所へ向かっていった。深い森と建物の屋根が見える。

「見つけた見つけた。有形文化財指定された古民家って感じかな」

「金閣寺銀閣寺のお仲間って言われても納得しちゃうぐらいの風情がありますねえ」

　大きなお屋や敷しきどころか、ちょっとした森まで所有しちゃっている感じの物件ね。民家の敷地内で遭難しそうな雰囲気がある。これが街のど真ん中にあるっていうんだから京都は侮れない。

「貴重な文化財を傷つけさせない、って名目で、独自の消防隊を備えているものもあるみたいだしね。つまり一一〇や一一九からの要よう請せいを一定時間押し留とどめるぐらいの権限がある」

「秘密のプロジェクトを回すにはうってつけって条件ですね。でも、ここの家の人は悪あつ鬼き羅ら刹せつの関係者なんでしょうか？」

「さあね。飴あめ村むら流りゆうちゃんの家は金絡みで繋つながりがあった。ここも同じかも」

「……借金、ですか。こんなに大きな家なのに？」

「だから整備維持にも金がかかる。インテリビレッジ絡みで色々指定されたから一件辺りの補助金も減った。文化を保護しなくちゃいけないから省エネの改築もできない。どこかに小さな傷ができるたびに職人の技が必要。文化財って、指定されたらされたで結構大変なんだとさ」

　発信器の位置から察するに、すでに大型トラックは敷しき地ちの内部に入ったらしい。

「どうやって忍び込むんですか？　私の目から見ても、あちこちに見張りがいるのが分かりますが」

「一面だけでこの密度だと、全体で一〇〇人超えているかもね。でも、それだけ重要なものを守っていますって宣言しちゃっているようなものよ」

　映画とかで、カバンと手首を手錠で繋いで運ぶシーンがあるけどさ。あれって高級品を運んでいるから襲おそってくださいって教えているんだよね。ここも一緒。

　私は無線機を取り出した。

「？　病びよう魔まの使役者さんでも呼び出すんですか？」

「利用された事を知ったらブチ切れて私に襲いかかってくるよ。こいつはそっちじゃない」

　私は人差し指を振りつつ、

「さて、すねこすり君。彼らのやたら巨大なトラックは見たかね？　金属タンクの大きさは冷蔵庫よりちょっと大きい程度なのに、あんなスペースは必要あるのかな」

「あれ？　言われてみれば……」

「ありゃ衝しよう撃げき緩かん和わ用の設備を搭載するためのもんさ。つまり、金属タンクの中身は相当デリケートな状態を維持しているらしい。おそらく中身は飴村流ちゃんの協力で調整されていた、ボウズサマだろうけどね」

「それが？」

「まだ分からない？　私はあのトラックの下に発信器を仕込んでいたんだよ。でもって、そんなチャンスがあったのに、発信器だけで終わらせちゃうなんてもったいない。もっと愉快な仕掛けを施したって良い訳じゃない」

「ま、まさか……」

　すねこすりが気づいたようなので、私は満面の笑みでこう答えを言った。




「そう。無線起き爆ばく式の爆弾よ」




　っっっどむ!!!!!!　と、腹に響ひびくような爆風と共に、敷しき地ちの内部からオレンジ色の火柱が夜空へ駆け上った。

「繊せん細さいに取り扱わなきゃいけないボウズサマの真下で爆弾を吹っ飛ばしたのよ。何が起こるかはさておき、悪あつ鬼き羅ら刹せつにとっては困る事態が発生するのは間違いない。警備の目がそっちに向けば、私が侵入する隙も生まれるって訳よ」

「あ、あなたは自分が裏稼か業ぎようの人間だって自覚はあるんですか!?　京都中の人達が目を覚ましましたよ！　こんなに注目を集めて!!」

「さっきも言った通り、重要文化財の所有者は、自分の敷地についてはかなり強い権限を持っている。近所の野次馬どころか警察や消防だってしばらくは食い止めておける。私達の戦いが覗のぞかれる心配はないよ」

　すねこすりを抱え、私は重要文化財となっている古民家の敷地へと滑り込んでいく。屋敷の周囲は竹林で囲まれていた。そのあちこちで、無線機のノイズが小さく響く。一〇メートル以内の距きよ離りで、連絡を取り合っているヤツがいるね。それも複数。

　でも、やはりいつも通りの配置とはいかなかったみたい。

　網の目程度だけど、確かに誰だれにも気づかれないルートが開いてしまっている。

　音を立てないよう気をつけながら、竹林を進む。

　やがて、問題の重要文化財の古民家が見えてきた。

「……わお」

　全体的にはコの字に近い。いくつかの大きな棟があり、それらを屋根付きの渡り廊下が結んでいた。庭は土でも芝生でもなく、細かい石がびっしりと敷き詰められている。一匹何百万するかも分からない鯉こいがどっさりいる池なんかも備わっていた。

　正面の玄関の前には大きなスペースがあり、そこでは何かが燃えていた。

　私が吹き飛ばした大型トラックか。

　しかし問題なのはそれじゃない。

　その炎に照らし出されている何か。

　形は小さな老人に見える。身長は一三〇センチ程度しかないだろう。人間というものが皺しわくちゃになって一点に凝ぎよう縮しゆくされたようだった。

　ただし。

　影が。

　異様に長く地面へ伸びている。炎による効果だけでは説明がつかない。何十メートル、いや、下手すると一〇〇メートル以上。凝縮された老人の本質が、影の形で外へ洩もれてしまっているかのようだった。

「あれが……」

「ボウズサマ。しかし、くそ。あれじゃどんなスキルを持った妖怪なのか分かんないな」

　その周囲では、バタバタと人が倒れていた。おそらくは悪あつ鬼き羅ら刹せつの、それなりに経験を積んだ正規エージェントだろうけど……どういう理屈で倒されたの？

「……いや」

「どうかしました？」

「ボウズサマ自体は、あの影を作るほどの巨体なのよ。多分、私達が見ている小柄な老人の方がおかしい。何かの幻覚か、人間と接するための窓口みたいなものかもしれないけど」

「じゃあ、ボウズサマっていうのは、目に見えないだけで、一〇〇メートル以上の巨体を持っているっていうんですか？」

「単純に、群がってきた目障りな虫を足で踏ふみ潰つぶした。現象自体は単純なもんね」

　ただし、それ故に突破口も見出しにくい。

　蟻ありが人間に勝てないように、人間がボウズサマに勝つのはそれだけ難しい。

　……まあ、完かん璧ぺきにできないって訳でもないんだろうけど。

「こ、これからどうするんです？」

「あれとかち合っても意味はない。とりあえず迂う回かいして屋や敷しきの中へ。悪鬼羅刹の重要物品やＶＩＰ様なんかはここに避ひ難なんさせられていると思う。そいつらを片っ端から薙なぎ払う方が先」

　私達は正面玄関を大きく迂回し、庭から渡り廊下へ入って、大きな棟の中へと忍び込もうとする。

　しかし、その前に声を掛けられた。

　若い男のものだ。

「いやあ、そこまでやってもらう必要はないよ。もう終わってる」

「……、」

　振り返ると、渡り廊下の先に誰だれかがいた。作さ務む衣えをまとった、薄うすら笑いの男。思わず、ブーツに隠した拳銃を強く意識してしまう。

　まずいな。

　私がこいつに頼たよるようになったら、もう八割負けているって事なんだけど。

　それを連想させるほどの何かを、こいつは持っている。

　本能でそれを知ってしまう。

「終わってるってのは？」

「あんまり遅いものだから、悪鬼羅刹の首脳陣は僕達が殺しちゃったよ。本当は君達みたいなのの手を借りるつもりだったんだけどね」

「あ、あ、あなたは、悪鬼羅刹の人間なんじゃないんですか!?」

「だよ？　でもさあ、あいつら手を動かさないくせに文句だけは多くてね。いくつもプロジェクトを中断させられちゃって、いい加減頭に来ていたんだよね。そろそろ、組織としても世代交代が必要かなと、みんなで相談していた訳なのだよ」

「……、」

「連中は向こうで転がっているよ。首はあげる。君の手柄って事にしちゃっても良いけど。ていうか、そういう風にしてもらわないと僕達も流石さすがに困った事になっちゃう訳だけど」

　私は舌打ちした。

　こういう場合、報酬ってどうなるの？

　暗殺者が標的の隠れ家に踏ふみ込んだら、すでに自殺していました。

　……それで報酬がもらえるって話はあまり聞かないなあ。なんだかんだと難なん癖くせをつけられて門前払いされそう。

「アンタ達が、邪じや魔まな首脳陣を殺させるために私達を招き寄せたとしてだ」

「うん？」

「となると、飴あめ村むら流りゆうちゃんを利用したプロジェクト自体もデコイだったって訳？」

「いや、まあ、流石にそこまでじゃないよ。あれは優先順位が五番目くらいのプロジェクトって感じだ。成功すれば大喜びだけど、他の目標があれば諦あきらめたって良いレベルっていうか」

「……そもそも、アンタ達は何にアクセスしようとしていた？」

　私は眉をひそめ、

「ボウズサマの正体は海坊主なんて妖怪じゃない。飴村の家に連なる、『ご先祖様』っていう漠然とした守り神の事よ。途中で派手な海難事故の影えい響きようを受けて変質しているが、アンタ達が接触したがっていたものの本質ってのは」

「ああ、そうだよ。その守り神の方だ」

　作さ務む衣えの男は簡単に頷うなずいて、

「飴村の家は遡れば平安辺りの水軍まで辿たどり着けるからね。でもって、当時の優れた武将さんは時に信仰の対象になったりもした。化けて出ませんようにってね」

「つまり？」

「まだ言わせる気かい？」

　彼は肩をすくめて、

「平たく言ってしまえば、あれだよ。位の低い神様を制御する方法。今でこそ妖怪のお仲間として零落しているが、ある種の力を注ぐ事でボウズサマを元の位の低い神様として再起動させる。……その過程で公式が解明できれば、我々は妖怪と神様を、自由自在にギアチェンジさせる事ができるようになる。当然、神様を妖怪に零落させる事もね」

「……、」

　なるほど。

　悪あつ鬼き羅ら刹せつのご老人達が、こいつらの頭を押さえたがった訳ね。

　この手の業界ではトップランクの組織である百鬼夜行が、何な故ぜ『神様』ではなく『妖怪』に重点を置いているのか。理由はしっかりあるっていうのに。

　力を求めるあまりリスクが見えなくなっているって訳か。

「といっても、本来の悪あつ鬼き羅ら刹せつの目的は、人間を妖怪に組み替える事にある。ま、ありがちな不老不死願望から変化した思想だけどね。『犬神』とか『人じん面めん瘡そう』とか、人につく妖怪をベースにし、彼らの性質を利用して肉体を変化させるのが主流派かな。でも僕は違う」

　会話のタイミングを狙った。

　ブーツからサプレッサー付きの拳銃を取り出し、立て続けに発砲する。

　しかし、予想通りと言うべきか。

　作さ務む衣えの男は表情を変えず、衣類の懐ふところから取り出した、帯のように長い紙切れで弾丸を弾きやがった。

　長い長い紙は羽衣のように男の周囲に広がる。

「人に妖怪をくっつけたって完全に融ゆう合ごうする訳じゃない。人間を作り変えるためには、人間自体に手を加えなくちゃならない。そのための『力』の研究だ。妖怪を神様に昇らせる力があるとして、それを人間に注いだら？　何が生まれるか楽しみじゃないかね？」

「それは……呪符じゃないね。巻物……？　何かの教典か？」

「ああ。ただの掛け軸だよ。僕は妖怪画家なんだ。北ほう条じよう統とう次じと言えばそれなりに有名なんだけど知らないかい？　不吉なたたりを生み出す妖怪画ばかり量産する画家ってね」

「なるほど。妖怪や幽ゆう霊れいを描いた絵画は、それ自体が妙な力を持ったりする。アンタの専門はそっちか。紙切れに力を宿らせるのと同じように、人間に力を宿らせようって思った訳だ」

「そんなトコ。苦労したよ。七人ミサキで首脳陣の主流派に従ってますってふりしながら戦力確保したりさ」

「だったら自分の背中に刺青いれずみでも彫れば良い」

「試したよ。妖怪の力に振り回されて自滅するサンプルが多すぎた。ひどいのになると背中の皮ひ膚ふが丸ごとはがれて窓から逃げていった、なんて事例もある」

　……掛け軸の題材は、雪女か？

　どれぐらいの再現度かは知らないが、あまり相手にしたいと思う致命誘発体じゃないね。

「ま、そんな訳だ。わざと情報を流して濡ぬれ衣ぎぬを着せるための殺し屋連中を全国各地から呼び集めた。悪鬼羅刹の首脳陣もすでに殺した。僕としては京都でやる事もなくなった。手柄は君に譲ゆずるよ。そっちの依い頼らい人を騙だまして報酬を受け取ると良い。他に何か質問は？」

「それで逃がすとでも？」

「だよねえ」

　北条と名乗る作務衣の男は、懐へ手をやった。

　紙吹雪を舞わせるように、何か小さな紙切れを大量に撒まき散らす。

　風の流れを無視し、それらは自在に飛び回る。

「でも、人の絵筆で描き出せる程度の面妖なら、いくらでも量産できる」

　……これは、写真か？

　しかもどれもこれも、雪女を写したものばかり。

「心霊写真を粗末に扱うと酷ひどい目に遭う、なんて話は珍しくないだろう？」

「多才だね。カメラもできるんだ」

「精度はさらに落ちるけどね。いやいや、だからと言って誰だれでもできる訳じゃないんだよ。露ろ光こうとかピント調整とかアングルとか、色々大変なんだ。ただ写すだけじゃなくて、芸術って意味でのカメラっていうのはさ」

　粗悪な模造品とはいえ、雪女と同じ力を持った『何か』がざっと二〇〇人分。

　その上、北ほう条じようの手札がこれだけとは限らない。日本全国を回り、さらに危険な力を持った妖怪を描いたり撮さつ影えいしていたりする可能性も否定できない。

　もしも、それらが同時に襲おそいかかってきたら？

「さて、始めようか。ここまでやってきた以上、そっちもただの人間って訳じゃあないんだろう？　この絵筆で浮き彫りにするに相応ふさわしいかどうか、確かめてみたい気持ちがあると言われれば否定はできない」

　……やっべー。

　ランクで言ったらこいつ、病びよう魔まの使役者に匹敵するんじゃないの？　何でこんなのが百鬼夜行の管理を離はなれて野放しにされてんのよ。あそこの組織、ちょっと色々なところが機能不全に陥っているんじゃなかろうか。

　さて、どうしようかな。

「向かってくるならご自由に。ただし、不可解な写真や絵画は粗末に扱ったり破いたりすると、とんでもない目に遭うっていうのは忘れないでね」

　ただでさえ害を及ぼし、さらに抵抗して破は壊かいしてしまえば呪いは倍加する、って訳か。

　大した攻こう撃げきの方程式ね。

　思わず『死出の竜姫』に手が伸びそうになってしまう。私がこれを取り出した時は、もう一〇割負けているって証明しているようなものなのに。

　その時だった。




　ずずん……!!　と大地が妙な震しん動どうを発した。

　地震、じゃない。

　それは何か巨大な存在の足音よ。




　私と北条は同時に音源を見る。すると、小石が敷しき詰められて整えられた広大な庭に、小さな池ほどのくぼみができていた。

　ボウズサマ。

　見えない本体を持った何かが、一歩、こちらへ接近してきたのだ。

　唸うなるような声で、それは言う。

『……助太刀を』

「アンタに何の義理がある？」

『……基より儂わしは飴あめ村むらを守る者なり。それが飴村を害さんとしているのは目に見えておる』

　なるほど。

　確かに悪あつ鬼き羅ら刹せつは目的を果たして京都から去るんでしょうけど、その際、物事の本質に気づかないままプロジェクトに関わっていた飴村の一家を処分する可能性は否定できない訳ね。

　ただし、

「そりゃ結構だけど、私が善人にでも見えるっての？」

『……個人の善悪を問う暇はなし。儂は飴村を害さんとする者を打ち倒すため、より大きな悪と刃を交えよう』

「どっちでも良いよ」

　対して。

　作さ務む衣えの男、北ほう条じよう統とう次じは表情を変えなかった。

　薄うすい笑みを貼り付けたまま、彼は言う。

「僕の画廊は今日も騒さわがしい。妖怪の一匹二匹増えたところで何かが揺らぐとは思えない。すでに破棄したプロジェクトの残ざん骸がいを処分する事に、何のためらいもないしね」

「だとさ。どうするよ？」

『……絵画破りの咎とがは全て儂が引き受けよう。それは破いた者にのみ呪いを向けると聞く。儂が全て引き受ければ、貴様は自由となろう。そして同時に、若造の武装も全てなくなる』

「今展開されているのだけで致命誘発体が二〇〇はあるけど、その断末魔まを全部受け止めるっていうのがどれだけの苦痛かは理解している？　妖怪は普通の方法じゃ死なない、なんて理屈は、私達の世界じゃ通用しないってのも」

『……結果として共に倒れるのもやむなし。さりとて貴様が残れば、武装を失った若造にとどめを刺す事ぐらいはできるだろう。「先祖」という枠でくくられる儂という存在は、飴村の家が代を重ねれば再び自然と浮かび上がってくる。ここで儂という個体が消える事は、飴村の家にとって、さしたる問題ではない』

「正直に言おう。飴村流りゆうちゃんは、アンタの事を怖いお化けとしか思っちゃいない。墓参りも仏ぶつ壇だんに手を合わせる事もしない。そもそもにおいて、特殊なボウズサマは先祖という集団を素材に作られているものの、壊れた量子暗号みたいに魂とは別物の残骸の集合体よ。つまり、今ここにいるアンタは本当に飴村流ちゃんと直接繋つながっている先祖ではなく、そういう役割を負った妖怪に過ぎないのかもしれない。それでも自滅覚悟で守る義理はあるの？」

『……礼を求めて腕を振るうとでも思ったか。儂わしはただ飴あめ村むらの家を守り抜ければそれで良い』

「へっ」

　私は思わず笑ってしまった。

　こんな世界で、そういう真っ直ぐなヤツが輝かがやく時が来るとはね。

「アンタ、本物の英傑さんだよ。ならその道を貫け。後の始末は私がつけてやる」

『……かたじけない』

「こちらこそ」

　わずかに。

　北ほう条じようとやらの笑顔が、強こわ張ばり、引きつる。

「できる訳ない」

「何が？」

「僕の画廊は満杯だ！　そこの妖怪一匹如ごときに、全てを受け止めきれるものか!!」

「それはアンタが決める事じゃない。ご先祖様っていう、どこのご家庭にもいる身近な守り神の意地が決める事でしょ」

　笑みの硬直。

　その意味するところを理解した上で、『私達』は一歩大きく前へ踏ふみ込む。




　さあ。

　決着の時間よ、クソ野郎。
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　ＺＲ山やまの手て線の内側は大体どこも地価が馬鹿高いが、御お茶ちやノの水みずは学生の街でもある。そんな訳で、目を皿のようにして探し回れば、何とか『学生向け』と呼べる程度の家賃で工面できそうなマンションもある訳だ。

　が、そこはやっぱり学生向け。普通であれば独り身の社会人なんて肩身が狭い。というか大家に拒否られそうなものだが、俺の場合はそうではなかったらしい。

　何でも、現役の警察官が入居している、という情報があると、セキュリティ面の都合で、主に女子大生からのウケが良くなるらしい。

　……おいおい人様のプライバシーをナニ勝手に商売に使ってやがる、という心境ではあるのだが、他に優良物件もないので哀れ一公務員はこの状況に甘んじるしかないのだった。

　そんな訳で。

　学生向けという割にはリビングもくっついているそのマンションで、おざなりなトーストと牛乳、パック詰めのサラダ、電子レンジで作れる簡単スクランブルエッグの朝食をテーブルに並べていると、携帯電話に着信があった。

　番号は……義ね姉えさんのようだ。

　多分、部屋の隅に置いてある段ボール箱の事だろう。

『届いたー？』

「ええまあうんざりするほど。箱三つは多いですって」

『贅ぜい沢たく言っているんじゃないの。インテリビレッジ産のお米に、夏野菜、しょうゆ、味み噌そ、みりん、お酒まで詰め込んであるのよ。そこらの料亭なら予約の順番待ちでいっぱいになっているぐらいなんだから』

　まあ確かに、こんなのが適当に置いてあるなんて話が広まったら、強盗さんだの空き巣さんだのが大挙して押し寄せてきそうなラインナップではあるんだけど……。

「……勘弁してくださいよ。俺が料理できないのぐらい知っているでしょ？」

『あのう、つかぬ事をお聞きするけど、隼君ってどうやって生きている訳？』

「今時の晩ご飯っていうのは、スーパーで買ってきたパック詰めのサラダと惣そう菜ざいを並べて、白米はパックごと電子レンジに詰め込んで、味噌汁はカップにお湯を注げばできるんです」

『幸せな人生じゃないわ』

　食事以外の事に時間を割いているだけだと抗議したい。

　しかし俺の声に被かぶせるように、電話の向こうからバタバタという大きな足音が聞こえてきた。

「あの、義ね姉えさん？　何やってんの」

『後ろで雪女と猫又がケンカしているのよ。「知られざる南極の秘密」か「猫も美お味いしいペットカフェ」かでチャンネル争いしているわ。……ほらほらやめる！　そんなにわがままばっかりしていると忍しのぶに嫌われるぞー？』

　するとピタリと止まるし。

　甥おいのヤツも相変わらず希け有うな性質を発揮しているものだ。雪女も猫又も致命誘発体じゃないか。まあ俺の嫌われ体質も、兄さんの怖がられ体質も相当だろうが。

　騒さわぎが収まったのを確認し、俺は言葉を滑り込ませていく。

「せめて、きゅうりとかトマトとか、包丁で切ってそのまま食べられるものを送ってくれません？　カボチャとか取っ掛かりなさすぎです。赤坂のグルメさん達が涎よだれを垂らして長蛇の列を作っているブランド作物を、ただ黙だまって腐らせていくのは流石さすがに忍びないっていうか」

『善処するわ。でも送っちゃった分は仕方がないでしょ。今すぐ料理を覚える気がないなら、ご近所付き合いに活用してみては？』

　言うだけ言うと、義姉さんはさっさと通話を切ってしまう。

　さては都合が悪くなったと考えて逃げたんだろう。

　それにしても、だ。

　……学生向けマンションに現役警察官が一人だぞ。ご近所付き合いとか、そんな温かいものがある訳ない。小学生とコワモテ体育教師以上の断絶があると思う。隣となりの部屋のピンポン押したら、多分、事件発生か何かと勘違いされるんじゃないだろうか。

　とはいえ、ブドウが一房三万円のブランド作物を、腐りに腐らせて有機肥料にするのもなあ……という訳で、おっかなびっくり隣の部屋の前へ。

　インターフォンを押すと、低血圧なのか、やたらと覇は気きのない女性の声が聞こえてきた。

『なんすかー……？』

「あのう、実家から気合の入りすぎた段ボールを死ぬほど送り付けられたんだけど、行き場を失った夏野菜の山をどうにかしてくれないかね？」

　バタバタバタバタ!!　ガン！　スリッパどこ行ったスリッパ!?　と、何やらドアの向こうから慌ただしい音が響ひびき渡ってきた。

　そして勢い良くドアが開くと、そこから満面の笑みで飛びかかってくるジャージ首タオル肩湿布の女子大生が。

「素敵よ傘地蔵!!　これでラーメンを死ぬほどお湯につけて体積を無限倍増させる生活から逃れられるわァァァあああああああああああああああああああああああああああ!!」

「どこまで金欠なんだよ!!」
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　そんなゴタゴタがあったが、出勤時間は変わらない。変わってくれない。マンションの玄関の戸と締じまりをすると、そのまま徒歩で警視庁へ向かう。

　……桜さくら田だ門もんなんて良いトコにあるからね、仕事場。御お茶ちやノの水みずに自宅を設けておきたかった理由はこんな所にある訳だ。

「おやまあ刑事さんではないかね？」

「で、こんな所で何してやがる推理マニア」

　背後から声をかけられ、振り返った俺は多分嫌な顔をしていただろう。菱ひし神がみ艶えん美びとかいうツインテールの少女がにこやかに微ほほ笑えんでいる。

『奇怪な殺人事件の現場にことごとく出現する不ふ審しん人物』……まあ、それがこの推理マニアの全貌である。

　いつもは水着みたいに露ろ出しゆつの多い格好ばかりを好んでいる推理マニアだが、今は流石さすがに半袖ブラウスにワインレッドのプリーツスカートという、学生丸出しの服装だった。確か、近くのお嬢じよう様学校の制服だったと思う。ニーソックスまで指定なのかは知らんが。

　……こいつの事だから、『実は勝手に着ているだけです。事件解決に必要なので』ぐらいありえそうだが、そういう無茶な深読みをしない限り、やっぱり良いトコのお嬢様なんだろう。

　菱神、なんて名前は銀行にも重工業にも使われているしな。

　ゴールデンタイムに適当にチャンネルを回せば、大抵どこかで関連企業のＣＭをやっているぐらいだ。

「私は単純な登校日だよ。刑事さんこそ珍しいんじゃない？　いつもは地下鉄使っているじゃん」

「朝方とはいえこのクソ暑い炎天下、何な故ぜこの俺は上から下までスーツでぴっちり固めて徒歩で仕事場まで向かっていると思うかね推理バカ」

「ははん。必要以上に安物のスーツ、でも卸したてって感じだね。飛んだり跳ねたりするために、早めに生地を馴な染じませろとか上司さんに言われてる？」

「……ご名答だよクソッタレ」

　うんざりしたようにそれだけ言った。

　刑事がダサいスーツを着ているのは、何もセンスがないという訳ではない。六〇分で何でも解決する刑事ドラマほどではないが、刑事はスーツで肉体労働をする数少ない職業の一つだ。泥はつく、血は跳ねる、容疑者が刃物を持っていれば生地を直接裂かれるかも……となると、オーダーメイドの高級スーツなんぞ仕立ててられん。

　しかも派手に飛んだり跳ねたりするから新品の型枠にはまったままの状態だと動きづらくて仕方がない。そこで、わざと生地に負担をかけて、適度に『伸ばす』必要があったりする訳だ。

　そんなこんなで、刑事と言えば安物の既製品スーツをさらに傷めつけてテッカテカにしたセンスゼロの公務員、という印象を与えてしまっているのである。

「ところで刑事さん、今何を追い駆けてる？」

「民間人に話せるか。社会人には守秘義務ってものがあるんだ」

「こっちは今もやもやしているよ。私が好きそうなのに関わっていれば良いんだけど」

「？」

　唇を尖とがらせる推理マニアだが、そこで有名なお嬢じよう様学校が近づいてきた。艶えん美びは片手を振ってそちらへ逸それていく。

　その後もハンカチで汗を拭き拭き、途中で耐え切れなくなってコンビニで水分補給などをしながら、どうにかこうにか桜さくら田だ門もんの『本店』までやってくる。

　東京都の治安の象徴、警視庁。

　……刑事ドラマの関係か、何な故ぜか日本警察の象徴っぽく見られている気がしないでもないが、この威圧的な建物を見れば俺だっていくらか気分はシャッキリしてくる。自分の仕事は、良くも悪くも人の一生に直接関わるんだという事を嫌でも自覚させられる。

　と、出入口の前に詰めていた制服警官が律りち儀ぎに敬礼してきた。

　しかしいつもの杓しやく子し定規な挨拶はやってこない。

　代わりに、中年の巡査は小声で内緒話でもするように、

「あっ、内うち幕まくさん。今はちょっと、中は覗のぞかない方が……」

「え、何かやってます？　なーんか騒さわがしいですけど……ドラマの撮さつ影えいとか？」

　警視庁の本庁前というのは、日本でも有数のロケ現場だ。でもテロ対策の都合から、建物の中は基本的にスタジオのセットで作る。内部を『直接』映すような撮影申しん請せいを許可するのはありえないと思うんだが……。

　すると、中年の巡査は手を小さく横に振って、

「違います違います。えーとですね、夏休みっていうのもあって、公募で集めた小学生達の見学ツアーをやっているみたいで……。ええ、もちろん携帯電話や撮影機材の持ち込みは禁止していますけど」

「あー……巻き込まれたくないですねえそりゃ」

　適当に言いながら、俺はガラスの戸の向こうに広がる正面ロビーを覗き込む。ガラスを挟んでいるっていうのに、無秩序な声の洪水がここまで届いてきていた。

『かつ丼は出るのか!?』

『テレビに出てたイタコ捜査官ってどこにいるのー？』

『ソーサホンブに案内してもらおうか!!』

　思っていたより子供の数は多い。一〇〇人から……二〇〇人、はいないか。若い女性警察官が先頭で小さな旗を振っていて、何だかバスガイドみたいに見えた。

　俺は何な故ぜか中年の巡査に釣られてコソコソしながら、

「さくらポリス大活かつ躍やくって感じですね。あ、ヤベ。組織犯罪対策部の重戦車の顔見てくださいよ。あんな弱りきったツラ見た事ない。写メ写メ」

「ちょ、やめた方が良いですって内うち幕まくさん！　バレたら頸けい動脈を見事に締しめられますよ!!」

「そーんな事言っちゃってー、中なか田たさんだって肩震ふるわせて笑いを堪えているじゃないですかー？」

　と、携帯電話を構えたところで、小さな画面の中の重戦車と目が合った。

　岩石みたいな顔についた両目を真ん丸にした柔道五段（無差別級）は、何故か俺の方をビッと指差すと、




『あれが捜査一課の刑事さんだ!!』




　ぶっ!?　と思わず吹き出しかけた。優に一〇〇人を超える子供達の目線が、一斉にこちらへ集中する。

『刑事さん？』

『警視庁の捜査一課の刑事さんだって！』

『あの拳銃バンバン撃うって犯人を殺しまくる地獄の捜査一課か!!』

「あ、あん、あの野郎!!　知名度勝負で矛先をこっちに逸そらしやがって!!」

　あと捜査一課の刑事さんはそんなにバンバン撃てませんよ？　……いやできたら簡単なんだけどさ、一応『犯人を殺さずに捕まえる技術においては世界一』っていうのを誇らしげに語らせておくれよ。

　そこで中年の巡査がこんな事を言ってきた。

「内幕さん！　逃げるなら早く逃げた方が良いです！　資材搬入口から登庁しちゃってください。そうしないと子供達に取り囲まれる!!」

「いや、言うのが遅いですって！　うわ、なんかバーゲンセールみたいに……!!」

　俺もどこかに矛先を逸らさねば!!　しかし知名度的に『警視庁捜査一課』を超える役職ってあったっけ!?　とパニクっていたところで、救いの神は現れた。

　馬め頭ず厳げん。顔に深い皺しわの多い初老の男。髪が必要以上にテカテカ黒々しているのは染めているからだろう。組織犯罪対策部の重戦車ほどの体格はないが、その鋭するどい眼光だけで柔道五段を黙だまらせる迫力を持つ、我らの部署のリーダー様。だが父の日にプレゼントされたネクタイを常時着用するなどの特徴から、若い女性警察官の間で『カワイー』と評判の人物である。

「……一体何の騒さわぎだ？」

　渋いトーンの質問に答えず、その人物を指差し、俺はあらん限りの声を張り上げて宣言する。




「これが捜査一課課長だ!!」




　……結論を言わせてもらうと、後で本気のゲンコツを落とされた。

　でも課長も課長で、皇居ランナーでジョギングしながらやってきた壮年の男（すげーうんざりしている警護課の黒服つき）を指差して『あれが警視総そう監かんだ!!』と叫んだのは忘れない。
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　警視庁刑事部捜査一課。

　と言ったって年中捜査本部を立ち上げて会議をしている訳でも、重大な捜査情報が入って職員全員でバタバタと容疑者宅に急行したりする訳ではない。

　たまには暇な時もあるのだ。

　滅多な事ではヒラの刑事に声をかけてこない、はずの課長が唐突にこんな事を言ってくる。

「内うち幕まく、お前今日は安全教室な」

「……は？」

　暇なので数種類のコーヒー豆を混ぜたオリジナルブレンドの研究に勤いそしんでいた俺が目を丸くすると、課長は構わず話を先に進めた。

「だから学校に出向いて人形劇やったり紙芝居やったりする、あの安全教室だよ。ここに資料がある。三〇分で行け。以上だ」

「いやいやいや！　そんなの一課の仕事じゃないでしょ？　生活安全部とか交通部とかはどうしたんですか。そもそも本庁じゃなくて所しよ轄かつのお巡まわりさんが……」

「……普通に考えればな。だが近頃の中高生はスレてて紙芝居や人形劇じゃ居眠り続出だそうだ。ＳＮＳトラブルを効果的に説明するためには、第一線で『生身の危機感』を感じ取っている刑事さんに出張ってもらいたいんだと。血なまぐさいヤツがいた方が緊きん張ちよう感は増すだろう」

「げ」

　課長の重たいため息を吹き付けられながら、俺は思い出した。

　……そういや、五月のＳＮＳ殺人にケリつけたのって俺だったっけ。

「でも実際にあった事件で興味を惹ひくなんてやり方、クレーム来ないんですか？」

「警察の仕事は起きた事件を解決する事だけではなく、未然に防ぐ事も含まれる。だから利用できるものは利用しろ。ただし気を配れ。個人情報は絶対に隠せよ」

　課長はデカい封筒を俺の机の上に置くと、さっさと立ち去ってしまう。

　俺は仕方なく封筒の中身を取り出しながら、

「……三〇分後に学校へ到着って、何を話せば良いんだよって感じだよな」

「聞こえているぞ内うち幕まく。ゴネられると面倒だから土ど壇たん場ばまで話さなかった。事情は理解したか？　なら迅速に行動しろ」

　学校行事の一いつ環かんとして安全教室は組み込まれているため、確かに遅れると面倒な事になりそうだ。俺は資料に一通り目を通すと、それをもう一度大きな封筒に戻してから部署を出る。

　エレベーターで一階を目指していると、途中の階で止まった。生活安全部の刑事さんが乗り込んでくる。俺と違って、高級なスーツをくたくたにしてしまったタイプの刑事だ。

「よお内幕」

「東とう条じようさん」

「この暑いのに中学校まで出向いて安全教室の司会やってくるんだって？　今は夏休みだから学生達は不満たらたらだぞ。体育館で全校生徒レベルの学級崩ほう壊かいを起こさないように気をつけるんだな、にはは」

「……ちえー。その様子だと、サプライズパーティを知らなかったのは俺だけって感じですね」

「ま、たまには生きてる人間の相手でもしてきなよ。それが健全ってもんだ、殺人事件専門さん」

　エレベーターが一階まで辿たどり着くと、東条さんはさっさと出て行ってしまう。

　殺人事件担当なのは否定しないけど、俺の専門は『生きている人間』のつもりなんだけどね。
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　担当の中学校は本庁から歩いていける距きよ離りにあった。集まっていた警察官の多くは『いつも通りの』所しよ轄かつの制服警官達だ。……やーっぱり異質だよなあ、このメンツの中に殺人事件担当の刑事が混じっているって。

　さらに、

「……マジかよ」

「どうかなさったんですか？」

　名門らしいお上品な女性の理事さんから質問されたが……これはちょっと答えにくい。

　職員室の窓の外。

　ついさっき別れたはずの推理マニアが笑顔で手を振ってきている。

　あいつの学校か。

　何かと根拠のない嫌な予感に苛さいなまれていると、予想通りいきなり携帯電話が鳴った。『出て来い、さもなくば職員室に乗り込んでチューするぞ』という前代未聞の脅迫を受け、俺は仕方なく校舎の外へ出る。

「やっほー刑事さん」

「何の用だ推理マニア。こっちは忙しい」

「私だって全校集会なんだからそろそろ体育館に行かなきゃまずい状態だよ。でもって話をしよう。無視したらこの場で押し倒す」

　はあ、と盛大にため息が出てしまう。

　この炎天下に負けて、チョコレートみたいに溶けてしまいそうな心境だ。

「……お前絡みって事は、また何か事件でも？」

「そんなトコ。刑事さんこそどうしたの。ＳＮＳの安全教室だなんてさ。私が追い駆けているものの匂いを嗅ぎ取って、デコイの名目くっつけて学校にやってきたとか？」

「？」

　こちらに他意などある訳ないのだが……ホントに推理マニアの周りで何か起こっているのか？

「緊きん急きゆう性を伴うなら話ぐらいは聞いてやる。腐ってもお前は民間人で、俺は警察官だからな」

「話が分かる」

　民間人の部分を強調し、きっちり警告したつもりなんだが、推理マニアは全くへこたれない。

　彼女は少し離はなれた所へ目をやり、手招きで誰だれかに合図を出しながら、

「そんな訳で、巴ともえちゃーん。彼が例の刑事さん。大人とか子供とかそういう枠組み線引きの存在しない、『私達』の味方だよー？」

　枠組みも線引きもあるわ!!

　この歳で中学生と全く同じ感性で行動しているとしたらそれはそれで問題だっ!!

「……刑事？」

　こそっと。

　近くにあった渡り廊下の柱の陰から、誰かが顔を覗のぞかせた。
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　内申点のために髪を三つ編みにしています、といった風情の女の子だ。メガネを掛けているが、文学少女系というよりは、運動部か、格かく闘とう系か。しなやかな筋肉に包まれた体つきをしている。スタイルは推理マニアよりも良さそうだな。

　……筋肉にしてもスタイルにしても、自然とこうなった、って感じがしない。流行なのかもしれないけど、相当『手入れ』をしているみたいだな。電話の中はダイエット関連の電子書しよ籍せきで埋まっていそうなタイプだ。

　本来なら成長期には無茶をするべきじゃないのに、世知辛い世の中だねえ。

「いや艶えん美び。刑事は駄目でしょ。私達の力になってくれるとは思えない」

　敵てき愾がい心しん丸出しって感じだが……これだけで相手がやましい隠し事をしていると判断するのは早計だ。基本的に、善良な一般市民っていうのは事件の匂いがする警察官をあまり近づけたいとは思わないものだ。

「違うよ巴。この刑事さんはそういう刑事さんじゃないんだってば」

「……艶えん美びは色んなルートで情報集めてくれるから味方になってくれるかもって思っていたけど、そいつを使っているんなら私は反対。『相談』も忘れてちょうだい。私は一人でもやるから」

　巴ともえちゃんとやらは、俺達に背を向けると、最後にぽつりと呟つぶやく。

　声は小さい割に、突き刺すような鋭するどさを持った声だ。




「警察なんて信じられない。あいつら、何にもできないじゃない」




　立ち去っていく巴ちゃんの背中を見送り、艶美はため息をつく。

　さて。

「……格好つけているトコ申し訳ないんだが、詳しく説明しろ。すげー嫌な匂いがぷんぷん漂っているんだが」

「良いですとも、ただしお互い時間がない。続きはお昼が過ぎてから。登校日のスケジュールを消化してからにしましょ」
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　予想通り、ＳＮＳ関係の安全教室では失敗しないように気をつけるのが精一杯だった。台本もリハーサルもなしにいきなり壇だん上じように立たされても、大した話ができる訳じゃない。学校側は高度なアクロバット飛行を期待していたようだが、俺にできたのは安全な不時着ぐらいが関の山って感じだったな。……それはそれで技術を必要とする訳だが、分かりにくいというのは悲劇だ。

　でもって、もちろん推理マニアは俺の話を聞きながら笑いを堪えていましたとさ。

　登校日の予定を消化し、学校の外に出てきた艶えん美びと合流する。

「刑事さん。どこかでお昼食べていく？」

「一二時ジャスト。どこも混みまくっているよ」

「……ああ。刑事さんの外食のグレードが分かる哀かなしい発言だね」

「それより本題。事件性のある話を抱えているならすぐに話せ」

「歩きながらね」

　推理マニアは先導するように道を歩きながら、人差し指を立てて、

「不確定な情報は省いちゃうけど良い？」

「何でも」

「最近、渋しぶ谷やの女子高生を中心に『人じん面めん瘡そう』が流行っています」

「……渋谷の？」

　学生街、御お茶ちやノの水みずなんて昼時はどこの店も満員……と思いきや、ちょっと大きな通りから外れた場所に、マスターとメイド型従業員の他には誰だれもいない、がらがらの喫茶店があった。推理マニアは手慣れた様子で奥のテーブルを陣取る。

「駅前出張販売のモーニングセットだけで一日の売り上げを達成しちゃうお店なんだよ。だから他の時間は完全な趣味」

「店の事はどうでも良い。事件の話だ。渋谷の女子高生ってのは何なんだ？　そんなテレビの中にしかいない生き物、俺は見た事がないぞ」

　嘘うその代名詞、とでも言えば良いだろうか。

　渋谷の女子高生達の間でね……という文言で始まる噂うわさの真相がどんなものかは、大抵の人間なら容易に想像できるだろう。

　警察にも胡う散さん臭くさい通報や情報提供があるが、こういうワードが混じっていたら信しん憑ぴよう性はグッと下がると考えて良い。

　推理マニアはやたらと長ったらしい横文字産地のアイスコーヒーとホットサンドを注文しながら、

「まあそこらへんは記号っていうか、伝えやすい枠組みぐらいに思ってよ。うちの生徒、つまり御茶ノ水の女子中学生だって『人面瘡』の問題に巻き込まれている訳だしね。ひょっとしたら小学生もいるかも？　……渋谷を遊び場にしている未成年、とでも思ってくださいませ」

「……確認するが、事件自体は『ある』んだな？」

「もちろん」

　俺はメニューに目を通し、顔をしかめる。五〇文字以内の料理名が存在しないのは何な故ぜだ。そして固まっている俺を無視して、推理マニアは勝手に追加の注文を出してしまう。

「『人じん面めん瘡そう』……人の顔の形をした巨大な出で来き物ものが、そういった少女達に蔓まん延えんしているって訳。インテリビレッジ出身の刑事さんなら『人面瘡』がどんなものかは分かっているのでは？」

「……妖怪絡みか」

「嘘や罪を重ねた人間に浮かび上がる、悪業の証あかしだって話だね。二口女なんかと一緒。でも、体の表面に浮かび上がる程度だから、人を殺すほどの力は持っていないよね」

　インテリビレッジならともかく、大都会東京で『人面瘡』なんてもんが出てきているのは少し気になる。

　普通、妖怪は近代的な都市を嫌って田舎へ集まる習性があるんだが……渋しぶ谷やの女子高生とやらに蔓延している『人面瘡』は、その辺りを誰だれかが強引に曲げているって訳なのか？

　推理マニアはやってきたホットサンドにマスタードを垂らし、こだわりだらけのマスターの顔をしかめさせながら、

「この『人面瘡』、出る杭は打たれる繊せん細さいな思春期の学校社会にとっては割と大問題でね。こんな不気味なものが体に浮かび上がっているなんて事が周りに知られたら孤立しかねない。……特に女の子の肌っていうのはね、無責任な夢が詰まっているからさ」

「……そんなに分かりやすいパージが発生するのか？」

「単に古傷や火傷ぐらいならそこまでじゃないかな。だって傷を負った人は何も悪くないもん。でも、『人面瘡』って妖怪だよ？　それも、嘘うそや罪に反応して浮かび上がる悪業の病。……数センチ大の醜みにくい出来物がデカデカと浮かび上がった挙げ句、それが自業自得なんて話になって御覧なさいよ。パージの加速は避さけられないね」

　孤立。

　村八分。

　学校なんて逃げ場のない仕組みの中で居場所を確保しなくてはならない学生にとって、それは自らの命を絶つほどの恐怖を与える状況なのかもしれない。

　それが、推理マニアの抱える事件と被害？

　いや。

　……この構図だと、こいつが最も強く意識するべき『犯人』が出てこない。

「『人面瘡』の発生には不可解な部分があるっていうのは分かるでしょ。仮にこれが妖怪絡みの『パッケージ』か何かで、人の顔の形をした出来物を自由に浮かべたり消したりできる人間がいるとしたら？　……そいつは学校ってものに組み込まれた全ての学生を、任意のタイミングで村八分にできる力を持っている事になる。それってさ、犯罪の匂いがしない？　怯おびえる女の子を好き放題に操る、コントローラーめいた犯罪の匂いが」

　本当だとすれば、確かに大きなリスクの孕はらむ問題だ。

　学校特有のルールに縛しばられているため、事態が水面下で進行していて、俺達みたいな大人の機関にまで話が回ってこない可能性も十分にあり得る。

　ただし、

「……？　どうしたの、刑事さん」

「いや」

　……どうも、殺人事件で死体が発生しないと乗り気にならない、こいつの歪ゆがんだ趣味嗜し好こうから外れているような気がしないでもないんだが……。

「んん？　捜査一課さんの管かん轄かつじゃないからやる気は出ないかな？」

「うちの仕事は結構アバウトだよ。重大事件と他部署の取り扱わない案件を総合的に解決する事、ってヤツだ」

　どうせ帰ったらまた課長に変な仕事を押し付けられそうだし。

　突然壇だん上じように立たされて緊きん張ちようで気分が悪くなったとか、適当な理由をでっちあげて時間を引き延ばすとしますか。

「一通りは洗ってみよう。どこから調べるつもりだ」

「そりゃやっぱり渋しぶ谷やから。待ち合わせをしているの」

「誰だれと？」

「噂うわさのジョシコーセーの一人。『人じん面めん瘡そう』っていうのがどんなのか、モノを見てみない事には始まらないでしょ」
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　電車に乗ってＺＲ渋谷駅へ。

「問題の女子高生ってのは、ネットか何かで知り合ったのか？」

「まあねー。と言っても、私がやりとりしていたのが本当に女子高生かは結構微妙。人さらい紛まがいのチャラ男集団の可能性もあり。だから刑事さんにお声をかけておいたのさー」

「……、」

「ついさっき刑事さんが体育館で説明していた通りだよ。ＳＮＳにはキケンがいっぱい。だから保険をかけておくのは当然でしょ。きひひ」

　……あからさまに笑うのやめろよ。壇上でガッチガチに緊張していたの思い出して死にそうになるから。

　俺達は駅を出て、無数のビルに囲まれた広場へ向かう。バスの大型ロータリーを兼ねたここが待ち合わせ場所だ。

　……頼たのむよう巡回中の制服警官さん。俺はアンタの同僚だ。横に女の子をくっつけているからって、不ふ審しん者を見るような目で睨にらまないでおくれ。

「それにしても、『人じん面めん瘡そう』の問題ってデリケートな面を含むだろ。俺みたいなのがいても心を開いてくれるものなのか？　男性、大人、刑事の拒絶反応三段組みだぞ」

「人によると思うけどねー。自分よりおっきな相手に相談するきっかけが欲しいって子も少なくないだろうし」

「でもなあ。お前の学校でも、敵てき愾がい心しんむき出しの子とかいたじゃないか。何だっけ？　巴ともえちゃん？」

「八はち河かわ巴ちゃんね。あの子は事情が特殊だからなあ」

「いや刑事って生き物へフレンドリーに話しかけてくるお前は基準がおかしい」

「……あのね刑事さん。アンタまさか自分がハードボイルドな世界に生きている、ウィスキーとトレンチコートの似合う強こわ面もてナイスガイだなんて思っていないよねこの小動物系」

「マスコット枠は流石さすがに異議があるぞ。でもなあ……」

　言いかけて、俺の口が止まった。

　神経を尖とがらせ、改めて周囲を観察する。

　推理マニアが声を発した。

「おっ、巴じゃん」

「……、」

　広場を取り囲む大型ビルの群れの一角、その根元にあるコンビニの前で、先ほども見た八河巴ちゃんがこちらを睨んでいた。

　そう言えば、『私は一人でもやる』とかって言っていたっけ。

「おい推理マニア。確認するが、この子が『人面瘡』の女子高生の正体って訳じゃないんだよな」

　露ろ骨こつな舌打ちを頂ちよう戴だいした。

　推理マニアからではなく、巴ちゃんの方からだ。

「だったらこんな回りくどい方法取らないわ。学校で話をした方が簡単で確実でしょ」

「まあ」

「……ばっかみたい。情報の不足なんて問題じゃないわ。ちょっと考えればすぐ分かる事じゃない」

　その『すぐ分かる事』を一〇回でも一〇〇回でもお尋ねして相手の反応を窺うかがうのがこちらの仕事なものでね。

　八河巴ちゃんは俺の鼻を指差して、

「とにかくっ、役に立たないならここにいないで。警察なんてやってきちゃった事がバレたら、そもそも『渋しぶ谷やの女子高生』は回れ右して逃げ出すかもしれない。そしたらヒントがなくなっちゃうでしょ」

「……って事は、えーと？」

「八はち河かわ。八河巴ともえ」

　いやもちろん分かっていたんだけど、自己紹介もない内に相手の名前を呼ぶのは不信感を増大させるだけだからな。間抜けのふりをするのも大変だ。

「八河さんも推理マニ……菱ひし神がみさんとおんなじ人とコンタクトを取るためにですか？」

「そうよ。ていうか私がネット上で知り合って艶えん美びに『相談』したの。それがこんな面倒臭い男に繋つながるだなんて、明らかに失敗だったわ！」

　……まあ、推理マニアには悪いが、これが普通の反応だと思うなあ。

　思春期の繊せん細さいな女の子の群れの中に、スーツを着た冴えない男が潜もぐり込もうとして、拒否反応が出ない方がおかしい。

　のだが、

「まあそんな話は後回しです」

「……は？」

「そのコンビニの出入口から離はなれて。街を歩く時はちゃんと注意を払って、軒下にくっついているサイレンが回っていますよ」

　強盗事件のＳＯＳサイン。

　そもそも俺が『気づいた』のは巴ちゃんではなくこっちの方だ。

　俺は推理マニアの方へ向いて、

「行ってくる。お前は八河さん連れて離れてろ。犯人が逃げ込むかもしれない、分かりやすい道は避さけて待機しろ。分かったな」

「刑事さん、拳銃なんて持って来ていたの？」

「舐なめるな」




　容赦なく、素手で制圧するに決まっている。




　こっちだって警察官だ。村民全員犯人で猟銃だらけなんて座ざ礁しよう島とうみたいなイレギュラー過ぎる状況じゃない限り、活かつ躍やくの機会もある。

　しかしレジカウンターで千枚通しのようなものを突き付けて喚わめいていた女を取り押さえた俺は、そこで怪け訝げんな顔になった。

　犯人は女子高生。

　しかも、大きくまくれたスカートから覗のぞく太ふと股ももに浮かび上がっていたのは……、

「……『人じん面めん瘡そう』？」
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　犯人を所しよ轄かつに引き渡す過程でどうしても報告が必要になり、当然の事ながら課長にバレた。電話越しにメチャクチャな勢いで怒鳴り散らされたが、金も人命も損害なしで強盗（厳密には未遂）犯を逮捕できたのだから、課長も怒りのテンションをどう持っていくかで逡しゆん巡じゆんしているようだった。

　警察署のおざなりな待合室で時間を潰つぶしていると、所轄の若い刑事さんがクリップボードを抱えてこちらに近づいてきた。

「井いの上うえです」

「どうも。内うち幕まくです」

「今回は色々とお世話になりまして。取り調べはこちらでやってしまいますが、構わないでしょうか」

「はいはい。えーと、これにサインすれば良いんですか？」

「ええまあ」

　ボールペンでクリップボード上の書類に名前を書きながら、俺は井上さんに声をかける。

「一応、動機なんかの情報はこっちにも回していただけると」

「構いませんが、一課さんというよりは生活安全部さんの出番かもしれませんよ」

「……？　もう何かしゃべっているんですか？」

「さわりなら」

　井上さんは小声になって、

「まあ強盗未遂なんで金目当てではあるんですけどね。問題は、どうしてそんなに金が入り用になっているか、という部分です」

「……『人じん面めん瘡そう』は確認しました？」

　任意で、と井上さんは返答する。

「右の太ふと股ももに、直径五センチ程度の人の顔に似た形の出で来き物ものがありましたね。虫刺されの痕を膨ふくらませたような感じでしょうか」

　推理マニアの話では、どこかの誰だれかが自由に『人面瘡』を浮かべたり消したりする事ができるようで、それを使ってターゲットの少女達を脅迫できる立場にあるらしいとの事だったが、この強盗未遂事件がまさか……？

　そう思っていた俺だったが、井上さんは予想もしなかった言葉を放ってきた。

「犯人……ああ狭さ山やま八や重えって子ですけど、彼女は『人面瘡』の治ち療りようのために、高額の医療費を請せい求きゆうされていたようですね」

「治療？」

「ええ」

　井いの上うえさんは一拍置いて、

「美容整形です」







　一通り話を聞いて所しよ轄かつから出ると、もう夕方だった。正面玄関を警備している制服警官を好奇心から質問攻めにして困らせている推理マニアがこちらに走ってくる。

　俺は辺りを見回し、

「おい、八はち河かわさんは？」

「帰っちゃったよ。なーんかショック受けてますって顔だったけど」

　……それは目の前で暴ぼう力りよく事件が発生したからか？　それとも『人じん面めん瘡そう』のヒントに繋つながる人物を警察にかっさらわれたからか？

「それより刑事さん。強盗未遂をやらかした女子高生ちゃんはなんて言っていたの？」

「捜査情報」

「保険の利かない美容整形にのめり込んで借金漬け。違う？」

「……、」

　俺はスーツのあちこちに目をやり、盗聴器の有無を確認した。

　推理マニアは人差し指を振って、

「チッチッ。ちょっと考えてみれば妙な点はいくつも浮かび上がってくるのだよ内うち幕まく君」

「あっそーかい」

「無視しないでっ!!」

　駅へ向かって歩き出す俺に、推理マニアが後ろから覆おおい被かぶさってくる。やめろ制服警官の目が険しくなってる!!

「そもそも私なり巴ともえなりに待ち合わせの約束をしておいて、そこで事件を起こすなんておかしいでしょ。端はなっから捕まる事を考えているとしか思えない。彼女がそこまでどん詰まりになる理由は？　そうなると予想できるパターンは限られてくる」

「……『人面瘡』を仕掛けているヤツに、金を持ってこいって要求された可能性は？」

「だったら強盗を成功させようとするでしょ」

　推理マニアは人様の背中に張り付いた状態から、今度は俺の前へ回り込みつつ、

「巴とコンタクトを取って待ち合わせをしようと思った時点では、女子高生は『人面瘡』の犯人に対抗しようと考えていたんじゃないかな。……ただ、実際に今日落ち合うまでの間に、何かが限界を迎えた。強盗を起こしたって事は金絡み。でもって女子高生の方針が『人面瘡』には従わない、って事になると、彼女が選んだ対抗策をイメージするのは難しくない」

『人面瘡』さえなくなってしまえば、何に怯おびえる必要もない。

　だから強引にでも取り外す。

　でも、それは太ふと股ももに浮かんだ直径五センチもの巨大な出で来き物ものだ。にきびを治ち療りようするのとは訳が違う。刃物を使って強引に削そぎ落とそうとすれば、救急車の出番になってしまうだろう。

　だとすると、専門家に任せるのが手っ取り早いか。

　しかしだな、

「外科手術的に『人じん面めん瘡そう』を取り外したからって、それが何になるんだ？　相手は何らかの手段で『人面瘡』を浮かべたり消したりしている疑惑がある訳だろ。しかも、そもそもが嘘うそや罪の証あかしとして浮かび上がる妖怪だ。強引に外したって、何度でも浮かび上がるんじゃ……？」

「かもね。でも、お金をもらうクリニック側にとって何か不都合が？」

「……、」

「『人面瘡』が浮かんだら手術する。また浮かんだらまた手術する。……その繰くり返しで良いじゃない。むしろ確実なリピーターになってくれるんだから、クリニック側は喜んでいたかもね。あの手の連中が広告で肥満やにきびなんかの特徴を弱点として煽あおるように、『人面瘡』についても何かささやいていた可能性は低くない」

　今までは『学校の中で孤立する』システムを構築する事で、犯人は利益を得ていると思っていた訳だが……美容整形の線で考えてみると、こちらはより具体的な利益が浮かび上がっている気がする。

　事態にどれだけ関わっているかはさておいて、この美容整形クリニック、一度詳しく洗ってみる必要がありそうだな。
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　深夜一一時三〇分。今日の仕事を終えて本庁のビルから出ようと思ったところで、生活安全部の東とう条じようさんが多くの部下を引き連れて一階ロビーに入ってきた。

「あれ？　夜や襲しゆうでも仕掛けてきたんですか？」

「おう、ていうかお前が余計な仕事を増やしてくれたんだよ」

「？」

「『人面瘡』絡みの美容整形クリニック。ここ最近、どうも不自然に客が倍増しているトコを当たってみたらビンゴだった。原宿にある、かぐや美容クリニック。こいつは典型的な『落とし穴』だな」

「あちゃー……」

　未成年を狙った違法営業か。デリケートな面を含む産婦人科や美容整形なんかで横行しているヤツだ。高額な医療費を請せい求きゆうしておいて、払えなければ各種の裏稼か業ぎようへ道を開く。実質的には払えない事が織り込み済みの『落とし穴』である。

　……少子高こう齢れい化対策の一いつ環かんとして公布された『新生児保護法』で、人命を奪うに足る格別な理由がない限り一切の中絶行為を禁じる、ってルールができたからな。こういういやーなビジネスが生まれて、さらには色んな分野に拡散していったって訳だ。

「で、落とし穴はどこに繋つながっていたんですか？　振り込め詐欺の下請うけコースとか？」

「携帯電話の仕入れ屋さんだ。新しいもの好きな女子高生なら、頻ひん繁ぱんに手に入れたって不自然には見えないらしい。こりゃやっぱり大きな犯罪組織が絡むかね。おかげでこれから組織犯罪対策部と打ち合わせだ。徹てつ夜やをありがとう内うち幕まく君、後で何か奢おごりやがれ」

「……そのクリニック、『人じん面めん瘡そう』の発生自体には関わっていたんですか？」

　もしそうなら、これで一件落着な訳ではあるのだが。

　東とう条じようさんは肩をすくめて、

「一応全部ひっくり返して調べるが、多分別口だな」

「その根拠は？」

「騒さわぎが大きくなりすぎている。かぐや美容クリニックが全部制御していたとしたら、もうちょっと見つかりにくい規模に調整しているはずだ」

　なるほどね。

　となるとクリニックは、誰だれかが起こした事件を利用して荒稼かせぎしていたって訳か。

　犯人は、というか事件の核心は別にある、と。

「分かりました。一課の出番がありそうならいつでも連絡入れてください」

「お前の出番が来ないように気を配るのが生活安全部の仕事だよ」

　東条さんと別れ、俺は本庁のビルを出る。

　もう深夜と呼んでも良い時間帯だが、まだ電車は走っているようだった。とはいえ、流石さすがに外食関係はまばらだ。居酒屋とかなら開いているだろうが、あれは食事メインで利用すると馬鹿高くつくからなあ。

　仕方がないので、近くのコンビニに入り、電子レンジで温められる惣そう菜ざいを買い物籠かごに放り込んでいく。

　そこで推理マニアと遭遇した。

「刑事さん」

「……もう何でこんな都合良く出てくるのかいちいち質問しないぞ。クリニックの情報なら出さない。捜査情報だ」

「どうせ大したものは出なかったでしょ。クリニック自体は小者のはずだし」

「自体は？」

　俺が質問すると、推理マニアは飲むヨーグルトのパックを手に取りながら、

「かぐや美容クリニックの利用者名めい簿ぼはこっちでも手に入れている。女子高生どころか専業主婦から小学生までいたね。でもって、その内の何人かに見覚えがある」

　この場合、単に『推理マニアの知り合い』という意味ではないだろう。

　彼女は続けてこう言ったのだ。

「刑事さん。五月に解決したＳＮＳ殺人の事は覚えている？」

「それが？」

「もう一度調べて。それで事件の深さが分かるはずだよ」

　深さ。

　推理マニアが鋭するどく切り込むようにそう言ったからには……、

「……相当危険なものが潜ひそんでいると踏ふんで良いんだな？」

「じゃなきゃ、こんな不自然な方法で警告に来たりしないよ。あの事件を直接解決したのは、刑事さんって事になってる。実際は私もちょっと協力したけどね。だから多分、この『人じん面めん瘡そう』を動かしている連中は、刑事さんが一番厄介な人間だって認識する。……そんな刑事さんが、美容クリニックに留とどまらず、さらに深く切り込んできたとしたら？　犯人側が直接的なアクションに出る可能性は低くない」

「了解」

　俺は買い物籠かごの中身を確認しながら、

「……そんな分かりやすく自己紹介してくれるなら、こっちも簡単に逮捕できそうだ」

　推理マニアは小さく笑って、俺の肩を叩たたいてきた。

「それぐらいの気持ちがあれば大丈夫。……ただしマジで気をつけて。私の予想が正しければ、相手は『敵が警察官だから』程度で止まってくれるような連中じゃない」

　艶えん美びは一足先にレジへ向かい、飲むヨーグルトの料金を払って店外へ出て行った。

　……あれだけ不可解な連続殺人に慣れている推理マニアが本気で警告してきたからには、これは本当に危ない橋を渡っているって事なんだろう。

　これからは気を引き締しめないとな、と思いながら、俺もレジで金を払ってコンビニを出る。

　しかし、だ。




　コンビニを出て五〇メートルでやられるとは思っていなかった。

　いきなり真後ろから鈍器で頭を殴られ、倒れたところで殴る蹴けるの暴ぼう力りよくの嵐が襲おそいかかってきた。
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　次に目が覚めたのは警察病院だった。

　窓の外はすでにオレンジ色で、朝焼けかと思ったら夕焼けだった。腕につけられたチューブやら電極やらで、自分がとんでもない目に遭った事を改めて思い知らされる。

「ひどい有り様だな」

　生活安全部の東とう条じようさんが、パイプ椅子に座りながらそんな事を言ってくる。

　俺はベッドの中で眉をひそめて、

「あの、何で東条さんが？」

「目もく撃げき情報じゃ少年グループって話だったからな。ケンカ沙汰で生活安全部に話が回ってきたって訳。……ただ、暗がりでフルフェイスのメット被かぶった連中の歳なんて当てられねえとは思うが、深夜のリンチとなれば少年犯罪で決まりって意識が働いているのかもしれん」

　東条さんは小さく笑い、

「とはいえ、現職の刑事相手にリンチかまして殺人未遂とは良い根性だ。犯人はこっちで挙げといてやるよ」

「……その、どういう状況なんですか？　最初の一発目で意識が朦もう朧ろうとしてしまって、詳しく把握できていないんですけど」

　あの状況で逃げ切れるとは思えない。

『敵』の目的はそもそも殺人じゃなくて、警告程度の暴ぼう力りよくに過ぎなかったって事か？

　あるいは、殺しを中断しないといけない理由でもできたのか。

「へえそうかい。事件が起きたのは昨夜未明。御お茶ちやノの水みずのコンビニ近くだ。ヘルメット被った四、五人の男達……まあ実際には性別は分からんが、とにかく目撃情報を信じるなら、男達がお前を路上でボッコボコにしていたんだと。でもって目撃者が悲鳴を発したところで男達は逃げていった。日本語で会話していたらしいな」

「そうですか。良かった……」

　自分の命が助かった事が、じゃない。

　犯行グループが悲鳴を発した目撃者へ危害を加えようとしなかった事が、だ。

　……被害者が俺一人って事は、直前まで近くをうろついていた推理マニアが巻き込まれた、なんて事態にもなっていないみたいだしな。

　東条さんは据え置きされているテレビのリモコンを弄びながら、

「この状況、どう思うね内うち幕まく？」

「楽しくはありませんね」

　何しろ警告直後の傷害事件だ。

　妙な偶然で血気盛んな少年グループが本当に襲おそいかかってきたのでない限り……そもそも、傷害犯の狙いは暗殺だったんじゃないだろうか。

　当然、この国では容易に入手できる凶器は限られる。

　しかし一方で柔道や剣道をかじった刑事の背後を取る手並みはかなりスマートだ。

　目撃者の悲鳴によって傷害犯達が逃走に移ったのは、目撃者まで仕留めてしまうと事件の規模が大きくなり過ぎ、悪目立ちしてしまうと判断されたのでは？

　だとすると。

　……どこかの誰だれかは俺の命を諦あきらめた訳じゃない。別の手順を通って、改めて邪じや魔ま者を排除しようと考えている可能性が高い。

「怖い顔しなさんなって。相手が誰だか知らんが、少なくとも警察病院にいる内は手出しできないだろう。俺がケリをつけるまでここで大人しくしていろよ」

「そうも言っていられませんよ」

　相手が『路上の暴ぼう力りよく』しかカードを持っていないのではなく、数ある殺害方法の一つとしてしか認識していない場合、かなり高度な技術を持った専門職かもしれない。

　その場合、警察病院の中にいるターゲットを、容体が急変したように演出して殺害するカードだって保有しているかもしれない。

　警察病院は堅けん牢ろうではあるが、俺の居場所を隠す機能はない。

『敵』が本気で殺しに来る場合、ここにいても安全は確保されない。

　体に力を込めてベッドから起き上がると、それだけで頭を中心に、上半身のあちこちに鈍い痛みが走った。顔をしかめるが、気にしていられない。防御しているだけでは駄目だ。生き残るためには、こちらから攻こう撃げきして『敵』の正体を炙あぶり出す必要がある。

「おいおい、熱血し過ぎじゃないの？　大丈夫なのか？」

「いやいや、臆おく病びようだからこそ攻めの気持ちにならなきゃってだけですよ」

　手術衣からスーツに着替えるだけで悲鳴が出そうな状況だが、こればっかりは我慢するしかなさそうだ。

「俺を助けてくれた命の恩人さんと話をしたいんですけど、こっちに情報って回してもらえます？」

「まあ良いけど、捜査一課の課長さんにはお前が説明しろよ。俺は止めた。だから助けてやらん」

　東とう条じようさんは自前の手帳を取り出して、ページをめくる。

「えーと、御お茶ちやノの水みずの学生さんだ。名前は八河巴さん。未成年の中学生だから取り扱いに気をつけろよ。本人よりも周りの大人が大騒さわぎしやすいお年頃ってヤツだ」
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　事件の目もく撃げき者である八はち河かわ巴ともえちゃんは、御茶ノ水のファミリー向けのマンションで暮らしているようだった。時間は夜の七時なので、一家の大黒柱であるお父さんが帰ってきているかどうかは微妙なところだ。晩ご飯の準備をしているらしき匂いがここまで漂ってくる。

　……面倒臭い状況だなあ。

　いっそ、確実にご両親が揃そろっていた方がやりやすいのに。『俺のいない時間帯を狙ってきたな』とか見当違いな文句を言われたくない。

　正面玄関がオートロックなので、マンションの中には入れない。部屋番号を入力してからインターフォンを鳴らし、刑事である事を告げると、予想通り八はち河かわ巴ともえちゃんのお母さんは難色を示した。令状がー、とか、弁護士がー、とか、ドラマ聞きかじりな文言を並べられなかっただけ好感は持てるけど。

　でも『任意』だからなあ。拒絶されてしまうと手の出しようがない。これで命令に従わないから公務執行妨害、なんて強権を振りかざしたら、俺はその日の内に正座で始末書を書かされるだろう。一週間後には給料を減らされているかもしれん。

　さてどうしようか、と思っていた時だった。

　インターフォンで対応しているお母さんとは別に、バタバタという足音が響ひびいてきた。巴、と名前を呼ぶ声がスピーカーから聞こえてくる。ドアを開く音も。首を傾かしげていると、しばらくしてからマンションの表へ八河巴ちゃんが駆け出してきた。

「けっ、けいじっ、刑事さん!?　何でアンタもう動いているのよ!?　あんな、あんなにメチャクチャ血を流していたのにっ」

「命に別条はなかったもので。ついでに警察官と言っても社会人であるのに変わりはありません。働けるのなら働くのが常識です」

「常識って……」

「まあ、包帯だらけで情けない格好ではありますけど、通常運転ですのでお気になさらず。それより、昨夜の事をお尋ねしてもよろしいでしょうか？　あれも『人じん面めん瘡そう』の件に関わっている可能性があります」

「……、」

　巴ちゃんは、わずかに黙だまった。

　やがて、改めて、彼女は口を開く。

「……何で、そんなマジになっているのよ？　そっちにとっては、なんだかんだ言ったって仕事なんでしょ。私と違って、たくさんある事件の一つに過ぎないわ。なのに」

　ま、『敵』が動くより早く反はん撃げきの起点を見つけておきたい、って本音は隠しておいた方が良いだろうな。彼女がここまで会話に応じてくれたり、いきなりさん付けになっていたりするのは、多分、俺を助けられなかったって罪悪感によるものだろうし。

「これでも第一志望……とは言わないまでも、第二志望ぐらいのお仕事なんですよ。好きでやっている事には命を懸かけられる。そういうものでしょう？」

「……馬鹿じゃん」

　巴ちゃんはポツリと呟つぶやいた後に、

「でも、あいつよりは根性がありそうね」

　……あいつ？

　それは巴ともえちゃんの警察嫌いに起因している人物なのだろうか。

　とはいえ、今は事件に関する情報を集めるのが先だ。

「昨夜の事を、分かる範はん囲いで。……順番に整理して話していただけると助かります。そもそも、あなたはあそこで何をやっていたんですか？」

「確かにここからはちょっと離はなれたコンビニだけど、立ち読みには都合が良いのよ。ジョギングする『目的』を設定しておいた方がやりがいあるしさ」

「……あの時間帯に？」

「寝る前にやるようにしているの。ケータイのＧＰＳをオンにするって条件で、お母さ……親にも認めてもらっていたわ」

　しなやかな筋肉に包まれ、スタイルも良い八はち河かわ巴ちゃんは、確かにそういった事に気を配っている印象はあった。

「では、襲しゆう撃げき犯について。俺の背後から襲おそってきたところまでは覚えているんですが……彼らがどこからやってきて、どこへ消えていったかは分かりますか？」

「……？　駅、じゃないわね。路地の入り組んでいる方に向かって行ったような気がするけど」

「徒歩ですか？　それとも車？」

「分かんない。走って逃げていたけど、その先に車があったかもしれないわ」

「鈍器でやられたんですけど、彼ら、何か特徴的な道具は持っていました？」

「うーん……。棒みたいなの持っていたヤツがいたかしら。後は靴下」

「靴下？」

「こんな、びろーんって長いヤツ。中が膨ふくらんでいたから、何か詰めていたんじゃないかな。錘おもりになるようなもの」

　……そいつはかえって手て強ごわい。使う道具が『誰だれでも揃そろえられるもの』で統一されてしまうと捜査のヒントは少なくなるからだ。

　スタンガンとか特殊警棒とか、出回っている数の少ない道具を使っていれば、そこから辿たどる事もできたかもしれないんだが。

　その後もいくつかの質問をしたが、芳しい答えは返って来なかった。途中から巴ちゃんが嘘うそをついていないかの方に比重を移したが、やはり言葉や目の動きに怪しい点は見られない。

「ありがとうございました」

「……どうも」

「念のため、しばらくは深夜のジョギングは控えた方が良いと思います。親御さんの方にも、そのように報告させてもらっても？」

「勝手にすれば」

　わずかに顔を逸そらし、巴ちゃんは短く言う。

　そして付け足すように、

「でも私、『人じん面めん瘡そう』を追い駆けるのはやめないからね」

「……、」

　おいおい。

　それは深夜のジョギングなんて比じゃないぐらい危険な事が分からないのか。

　現にこうして殴り倒されている男が目の前にいるっていうのに。

「……だって、あいつになんて任せておけないわ。どうせ適当な口約束でごまかせるとでも思っているのよ」

「あの、先ほども出てきたと思うんですが。その、あいつというのは、菱ひし神がみ艶えん美びさんの事でしょうか？」

　刑事は信用できない、私は一人でもやる。

　中学校の敷しき地ち内で巴ともえちゃんは推理マニアにそう宣言していたはずだ。

　しかし、

「え、あっ。違うよ、違う違う。艶美を責める理由なんてない」

「なら……」

「誰だれでも良いでしょ」

　強引に断ち切るように、巴ちゃんは言い放った。

「でも、そうか。事情を知らないって事は、艶美のヤツ、本当に黙だまっておいてくれたのね」

「……、」

　おいおいおい。おいってばよ。

　何なんだ、この不ふ穏おんな空気は。

　ただでさえ八はち河かわ巴ちゃんは何か隠し事をしていて、しかもそれは推理マニアのヤツも知っている事だって？　ここで聞き出しておかないと取り返しのつかない事に繋つながりそうな気がするんだが、相手は別に事件の容疑者じゃない。強気の尋問ができる状況ではない以上、相手が話したくないという情報を引き出す事はできない。

　……後で推理マニアを締しめ上げるか。

「とにかくっ、何が起ころうが私は『人面瘡』の問題を追い駆けるわ。刑事さんの方こそ、そんな怪我でうろうろしていないで。さっさと病院に帰った方が良いよ。じゃあね」

　言うだけ言うと、逃げ出すように巴ちゃんはマンションの奥へと引っ込んでしまった。オートロックに遮断され、こちらから近づく事はもう叶わない。

「……さて」

　八河巴に関する情報は推理マニアから聞き出すとして、他に今できる事は何か。

　昨日、推理マニアはかぐや美容クリニックの利用者名めい簿ぼと、五月に解決したＳＮＳ殺人の関係性を洗ってみろと言っていたか。

　推理マニアに教えられた通りに動くのは癪しやくだが、そちらを調べてみるかね。
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　と、格好つけてみたのは良いんだけど。

　六〇分で何でも解決する刑事ドラマと違って、実際の警察機構っていうのは一つの事件が解決するまで一つの事件だけを集中的に当たれるほど環かん境きように恵まれたりはしていない。いくつもの事件を並行的に扱わなくてはならない場合もあるし、事件とは一切関係ないプライベートな問題だってクリアしなくてはならない時もある。

　そんな訳で夜の七時半。

「内うち幕まく、今日は酒だ。つべこべ言わずに参加しろ」

「は？」

　本庁に帰ってくるなりいきなり課長の馬め頭ず厳げんから険しい顔で言われ、包帯まみれの俺は思わず目を点にした。

　当然ながら、俺と課長は飲み友なんてフレンドリーな間柄ではない。

　さして仲良くもなく、それでいて明確な上下関係のある相手から酒だと言われると、ろくでもない話や提案を連想してしまうんだが……。

　一方、課長も課長で何か思うところはあるようで、四六時中険しい顔の皺しわを三倍増しぐらいにして、

「私もお前の顔を見ながら酒を吞のむような趣味はない。美み島しま警視長からのお誘いだ。断れば私もお前も将来に関わる。分かったらさっさと準備しろ」

「いやあ!!　警視よりランク上!?　何やら小難しい役職の人から目をつけられてるう!!」

　警視、警視正と来て、その次にようやく現れるのが警視長。

　数の単位で言えば億とか兆とかのさらに上。阿あ僧そう祇ぎとか不可思議とか、知っていても知らなくても日々の生活には困らない単位。警視正とか警視長とか、そこらへんの役職なんてノンキャリアの俺にはそれぐらい縁えんがなかった。

　ちなみに警視長より上の役職は、二つぐらいしかない。

「目をつけられるだけの事はやっているだろうが。お前のせいで私まで巻き添えを喰くっている事を覚えておけよ」

　ギロリと思いきりこちらを睨にらみつけてくる課長と一緒にタクシーに乗り、やたらと居心地の悪い車内で運転手さんに気を遣わせながら、連れて行かれたのは人にん形ぎよう町ちようの住宅街。ていうかオフィスビルだらけの高地価エリアにあったのか住宅街。……そして当然（？）お店の看板もなければ正面入り口も駐車場もなかった。『お店』としての最低限の形がない。どこにでもある一戸建てにしか見えない。

「ここ、警視長のお宅なんですか？」

「……もう良い。何もしゃべるな内うち幕まく」

　どう考えても民家の狭い庭みたいな所に入り、勝手口そのものといったドアを課長が叩たたくと、中から着物を着た女の人が出てきた。

「馬め頭ず様、内幕様。お待ちしておりました、こちらへどうぞ。美み島しま様もすでにお見えになっています」

　？？？

　着物の女性の襟えり元もとにはピンマイクが、片耳にはイヤホンがさりげなく取り付けられている。そんな彼女に案内されて中に入ると、景色が一変した。どう考えても狭い民家にしか見えなかった建物の中には、面積は小さいがやたらと豪華な和風のバーが広がっていたのだ。おそらくはこの限られた空間は、リゾートホテルの最上階全体と匹敵するぐらいの設備投資をされている事だろう。

「……何なんですか、ここ？」

「銀ぎん座ざや赤あか坂さかが最上位と思ったか？　そんなもんで喜ぶのはまだまだ成金だ。本当に金に糸目をつけない世界の吞のみ屋は、そもそも看板なんて提げないものなんだよ」

　カウンターとテーブル席がいくつかあったが、客はカウンターに一人しかいなかった。寂れている、のではなく、これで経営が成り立つぐらい、一品の値段が馬鹿高いのだろう。

　その一人が片手を挙げた。

「やあやあ。こっちこっち、突然誘っちゃって悪かったね」

　美島警視長。

　ノンキャリアでヒラの刑事には、同じ建物にいても会話をするきっかけがまず存在しない大物である。……歳は三〇代後半だけど、昔懐なつかしい独身貴族って言葉がカッチリはまりそうな感じだ。当然、俺から見れば年上だけど、課長からすればようやく二本足で立ったぐらいに見えるはず。そんな昔気質かたぎでエリート嫌いの課長が文句を言わずに従っている辺りに、相当強大な『力』を感じさせる。

　ちなみに。

　三〇代後半で警視長というのは、エリート揃ぞろいの警察庁でもかなり珍しそうだ。俗にキャリアと呼ばれる人達はとにかく出世が早いのだが、それだけでは絶対に説明できない。

　そんな怪物は、にこやかな笑顔を浮かべてこんな事を言ってくる。

「ささ、座って座って。ここ、日本酒ベースのカクテルしか取り扱っていないピーキーなお店で悪いんだけどさ。でも試してみるとイケるもんだよ。今日は全部奢おごっちゃうから吞んで吞んで」

　メニューに料金が一切載っていない高級店で、そう言われて素直に頷うなずくヤツがいたら多分社会人じゃない。そもそも警視長は何が目的で俺達を呼んだのだろうか。

　しかし目的が見えないまま、美島警視長はどうでも良い世間話に話題の矛先を振ってしまう。

「聞いたよー内うち幕まくちゃん。菱ひし神がみさん家ちの女子中学生とよろしくやってるようじゃないのー？」

「ぶっ!?」

　とはいえ、まさかいきなりそっちに飛ぶものかよ!?

　課長の目つきが険しくなる中、警視長は知った事じゃないといった口振りで、

「いやいや、別に難なん癖くせつけるつもりはないよ。それに大した才能だ。菱神の女は凶事を招く、だからね。いやこれ、マジで向こうの家訓になってるらしいよ。そんなのの手綱を握っておいて、振り落とされないなんてなかなかのもんさ」

「待っ、ちょ、いや、何を言っているんです」

「分かんないなら良いけどね。そうそう、こっちは一日警察署長を誰だれにするかで揉もめててさ。良かったら女子中学生にも通用する若い感性ってので答えてくれないかな。今人気のあるアイドルって言うとどこになるかね？」

「知りませんよそんなの!!　俺だって何十人もいるユニットメンバーの顔と名前は一致しません!!」

「ちなみにおみくじメイデンズと卜ぼく占せん娘にやん々にやんだったらどっち？」

「それならセーマンスターズの方が」

　……課長からさらに睨にらまれているんだが、哀れ公務員はどっちに向かうべきなのさ!!　どうせだんまりやったらそれはそれで睨まれるんでしょ!!

　その後、美み島しま警視長のオススメで赤やら青やらサイケデリックに変色した日本酒ベースのカクテルをいくつか吞のむ羽目に。ううむ、逆三角形のカクテルグラスって、見た目よりもかなりボリュームがあるよなあ。

　あと、カウンターの奥に兄の作った純米大吟ぎん醸じようを発見。

『赤浴衣』とか『黒髪美人』とか……当の本人から怖がられている割に、あの人も実は妖怪が嫌いじゃないんだよなあ。コワモテってだけで相当損をしているような気がする。

「顔色変えないね」

「はあ。一応、この程度で酔うほど弱くはないので」

「そうじゃないよ。普通、こういう店に連れて来られて値段も知らないお酒を吞まされたら、味の違いなんて分からなくても通ぶったコメントを残したがるものなんだよ。かくいう僕も昔は良くやらかした」

　なるほど、そういう話か。

　都会暮らしにとってはここが最高峰なんだろうけど、俺はインテリビレッジ出身だからね。国内、いいや世界最高級の日本酒を当たり前のように段ボールで仕送りされて吞んでいると、ありがたみも分からなくなるものなんだよ。

　どんなに隠れた名店を探そうとしても身内の作った味に勝てないっていうんで、大学時代にはすでに酒に対するこだわりみたいなものを持つのは諦あきらめようって思ったぐらいだし。

　……根幹にあるのが俺のスキルじゃないから、別に誰だれにも自慢できないっていうのが哀かなしいけど。

「そうそう内うち幕まくちゃん。この前のコンビニ強盗、お手柄だったじゃない。怪我人ゼロで未遂で逮捕したって？　被害者にとっても加害者にとってもベストの結末だね」

　ここで褒ほめられたーって喜ぶのは子供のやる事。

　……いい歳をした大人なら、さっきからず────────────っと無言になっている課長を強く意識するべきだ。

「なんというか……色々すみません」

「いやいや、僕は良いのよ。そういう規則とか何とかね、そういうのは効率良く警察官としての仕事をまっとうするために構築しているものだからさ。だって、逆にさ。これは所しよ轄かつの警察官がやるべき事だから応援を待ちましょうなんて言って、その間にコンビニの中で人が刺されていたら元も子もないよ」

　美み島しま警視長は、にこにこと笑いながらそんな事を言ってくる。

　酔いが悪い方に向かいかねない、ゾッとするような何かを感じるようになったら大人の証あかしだ。

「内幕ちゃんはね、そういう意味では警察官って生き物の存在意義を肌で感じられる程度には成長しているって事さ。ルールで補強されなくても分かるぐらいには。それは素直に褒められるべきだ」

　ただね、と警視長は付け足した。

　何かを否定する前準備として。

「……現実にある社会構造は刑事ドラマなんかよりもずっとシビアだ。ルール無用なんて言い分が通用するのは、それ以上の結果を示した時だけなんだよ。例えば、だ。今回のコンビニ強盗。犯人を無事に捕まえられたから良いものの、独断専行で動いた挙げ句、犯人を捕まえるのに失敗して店長が刺されたなんて事態になっていたらどうする？　僕達に君を庇かばえたと思うかい」

「……、」

「答えはノーだ。警察官だって人間だから、人の生き死にが関わる極限の状況で失敗する事もある。それは咎とがめられるべきだけど、同時に擁よう護ごしてもらうべき事柄でもあると思うよ。ミスを恐れて誰も動かなくなったら、この国の治安は誰も守らなくなるだろうからね。……でも、組織が人を庇うには体面が必要になる。『ルールに従って適切に行動したが間に合わなかった』ならともかく、『ルールを破って独断で行動した結果、民間人を死なせてしまった』では組織も庇いようがなくなる。この意味は分かるね？」

「……はい」

「よろしい。リスクを知っているかいないかは、大きな違いだ。だから今回は見逃してあげよう。月並みな言葉だけど、君には期待しているってヤツさ。特に、妖怪絡みの事件ではね。じゃなきゃいちいち場を設けて忠告なんてしないよ」

　俺と妖怪を結びつけるとは、なんて縁えん起ぎの悪い。

　でもそんなのは顔に出せないのが大人の辛いところだ。

「ただし次は難しい。警察の力は組織の力だ。体面を失ってその力が使えなくなるっていうのは、君が思っている以上に厄介なものなんだよ。そいつを忘れないようにね」

　胃袋の痛くなる飲み会からは数時間で解放された。

　ちなみに終始無言だった課長は、店を出るなり吐き捨てるようにこう告げた。

「とんでもないヤツに目をつけられたな」

「……分かっていますよ、ええごもっとも。絵日記を書くとしたら、今日は多分真っ黒一色に塗り潰つぶすべき一日です」

「あのクラスの怪物が、ヒラの刑事を気に留めるとは思えん。これも菱ひし神がみの女が振り撒まいた災厄の一つかもしれないが、気をつけろ。権力構造から『使える』と思われる事は、必ずしも良い結果に繋つながるとは限らんからな」
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　翌日。本庁へ登庁した俺は、昨日できなかったファイルの閲えつ覧らんを今度こそこなすために資料室へ入る。所狭しとスチールラックの並ぶ場所で、一つ一つの分厚いクリアファイルが重大な事件記録だったりする。未解決なものも多く、推理マニアなら涎よだれを垂らしそうなコレクションだ。

　データの多くはパソコンで検索できるようになっているが、簡略化されていたり、電子データ化する過程で伝言ゲームのように、微妙に書式や表現が変わっていたりする箇所もある。手始めにコンピュータで調べて、細部を改めるために手書きの報告書と向き合う、というやり方が一番だ。全ての報告書を俺一人で書いてる訳でもないし。

　五月のＳＮＳ殺人。

　とはいえ、最初からそんな名前で呼ばれていた訳ではない。そもそも、事件が起きた当初は『殺人事件』でさえなかった。

　動機の見当たらない、不自然な自殺。

　それを調べていく内に、とある大型サービスの利用者という共通項が見えてきた訳だ。一ヶ月に五人もの『自殺者』を出したこの件は、ネットワークによる繋がりという宿命か、人の繋がりは広範はん囲いに及び、様々な地方で被害者が出た。

　……ご想像の通り、警察同士の縄なわ張り争いが死ぬほど面倒臭かった事件である。海外にまで魔まの手が伸びなくて良かった、と本当に思う。

　死亡したのは、下は小学生から上は高校生まで。当時は自分の発言によってネガティブな反論が集中する『炎上』状態に陥った人物が次々と命を落とす特異な自殺と判断されており、『自殺の低年ねん齢れい化というセンセーショナルな社会現象』として注目を集めていた。

　結局、不ふ審しんな点を掘っていったら有名私大に通う大学生のグループが浮上し、四人ほどが逮捕された。今度は今度でエリート企業幹部候補による悪魔の連続殺人事件として、ワイドショーは大騒さわぎを始めた訳だが。

　推理マニアはこの事件をもう一度洗え、と言っていた。

　とはいえ、不審な点は少ない。飛び降り自殺に見せかける手口はすでに明らかになっているし、他の参加者のアカウントを利用してコンタクトを取る方法も調べ上げた。

　問題と言えば……、

「動機の部分、か」

　逮捕された四人は取り調べでいずれもメチャクチャな発言を繰くり返していた。精神鑑かん定ていを誘って罪を軽減させようとしているとか、歪ゆがんだエリート特有の気味の悪い理論に則のつとったものだとか、いろんな意見が好き勝手に飛び交っているようだが……安定した成功のレールに乗っかっていた彼らが、何な故ぜ五人もの人間に手を掛けたのか、その理由を明らかにした者はいない。

　これが『人じん面めん瘡そう』の件と関わっているのか？

　正直に言って疑問だ。

　しかし、かぐや美容クリニックとＳＮＳ殺人の資料を照らし合わせると、確かに妙な情報が浮かび上がってきた。

「……いくつかの名前が重なっているな」

　両方の事件で名前が載っている学生がいる。

　ただ、ＳＮＳで利用されたサービスは大手のものなので、『事件関係者』の数だけなら相当膨ぼう大だいなものになる。

　その内のいくつかが、かぐや美容クリニックの利用者と重なっていても、不思議な事ではないのだが……。

　ＳＮＳと『人面瘡』。

　両者を思い浮かべて頭をひねっていると、携帯電話が鳴った。

　相手は推理マニアだった。

『はっはっはー。そろそろ真相に気づいたかね刑事さん』

「襲しゆう撃げき当時、現場近くにいたんだしと思って、少しでも心配した俺が馬鹿だったよこの野郎」

『あ、あれ？　ひょっとして襲おそわれたふりでもしてしおらしくした方が刑事さんの心を鷲わし掴づかみにできたかな？』

　ふりって時点で駄目だよ。

　そんな理由で本当に襲われても困るが。

「……八はち河かわ巴ともえに関する情報を何か隠しているな。取り返しのつかない事態に発展したら正式にお前を糾弾するぞ」

『プライバシー絡みだから本人の許可が欲しいところだったんだけどねえ。まあ良いや。会って話そう。刑事さん、私が警告したのにボコられたって話じゃない。もうそんなに猶予はないから、私が助け舟を出してあげるよ』

「ＳＮＳ殺人と『人じん面めん瘡そう』の件がどう繋つながっているって言うんだ？　両方の事件に名前が出てくる共通人物を何人かピックアップしたが」

『それも話すってば。でも、ま、お互いの事件を見比べて御覧よ。……どうも構造が似ているって思わない？』

「？」

『片やＳＮＳ殺人は発言によって「炎上」したページの人物を自殺に見せかけて殺す。片や「人面瘡」は巨大な出で来き物ものを利用して学校生活からターゲットを孤立化させる手口を使う。……ほら、共通テーマが見えてくるじゃない』

「……村八分」

『だね。組織や集団からの隔絶。刑事さんはＳＮＳ殺人の主犯格は有名私大のエリート候補四人組だって考えたようだけど、もしかしたら、もっと奥に何かいたのかも？』

「……、」

　事件を裏で操っていた人物が、別の実行犯を使って新しい事件を起こしている。だから『人面瘡』にはＳＮＳ殺人と共通のカラーが見え隠れしているって事なのか……？

「……それが本当なら大事だぞ」

『もう大事になってるでしょ。自分の身に何が起きているか、分からないとは言わせないよ。とにかく続きは会ってから。手元に置いておかないと危なっかしくて仕方がないよ、まったくさ』
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　夕方。御お茶ちやノの水みずにある、人気のない喫茶店で推理マニアと合流した。

「おーそーいー」

「ああそうかよ」

　推理マニアの待っていた奥のテーブルへ向かい、席に座る。相変わらず長ったらしい名前の料理しか置いていない店だが、今回は適当に指差して自分で注文した。

「本題に入ろう。すでに解決したＳＮＳ殺人と今水面下で進行している『人面瘡』の一件、具体的にはどこがどう繋つながっている？」

「まずはＳＮＳ殺人の裏側から始めよっか」

　推理マニアは手帳風の革のカバーをつけたスマートフォンを取り出し、テーブルの中央に置いてから、

「表向きは『炎上』を起こした参加者を狙って、自殺に見せかけて殺していた、というのが事件の概要だった。ここまでは良いよね？」

「待て待て。表向きは？」

「実は『炎上』自体が別のグループの手で人為的に演出されていた痕跡が出てきたの。つまり犯人は『炎上』した人物を狙いたかったんじゃない。ターゲットに選んだ人物を『炎上』させてから襲おそっていた」

「……とすると、狙いは他にある」

「さて問題。ＳＮＳ殺人の被害者は五人。彼らの共通点は？」

「年ねん齢れいも地方もバラバラだったぞ」

「小学生から高校生まで。未成年の学生さん」

　推理マニアはスマートフォンでいくつかの資料を呼び出しつつ、

「……有名私大の四人組が実行犯で、さらに『炎上』を演出するために何人かいる。それらの動きを統括するリーダーも。はて、これは常人には理解の出来ない異常な動機に基づいた殺人事件なのかな？　だとすれば、犯人達だって同じ組織のメンバーの異常な動機を理解できないんじゃないかな？」

　多くのシリアルキラーが単独犯なのは、つまり異常な動機を共有できないからだ。

　殺人犯にも分類というものが存在するが、同じ分類に当てはまる人間だからと言って、仲良しこよしで協力しながら異常な殺人を行う訳じゃない。

　となると、

「個人の思想ではなく、集団で共有できる利益が存在するって訳なのか？　……例えば、金とか」

　金は最も分かりやすい共通項だ。先ほどのシリアルキラーと違い、銀行強盗なら複数人が協力して罪を犯す様子もイメージしやすいだろう。

　ただ、

「……被害者は全員未成年だぞ。大した金を持っているとは思えないし、生命保険なんかも皆無だった。五人殺して得られる共通の利益っていうのは何なんだ？」

「だよね。私もそこで一回躓つまずいた。被害者をいくら洗ったって何も出てこないって」

　艶えん美びはスマートフォンを操作して、次の資料を表示させる。

「だからこう考えれば良い。犯人の利益は、被害者以外の誰かが握っているものだった」

「……あ？」

「これ見て。すぐ分かるよ」

　艶美がテーブル中央のスマートフォンを指差すので、俺はそちらに目をやる。

　画面が小さいので、細かい文字が読みにくいのだが、大きな見出しはすぐ読み取れた。




　子供役員会議構想。




「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………、」

　詳細を追っていく内に、俺の思考に空白ができるのを感じた。

　……何だ、こりゃあ……？

「子供役員会議。平たく言えば大企業の幹部さんや株主さんのお子様をターゲットにした勧誘だね。こういった『力を持った大人』は外から圧力を加えたって動かない。……でも、その子供なら？　ＳＮＳ内の『総意』はネットに詳しい誰だれかが握っている。『彼ら』が特定のターゲットを村八分にすれば、洩もれなく『炎上』が待っている。子供に危害を加える環境を整える事で、間接的に大人の企業を操る面々を制御する。それが子供役員会議だよ」

「……そんなの、問題が発覚した時点で子供をＳＮＳから遠ざければ良いだろ」

「すでに情報ツールは学校生活の一部になっているんだよ刑事さん。情報は水や酸素と同じ必需品。参加しなければ孤立する。返信しなければ村八分にされる。そして、どんなに力を持った親御さんでも、学校っていう閉へい鎖さ環かん境きようにまでは力を発揮できない。でもって、大人には手も足も出せない『聖域』で可愛かわいい我が子が村八分にされるって分かったら、親御さんに採れる選択肢はどれぐらいあると思う？」

　なるほど。

　もう一つの学校生活である情報サービスを牛耳る事で、自由にターゲットを選んで孤立化させる事件。『人じん面めん瘡そう』という身体的特徴を利用し、やはりターゲットの立ち位置を変更させる事件。こうして考えると、二つの件は根っこの部分がかなり似通っている。

「……それって、偽計業務妨害なんかで封じ込められないもんなのか？」

「さあねえ。明確な校内暴力や虐待の首しゆ謀ぼう者を罰するルールは固められつつあるけど、仲良し友達グループの範はん囲いを『限定』する動きまで止められるかどうか。友達は選べ、ぐらいなら親だって先生だって口にするよ。まして、直接『範囲の限定』を実行するんじゃなくて、遠くから囁ささやく幇ほう助じよだけで法的拘束力を発揮できるかは結構難しいところだと思うけど」

「でも、これは殺しを起こすシステムじゃないぞ。むしろできるだけ騒さわぎを起こさないで、水面下で発展させていくためのものだ」

「だからＳＮＳは上手くいかなかったんだよ。何人かは企業役員なんかまで繋つながったかもしれないけど、何人かは親に迷惑をかけないように対立の道を選んだ。結果、もちろん村八分にされただろうね。ＳＮＳでも、実際の学校でも。……死にもの狂いの抵抗の中で、『真実』に近づいた子がいたんじゃないかな。そういった鋭するどい子達を、犯行グループは迅速に排除する必要があった」

「……それで自殺を装ったのか。自殺の低年ねん齢れい化は目立つから、『炎上』っていう『大人には理解できない』仮の動機まで擬ぎ態たいさせる形で。彼らが生前に何か重大な事を話そうとしていたとしても、子供特有の理論で追い詰められていたんだろうなと判断させるように」

「このデータは」

　推理マニアはスマートフォンの端を軽くつついて、

「ＳＮＳから分ぶん離りされた、別のページに転がっていたものを参考に、細部の裏付けを取ったものだよ。どうやら村八分にされた子達で集まって、不ふ審しんな情報の動きを追い駆けようとしていたみたいだけど」

「有名私大の四人っていうのは末端みたいだな。誰だれが束ねていたかは分かるのか？」

「そこまでは。辿たどられる前に、全員ＳＮＳ殺人で消されているから」

　推理マニアはため息をつく。

「……ただ、『人じん面めん瘡そう』についても共通の利益はそこらへんにあるんだと思う。コンビニ強盗の子、改めて家族関係を調べた方が良い。多分、企業役員か大きな株を持った人……とにかく、大企業の舵かじ取りに関わる事ができる人がいると思うから」

　犯行グループの規模が見えないのは問題だが、仮に複数の巨大企業へ同時に攻こう撃げきを仕掛けて、国の経済活動そのものを緩ゆるやかに操作して利益を貪ろうとしている場合、相当大きなものを感じさせる。

　それこそ、背後に大きな犯罪組織クラスの何かが蠢うごめいていてもおかしくないぐらいに。

「難問だな」

「そうだね」

「道理で死体にしか興味のないお前が『人面瘡』を追い駆けていた訳だ。ＳＮＳから地続きなら、まだあの殺人事件は終わっていないからな」

「照れ照れ」

「何で赤くなってんだよ。あと、これがどう繋つながっているんだ？」

「何が？」

「八はち河かわ巴ともえちゃんがこの事件を追い駆けている理由。目の前で俺が袋叩だたきにされたのを目もく撃げきしているんだ。リスクは骨身に沁しみているはずなのに。あと、彼女が刑事嫌いだったり、『あいつ』っていうのを意識したりしているのもだ。どんな関わりがある」

「ああ」

　推理マニアはわずかに呻うめいて、

「……不確定な情報はあんまり話したくなかったんだけどね。これは、あくまでも巴が信じている話であって、何の裏付けも取れていない。だからあんまり鵜う吞のみにしないように」

「？」

「巴ともえのマンションの隣りん人じんが、『人じん面めん瘡そう』にまとわりつかれたんだって。名前は妻つま田だ澪みお。私と同じ中学生なんだけど、学校は違うから私は面識ないね」

　本当だとすれば、事件の核心に迫る何かを持っているかもしれない。何しろこちらは、事件の『当事者』と滅多に遭遇できない。他はコンビニ強盗を働いたあの女子高生ぐらいだ。

　ところが、

「話を聞く事はできないよ。何でも失しつ踪そうしちゃって足取りは誰だれにも分からないんだって」

「……行方不明になっているって事なのか？」

　ＳＮＳ殺人に関わったグループの犯罪行為に巻き込まれ、さらには行方不明……となると、事態は相当深刻に見えてくる。

「そこらへんも微妙なんだってば。単なる家出かもしれないし、最悪、マンションの中でじっと息を潜ひそめているだけかもしれない。そもそもね」

　推理マニアは人差し指を立てて、

「おかしいんだよ。時期が」

「時期？」

「妻田澪が『人面瘡』の被害を受けたっていうのは今年の四月ぐらいなんだ。ここ最近の流行とは明らかにズレてる。それどころか、ＳＮＳ殺人だって浮上していない頃だよ」

　どういう事だ？

『人面瘡』自体は珍しいとはいえ、妖怪の一種族だ。今回の事件とは関係なく、妻田澪へたまたま浮かび上がった可能性は否定できない。

　それとも、

「……四月って言ったらクラス替えの真っ最中じゃない。妻田澪はそれに失敗して、自宅に籠こもるなり家出するなりした。心配になった隣人の巴は後で『人面瘡』の話を聞いて、妻田澪もそうなんじゃないかと思い込むようになった。そういう線もあるって事よ」

「でも、ここはインテリビレッジじゃない。日本の首都だぞ。近代的な都市を嫌う傾向のある妖怪が、自然発生的に現れる立地とは思えない」

「私達は本物の妻田澪を見た事がないんだ。『人面瘡』が本当についているかどうかも判断できない。妻田澪は、服を使って肌を隠す素振りを巴に見せたかもしれない。でもそれは『人面瘡』とは関係のない擦すり傷なんかの可能性だってある。違う？」

「……、」

　それを言われてしまうと反論はできない。

　何しろ情報が不足し過ぎている。

「なら確かめよう。俺達で判断できる程度の情報を集めるんだ」

「？」

「本当に妻田澪の失しつ踪そう届が出されていて、なおかつ妻田澪が自宅に籠こもっている場合、虚偽の通報や公文書の偽造なんかの疑いが持たれる。……強引な手口ではあるが、家族から話を聞く口実にはなるはずだ」

「……それ、難なん癖くせつけるのは結構だけど、コケたら相当まずくない？」

「減給は確実だな」

　俺はきっぱりと言う。

　その上で、

「だが、下手をすれば妻つま田だ澪みおは本当にＳＮＳ殺人から繋つながる今回の一件に巻き込まれている可能性がある。関係ないと分かればそれでも良い。とにかく今は前へ踏ふみ込むべきだ」
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　そして盛大にコケた。

　一人でマンションに向かった俺に対し、妻田澪のご両親は夜分の訪問にも拘かかわらず部屋の中まで案内してくれて、誰だれもいない子供部屋に入れてもらった。四月に消えた、という文言の通り、掃除は行き届いているものの、生活臭はすっかりなくなってしまっている。

「……こんな事を言ってしまうと問題かもしれませんが、実はあまり心配していないんですよ」

　少しだけ寂しそうな笑みを浮かべ、妻田澪のお父さんは言う。

「昔から要領の良い子でしたから。きっと、私の知らない社会の仕組みを上手く使って、新しい住み家を作っているんじゃないかと思うんです」

「……手帳などは拝見させていただいても？」

「ええまあ。でも、何でしたっけ？　生活、安全……ええと、子供達を専門に扱う方々も調べていったと思うんですが」

「一応ね」

　後で東とう条じようさん辺りに頼たのんでそちらのデータも貸してもらおう、と心の片隅にメモしながら、俺は子供部屋を見回す。

　勉強机にベッド、本棚と典型的なワンセットがある。……しかし、娯楽の少ない部屋だな。特に電子機器がまるで見当たらない。テレビどころか、オーディオ機器も全くなかった。

　指摘すると、妻田澪のお父さんは頭をかきながら、

「その、私は良く分からないんですが、今はこんな、ノートくらいの大きさの……何でしたっけ？　こう、指でスイスイ動かして画面を操る……」

「タブレット端末？」

「それです。それがあると、映画も漫画もみんな楽しめるって」

「ちなみにそのタブレット端末、どこにあるか分かります？」

「……澪ちゃんが持っていったっきりですので」

　残念。

　教科書や参考書が並んでいる割に、学生鞄かばんらしきものが見つからないのもそのためかな。

　しかし、そこまでヘビーに利用しているとなると、個人情報や交友関係に関するデータも一括して詰まっていそうだな。

　データをクラウド管理している場合はネットの接続業者などを当たれば妻つま田だ澪みおのデータに触れられるかもしれないが……さて。彼女みたいなティーンエイジャーは、大人の俺達より個人情報には繊せん細さいだ。クラウド設定をオフにしている場合、タブレット端末の情報を辿たどるのは不可能になる。

　素直に部屋の中にあるものを漁あさる事にする。

　小さな写真シールを大量に貼り付けた手帳のようなものを見つけたが、これだけで行き先に繋つながる何かがあるとは思えない。……一応は全員分の顔を照合するけど、多分、生活安全部でもやっているだろう。そして、おそらく学校の友人達だ。

　写真シールの数は多く、一緒に写っている相手は男も女もいた。人数からして、単に一つのクラスで収まるとは思えない。クラスをまたぐほどの交流があったか、あるいは部活や委員会などの集まりか。

　これだけ見ると、推理マニアの言ったような『四月にクラス替えで失敗してそれっきり』な印象はない。どこに放り込まれても自力でクラスの中心に立てそうな人物像だ。

「そうだ。思い出すのは辛いかもしれませんが、妻田澪さんが失しつ踪そうする直前、何か変わった事はありませんでしたか？」

「はい？」

「例えばですが、急にストッキングやタイツばかり穿はくようになって、肌を隠す素振りを見せたりとか」

「……言われてみれば」

　ぼそりと、妻田澪のお父さんは呟つぶやく。

　コンビニ強盗の子は太ふと股ももだった。だからと言って全員の太股に浮かび上がるなんて法則があると思うのは早計だろうが……。

「制服のスカートを穿いて、さらにその下にジャージのズボンを穿くようになっていたような気がします。みっともないからやめなさいとは注意したんですが、これがクラスの流行なんだよって」

　……後で妻田澪の通っていた学校に確認する必要あり、と。

「ちなみにそのズボンの下、御覧になった事はありますか？」

「まさか。それってスカートの中でしょう？　一緒にお風呂に入るような年ねん齢れいじゃありませんよ。妻だって知らないと思います」

　結局、失踪直前の妻田澪は足を隠していたらしいという事が分かったぐらいか。そこに『人じん面めん瘡そう』があるかどうかで話はかなり変わってくるんだが……。

「あれ？　でも待てよ」

「どうしたんですか」

「いえ、私は澪みおちゃんの足なんて見ていないんですけどね。失しつ踪そう直前の澪ちゃんの足、見た人がいるかもしれません」

「どなたでしょう」

　ミニスカートに隠れている太ふと股もも、となると、彼氏さんでも出てくるか？

　そう思っていた俺だったが、予想は外れた。

「澪ちゃんがいなくなる直前、四月に学校で身体測定があったはずです。ひょっとしたら、保健の先生でしたら……」

　携帯電話を使って妻田澪の学校に連絡を入れる。

　すでに時間が時間であるため多くの教職員は校舎を離はなれていたようだが、事件性のある案件だと説明すると、何度か取り次ぎを行った後に、目的の保健医と繋つながった。

　中年の女性の声で、彼女はこう答えた。




『え、ええ。確かに、妻つま田だ澪さんの右足の太股には、人の顔の形をした大きな出で来き物もののようなものがありましたけど……』
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「ビンゴだな」

　マンションを出たところで、俺は推理マニアと合流する。

「四月。ＳＮＳ殺人の起こる五月より前に、すでに妻田澪には『人面瘡』が浮かび上がっていた」

「……念のため確認するけど、保健医が嘘うそをついている可能性は？」

「否定できない。ただ、辻つじ褄つまが合うんだ」

「どういう事？」

「私物の手帳には小さな写真シールがびっしりで、妻田澪の交友関係はかなり広そうだった。人気者ってヤツだな。にも拘かかわらず、彼女はクラス替えを行った四月の内に失踪している。何な故ぜ？　学校生活に不満はないはずだったのに」

「失踪は、彼女の意思によるものじゃなかったから？」

「あるいは、四月にあった身体測定。そこで『人面瘡』の存在が露ろ見けんしたせいで、妻田澪の学校での立場が一変してしまったから」

　艶えん美びはわずかに眉をひそめた。

「……でも、スカートの下にジャージを着て、徹てつ底てい的に防御していたんでしょ？　そんな簡単なイベントで露ろ見けんするようなガードの甘さは感じないんだけど。何かの理由で自分だけ遅れた……って事にしておいて、放課後とかにこっそり済ませる事もできたんじゃない？」

「少なくとも、保健医は『人じん面めん瘡そう』を知っていた」

　俺は冷静な素振りで、

「でも、人間は完かん璧ぺきじゃない。ひょっとしたら、何かの拍子に誰だれかがしゃべってしまったのかも」

「……最悪だね、そりゃ」

　同じ繊せん細さいな年頃だからこそ、その時の悲劇を明確にイメージできるのか。推理マニアは低い声で呻うめくように告げた。

「この『人面瘡』がＳＮＳ殺人から繋つながる今回の事件に関わっているものと同型かどうかは不明だ。ただ、これもやっぱりある程度の説明はできる」

「例えば？」

「テストケース。犯人はターゲットに『人面瘡』を取りつける事で、どんな人物でも学校から村八分にされる環かん境きようを整えようとしていた。厳密には、その親である企業役員や大口の株主を操るためにな。……コケたら強大な力を持った大人が敵になる構図だ。だとすれば、本番の前に試しておきたいはずだ。クラスで評判の人気者が、確実に村八分になるかどうかを」

「ＳＮＳ殺人が表面化したのは五月だけど、実際、トラブルが起きて大人を操りきれなくなっていたのはもっと以前からだったはずだよね。……すると、犯行グループはＳＮＳが泥船になった時点で、すでに次のプロジェクトの準備にかかっていたって訳か」

「そして実際に『人面瘡』で人気者を村八分にできる事を証明してから、諸もろ々もろの準備を進めた。……それが今のこの騒さわぎだ」

「待てよ」

　推理マニアは顎あごに手を当てて、

「……つまり、妻つま田だ澪みおの段階ではまだ確立された『人面瘡』の『パッケージ』は構築されていなかったんだよね。探り探りでやって正解は見えてなかったはず。小さな失敗が起きて、妻田澪の周りにはテストを仕掛けた黒幕のヒントが残ってしまっているかもしれないよ」

「あるいは、妻田澪自身が何かを見ているかも」

　何にしても、他の被害者よりも特異な環境にいる妻田澪を確保する事に意味はありそうだ。たとえなかったとしても、早急に保護する必要はあるだろう。この環境で『単なる家出です。いずれ戻ってくるでしょう』なんて楽観論を述べるほど俺は悠長な人格をしていない。

「俺は警視庁に向かう。生活安全部がまとめた妻田澪に関するデータを閲えつ覧らんしたいしな。推理マニア、お前はどうする？」

「私も警視庁に行きたいなー」

「社会科見学は締しめ切っている」

「じゃ、こっちはこっちで妻つま田だ澪みおの足取りを追ってみるよ。どこまでやれるかは分かんないけど」

「好きにしろ」

「……ていうか、昨日襲おそわれたばかりってのを忘れないでよね。刑事さん、多分今かなりホットな場所に立ってる」

　と、そこでカツンという足音が聞こえた。

　俺と推理マニアが振り返ると、八はち河かわ巴ともえちゃんがいた。センスの良いスポーツウェアにスパッツだが、私立校指定かティーンブランドかは分からなかった。そういえば、妻田澪とはお隣となりさんだったか。この時間に外出していたのは、深夜のジョギングを控えるため、この時間に変更したって事なのか？

　あるいは、彼女も彼女で妻田澪の足取りを追っているのか。

　推理マニアが、やや意識して柔らかい声を作り、話しかける。

「巴」

「やめないよ」

　遮るように、巴ちゃんは言い切る。

「私は絶対にやめないから。……刑事さん。アンタもあいつみたいにはならないで」

　吐き捨てるように告げると、彼女はそのままオートロックの玄関の向こうへと消えていく。

　そういえば。

　結局、八河巴ちゃんの言っていた『あいつ』については聞きそびれたな。
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　幸い、二日続けて袋叩だたきにされる事はなかった。

　警視庁もお役所の一部門なので、当然ながら就業時間というものは決まっている。とはいえ、性質が性質なので残業の制限はほぼない。重大な案件……つまり連続殺人事件なんかが起きると七〇時間連続残業なんかもザラだし、床に毛布で仮眠なんてのも珍しくない。

　とはいえ、基本的に深夜になれば人がいなくなるのは事実。

　建物は全体的に照明が落とされ、消灯時間を迎えた病院のような不気味さが空間を覆おおい尽くすものなのだ。

　そんな中で、生活安全部の東とう条じようさんがこんな事を言う。

「帰る前で良かったよ」

「すみません」

「必要なのは妻田澪に関する捜索状況だったよな。扱いとしては小さなもんだ。事件性のない家出扱い。一応、任意で妻つま田だ家の内部も調べさせてもらったが、大した情報は出てこなかった」

「元の交友関係はかなり広そうでしたけど、家出先として友人宅を渡り歩いている可能性は？」

「ないな。失しつ踪そう直前の妻田澪みおはズタズタだったらしい。というか、学校での立場が暴ぼう落らくしたから家出をしたっていうのが俺達の考えだ。学校関係者を頼たよるとは思えない」

「……あの、手帳は見せてもらったんですけど、かなりの写真シールがありましたよね？　あの全員が、本当に妻田澪の敵になってしまったんですか」

「人気者が落ちるところを見てみたいって欲望もあるのさ。友達の数が多いって事が、必ずしも関係の強さや深さを示す訳じゃねえ」

「……、」

　だとすれば、妻田澪はどこへ消える？

　あれからもう四ヶ月も経たつ。子供の小遣いを貯めた程度でアパートやマンションを確保できるとは思えない。そもそも保証人もなしで契約なんぞ結べるか。

　インターネット喫茶のような施設を利用しているのか。高校生と身分を偽ってアルバイトでもしているのか。

　意見を並べる事はできるが、どうにも現実味があるとは思えない。相手は女子中学生だ。本来は保護者に守られている年ねん齢れいだ。そんな女の子が自活するために無理な行動を重ねれば、それが悪目立ちして制服警官などの目に留まりそうなものだが……。

「妻田澪はタブレット端末を持ったまま消えたという話を聞きました。ＧＰＳってどうなっています？」

「そんな分かりやすい機能は切ってあるよ。そもそも通信してない。俺達もあちこちの警官と情報共有しているが、芳しい結果は得られちゃいない。ああ、妻田澪に関するデータはお前のパソコンに回しておいた。もっと正確なのが欲しければ資料室な。番号は……」

　メモを取ると、俺は東とう条じようさんに改めて頭を下げた。

「呼び止めちゃってすみませんでした」

「良いよ良いよ。今なら終電ギリギリだ。だから他に用事はないな？　後でもう一回とんぼ返りさせたらお前にタクシー代を払わせる。オーケー？」

　言うだけ言うと、東条さんはさっさと薄うす暗ぐらいフロアから立ち去っていく。

　誰だれもいなくなると、俺は自分のパソコンに向かった。

　どんな些さ細さいな情報でも良い。

　妻田澪の居場所に繋つながるヒントが出てくれば良いんだが……。

「……、」

　しばらく画面をスクロールさせていくが、出てくるのは何の変哲もないデータばかりだった。俺の知らない個人情報なども含まれているが、時間さえあれば調べ上げる事はできそうなレベルでしかない。

　しかし、

「……あれ？」

　ある程度スクロールさせたところで、文書が文字化けしていた。添付されている画像ファイルなども乱れていて、何が映してあるのか判別できなくなっている。

　送信の過程で破損でもしたのか？

　俺は廊下の方へ目をやったが、東とう条じようさんはもう本庁のビルから外へ出ているだろう。そして終電間際と言っていた。今から電話で呼び戻すのは流石さすがにしのびない。

　幸い、ファイルの番号自体は事前に聞いていた。

「資料室の紙のファイルを当たるか……」

　一度廊下に出て、惣そう菜ざいパンを売っている自動販売機に小銭を入れる。資料室の中は飲食禁止なのだ。コロッケパンで小腹を満たしてから、改めて資料室へ向かった。

　ただでさえ人気の少ない深夜の警視庁だが、この資料室には正真正銘俺だけのようだった。図書館のように金属棚だなの並ぶ部屋を歩き、目的のクリアファイルを引っこ抜く。ずしりと重たい一冊を持ったまま移動し、閲えつ覧らん用の机に座る。

　スタンドライトの狭い範はん囲いの光でクリアファイルの文書へ目を通していく。

　失しつ踪そう扱いされている妻つま田だ澪みおの捜索状況についての情報だ。失踪した日付、その前後にあった妻田澪の言動、交友関係、目もく撃げき情報、予想される所持金……。色々書かれているが、どれもこれも確信に繋つながりそうな情報はない。

　失踪してから四ヶ月もの間、どうやって生活してきたのか。

　そして今、どこにいるのか。

「……明確な事件になっていない失踪者の捜査状況なんて、こんなものか」

　思わず呟つぶやいてしまう。

　人間が失踪しただけでは、警察では重大な事件という扱いをしない。むしろ、自発的な家出という色が強く、個人には個人の事情があるんだろう……程度で済ませてしまう傾向があるのだ。全国の制服警官達に情報を伝えて、彼らが見つけてくれば御の字、といったところだろうか。

「ん？」

　自分でそう考えて、俺はどこか違和感を覚えた。

　この手で今までめくっていた分厚いクリアファイルを、少しだけ持ち上げてみる。ずしりと重たい感触。贔ひい屓き目めに見ても辞書に匹敵するほどの厚さのある報告書だ。

　ただ、何でなんだ？

　そこらじゅうで溢あふれているはずの家出少女扱いだっていうのに、何で妻田澪の一件だけこんな分厚いクリアファイルが用意されているんだ？

　疑問には思う。

　しかし、答えを見つけるほどの時間は用意されていなかった。




　バヂィッッッ!!!!!!　と。

　背後から回された手で、俺の胸の真ん中に千切れた電気コードを押し付けられたからだ。




「がっ、ぐ……!?」

　ゴトン！　という派手な物音が聞こえた。椅子から転げ落ちた俺が立てた音だ。視界が横倒しになる俺にまたがるように、誰だれかがこっちを見下ろしている。

　正気、か、こいつ……警視庁の建物の中で、殺人だと……!?

「いやいや心配するな。『署内で警察官が自殺』って割と多いんだよ。拳銃自殺ばっかりクローズアップされているがね」

　声の主は、ニヤニヤと笑っているようだった。

「あと、念のために言っておくと今ので死ぬとは思っていねえぞ？　自宅以外の環かん境きよう、つまり『外』で自殺を図ろうとするヤツは、思い通りに死ねなかった時のために、複数の道具を用意してから事に臨む場合が多い。……たまーに説得を試みた善良な一般市民がそいつに巻き込まれるがね」

　その声を聞い、て、俺はよ……うやく事、態を知っ……た。

　そもそも、パソコンに入っ……ていた、妻つま田だ、澪みおの報告……書が破損してい、たのはミ……スじゃな、い。俺を人気、のな……い資、料室に誘い……出すための……!!

「と、じょう……東とう条じよう……！」

　手足へ徐々に力が戻ってくる。だが、この数分をこいつが待ってくれるか。こうしている間にも、東条はスーツの懐ふところから何かを取り出していた。それはプラスチックの鞘さやに収められた果物ナイフだ。衣服の繊せん維い片へんがつかないよう、ご丁寧にビニール袋でパッケージされている。

「こういう自殺の工作をする時は、両手に防御創を作らせないように注意する必要がある。でも心配すんな。検視では電気コードで死にきれなかったお前が喉を突いたってきちんと診断してくれるさ」

　爽やかに言いやがって……!!

　ここで俺を殺しに来たって事は、東条はＳＮＳ殺人から繋つながる『人じん面めん瘡そう』の関係者と見て間違いなさそうだ。思えば、『少年グループ』に襲しゆう撃げきされた俺の捜査も、美容クリニックの家宅捜索も、妻田澪の行方調査も、全部東条が関わっていた。

　事件に関する情報を制限し、捜査をかく乱する役割としてはもってこいのポジションだ。

　ＳＮＳ殺人では、事件の規模が大きくなりすぎたせいで、俺達刑事部捜査一課が動いてしまった。今回の『人面瘡』では規模を調整し、東条の所属する生活安全部で捜査を主導できるように掌握しておきたかったのかもしれない。

　にも拘かかわらず、今回も俺が動いてしまった。

　ＳＮＳ殺人にとどめを刺した俺が。

　だから？

「……東とう、条じよう……ぜ、ひゅっ……!!」

「東条東条って言うけどよお。そりゃ一体誰だ？」

　意味不明な返答が来た。

　俺を殺そうとしている人間は、間違いなくあの東条のはずだ。

「生活安全部の東条雅みやびだって思っているなら不正解だ。たまたま名字が同じだったもんでさ、手っ取り早く入れ替わった。本物の刑事さんは山の中だよ」

　……こ、の、野郎……!!

「それと俺がＳＮＳ殺人や『人じん面めん瘡そう』の手先だって思っているなら、これも不正解。あんな『パッケージ』の一つもアセンブルできねえチンケな組織と一緒にするんじゃねえ。俺が知識人ぶったインサイダー集団程度の手先になるとでも思ったかよ。……もっとも、ヤツらが偶然生み出したバグには興味があるがな」

　果物ナイフをプラスチックの鞘さやから抜きながら、東条は笑う。

「妻つま田だ澪みおは俺が確保するよ。もっと素晴らしい方法で使い潰つぶすために。だから、ま、お前は諦あきらめろ。痛みはすぐになくなる」

　とはいえ。

　刃物を俺に握らせるため、屈かがみ込んだのは間違いだったな。お前が服務規程を守らない不良警官、あるいはそもそも警察官ですらないっていうなら、俺の手が届く範はん囲いに反はん撃げきの材料はきっと揃そろっている。

　手足は多少動くようになったが、まだ体を起こすような、体重全体を支えるような姿勢の変更はできない。

　目の前で屈み込んだ東条のズボンのベルト辺りに、俺は何とか動く手を伸ばす。

　あった。右手側のポケットの近く。

　なあ東条。本物の刑事ってのはさ、ドラマみたいに常に拳銃を持っている訳じゃないんだぞ。

　そこを守っていれば、こんな反撃されずに済んだのにな!!




　直後だった。

　パパンパン!!　と、立て続けに乾いた銃声が炸さく裂れつする。

[image: ]




「……っっっ!!」

　ホルスターに入ったまま安全装置を外し、引き金を引いたのだ。弾は横に逸それて東条に傷はないようだが、それでも本気で驚おどろいたようだった。安全に証拠捏ねつ造ぞうの工作を行おうとしていた東とう条じようは、俺の近くで屈かがみ込んだ状態から一気に距きよ離りを取る。

「……ぐっ、う……!!」

　起き上がる事もできず、俺は寝転がったまま呻うめく。

　顔全体にびっしょりと汗が浮かんでいるが、拭っている暇もない。

「お、おいおい。馬鹿じゃないのか。せめて三八口径で揃そろえろよ」

　銃がホルスターの中に収まっている事を確認すると、東条の顔に改めて怒りの色が浮かぶ。

　彼は躊ちゆう躇ちよなく果物ナイフを構え、

「内うち幕まくぅ!!」

「やるならやれよ。ただし銃声は外まで響ひびいているぞ。警備の制服警官が駆けつけるまであと何十秒だ？　三〇秒ぐらい？」

　俺は倒れたまま嘲あざ笑わらう。

「殺すのは容た易やすいが、死体の処分はできるか？　できなきゃここで共倒れだ」

「チッ!!」

　東条の判断は素早かった。

　ホルスターに入ったままの拳銃の安全装置を掛け直し、資料室の扉を蹴け破るようにして外へ飛び出していく。しかし、深夜とはいえここは東京の治安維持の総本山だぞ。そう簡単に逃げ切れるものかよ。

　しばらくすると、制服警官達が資料室に駆け込んできた。

「……おいこら、三分もかかるっていうのはどういう事だ？」

「な、何があったんですか？」

　制服警官達は、明らかに暴れた痕跡のある資料室の一角と、拳銃の弾痕がいくつもついた壁かべを交互に見ながらそんな事を尋ねてくる。

　調子っていうのは急激に元に戻ろうとしても負荷がかかるらしい。今さらのように吐き気が襲おそいかかるのを必死に押さえながら、俺は制服警官達にこう言った。

「殺人未遂の現行犯だ。東とう条じよう雅みやび……と名乗る何者かを指名手配しろ」
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　状況を整理しよう。

　ＳＮＳ殺人から今回の『人じん面めん瘡そう』に繋つながる一連の事件には黒幕がいる。その黒幕を炙あぶり出すために必要な妻つま田だ澪みおの消息を探っているところで、生活安全部の刑事、東条雅から襲しゆう撃げきを受けた。

　しかし彼は『人面瘡』の組織には属していないらしい。

　彼は妻田澪の事について、妖怪を利用した『パッケージ』ではなく、調整ミスによって生まれたバグだと言っていた。詳細は不明だが、そのバグと化した妻田澪に、東条雅は何かしらの意味を見出し、『人面瘡』の黒幕から強奪しようとしているらしい。

　さて。

「……何で襲われた俺だけが取調室に放り込まれていて、東条の野郎が未いまだに外を自由に闊かつ歩ぽしているのかを考えようか」

　冷静なふりをして呟つぶやいてみたが、論理は成立しない。

　苛いら立だって床にネジで留められているテーブルを蹴け飛ばしたところで、取調室のドアが開いた。入ってきたのは馬め頭ず厳げん。我らが捜査一課の課長サマだ。

「派手にやったな」

「やられたの間違いです」

「東京の治安を守る総本山、警視庁のど真ん中で発砲沙汰とは。しかも支給されたものとは違う四五口径だ。……銃は見つかっていないようだが、どこへやった？」

「撃うったのは俺ですけど、持ち主は銃を持ったまま外へ飛び出しましたよ」

　……ていうか、東条のヤツ。この厳重な体制の本庁の建物から、どうやって脱出したんだ？

　課長はため息をつくと、ただでさえ多い顔の皺しわをさらに増やした。

「東条雅捜査官は二時間以上前にここを出て帰宅しているはずだ。そして現に建物のどこにもいなかった。発砲音が聞こえた直後に全ての出入口を封ふう鎖さしたにも拘かかわらず、だ。この状況をどう判断する？」

「俺はあいつの口から、本物の東とう条じよう雅みやびは山の中に埋まっているって話を聞きました。これってどう判断するべきですかね？」

「内うち幕まく」

　課長は一度区切るように、俺の名前を呼んだ。

「……終電も終わったこんな時間に部下の不祥事で叩たたき起こされて職場までとんぼ返りさせられた私の気持ちを考えろ。それ以上ふざけた事を言ったら首を折る。お互いに腹を割って話そう。前から思っていたんだが、私はお前のジョークが好きじゃない。私は正直に言ったぞ。さあ、お前も正直に話せ」

「この厳重な警備態勢の本庁へこっそり四五口径を持ち込んで、何をするかと思えば資料室の壁かべに風穴を空けるためだけに乱射した？　何の目的で!?　メリットは!?　本気でそんな話を信じるんですか課長!?」

「私が聞きたいのはそういう話じゃない。たとえどれだけ言動が理不尽であっても、現場に残された情報が黒だと示せば黒になるのが今のシステムだ。だから内幕、お前の嫌疑を晴らすのはかなり難しい。一課の人間が留置場にぶち込まれるのは惨めだぞ。元刑事だからって、別に個室をあてがわれる訳じゃないしな」

「資料室で東条雅……を名乗る何者かに電気コードで感電させられました。自殺に見せかけるために果物ナイフで刺されるところだった。俺は窮きゆう地ちを脱するために東条のホルスターに入っていた拳銃を撃うって威い嚇かく。東条は銃を持ったまま外へ逃げました。誰だれが何と言おうがこれが真実だ!!」

「内幕」

「あいつは妻つま田だ澪みおをバグと呼んで特別な価値を見出している！　元々『人じん面めん瘡そう』の組織が何かをやろうとしていたようですけど、東条雅はその組織から妻田澪を奪うと宣言した!!　こんな所でうじうじやってる暇はないんです。俺を拘束するなら、せめて別の誰かを使って妻田澪を捜索させてください!!」

「……内幕」

　課長は額に手をやると、重たい息を吐いた。

　その上で、ほとんど聞き取れないほど小さく、低い声で、彼は言う。

「私もこういう感覚に襲おそわれるのは滅多にない。見えないレールを突っ走っている感覚だ。顔も知らない誰かの思惑で動かされている。それぐらいの自覚は私にもある」

「……？」

「ただ、この感覚に襲われた時、レールから外れた行動を無理に取ろうとしたヤツにまともなオチがついた試しはない。不自然な人事による左さ遷せん、心神の喪失、挙げ句に唐突な失しつ踪そうや自殺まで。……『私達』が今いるのは、取調室じゃない。時間を無駄に使えというレールの上だ。しくじればろくでもない話に繋つながってしまう。まずはそれを理解しろ」

「課長!!　アンタは俺が自分の保身のために事件から手を引くような人間に見え……!!」

　思わず噛かみつくように叫ぼうとしたところで、逆にテーブル越しに腕を伸ばされ、課長に襟えり首くびを掴つかまれた。

　そのまま、ものすごい力で引っ張られる。

　耳元で、可視化・録音の届かないような低く小さな声で、しかし課長は妙に耳に残る声でこう言った。

「……私は、真相に辿たどり着けず常に見送る側だった。本当の事を見つけ出したお前みたいな人間を」

「なん……」

「だからお前みたいな人間を見ると、こう言いたくなる。何を選ぶにしても、きちんとリスクを測ってから決断しろと」

　その上で、と課長は区切って、




「それでも、お前の人生はお前のものだ。この状況でどう動くべきかはお前が決めろ」




　俺の襟首を掴む課長の手から、力が抜けた。

　どすん、と。

　俺の腰が、再び椅子の上に落ちる。

　わずかに、取調室に沈ちん黙もくが下りた。

　俺は、ゆっくりとテーブルの上に両手の掌てのひらをつける。

　そして、そのまま勢い良く立ち上がる。

「……俺がどうしたいかは、最初の最初っからずっと訴え続けてきたはずです」

　世の中にはもう解決できない問題もある。例えば、数百人の村人全員が犯人で、猟銃がゴロゴロ出てきて、孤立無む縁えんを強いられたある島。でも今回ならまだ。あんな風になる前に決着をつけられるかもしれない。

　いつも怖い怖いと思っていた課長の目を、正面から見据える。

　今なら、見据えられる。

「『人じん面めん瘡そう』の組織と、東とう条じよう雅みやびを名乗る何者かの目的は未だに不可解な部分も多い。でも、失しつ踪そうしている妻つま田だ澪みおに危害が加わる可能性は極めて高い。……連中より先にどうにかして妻田澪を発見し、保護します。彼女を、興味も持てない死者にはさせない。やらせてください」

「考えを変えるつもりは？」

「変える理由がない」

「良いだろう」

　課長もゆっくりとした動作で立ち上がった。

「他の刑事を割り振ってもどこかで止められる。ここから出る方法は私が手配しよう」

「……どうやって？」

「そんな事、いちいち気にしている余裕がお前にあるとでも思うか。これからお前は、東とう条じよう雅みやびを逮捕して嫌疑を晴らすまでは東京の警察機構の本丸で発砲事件を起こした凶悪犯として扱われる。……内うち幕まく、美み島しま警視長は覚えているか？」

「あの胃袋の痛くなる飲み会をセッティングしてくれた？」

「そうだ。ノンキャリア出身の私達には縁えんのない怪物。彼は悪人ではないが善人でもない。つまり敵にも味方にも容赦をしない。こんな事態になれば、『適切な対応だった』で射殺もやむなしと判断するような人だ。何が言いたいかは分かるな？　同僚に射殺されたくなければ、全力で東京を駆け抜けろ」




　　　　18




　どんな人脈や権力を使ったのか、課長の手引きで俺は取調室を脱出する。そのまま地下の駐車場へ向かうと、普段は本庁の正面玄関を警備している巡査が待っていた。

「中なか田たさん？」

「こっちです、こっち。このスクーターを使ってください。鍵かぎはこれですから」

　……でもこれは中田さんのものなんじゃないだろうか？　俺は間もなく『警視庁の建物の中で拳銃を発砲し、取り調べ中に逃走した凶悪犯』という事になるのだが、中田さんのスクーターなんか使っていたら迷惑がかかるんじゃ……。

　俺の懸け念ねんを感じ取ったのか、課長は表情を変えずにこう言ってきた。

「当然ながら盗難扱いにする。お前の罪状が増えるだけだから気にするな」

「……そーですか」

　書類の上ではどんどん悪党になっていくなあ、俺。

　しみじみ思いながら借り物のヘルメットを被かぶると、中田さんはさらにこう付け足してきた。

「あ、それからこれは私のケータイです。自由に使ってください。ご自分のケータイは電源を切っておくのを忘れずに。あと拳銃と警棒と手て錠じようも。保管庫から持ってきておきましたよ」

「……、」

　おいおいおい!!　これから俺は警視庁のど真ん中で発砲沙汰を起こした挙げ句、取調室から脱走した凶悪犯として一時的に扱われるんだろ。こんなの持ち歩いていたら、ＳＡＴ辺りに撃うたれるんじゃないのか!?

　案の定、課長も『そこまでやれとは言っていない』って顔になっているし!?

「内うち幕まく。間もなく東京の全域に検問が敷しかれるはずだ。安全運転に徹てつしろ。大きな道は避さけろ。特に川を渡る時は気をつけろ。全ての道路が橋へ集約されるから、検問の餌え食じきになりやすい」

「わ、分かりました」

「内幕さん。よろしくお願いします。私達は『レール』から外へ出る事はできませんが……どうか、私達、警察官の掲げる正義はあると示してください。多分、それが行方不明になっている妻つま田だ澪みおさんに一番必要なもののはずです」

「言われずとも」

　俺はそれだけ答えると、スクーターのスロットルを開放して地下駐車場から飛び出す。

　日付はすでに変わっていた。終電も終わった後の深夜。古い表現では不夜城なんて呼ばれる事もあった東京だが、官公庁の並ぶ桜さくら田だ門もんの近辺は比較的光の少ない、闇やみの多い地域だった。

　これ以上は警察機関の力は借りられない。

　東とう条じよう雅みやびや、彼が追っている妻田澪の行方を捜すためには、違う力が必要だ。

「……ほとんど敗北宣言だな……」

　とりあえず公園の入口辺りにスクーターを停とめ、中なか田たさんから借りた携帯電話を親指で操作する。掛ける相手はもちろん、ツインテールの推理マニア、菱ひし神がみ艶えん美びだ。

　大した説明もなく、彼女はこう切り出してくる。

『番号変わっているって事は緊きん急きゆう事態？』

「そんなトコ。俺はもうすぐ全国に指名手配される身だ。それでもやる事は変わらない。妻田澪の情報を探って行方を追う。力を貸してほしい」

『あーそー……。ま、良いけど。貸し一だよ。でっかい貸し。水着でオイルマッサージぐらいは覚悟してもらおう』

「また警察官に向かっていかがわしい事を……!!」

『何言ってんの、美容と健康のためだよ。いかがわしいなんてそんなそんな』

　ちくしょう。

　推理マニアのニマニマ笑いが目に浮かぶ……。

『ちなみに今どこにいるの？』

「桜田門」

『じゃあ九く段だん下したの拠点を自由に使って良いよ。道具も軍資金も揃そろっているから』

「鍵かぎは？」

『数字入力。今日は火曜だから……円周率の一〇〇桁の内、七の倍数に当てはまる桁の数字を全部並べて。三回ミスったらアウトね』

「面倒臭さ……っっっ!!」

『面倒臭くないと鍵にならないでしょ。ところで刑事さん、道具は自由に使って良いけど、どこか調べる場所に心当たりはある訳？』

「ついさっき警視庁の中で殺されかけた。そいつの周りを洗い出す」

『そう。私の方もちょっと情報が入ったから、そっちを洗ってみるね』

「どういう事だ？」

『巴ともえが消えたって』

　うんざりしたような声だった。

　ていうか、俺もうんざりしちゃうよ!!

『巴のお母さんから電話があってさ。どうやら連絡網を使って片っ端から電話しているみたいなんだけど。巴のお母さんは家出したんじゃないかって考えているんだけどさ、これってどう考えても妻つま田だ澪みおを追っているよね』

「それでも門限は守りながらやっていただろ。ここにきてルールを破ったって事は」

『私達より先に妻田澪の情報を得た可能性は高い。だから妻田澪や巴の部屋なんかを調べれば何か出てくるかもしれない』

　八はち河かわ巴、と少女の顔を頭に浮かべ、そして思い出す。

「……そういえば、巴ちゃんが言っていた『あいつ』っていうのは誰だれなんだ？」

『ああ、説明すんの忘れてた』

　推理マニアはわずかに淀よどむような調子を見せたが、

『……巴の両親は再婚しているの。今のお父さんとは血が繋つながっていない』

「……、」

　じゃあ、その新しいお父さんが『あいつ』なのだろうか？

　そう思ったが、違うようだった。

『巴の本当のお父さんは刑事さんをやっているらしくてね。育児も家族の会話も放ったらかしで仕事に没頭した結果、最低限の絆きずなも失われたって訳。だから「あいつ」。……でも、妻田澪が消えた時には真っ先に相談しているんだから、多分心のどこかでは信しん頼らいしていたんだと思う』

　それがあの刑事嫌いに繋がった、という事は。

　妻田澪の捜索には芳しい結果が得られず、娘の信頼には答えられなかったって訳か。

　しかし、警察組織から孤立し、猫の手も借りたい今の状況では、協力を打診してみる価値はあるかもしれない。

「ちなみにその刑事の名前は？」

『……、』

「答えろ推理マニア。そいつの名前は!?」

　俺がもう一度尋ねると、艶えん美びはおずおずと名前を出した。

　思いもかけないものを。




『東とう条じよう雅みやびっていうの。刑事さんの知り合いにいたりする？』




　呼吸が。

　数秒、本気で止まったかと思った。

「は、はは」

『刑事さん……？』

　推理マニアが怪け訝げんそうな声を出す。

　おそらく彼女が言っている東とう条じよう雅みやびとは、俺を襲おそったあの東条とは別人の事なのだろう。

　そして東条を名乗る誰だれか自身、本物の東条雅は山に埋めてあると言っていた。

　そういう事か。

　そういう形で繋つながってしまうのかよ、ちくしょう!!

「おい推理マニア。お前はとにかく八はち河かわ巴ともえちゃんを探し出せ。これは最優先だ！　一秒の遅れで彼女の生死が左右されるかもしれない!!」

『どういう事？』

「八河巴ちゃんが何で消えたのかが分かった。彼女が父親だと信じている東条は別人だ！　おそらく二人は一緒に行動している。状況から察するに、巴ちゃんは妻つま田だ澪みおと近しいからこそ、何かに気づいた。そしてそのヒントを東条に伝えた。使えると思った東条は、巴ちゃんを騙だまして道案内させようとしているんだろう。当然、仕事を終えれば用済みだ!!」

『分かった。刑事さんはどうするの？　まだ生きている人間にしか執着を見せない刑事さんなら、巴の方に集中するかと思っていたけど』

「俺もそっちの方が性に合ってるって思うよ。でもその前にやっておく事がある」

　通話を切ると、俺はスクーターのシートに腰を下ろす。

　まずは推理マニアが使っている拠点の一つに移動。

　彼女が商売道具として使っている、科学捜査キット一式を入手したら、改めて東条雅の住居を洗ってみるとしよう。
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　八河巴は国産の中では高級車の範はん疇ちゆうに収まる、４ドアの乗用車の助手席に収まっていた。

　ハンドルを握っているのは東条雅。

　彼女の父親……という事になっている誰かである。

「妻田澪ちゃんがさ、巴に今話した方面で目もく撃げきされたって情報を掴つかんだんだ」

「……、」

「おそらく、祖父母の家を頼たよっていたんだろうね。経済的な基き盤ばんを持たない女の子が最後に頼るのは、得体のしれないナンパ男じゃなくて血けつ縁えん関係になるはずだ。ご両親の家にいないとなれば祖父母や親戚の線が濃こくなってくる」

　脇道から大通りへ合流しながら東とう条じようはそう語った。

「……アンタ達警察だって、血けつ縁えん関係なんか真っ先に調べたんじゃないの？」

「相手は犯罪の容疑者じゃないんだよ。被害者の家族が庇かばってしまえばそれまでだ。うちにはいませんって言われたらそう報告書に書くしかない。それに、仮に家宅捜索したとしたって、祖父母の家から妻つま田だ澪みおちゃんが見つかる事はなかっただろう」

「どういう事？」

「妻田澪ちゃんの祖父母は結構な地主さんでね。個人所有で山をいくつも持っている。そして近きん隣りん住人の証言から、祖父母は一時期テレビ番組の〇円生活ブームに乗っかってあちこちに小屋を建てていたようなんだ。私有地だからこちらも令状なしで捜索するのは難しいし、できたとしてもあれだけ広い山々から隠れ家を見つけ出すのは相当骨だ」

「で、私に頼たよったって訳？」

「写真を見たって言っていたよね」

「……うん。澪のヤツが、夏休みにお爺じいちゃん家ちへ遊びに行った時に、ちょっとした冒険をしたんだよって」

「場所は分かるかい？」

「大雑把なら。地図みたいなのを描きながら自慢話してきたし。でも、正確な縮尺に基づいたものじゃなかったわ」

「それでも良いよ。分かれ道でどっちに進むべきかさえ教えてくれれば何とかなる」

　八はち河かわ巴ともえは、こっそりと運転席でハンドルを握る男の顔へ目をやった。

　彼は運転に集中しているようで、横顔だけをこちらに見せている。

「……やっと、父親らしい事やったじゃん」

「まだだ。これから山に行って、きちんと妻田澪ちゃんを見つけてからだよ」

　うっすらと。

　東とう条じよう雅みやび……と名乗る何者かは、密やかに笑う。

　八河巴はその笑みの正体を知らない。

　ただし、




　ぐる……と。




　彼女は、何か大きな犬が唸うなるような鳴き声を聞いた気がした。

　それは車外で騒さわいでいるような感じではない。

　まるで車内。

　真後ろの後部座席から、吐息を吹きかけるような生々しい至近で、何かが唸り声をあげた風に思えた。
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　小こ奇ぎ麗れいなオフィスビルが並ぶ九く段だん下したの一角。景観に反するようなボロボロで背の低い雑居ビルの一室が、推理マニアの拠点として機能していた。

　ビルの一階にはコンビニとコインランドリーが、徒歩一〇〇メートルにレジャースパがあるので生活には困りません、と胸を張る推理マニアが目に浮かぶ。

　ただし、

「……ここで暮らすのは色々腐ってる……」

　部屋を見回して、俺は思わず呟つぶやいた。

　四方の壁かべの近くは全て未解決事件のファイルが山積みにされていた。それだけの部屋だった。中央にはテーブルがあるが、家具に対応した椅子すらない。

　テーブルの下にはくしゃくしゃに丸まった寝袋が置いてあり、就寝環かん境きようもほぼ最悪であるのが窺うかがえた。

　台所どころか冷蔵庫や水道の蛇口すらない部屋だが、何な故ぜか床下収納は存在した。蓋を開けると、工具箱サイズのカバンがいくつか並べられているのが分かる。

　取り出して中を調べてみると、ノートパソコンといくつかのＵＳＢメモリのセットや、何種類もの試薬が入ったセット、いろんな銀行の通帳やカードが詰まったセットなんかが、一つ一つのカバンで小分けにされていた。

　その中から、鑑かん識しきが使いそうなセットの入ったカバンを掴つかむ。残りは元の床下収納に戻しておいた。

　雑居ビルを出て、スクーターの座席の下にある荷物入れにカバンを放り込み、『東とう条じよう雅みやび』宅へ向かう。

　すでに死んでいる方の東条雅の住所は、前に推理マニアが巴ともえちゃんから聞いた事があったらしい。

　携帯電話越しに、推理マニアはこう言った。

『市いちヶが谷や。割とご立派な一軒家だよ。……家族がみんな出て行っちゃった後じゃ、その広さが寂しさを強調していただろうけどね』

　……入れ替わった『東条』もそこを使っているのだとすれば、何が残っているだろうか。少なくとも本物の東条雅が探っていた情報は全て消されているだろうが、そこに『東条』の匂いが残っている可能性はある。

　目的地までスクーターを走らせる。

　山手線の内側はどこもかしこも地価がメチャクチャ高くて、少ない土地を活用するために高層ビルばっかり並んでいる……と思っていたが、あるところにはあるものだ。インテリビレッジの古民家とは比べるべくもないが、それでも都内でこれだけのサイズの一軒家を建てるのは、それなりに苦労するはずだ。

『刑事さん。どうやって中に入るつもり？』

「方法は選んでいられない」

『窓を割ったら警報が鳴ると思うよ』

「そこまで派手にはやらないさ」

　そもそも、建物の中に明確な証拠が残っているとは思えない。山に埋められた東とう条じよう雅みやびの痕跡は、顔を作り変えた『東条』によって消されている事だろう。

「東条雅はある日突然襲おそわれたと思うか？」

『難しいところだね』

「仮に妻つま田だ澪みおの行方を追う過程で『黒幕』の影がチラついていたとしたら、東条雅はせっかく集めたデータを分かりやすい場所に置くとは思えない。必ず見つかりにくい場所に隠しておくはずだ。……もちろん、それでいて自分の目の届く場所に」

　家の前にスクーターを停とめ、塀を乗り越えて敷しき地ち内に。この時点で住居不法侵入は確定だが、東条の行方を捜すヒントを得られなければ、彼と同行している八はち河かわ巴ともえちゃんの命の保障はない。

　さて。

　俺が刑事なら、警察の資料室の他に、どこにデータを隠す？

　黒幕のサイズにもよるが、最悪、家ごと放火されるリスクさえある状況だ。

　となると、

「……たとえ燃やされても、絶対に消す事の出来ない方法」

　推理マニアから借りたバッグを開け、科学捜査用のキットを取り出す。調べられるのは、指紋、毛髪、血痕の採取。

　施錠された家の中へ押し入るのは最終手段として、まずは庭を中心に、建物の周囲をゆっくりと調査していく。

　俺の考えが正しければ、火を点つければ跡形もなくなってしまう木材は可能性が薄うすい。コンクリートが怪しいかな。

「ビンゴ」

　霧きり吹きのような機材で薬品を吹きかけた場所が、青白く光を放つ。

　給湯器のすぐ近くに並んでいた、マンホールのある場所。地面の一部分だけがコンクリートで固められているが、その小さなマンホールの蓋の裏側に、血痕があった。

　厳密には、血で描いた文字を、水か何かで洗い流した痕跡だ。

　ルミノール反応。

　ドラマや映画などではお馴な染じみだろう。血痕は水で洗い流した程度では完全に消えない。どれだけ洗っても消せず、また、マンホールごと捨てようとすればどうやったって目立つ。ホームセンターで代わりを購こう入にゆうできる訳でもないし、蓋を開けたまま放置しておく事もできない。悪臭がご近所の注目を集め過ぎる。

　書き記されているのは……、

「二〇桁の数列に、一一桁の英数字。ネット上のデータストレージか……？」

　二〇桁がＩＤで一一桁がパスワードだろう。大手の企業のものと、数列の割り振り方が似ている。

　データストレージ自体は、普通の携帯電話でもアクセスできる。試しに入口のページを表示し、ルミノール反応で得た数列や英数字を入力していく。

　開いた。

　中にあるのは大量のレポートだ。

　閲えつ覧らんはできるが、データの消去や改かい稿こうには別のパスワードが必要なようだ。

　その多くはテキストや解像度の低い写真画像などだった。……どうやら、東とう条じよう雅みやびも仕事の合間を縫ぬって携帯電話で情報を入力し、ストレージに送っていたようだ。

「……、」

　文章を追っていくと、行方不明となった妻つま田だ澪みおの行方から、ＳＮＳ殺人との繋つながりまでがぼんやりと浮かび上がっているのが分かる。

　他には、妻田澪らしき特徴を持った人間の目もく撃げき情報がズラリ。

　……この手の目撃情報の七、八割は空振りに終わるのが常だが、どうやらこの人はその一つ一つを丹念に追い駆けていたようだった。

　全体的に、几き帳ちよう面めんな性格が窺うかがえる。

　空振りが続けば自然と緊きん張ちようの糸が緩ゆるみ、レポートの密度も薄うすくなるものなのだが、この人に限ってはそれがない。常に均一で密度の濃こい文章が続いている。

　この職業意識の出所はどこにあるんだろう。

　警察という組織の中で仕事をしていれば、どうやったって人の死と向き合う事になる。普通の人には耐えられないはずだ。それを冷静に眺めるためには、『意識の迂う回かい』がどうやっても必要になる。

　例えば、分野は少し違うが医者の話をしよう。

　彼らは一日に何人もの人のお腹を刃物で切り開く。そういった行為にも慣れているだろう。だが、医者に包丁を差し出して、『あいつを殺して来い』と命令したところで、応じる者は誰だれもいない。殺すつもりで刃物を握った途端に、嘔おう吐とする人だっているかもしれない。

　それが『意識の迂回』だ。

　人を傷つけるのではなく、救う。だからできる。

　それが『人間』って生き物だ。

　俺の場合は『被害者の遺族など、まだ生き残っている人のために』。推理マニアの場合は『その死者は何な故ぜ死んだのかを解き明かすために』。

　人はそうやって、正視できないものに立ち向かう。

　では、東とう条じよう雅みやびの場合は？

　その答えは、この几き帳ちよう面めんな文章の中に隠れている。

「……なるほどね」

　思わず呟つぶやいた。

　データの最終更新は、五月末で途切れていた。

　ＳＮＳ殺人の決着があった辺り。『黒幕』とやらのプロジェクトが、本格的に移行した辺り。『人じん面めん瘡そう』が動き出し、東条の興味が『黒幕』や妻つま田だ澪みおに向いた辺り。おそらく、そこで何かがあったのだろう。

「様々な理由で黙もく殺さつされ、封印されてしまう証言。それを一つ残らず拾い上げるのが、あなたの主義だったのか……」

　異常に几帳面なこのレポートもそれなら頷うなずける。

　警視庁の資料室にあった分厚いレポートもすごかったが、これはそんなものじゃない。

　妻田澪の捜索についても、単に実の娘から頼たのまれたってだけでもないだろう。

　東条雅という刑事は。

　普通に手を差し伸べただけでは届かない暗くら闇やみにいる人達の声を聞くために、地獄の底へと向かっていったのだ。

「……その結末が、これか……」

　一番近くにいたはずの家族の声を聞けずに一家は離り散さんし、それでも事件を追い続けた結果、踏ふんではいけない地雷を踏んだ。挙げ句、同じ顔と同じ声で、今度は娘の命まで危険にさらされる事になっている。

　そんな事が許されて良いのか。

　死者に鞭むち打つとはこの事じゃないのか。

「くそ……」

　俺はマンホールを元に戻し、東条雅の自宅の敷しき地ちの外へ出る。

　らしくない。この俺が死者に肩入れするなんて。

「くそっ!!」

　スクーターにまたがり、ヘルメットを被り、携帯電話で推理マニアと連絡を取る。

「東条雅の個人的なストレージからデータが出てきた。妻田澪の祖父母の家が奥おく多た摩まにある。警察は祖父母の家にも聴ちよう取しゆに出かけたようだが、妻田澪はいなかった。ただし祖父母は山の所有者だ。どこかに小屋でも建てていれば、子供一人を匿かくまう事は難しくない」

『人面瘡』の件でズタズタにされ、学校や家庭で居場所のなくなった孫を守るため、祖父母が嘘うその一つでもついている可能性は低くない。これも先ほど言った、『意識の迂う回かい』。警察を騙だますために嘘うそはつけなくても、孫を守るためなら嘘をつけるかもしれない。

『具体的な場所は？』

「さあな。ただ勝算があるから『東とう条じよう』は動いたはずだ。八はち河かわ巴ともえちゃんを連れて。正直、あいつが巴ちゃんに執着する理由はないはずだ。だとすると」

『巴が答えを知っている……？』

「お前はクラスメイトとして八河巴ちゃんの自宅に潜もぐり込んでいるんだったな。必ず何かを見つけろ。俺はこのまま奥おく多た摩まに向かう」

『どうやって追い着くの!?　巴を連れて移動しているって事は、多分向こうは車で、とっくに先を行っている。どんなに飛ばしたって東条の方が速いよ!!』

「……そうだな。だが俺が指名手配された事で、都内のあちこちには検問が敷しかれている。見た目は親子だから東条が引っかかる事はありえないが、検問のたびに呼び止められてにこやかな笑顔を浮かべなくちゃならない。いつもよりは足止めされるはずだ」

『巴が消えたのは一時間ぐらい前だよ』

「法定速度遵じゆん守しゆで検問にいちいち足止めされているとしたら、追い着けない訳じゃない。時速一〇〇キロ近くで一直線に奥多摩まで向かえる方法があれば」

『厳戒態勢でしょ。そんな速度で一般道を突っ走ったら一発で捕まるよ。高速道路なんて間違いなく検問が待っているだろうし』

「一般道でそんな速度を出せばな。ついでにスクーターじゃ高速道路は利用できない」

『じゃあどうすんの。列車はもう終電が出ているよ』

「貨物列車なら話は別だ。途中の駅にも止まらない。終点の奥多摩まで一直線だ」

　携帯電話の地図機能を呼び出し、線路と交差している陸橋の位置を表示させる。

　あるな。

　ちょうどカーブも近く、速度も落ちる場所だ。

「それにしても……」

　……ドラマや映画じゃ良く見るけど、貨物列車に飛び乗るだなんて方法。現実にやっても大丈夫なもんかね？　手足千切れたりしないだろうな。
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「そこよ。多分、その大きな木を左に」

　八河巴は意味もないのに指を差しながら言う。

　車が一台通れば全部埋まってしまうほど細い道。街灯もないから真っ暗くら闇やみになった深夜の山道を、乗用車は法定速度で進んでいく。

　ハンドルを握る東条はこう言った。

「この辺りはインテリビレッジには指定されていないんだね」

「麓ふもとの村はなっているらしいけど。澪みおのお爺じいちゃん達は、ホントはインテリビレッジ化には反対していたんだって。村全体の意見の前ではどうにもならなかったけど、私有地の山の方には手出しさせていないとか」

「ひょっとして、お爺ちゃん達は電磁波恐怖症とか？」

「知らないわ。仮にそうだとしても……あっ、そこ。そこに入れば後は道なりに進むだけだと思う」

「そうかい」

　呟つぶやくと、東とう条じようはゆっくりとした動きでブレーキを踏ふんだ。

　元から何もない山道の途中で、乗用車は静かに停とまる。

「？　ちょっと待ってよ。どうしたの？　何かあったの？」

「……、」

「動物が前を横切ったとか、あ、もしかして、タイヤがパンクしたとかじゃないわよね？」

「巴ともえちゃんさ」

　東条が呟く。

　彼は一度大きくため息をついた後、滑らかな動作で右手を腰の横へ伸ばす。

「アンタ、色々面白過ぎ。特に何の疑いもなくこんな場所までやってきちゃうところとか」

「え……？」

　八はち河かわ巴は、一いつ瞬しゆん、自分が何を考えているのか分からなくなった。

　意識の全てが真正面に向けられる。

　こちらに突き付けられているものの正体を把握しようとする。

　黒光りする金属の塊。

　拳銃。

「ちょ、待って。アンタ、これって？」

「降りろ」

　遮るように、東条は言う。

「降りるんだ。従わなければ反対側に回って引きずり出す」

　銃口に気け圧おされるように、八河巴はゆっくりとした動作で助手席のドアを開け、車を降りる。このまま暗い山の中で置き去りにされるのかと思った。だが違う。続けて、東条も運転席から外へ出た。改めて、大きな拳銃を八河巴に突き付ける。

「……どういう、事？」

「役目が終わったんだよ、巴ちゃん」

　東条は薄うすく笑いながら言う。

「ちなみに殺すのは初めてじゃない。こういうのには、慣れているんだ。だから無駄な説得や抵抗や命乞いはやめてくれ。面倒臭いのに付き合っている暇はない」

「……!!」

　何を言われているかも分からないまま、とにかく八はち河かわ巴ともえは東とう条じようから逃げようとする。

　しかし実際には、後ろを振り返る事もできなかった。

　その前に、彼女の動きが止まった。




　ぐる……という獣けものの唸うなるような音。




　真後ろから、三〇センチ以内の距きよ離りで『何か』が響ひびいた。それを認識すると同時に、八河巴の全身から嫌な汗がドッと噴ふき出した。巨大で、圧倒的な、『何か』がいる。大型犬なんて目じゃない。動物園の檻おりだって破は壊かいしかねないほどの、『何か』が。

「振り返るな」

　ニヤニヤと笑いながら、銃口をこちらに向ける東条は言う。

「何も知らないまま死んでいく方が、多分君のためだ」

「なん、で……？」

「心配はしなくて良いよ。自殺に見せかける必要なんかない。こういう場所で額の真ん中に風穴を空けた死体が転がっていれば、警察はこう判断する。ああ、バラバラ死体でも埋めに来た誰だれかさんとたまたま鉢合わせになったんだろうなって。日本全国、どこでだって起きている事件だ。俺の仕業だなんて誰も思わない」

　八河巴のすぐ後ろには『何か』がいる。

　かと言って、真正面には明確な銃口が待っている。

　どこへも逃げられない。

　誰も助けてくれない。

「警察で支給されている三八口径じゃない。自前の四五口径で弾もクールだ。着弾と同時に柔らかい脳の半分はバラバラに吹き飛ぶから、痛みはないよ。だから何も怖がる事はない。……少なくとも、山道を散歩中に大型の獣に襲われた、なんて結末よりは救いがあるはずだ」

「……ぁ、あ……」

「さようなら、巴ちゃん。君は多分天国に行くだろうからさ、本物のお父さんにもよろしくね」

　それだけだった。

　躊ちゆう躇ちよはなかった。

　引き金は引かれた。




　パァン!!!!!!　という乾いた銃声が炸さく裂れつする。

　周囲に肉片が飛び散り、血の匂いが充満していく。




　ぺたり、と力なく八はち河かわ巴ともえの体が垂直に落ちた。

　見開かれた目は、真正面にある光景を反射させていた。

「……ぅ、ぐ……」

　呻うめき声が聞こえた。

　男のものだ。

　東とう条じようを名乗る何者かの声だった。

「ぐぅ、う!!　腕、が……！　俺の、俺のォォおおおおおおおおおおおおおお!!」

　左手を使って右腕の傷を押さえつけようとしているようだが、その左手がすでに真っ赤になってしまっていた。

　無理もない。

　東条の右腕は、手首から先が吹き飛んでいたからだ。黒光りする巨大な拳銃もない。内側から破裂し、いくつかの鋭するどい破片がひび割れたアスファルトの上へ投げ出されていた。

　示す現状は明白だった。

　暴ぼう発はつ。

　しかし、その暴発が起こる理由がない。

　普通に考えれば。

「……はぁ、あ！　あ、あの、の野郎……。あいつしかいない。俺の銃を、資料室で触っていたのはあいつだけだった。だから、小細工をするとすれば……!!」

　ぐるぐると、獣けもののような呻き声が八河巴の背後で大きくなった。東条の意識の乱れがそのまま反映されているかのようだ。

「う、うち、うちまっ、内うち幕まくぅ!!　よくも、よくも、俺の腕をォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!」

　怒りに任せて、そのまま背後から『何か』が襲おそいかかってくるのでは、と八河巴は思った。虎やライオンが生肉を引き裂いて咀そ嚼しやくするのと同じように。

　が、現実にはそうならなかった。

　まるで東条の叫びに応じるように、山のどこかから銃声が響ひびき渡ったのだ。パン！　パァン!!　と二回ほど。激痛によって顔中に脂汗を浮かばせる東条は、それで冷静さを取り戻したらしい。

　八河巴を見て何か逡しゆん巡じゆんしたが、結局、その場を離はなれるのを優先したらしい。吹き飛んだ手首を押さえながら、東条は山の奥に広がる深い闇やみへと駆けていく。

　彼女は、しばらく動けなかった。

　何が起こっているのか、把握する事さえできなかった。
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　奥おく多た摩ま。暗い山々が連なるその場所で銃声が炸さく裂れつした時、正直に言えば俺は東とう条じようや八はち河かわ巴ともえちゃんの居場所を正確に把握していなかった。推理マニアが特定した、妻つま田だ澪みおの祖父母が所有している山へと入っただけだ。

　ただし、俺がやっておいた小細工が有効に働いているとすれば、巴ちゃんはまだ生きている可能性がある。

　そして、このタイミングで銃声を鳴らせば、東条は、俺がここまでやって来ている事を知る。向こうは勝手にこう思うだろう。内うち幕まく隼はやぶさはすでにこちらの位置を特定していて、八河巴の殺害を止めるため、照準越しにこちらを睨にらんでいる、と。

　……実際には、銃口を夜空に向けて当てずっぽうに撃うっていただけなんだけどな。

　最初に銃声が鳴った音源を目指して山道を走ると、やがて車が乗り捨ててあるのを発見した。路上には小さな血の染みと、グロテスクな肉片や指が飛び散り、そして八河巴ちゃんがぺたりと座り込んでいた。

「八河さん!!」

　駆け寄り、その肩を掴つかむ。

「怪我はありませんか？　銃は暴ぼう発はつしたようですが、破片などが当たっていたりは!?」

「……、」

　意識はあるようだった。だが反応が鈍い。精神的なショックが大きいのかもしれない。巴ちゃんは、ゆっくりと眼球だけを動かして、やがて俺の顔を見る。

「ころ、そうとしたの……」

「八河さん？」

「あ、いつが、あいつが、私を、私、お父さんなのに、拳銃で、何か唸うなって、わた、私、お父さん、にっ、殺されそうに……!!」

　八河巴ちゃんにとって、まだあの東条は実の父親だった。

　その『父親』に殺されかけたという事になれば、ショックを受けても当然か。

　でも、

「八河さん。辛いと思いますが聞いてください」

「これ以上、何があるの？　まだ何かあるの？　私、もうお腹いっぱいなのよ！　これ以上は何も入らない!!」

「……本物の東条雅さんは、おそらく五月末辺りに殺害されています。今までここにいた彼は全くの別人です」

「……え？」

「あなたのお父さんは、自分の娘を殺すような人じゃなかった！　最後の最後まで、そうした悪党と戦うために活動を続けていた！　だから、俺はここまでやって来られたんです。あなたの本当のお父さんがデータを集めてくれなければ、俺はここへ駆けつけてくる事はできなかった!!　あなたが裏切られたと思う必要はありません。あなたのお父さんは、あなたが胸を張れるような生き方をしてきたんですから」

　どちらの真実に救いはあっただろうか。

『父親』に殺されそうになるのも、『父親』が実は何ヶ月も前に死亡していたのも、どちらも受け止めるには重た過ぎる情報だろう。

　ただ、俺は事件が起これば死者よりも生者を優先してしまう人間だ。

　死んだ刑事のために今も生きている民間人へ嘘うそをつく事はできない。

「……あいつは、誰だれなの？」

「分かりません」

　俺は正直に答えた。

「でも、誰であっても必ず逮捕します。あなたにも、妻つま田だ澪みおさんにも、これ以上の危害は加えさせません」

　八はち河かわ巴ともえちゃんはここに残すか、連れて行くか。判断に迷うところだが、相手は明確に彼女を殺そうとしていた。わざわざドンパチの現場に連れて行くのは難しい。

「……あなたは道なりに、山を下りてください。推理マ……菱ひし神がみ艶えん美びさんもこちらに向かっています。おそらくどこかで合流できるでしょう」

「気をつけて……」

　青い顔をした巴ちゃんはこんな事を言ってきた。

「あいつの武器は、銃だけじゃない。なんか、大きな獣みたいなのを従えているようなの。あいつが血を流すと一緒になって暴れそうになっていた」

　意味は把握できなかったが、俺は頷うなずいた。

　へたり込んだままの巴ちゃんは、どんな思いでいるのか。単純な喜怒哀楽では表現できない。グシャグシャの表情を浮かべたまま、こう続けた。

「……澪を、お願い」

「俺はそのためのプロです」

　言うだけ言うと、山道の奥へと向かう。よほど多くの血を流しているのか、ひび割れたアスファルトの上には点々と血がついていた。何かの罠わなである可能性もあるので過信はできないが、とりあえずはこの血痕を追い駆けるのが無難だろう。

　そう考えながら、俺は携帯電話を取り出す。

　あの東とう条じようは、まだ東条雅みやびの番号をそのまま使っているだろうか？

『……よお、内うち幕まく……』

「派手にミスったようだな。急いで出頭しろ。その出血だと三〇分もたないぞ」

『舐なめるなよ……。傷口は、とっくの昔に噛み潰してる。俺に勝ったつもりか？　資料室のは、自殺に見せかけるのに苦労したってだけだ。殺すだけなら、お前ぐらい……』

　俺は小走りに山道を進みながら、会話を引き延ばす。

　逆探知を試みているんじゃない。

　予測では、おそらく東とう条じようは片手を使えない状態だ。そして携帯電話はもう片方の手を塞ぐ。スピーカーフォンにしているかどうかは、周囲の雑音の拾い方で分かるものだ。つまり、電話を長引かせている限り、東条は武器を使えない。俺の安全は保障される。

『内うち幕まく、どこまで掴つかんだ？』

「お前を逮捕すれば事が終わるってぐらいだよ」

『はは、大正解だ』

　東条は山のどこかで笑っているようだった。

『チンケな「パッケージ」作っていた連中な、あんまりうるせえから皆殺しにしちまったよ。知識人ぶったインサイダー集団がちょっと調子に乗った程度の経けい緯いしか持たねえ連中だったから、武力はほとんどなかったしな。北ほう条じようや西さい条じようからは止められたがね、妻つま田だ澪みおには、それだけの価値がある。さっさと引き渡しに応じねえからこういう事になるんだ……』

「お前は妻田澪を手に入れて、何をしようとしている？」

『来れば分かるよ。実際にあれを見れば。俺も今から楽しみで仕方がねえ。あれは予想以上だ。俺も、犬神の血筋から骨こつ髄ずいとか買い取ってさ、移植で血液型を変える要領で犬神との融合を図ったりしていたんだ。だが、あれはそんな次元じゃねえ。俺達の組織の最終目標の、さらに先の地点に突っ立っていやがる……』

「組織？　最終目標？」

『痛ってえなくそ……。ああそうだよ、俺達の目的は、人間の体を妖怪に作り変える事だ。てっきり北条に先を越されたかと思っていたがよ、これで俺が一番乗りだ』

　ごぶごぼ、と電話の向こうで不快な音が聞こえた。

　咳せき込んでいるか、あるいは血でも吐いているのか？　内臓は痛めてないはずだが。

『……なあ内幕。「人じん面めん瘡そう」の事件を思い出せ。渋しぶ谷や通いをしていた少女達に「人面瘡」を貼り付ける事で、利益を得ようとする集団がいた。……だがこいつらは、どうやって「人面瘡」をターゲットに貼り付けていたと思う？』

　……言われてみれば、その辺りははっきりとしていない。そもそも『人面瘡』は妖怪だ。よほどの理由がない限り、彼らは都会で活動をしないはずなのだが……。

『嘘うそや罪を犯した者に、その印として現れるのが「人面瘡」だ。だがその嘘には条件がある。起点と言っても良い』

「妻田澪が何か関わっているっていうのか……？」

『その通り。妻つま田だ澪みおの素性については当たったな？　どんな印象を受けた』

「……『人じん面めん瘡そう』が現れるまでは、友人も多く社交的。クラスの外にまで交友関係は広がっていた」

『本当に？』

　せせら笑うように、東とう条じようは遮る。

　くそ、怪我をしているから足も遅くなっているはずだが、まだ追い着けないか？

『そりゃマンションに残されていた手帳の情報に過ぎないだろ。大量の写真シールが貼りつけられた手帳だ。でもこの手帳が部屋に転がっているのって、なんかどこかがおかしくねえか？』

「……まさか」

『普段持ち歩いている学生鞄かばんやタブレット端末を持ったまま失しつ踪そうしているのに、何で写真シールの手帳は部屋に置き去りなんだ？　それこそ、妻田澪のステータスのはずなのに。となると、この手帳は一体何なんだ？』

「捏ねつ、造ぞう……？」

　ぐらりと、足元の常識が揺らいだ気がした。

　でも、考えてみればそんなに難しい事じゃない。写真シールなんて街のそこらじゅうに貼り付けてある。それを回収して小細工を施すぐらい、素人にだってできる。

　動機は？

　家族やお隣となりさん、つまり学校の違う八はち河かわ巴ともえちゃんに心配を掛けさせたくなかったから。

　だとすると、

『「人面瘡」の中にはな、口の部分から毒素を吐くっていわれるものもある。その毒素を浴びた者は、「人面瘡」と同じ醜みにくい顔になるんだと』

　東条は言う。

『渋しぶ谷やではこんな噂うわさが広がっていたよ。妻田澪っていう、友達のいない可哀かわい想そうな女の子が写真シールを集めているって。孤立している彼女を助けるために、誰かに尋ねられたら、私は妻田澪の友達ですって答えようって。ま、本物の「東条」もこれに惑わされて人気者と間違えたようだが。……それが嘘うそであり罪。嘘をつかれた妻田澪の「人面瘡」は毒素を吐き、嘘をついた者の体を冒して醜い顔を増殖させる』

「……なんて事だ」

　おそらく、企業役員や大株主の子供を『人面瘡』で脅そうとした本来の黒幕は、条件に合致する者の内、ターゲットに指定した子供に近づいて、そういった質問をしていたんだろう。調査会社とか学校の教師なんかを装って。

　それは、確かに嘘だったのかもしれない。

　だけど、罪と糾弾するほどのものなのか？

「じゃあ、最初の妻つま田だ澪みおはどうして『人じん面めん瘡そう』が浮かび上がったんだ？　確かに彼女は『たくさんの友達』っていう嘘うそをついていたかもしれない。でも、彼女もまた都会にいたはずだ。田舎を好む妖怪が貼りつくとは思えない」

『さあな。だが「パッケージ」が絡んでいたんだ。何かを捻ねじ曲げている。例えば、だ。どこかから摘出してきた「人面瘡」を、田舎にある祖父母の家の片隅に保管されていた妻田澪のへその緒なんかに取り付けたとしたら？　場所は離はなれていたって、やっぱり「妻田澪という個体」は「人面瘡」に冒されている事になるって寸法だ』

　そして、たった一つの「人面瘡」患者が、渋しぶ谷やを中心とした爆ばく発はつ的な流行へ実を結ばせた。

　だとすれば、

「……お前の狙いは、感染源とでもいうべき特性の方か」

『やっと理解してくれたようで何より。人間と「人面瘡」の融合も、度合が進めば人間離れに結びつくかもしれない。それは、人間という個体をいちいち調整する必要もない。妻田澪という核さえあれば、後は無尽蔵に広がっていく。……いちいち犬神の血筋の骨こつ髄ずいを移植してきたこれまでとは作業の手順も、適性の調査も、格段に簡略化できるって訳だよ』

「させると思うか」

『こちらこそ。手首の一つで済むとは思うなよ』

　携帯電話の通話が切れた。

　杉の木々の合間に、木造の小屋のようなものが見えてきたところだった。それでも、俺のマンションよりは広そうだ。小型の水車のようなものは発電用だろうか？

　結局、途中で追い着く事はできなかった訳か。

　でも東とう条じようの目的は妻田澪の殺害ではなく捕ほ獲かくのはずだ。今すぐ危害を加えるとは思えない。

　俺は三八口径のリボルバーを取り出し、ゆっくりと小屋に近づく。

　明かりは点ついていないようだった。

　血の痕は真っ直ぐ小屋の入口へ繋つながっており、すでに内部へ入り込んでいるようだった。

　ドアの横の壁かべへ張り付き、ノブへ触れる。

　……回る。回ってしまう。

　鍵かぎがかかっていない事を確認すると、そのまま一気にドアを蹴け破った。

　直後だった。




　一いち撃げきだった。

　致命的な傷を負い、俺はそのまま床へと押し倒された。
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　相手にとっては遊びのようなものだったらしい。

　大型車に突っ込まれたような衝しよう撃げきに、俺の体が小屋の中を転がる。呼吸が詰まる。血の塊が喉から口へとせり上がった。口を押さえようとするが、両手はピクピクと痙けい攣れんするだけで、ほとんど力は入らなかった。

「ごっごぶ!?　げぶ、があば!!」

「……だから言ったろ、内うち幕まく」

　小屋の中の照明は死んでいる。その暗がりの中で、東とう条じようの声が響ひびき渡った。

「殺すだけならどうって事はない……。犬神なんて呼ばれちゃいるがな、本質は形のない呪いに近い。だからお前が右に避よけるとか左に避けるとか、一気に踏ふみ込むとか警戒しながら進むとか、そういうのは関係ないんだ。俺がやれと言ったら、こいつらはやる。そういう話さ」

　ぐる……という、大型の獣けもののような唸うなり声が続いた。

　これは何だ？

　虎やライオンのような生き物が暗がりの中にいるのか。それとも、東条の口から唸り声が漏れているのか。それさえも、俺には判断ができない。

　いや、それよりも。

　東条や獣の気配は感じるんだが、肝心の妻つま田だ澪みおはどこにいる？

　彼女の気配が全くしない。

　本当に、この小屋の中に、さらに第三者がいるのか？

「ああ、こいつは俺も予想外だったよ」

　ぺたぺたと、壁かべを触るような音が聞こえた。しかし、今の俺には手を離はなれた拳銃がどこに転がっているかも分からない。分かったとしても、衝しよう撃げきを受けた体は満足に動いてくれない。

　やがて、パチン、という音が弾けた。

　プラスチックのスイッチを切り替えるような音。

　同時に、目が眩くらむような白い光が世界を覆おおう。それが単なる蛍光灯だと気づくのに、数秒の時間が必要だった。

　明かりに照らされた小屋の中は、本当に最低限の毛布しかなかった。本やゲーム機といった娯楽用品はおろか、生活に最低限必要な冷蔵庫や洗せん濯たく機といったものさえ見られない。非常用の山小屋と言われれば納得できるが、こんな所で思春期の女の子が何ヶ月も暮らしていけるとは到底思えなかった。

　そして、小屋の中央に。

　何かこんもりとした塊が鎮ちん座ざされている。

「……ぜ、ひゅ……。冗、談だ、ろ……？」

「ひでえな、こりゃ」

　壁かべ際ぎわに立ち、脂汗をかきながら片手を押さえている東とう条じようが、薄うすい笑いを顔に貼り付けながら呟つぶやいた。

「雪に埋もれた車の中で、一ヶ月生き延びた男の話を知っている。低体温が冬眠に近い状況を誘発させたそうだが……こいつはそれ以上だ。なあ。人間ってのはどうやったら、四ヶ月もの間、飲まず食わずで生きていけるっていうんだ？」

　それは正座をした塊だった。

　長袖のセーラー服を着た塊だった。

　昔、実家のオヤジさんから聞いた話に、即身仏っていうのがあった。別にそれ自体は怪談でも何でもないんだが、俺の中ではトップクラスの恐怖の引き出しに収まっている話だ。

　土を掘って密室を作り、その中に坊さんが入る。全ての出入口を完全に塞いで、食料も酸素も途絶させ、後はミイラになるまで延々と祈りを捧げ続けるという。誰だれかに無理矢理埋められるのとも、殺されるのとも違う。自らの意思で干からびるという所業。人間が当たり前のように持っている動物的な本能を完全に切り離はなし、ある種の道を究めた末。

　良く。

　似ていた。

　ただしこれは、乾いた棒切れのような、軽すぎる死体じゃない。全身の皮ひ膚ふが青のような黒のような変色をしているものの、まだ体には水分があり、その表面は小刻みに蠢うごめいている。

「……生きて、いる……？」

「だろうな。『人じん面めん瘡そう』が死体につくなんて話は聞かねえ。って事はだ、妻つま田だ澪みおはこうなってもまだ生きている。そういう風に体が作り変えられつつある」

　本当に。

　東条は感心したように言う。

「ただし、蠢いているのは妻田澪の意思じゃあなさそうだ。こりゃ体の表面にびっしりとこびりついた『人面瘡』が好き放題に動き回っているんだ」

　その言葉に、俺の背筋が確実に震ふるえた。

　まさか……。

　まさか!!

「あの青黒いのが、全部、全部、『人面瘡』だっていうのか……!?」

　嘘うそだろ。

　あっちゃいけない。

　そんなにひどい事があってはいけないはずだ!!

　少女達にとっては一つだけでも受け入れられないと考えられていた数センチ大の出で来き物ものだ。それが、あんなに、びっしり……？　全身を蝕むしばんでいるとしたら数十個なんてレベルじゃ済まないかもしれないぞ！

　混乱する俺は、意味もなく否定の材料を探そうとしてしまう。

「そもそも、『人じん面めん瘡そう』は虫刺されが大きくなったような出で来き物ものだったはずだ。あんな色には変色したりしない……!!」

「知るかよ。元々の性質か『パッケージ』に組み込む過程で何かあったのか。……へその緒を加工した説が正しければ、腹から内部へ潜もぐり込んだのかもしれねえが。どうやら出来物は身体からだの表面じゃなくて内側に向かったみたいだな。みっちり詰まったせいで、血液の流れ自体が大きく変わっちまってる。青黒いのは内出血のお仲間みたいなものかもしれん」

　それにしても、何でこんな数の『人面瘡』が？

　コンビニ強盗を働いた少女にあったのは、一つだけだったのに……。

「てっきり妻つま田だ澪みおの『人面瘡』から毒素が吐かれて渋しぶ谷やの少女達を襲おそっているだけだと思っていたが、彼女達が嘘うそをつくたびに、妻田澪の方にも新しい『人面瘡』がフィードバックするらしい。一つの街で生まれる嘘を全て背負ったようなもんだ。こりゃあ、全部でどれだけの『人面瘡』が張り付いているんだ？　一〇〇や一〇〇〇で何とかなるとは思えねえなあ、はは!!」

「……、」

　俺は倒れたまま、東とう条じようを睨にらみつける。

「この子を、どうするつもりだ？」

「そりゃあ回収するよ。言ったろ、これで俺が一番乗りだって。ここまで人間離れした個体は組織の中にもいやしない。北ほう条じようのヤツには追い着けないと思っていたが、こいつさえあれば、俺が一気に抜き去る事だってできるかもしれない。西さい条じようや南なん条じようなんぞ言わずもがなだ」

　拳銃は割と近くに転がっていた。

　俺の体に力さえ入れば、すぐにでも掴つかむ事ができるはずだ。

「やめておけよ」

　東条は首を横に振った。

「鉛弾程度でどうにかできる相手とは思っちゃいないだろう。お前にやったのは小手調べだ。軽く犬神に突進させただけ。俺が指を鳴らして噛かみつくように命じたらそれまでだぞ？　お前の上半身と下半身はさようならだ」

「……お前、菱ひし神がみ舞まいの側の人間なのか……？」

「菱神？」

　東条がわずかに眉をひそめた。

　さらに続けて、

「ああ。昔、個人的な仕事の最中に右腕を噛み千切った相手にそんなのがいたな。面白い組成をしていたから覚えているよ。とはいえ、人間を人間のままに改造するあいつのやり口は、俺達の主義からは外れていたがね」

　予想以上だ。

　あの化け物女の腕を切り取る事も、傷痕一つ残していない化け物女も、俺なんかの常識から外れすぎている。

「さて。ではそろそろ良いかな。俺は妻つま田だ澪みおを抱えて消える。お前はここに残る。オーケー？」

「……俺を殺さなくても良いのか？」

「そうするつもりだったが、それじゃつまらん。あの状況からお前が自由を得たという事は、おそらく取調室を抜け出した事になっているんだろう？　そして妻田澪が消えた現場にお前が転がっていたら、警察はどういう判断をするかな。そういうオチの方が笑えそうだ」

「ここにはお前の血痕も残っている」

「どうでも良いさ。こんなもんじゃ俺を特定できん。東とう条じよう雅みやびとはもうお別れだ。一応、クラウド化された電子カルテをいじって、この血痕からは何も辿たどれないように小細工は施すがね。俺は、元の世界に帰る。お前達には手の届かない世界にだ」

　言いながら、東条は小屋の中央で正座している、青黒く変色した妻田澪へと近づいていった。俺の指は……よし、かろうじて、動く。立ち上がるのだって、できるはずだ……!!

　ぐる……という獣けものの唸うなるような声が聞こえたのはその時だった。

　拳銃までの距きよ離りは数メートル。だがその数メートルすら許さないとばかりに、獣の声は明確な威い嚇かくを発する。

　身動きの取れない妻田澪を肩で担ぐ東条。

　こちらは自分の指先から拳銃までの距離をどうしても意識してしまうが、それでも言葉が口から洩もれるのは避さけられない。

「待て、東条……」

「よせよ、命乞いをできるタイミングはとうに失ってる。こっちは片手なくしてんだぜ？」

「妻田澪を置いて行け。その子はお前がどうこうして良いほど軽いものじゃない！」

「ははっはあ」

　思わずといった調子で東条は笑った。

「あのよ内うち幕まく。俺ぁ別にお前と馬鹿正直に意見を交わす必要なんてなかったんだぜ。テキトーな演技で煙に巻いても良かったんだ。にも拘かかわらず俺はこうしてお前と向かい合ってる。何な故ぜだか分かるか？　情報は金になるって事を嫌ってほど理解しているこの俺が、何故？」

「……な、に……？」

「答えはな。嘘を裁く象徴となった妻田澪の前じゃあ、そういう話はしない方が良いって事だよ、内幕。大人のエチケットぐらいに思っていたか知らないが、こいつの前で奇き麗れいごとを言うのはちょっとまずかったかもな。……致命的に」

　東とう条じようが言い終えるか否か、といったタイミングだった。

　右足の太ふと股ももと左手首が同時に痛みを発した。

　虫刺されが悪化したような、痒かゆさと痛みの同居する、熱を帯びた感覚だった。

　自分の身に何が起きたのかを自覚する。

　直後に、その痒みは全身の太い神経を伝って体中の感覚を支配していった。

「が、ァあああ!?　こ、れは、人じん面めん、瘡そう……!!」

「言っておくが、今のは俺じゃねえぞ。内うち幕まく、お前が勝手に自滅したんだ。……しかし世の中ってのは皮肉だね。正義のために奇き麗れいごとを言ったお前が蝕むしばまれて、正直に悪態を吐き捨てた俺が無事に生き残るとは」

　あまりの痒みに自分自身の体のサイズも分からなくなるほど混乱するが、そんな中で、俺の頭の中に妙な疑問がよぎった。




　今、『人面瘡』は何に反応した？




　俺は妻つま田だ澪みおを救出するためにここまでやってきた。その想いは今も変わっていない。はずだ。なのに嘘うそを判定して広がっていく『人面瘡』が反応したっていうのはどういう事だ？

　俺は俺自身も気づいていないような嘘をついていたのか。

　あるいは、妻田澪が嘘だと思ったものが嘘だと判定されるのか。

　……そうではないとしたら。

　そもそも、妻田澪が何をもって、何を軸に『嘘』を判定し、『人面瘡』を拡大させていくのかははっきりとしていない。

　妻田澪に関わった者の内、一つでも嘘をついた者……なんていう条件なら、おそらく関係者全員が『人面瘡』に蝕まれる。

　しかし実際にはそうなっていない。

　例えば。

　妻田澪のご両親。

　彼女を良く知る八はち河かわ巴ともえちゃん。

　そういった人達には、『人面瘡』が襲おそいかかったという痕跡は見られない。

「ま、さか……」

「どうした内幕。ようやく解答編に入りましたみたいな顔しやがって。もう話も終わるってのによ」

　全身を『人面瘡』にくまなく覆おおい尽くされ、肌の色さえ分からなくなった妻田澪。

　あらゆる嘘を判定し、『人面瘡』を無尽蔵に撒まき散らす存在。

　ひょっとして。

　俺は、いや、俺達は何か思い違いをしていたのではないか。突拍子もない考えではあるが、言われてみれば、確かに俺達はまだ明確な『確認』も『証明』もしていない。

　そう。

　妻つま田だ澪みおのご両親や、八はち河かわ巴ともえちゃんが語っていた妻田澪と。

　渋しぶ谷やの少女達や、俺や東とう条じようが語っていた妻田澪は。

　本当に、同じ人物なのか？




「……お前、本当に妻田澪なのか？」




　思わずポツリと洩もらした、直後だった。

　バン!!　と。

　怪け訝げんな顔をする東条に担がれていた少女……の形をした何かが、粉々になって飛び散った。肉片のようなものが小屋の四方の壁かべや床に飛び散るが、その正体は違う。

　人の顔の形をした何か。

　数百数千と凝ぎよう縮しゆくし、少女の形を作っていたものの正体。

『人じん面めん瘡そう』だ。

　これが嘘うその中心核。

　妻田澪を知らないくせに、妻田澪を知っている口振りで語る者全てに襲おそいかかる、罰。

　少女の形をしたものが吹き飛んだ瞬しゆん間かんから、俺の全身を蝕むしばんでいた痒かゆみや痛みも消えていた。嘘を破られた『人面瘡』はもういない。どこにも。

「犬神!!」

　とっさに拳銃へ飛びかかる俺に対し、一番の戦利品を見失った東条はそれでも冷静に叫ぶ。三八口径のリボルバーに指先は触れたが、掴つかんで狙いを定めるには至らなかった。

　見えないダンプカーに吹き飛ばされるような衝しよう撃げきが上半身を襲おそい、そのまま壁まで叩たたきつけられる。

「げ、ぐっ!!」

　ずるずると床へ落ちる俺の前で、東条が俺の銃を握っていた。犬神とやらが回収したのだろう。

「なん、だ？　おい内うち幕まく、妻田澪はどこに行った？　どこへ隠しやがったんだ!?」

「へっ……」

　お前には見えないのか。

　真実とやらをようやく掴んだからか。『本物の妻田澪』と向き合う意識が働いたからか。

　俺には、お前のすぐ傍に、もう一人女の子が立っているのがはっきりと見えるんだがな。

「言えよ内幕、妻田澪をどこへやった。さもなきゃ両手両足に一発ずつぶち込む」

「よお」

　遮るように、俺は笑って言った。

「せっかく犬神って秘密兵器があるのにさ、何かっていうと銃に頼たよりがちになるのは、やっぱ扱っているのが妖怪だからか？　そりゃ、まあ、怖いよな。相手は意思を持ったバケモンだ。完全に制御したつもりになっていても、いつ牙をむかれるかは分かったもんじゃない」

「……何が言いてえんだよ」

「悪い癖くせってヤツだ。お前、自分の片手を何で失ったか、もう忘れたのか？」

　ハッとした東とう条じようが慌てて拳銃を投げ捨てようとしたが、遅過ぎる。




　金属が風船のように弾け飛ぶ音と共に。

　残っていたもう片方の手も、粉々に散らばる。
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「が、が、ァァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　絶叫が迸ほとばしった。

　俺は壁かべに五本指を食い込ませるようにして、ゆっくりと起き上がる。

「二度目だぞ、東とう条じよう。ここまで頭が悪いとちょっと笑えない」

　リボルバーの暴発って小細工は難しいんだがな。そして即座に犬神による逆ぎやく襲しゆうがなかった事を考えると……東条は妖怪を操る力も失いつつあると考えて良さそうだ。

　犬神は血に宿る。

　てっきり抽象的な、家系だの血筋だのの話だと思っていたが、東条は『骨こつ髄ずいを移植して』と言った。つまりダイレクトな意味で『血』が犬神を操るコントローラーになっているのだ。

　安定した脈拍か、血圧か、あるいは単純な血液量か。何にしても、今の東条は血に宿る妖怪を操る理想の環かん境きようを失いつつある。巴ともえちゃんも、あいつが血を流すと犬神も一緒になって暴れそうになっていた、と言っていたし。電話口で血を吐くような音が聞こえたのも、暴走の一環か？　本質は呪いに近く、右に避よけても左に避けても関係ない……とかいう妖怪らしい意味不明な猛威を振るう犬神だが、操れないのなら問題にならない。

「どうした東条。犬神はもう使えないのか？」

「っ!!」

「使えなかったら、お前はどうなってしまうんだろうな？」

　俺も犬神とやらに突進されて、体の中をメチャクチャにされたような気分だが、それでも東条よりはマシだろう。拳銃の暴発で両手を失い、血液も減少。おまけに犬神を操れなくなったら、その牙はヤツ自身を蝕むしばむ危険性もある。

「……お、前が……？」

　呆ぼう然ぜんとしたように、東条が呟つぶやく。

「お前、みたいな、ただの脇役が……俺を……？」

「そうだよ、ただの犯罪者」

　お前はもう、銃も妖怪も利用できない、ただの人間になっちまったんだから。

　だからきちんと裁判所で公正に裁かれ、刑務所の中にでもぶち込まれやがれ。




「住居不法侵入、殺人未遂、未成年者略取の現行犯だ」




　俺と東条は、真正面から最短距きよ離りで激突した。

　いつも通りの仕事をすれば良い。

　明らかに中に何か仕込んでいる革靴で俺の側頭部を砕こうとする東条の軸足を払い、宙に浮いた上半身のネクタイを掴つかみ、そのまま背中から勢い良く床へ叩たたきつける。呼吸困難で動けなくなった東条の腕を固定し、手て錠じようを取り出したところで、ふと固まった。

「……両手首が吹っ飛んでいるんだから、手錠じゃ拘束できないか」

　仕方がないので両足首の方を拘束してみた。どのみち、両手は使い物にならないのだから動きを封じる意味はあまりない。

「東とう条じよう。お前が誰だれだか知らないが、ここで逮捕する」

　悪いね。

　これが、東条雅みやびが最後まで貫いて、八はち河かわ巴ともえちゃんが文句を言いながらも親友の安否を託すほど信じてきた、警察官って生き物なんだよ。




　　　　24（3rd person）




　東条を名乗る何者かの逮捕の連絡を受けた警視庁刑事部捜査一課の課長、馬め頭ず厳げんは電話で指示を出した。内うち幕まく隼はやぶさに掛けられていた形式的な指名手配の解除を要よう請せいする。

『終わり良ければ全て良し』が基本方針らしい美み島しま警視長からも特に横よこ槍やりは入ってこなかった。……逆に言えば、結果を出せなかった時を考えると背筋に冷たいものが走るが。

　実のない割に、厄介な人間に目をつけられたものだな。

　馬頭厳にしては珍しく、単純に部下へ憐あわれみの念を送る。

　そして、あのクラスの怪物がノンキャリアの刑事一人に何な故ぜあそこまで注目するのかも、結局突き止める事はできなかった。

　不気味な感じはあるが、答えの出ない問題をひとまず脇に置き、目先の仕事の方へ意識を向け直す。

　逮捕した『何者か』は一度八はち王おう子じの大きな警察署に移送される事になったようだが、本物の東条雅が殺害されているという情報が真実だとすると、これは本庁はおろか公安などの出番になる。護送車などを手配し、早急にこちらへ運び込む必要があるだろう。

　と、その時だった。

　課長の携帯電話が突然鳴った。

　画面に表示された番号は見慣れた部下のものだった。

　ただし通話に応じると、いきなり聞いた事もない声が飛んできた。

　一〇歳ぐらいの少女のものだ。

『これからが大変ですよ』

「……誰だ？」

『あなた達の活動に異議を唱えたりはしません。あなた達は正しい事をした。しかし、それによって明るみに出ては困る問題が噴ふん出しゆつする事を、我々の世界は良しとはしません。ですから万全の注意を。間違っても、護送車が本庁へ辿たどり着く前に不ふ慮りよの事故に遭うだなんて事にはならないよう、くれぐれもお気をつけて』

「なるほど。お前は向こう側か」

　電話の向こうの少女は、天動説と地動説の違いを説明するかのような、世の理ことわりを知らない者へ配慮した柔らかい調子でこう返してくる。

『私達とあなた達は地続きの存在ですよ。決して何かに遮られている訳ではない。行き来も制限されていない。ですからお気をつけてと言っているのです。我々の世界は、いつでもあなた達を見ています。簡単に、本当に簡単に、自由に手を伸ばせる位置から』

「だから深入りするな、か」

　課長は鼻で笑った。

「そもそも、お前達みたいなのがしっかりしていれば、こんな事にはならなかったんだ。そんな捨て台詞ぜりふを言ってほしかったか？」

『言わないのですか？』

「逆だろう。私達日本警察の制度は完かん璧ぺきじゃない。だから、お前達みたいなのが正義の味方ごっこをする隙が生まれている。それだけだ。ここは私達が悔しがる場面であって、お前達が胸を張る場面なんかじゃない。そんな場面は一度もない。今回も、これまでの全ても。分かるかな、お嬢じようちゃん」

『なるほど』

　電話の声は堪えていないようだった。

『それだけの気骨があれば、私達も安心してこの国を預けておけます』

「……あくまでも、正義の側に立った意見を放つ訳か。しかも上から」

『では、もう少しごっこ遊びにお付き合いしていただきましょうか』

「何が言いたい？」

『妻つま田だ澪みおを中心とした「人じん面めん瘡そう」の拡散は、内うち幕まく隼はやぶさ刑事が「本物の妻田澪」を発見し、その真実をもって凝ぎよう縮しゆくされた「人面瘡うそ」の塊を砕いた時点で被害が消失しました。ですが、もう一つ残っているでしょう。東とう条じよう雅みやびと名乗る何者かが、体内に備えていた犬神です。どんな方法で手足を拘束しても、いずれあの妖怪の制御機能が復活してしまえば、脱獄されるのは間違いありません』

「……お前達なら、それをどうにかできるとでも？」

『できる事なら、いっそこちらで回収してしまいたいぐらいなんですけどね。あなた達はそれを良しとはしないでしょう。事件を単独で解決したご褒美として、今回は「本来の窓口」ではなくあなた達に声をかけ、その上方法論だけに留とどめておきますと言っているのですよ？』

「……、」

『彼の犬神は背骨に仕込んだ特殊な骨こつ髄ずいを軸に制御されています。それらの骨髄をＸ線などで焼き切った上で、他の骨髄を再移植してしまえば犬神は彼の元を離はなれるでしょう』

「日本の法律を知っているか？　拘束した容疑者への暴ぼう力りよく行為は認められていない。体を切り開いて骨髄を交換するなど論外だ」

『しかし容疑者の身命に関わる重大事に限り、警察病院などで容疑者の了承を得ないまま緊きん急きゆう手術を行う権限もあったはずです。……そもそも容疑者は両手首を失って危険な状態です。精密検査をした結果、余計な病巣を発見してしまった。そう判断すれば摘出は可能では？』

「……私達に、お前達の尻拭いをしろと？」

『最終的な判断はそちらにお任せします。ですが、犬神の骨髄だけを示す蛍光物質は私達だけが保有しています。そちらが頭を下げなければ、東とう条じよう雅みやびを名乗る誰だれかはいずれ野に放たれるでしょう。その場合はこちらでケリをつけさせていただきますが、途中でどれだけの民間人が命を落とすかは不明です』

「分かった」

　課長は短く息を吐いた。

　警察のメンツは大事だが、それより当事者の安否を優先するのが彼の流りゆう儀ぎだ。

　だから彼はこう答える。

「蛍光物質をこちらに郵送しろ。それで決着をつける」







　　　第四章　？？？＠神を塗り潰つぶす者







　　　　１（陣じん内ない忍しのぶ）




　遮しや蔽へい物の多い方へ。体を隠したり盾にできたりするものの多い方へ。

　そう考えて山の方に逃げ込んだ事自体、すでに間違っていたのかもしれねえ。明らかに人のいない方に、非合法な暴力を働いても問題のない方へと誘導されてやがる。

　何だ？

　何でこんな風になった？

　ここはインテリビレッジ納骨村。妖怪絡みの『パッケージ』に関する事件がたまに起きるものの、それでも都会と比べれば随分と住みやすい場所だったはずだ。それがたとえ様々なテクノロジーによって支えられた、作り物の田舎の風景であったとしても。

　なのに。

「忍!!」

　叔父さんの叫び声が、森の木々の隙間を縫ぬって飛んでくる。

　が、俺は言葉を返さない。返せねえ!!

　このムチャクチャな状況に何人もの人間が巻き込まれちゃいるが、生き残るための共通条件は同じだ。自分が生き残るためには、参加者の中の誰かを殺さなくてはならない。簡単で、明確で、どうしようもなく強固なルール。俺も叔父さんも、その枠組みの中に閉じ込められてしまっている。

　つまり。

　俺も叔父さんも、互いに殺し合う運命を背負わされている身の上だ。

　そして純粋な暴力なら、一介の高校生の俺よりも本職の刑事である叔父さんの方がはるかに上だ。単純な格かく闘とう技ぎについてもそうだが、最悪、叔父さんは拳銃を持っているかもしれねえんだから。

　誰だれも信じられない。

　手と手を取って協力し合うような状況ではなくなってしまった。

　でも。

　それでいて、俺はやっぱり叔父さん達を殺したくなんかない。どうにかして、ルールを欺いて、抜け穴を見つけて、潜くぐり抜けて、誰も死なせずに済ませる終わり方を導き出せねえかと、未練がましく頭を回している。

　そんな時だった。

　この最悪の大前提が丸ごとすっぽ抜けるほどの、本物の災厄がやってきた。

「忍!!　そっちは駄目だ！　あいつがやってくる!!」

　疑心暗鬼に陥っていた俺は、叔父さんが何な故ぜ俺の名を呼んでいたのか、その理由について考える事を忘れていた。冷静に考えれば、この深い森の中で、自分の居場所を知らせるような行為は不利にしか繋つながらなかったはずなのに。

　直後の出来事だった。




　ゴグン!!　と。

　体の中で、何か硬いものが外されるような音が炸さく裂れつした。




　真後ろからの一いち撃げきだった。振り返ろうとしても、首が思うように動かなかった。腰からひねるような格好で青臭い土の上へ倒れ込み、仰向けになった事で、ようやく自分を襲おそった者の正体を垣かい間ま見る。

　習字なんかで使う和紙を、体のあちこちに強引に貼り付けられた女性だった。呪いの言葉が凝こり固まって人の形をしているような怪物。和紙の上には墨汁を使って達筆な文字が書かれているようだが、体のラインに合わせてグシャグシャに貼り付けられ、文字は歪ゆがめられていた。何が書いてあるのかまでは読めねえ。

　ほとんど呼吸もできないまま、俺は、かろうじて声を搾り出す。

「……ひし、がみ……まい……？」

　これが、こんな怪物が血で血を洗う殺し合いゲームに参加していたとしたら、そんなの誰だれが勝つかなんて分かりきっているじゃねえか!!

　倒れた俺の顔を覗のぞき込むように、和紙まみれの菱ひし神がみ舞まいは屈かがみ込む。両手が、こちらの首に伸びてくる。身をよじって逃げようとしたが、もはや体はまともに動かなかった。

　容赦なく、鶏にわとりを絞めるように。

　俺の心臓は、確実に停止させられた。




　　　　２（内うち幕まく隼はやぶさ）




　せっかくの非番なので、池袋でオープンしたという屋内式の釣り堀に出かけてみる事にした。インテリビレッジ納骨村で暮らしていた頃も、俺は山というより川遊び派だったのだ。

　この釣り堀は回遊魚用の流れるプールみたいな大型水すい槽そうが最大の特徴で、キャッチコピーは『マグロが釣れるレジャースポット』だった。ちょっとした体育館ぐらいの大きさの建物の中にはドーナツ状のサーキットみたいな水槽があり、お客さんは金を払ってそこに釣り糸を垂らす仕組みになっていた。

　受付は一階下のフロアにあり、そこでは強化ガラス越しに水すい槽そうの中を眺める事ができるようになっていた。泳いでいるマグロのサイズはせいぜい七〇センチ程度で、マグロとしては小ぶりな部類に入るだろう。が、にこやかな受付嬢じようの言うところによれば、

「これ以上のサイズになってしまいますと、一般の方が釣り上げるのは難しいかと。手袋をしていてもラインで指を切り落としてしまう恐れもありますので」

　との事だった。

　釣ったマグロは施設内のレストランで捌さばいてもらえる、釣れなくても割増でマグロが食べられるという事で、俺は非番なのにろくにご飯も食べず、空腹の胃袋にとりあえず野菜ジュースだけ流し込みながら、やたらと太い釣り竿ざおと餌えさのヤリイカをレンタルして勝負に挑んでいるのであった。

「やあ刑事さん」

「何なの？　せっかくの非番だっていうのにもう推理マニアが出てきちゃうの？　人間の精神には定期的なメンテナンスとリフレッシュが必要だっていう事も分からないの？」

「ふふふー、これで刑事さんと釣り堀デートだぜ。……ただ野菜ジュースってどうなの？　実際の健康とか栄養とかじゃなくて、ほとんど言い訳で飲んでない？　私はちゃんと考えているんだー的な」

「うるさいな。一人の時間を楽しませてくれよ」

「おいおい、小ぶりとはいえマグロだよ？　刑事さん、釣ったとしても一人で全部食べられると思ってんの。周りを見て御覧よ。みんなファミリーかカップルばっかりじゃない」

「うるさいな！　それ指摘されるとすげー傷つくわ!!　入ってみるまで俺だってこんな人口比率だとは思っていなかったんだよ!!　釣り堀って男の遊びじゃなかったっけ？　すっかりカジュアルになっちゃってさー!!」

「おっ、竿見て刑事さん。メチャクチャ引いてるけど」

　流石さすがは釣り堀。俺は弓みたいにしなり始めた釣り竿を慌てて掴つかむ。とはいえ、リールは電動で専用のプログラムも組み込まれているし、当たりがあれば周囲を見回っている若いインストラクターのお姉ちゃんがすっ飛んでくるので、実際にマグロと戦うために必要な体力や技術はほとんど必要ない。

　俺の背中から釣り竿へ手を伸ばし、文字通り手取り足取りアドバイスしてくれるインストラクターさんを推理マニアはじと目で眺めつつ、

「……この構造はカップルには不向きだなあ。有名な池のある公園や遊園地みたいな噂うわさが出てこないと良いけど」

　たわ言を無視してマグロと格かく闘とうしている（厳密には、そういう雰囲気を味わっている）と、ザバァ!!　と水面を割る音と共に、何か巨大なものが釣り上げられた。

「ひゃっ!?」

　と、インストラクターのお姉ちゃんが驚おどろいた声をあげた。何な故ぜか背後から抱き締しめられ、推理マニアの視線がさらに鋭するどくなる。

　が、俺もびっくりしていた。

　釣り上げられたマグロのサイズが予想外に大きかったから、ではない。




　そもそもマグロじゃなかった。

　昔話の絵本にあるような、丈の短い着物に羽衣を備えた女の人がぶら下がっていたのだ。




「ぎゃっ。ぎゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　何かとんでもない事をしでかした衝しよう撃げきに、俺は思わず叫ぶ。一方の女の人はといえば、口の中に太い釣り針が刺さっているにも拘かかわらず、自分の体重でその傷口を裂いているにも拘わらず、表情に一切の変化がない。完かん璧ぺきな無表情だった。

　……いいや？

「血が流れていない？　ていうか、針が刺さっていないのか……？」

「ありゃ？　これ、人間じゃないよ」

　推理マニアが何か思い出したように言った。

「妖怪、ていうか人工的な式神かな。そっちには詳しくないから仕組みは知らないけど、確かお姉ちゃんが持っていたヤツだ。『死出の竜姫』だっけ？」

「……舞まいのヤツの？」

　俺が怪け訝げんな声を出すが、『死出の竜姫』の反応は薄うすい。餌えさのヤリイカを咥くわえたまま、竿さおの先でぶらぶら揺れている。そして何故か、無表情なまま両手でＶサインを決めてくる。

「でもおかしいな」

「全体的におかしいよ。おかしくない部分が一個もないぞ」

「そうじゃなくてね。『死出の竜姫』を使う時は、もう一〇割負けているっていうのがお姉ちゃんの口くち癖ぐせのはずだったんだけど」

　あの化け物女が？

　弱気な部分なんて微み塵じんも感じない菱ひし神がみ舞が、そんな場面に直面するとはとても思えないのだが。

「事実でひゅ」

　と、電動リールの力で完全に陸へ上げられた『死出の竜姫』が、付け足すようにそんな事を言った。語尾がおかしいのは、おそらくまだヤリイカを噛かんでいるからだろう。

　……生で胆きもも取り除いていないはずなんだが、やたらとワイルドなヤツだな。

　挙げ句に『死出の竜姫』は、ぷっ、とガムでも吐き捨てるような仕草をした。そちらを見れば、重量二〇〇キロのマグロでも釣り上げられる強きよう靭じんな針が、グシャグシャに丸められた状態で捨てられていた。

「刑事さん、針が蝶ちよう結びしてあるよ」

「何があってもそんな力強いチューはされたくないな」

　そんなやり取りを無視して、プログラム通りですといった顔で『死出の竜姫』は語る。

「菱神舞は敗北しました。私は緊きん急きゆう時の伝言役として命を出されています」

「敗北だって……？」

「ええ」

「私達に何を伝えようっていうの？」

「簡単な事です」

『死出の竜姫』は表情を変えず、俺がレンタルしていたクーラーボックスの中から追加のヤリイカを取り出しながら、




「敗北した菱ひし神がみ舞まいは悪あつ鬼き羅ら刹せつと呼ばれる組織に肉体を支配されています。操り人形の兵器と化した彼女を救出するため、インテリビレッジ納骨村へ向かってほしいのです」




　俺はため息をつき、顔を覆おおった。勝手に人様のヤリイカを食べる『死出の竜姫』を横目で見ながら、推理マニアが余計な豆知識を披ひ露ろうしてくれた。

「刑事さんの地元だね」

「何で個人情報掴つかんでいる訳よ？」




　　　　３（？？？）




　平凡な地方都市にある道の駅だった。

　地方の財政が疲ひ弊へいし、結果としてバスや列車などの公共交通機関が衰退したため、自然と自家用車が必須となってしまった地域だ。滑走路みたいにただ長いだけの道が続く街並みは、自然と人の行き来を阻害し、それがさらに経済を滞らせる。典型的な悪循じゆん環かんが展開されていた。

　サッカーの試合でもできそうな大型パーキングの一角には、黒塗りの古い外車が停とめられていた。ヒットマンタキシードと呼ばれる六〇年代の名車だが、そのまま公道を走らせると排ガス基準に思いっきり引っ掛かる。おかげで中身はクリーンで健康的なハイブリットカーに組み替えられていた。古民家再生と並ぶクラシックビジネスである。あの薄うすっぺらいエンジンで重厚な排気音を出すのに苦労したよ、とはカスタム工房の社長談。今なら金管楽器の職人になれそうな気分だとも言われた。

　中に乗っているのは二人の男女。

　髪を二つに束ね、ピンクのキャミソールにホットパンツ、ジャケットを羽織っている女性が西さい条じよう。金髪をリーゼントにし、タンクトップに作業用ズボン、上着を腰に巻いている筋肉質の男が南なん条じようだ。

　古い首脳陣から悪あつ鬼き羅ら刹せつを奪い取った若手幹部、西条藍あいと南条翔かけるの二人組だった。

　もっとも。

　後部座席の足を収めるスペースには、人間大の荷物がもう一つ転がされている訳だが。

「東とう条じようさん死んじゃったね」

「死んじまったなあ」

　青空の一角が、煙突から出る細長い煙のようなもので遮られていた。実際には逮捕された東条を乗せていた護送車が国道で木っ端微み塵じんに吹き飛ばされた、その黒煙だった。

　日本という国で爆ばく弾だんなんて派手な方法は使いたくなかったが、護送車は頑丈だ。自然な事故に見せかける程度では、標的に確実な死を与えられる保障はない。

　西条は左ハンドルの運転席に収まったまま、神経質そうに人差し指でハンドルを叩たたきつつ、

「北ほう条じようさんも京都のプロジェクトが失敗して木に吊つるされちゃったし」

「まあ、良いんじゃねえの？」

「何が？」

「組織のサイズは自然と決まるもんだ。学校で全校生徒が一つの塊にならずに、仲良し友達グループができあがるみたいにな。ご老人どもは目的を達成するためにサイズを拡大させようとしたが、正直膨ふくらみ過ぎだ。あれじゃ内部分裂して意見集約が難しくなる。一つの目的を達成するために先せん鋭えい化を進めれば、自動的に組織がシェイプアップされていくのは当然の事だ」

「えー？　じゃあ東条さんや北条さんも？」

「一つ一つはアクシデントだが、それがなくてもどこかで組織は凝ぎよう縮しゆくされたさ。むしろ人数調整した方が、一つの目的に向かう純度は高くなる。……百鬼夜行なんか肥大し過ぎてだぶだぶになっちまってんだろ。将クラスの幹部だけで一〇〇人ってアホなのか。実際にオカルト扱えるヤツは三割満たないって話だし」

「ふうん」

　西条は納得いっていないような顔をしていた。

　パーセンテージで見ると問題があるように思えるが、天変地異と恐れられ、その猛威を抑えるため専用の神社が建設されかねないほどのオカルトを振るえる人間を三〇人も抱えている時点で、『業界』の基準でも普通ではないような気もするのだが。

　とはいえ、彼女は深く言及せずに話題を変える。

「次はどうしよっか」

「北条は自分の身も守れねえ馬鹿野郎だが、面白い報告をしていた。インテリビレッジ納骨村。あそこで使えそうな妖怪を発見した、と」

「私は北ほう条じようさん、嫌いじゃなかったけどね」

「そりゃお前と北条は『方向性』が似ていたしな。何より、京都で深手を負った菱神舞を上手に拾って自分の戦力に組み込んだんだ。ダメージ与えた北条には感謝ぐらいしなくちゃならねえよ。俺には関係ねえけど」

　南なん条じようはルームミラーに目をやり、後部座席へわずかに注目しながら、

「つーか、あれ、ホントに大丈夫なのか？」

「舞ちゃんなら平気。全身を『小袖の手』で縛しばり付けてあるし」

「身に纏まとう者を呪う着物の妖怪だっけ」

「そういう事。私はそれを大量にコピーして舞ちゃんに貼り付けている。コントローラーは正常に機能しているから心配しなくて良いよ」

　西さい条じようは適当な調子で話題を元に戻す。

「じゃあ、これからどうしよっか。北条さんが立ち寄った、そのインテリビレッジに向かってみるって方向？」

「まあ、北条が見つけた妖怪を探し出せば、俺達が目指しているものはアセンブルできるだろ」

　西条は紙の地図を広げてインテリビレッジ納骨村の位置を確認する。便利なカーナビを使わないのは、ＧＰＳで第三者に位置を辿たどられるのを防ぐためだ。このハイブリッド化したヒットマンタキシードは使い捨てのレンタカーや盗難車とは違うのである。

「そうそう」

　新聞を見ながら食卓につくお父さんみたいな調子で、地図を眺める西条藍あいは言う。

　南条翔かけるは眉をひそめて、

「何だよ」

「最適な組織のサイズは自動調整されて、ご老人や北条さん、東とう条じようさんなんかもそれに巻き込まれて粛清されたって話だったけどさ」

「それが？」

「だとしたら、悪あつ鬼き羅ら刹せつの幹部が二人も残っているのっておかしくない？　西条派か南条派、片方あれば十分だと思うんだけど」

「……、」

「……、」




　グシャアアアアッッッ!!!!!!　という。

　柔らかい物を叩たたき潰つぶす音が車内で炸さく裂れつした。




　西さい条じよう藍あいは寝袋を取り出すと、人間大の塊を詰め込んで後部座席に押し込む。そのまま声を掛けた。

「ちょっと窮きゆう屈くつになるけど我慢してね、舞ちゃん」

　六〇年代の名車、ヒットマンタキシードは腹にのしかかる重低音を鳴り響ひびかせながら道の駅の大型パーキングを出る。予定のコースに乗るように、黒塗りの外車は滑らかな走りでインテリビレッジ納骨村に向かっていく。




　　　　４（陣じん内ない忍しのぶ）




　そういえば納骨村なんていう不気味な名前だったんだなあ、と地元の名前について思いを馳はせたのは、やや遅い暑中見舞いの絵葉書が届いたからだった。エアメールとかいう馬鹿高い料金制度のヤツだ。

　……こんなの、電子メールで良いと思うんだけどなあ。

　宛先は陣内家ではなく、何な故ぜかサキュバスに向けられたものだった。まんまサキュバスって書いてある。そして差出人は……一体誰だれだ？　変な数列が並んでいるだけだぞ。

　とりあえず屋根裏に向かってみると、マイクロビキニの女悪あく魔まは笑いながらこう答えた。

「古い知り合いですよ。古い悪魔だから古い仕組みが大好きなんです。そろそろ量子コンピュータができるかもって時代に、こんなアルファベットを数価に変換しただけの暗号で真名を隠せると思っているんだから驚おどろきです。……しかしどうやってここを突き止めたんでしょう？」

「へえ。で、それ結局誰なの？」

「ツェリカ＝ヴィーン＝アルファ＝チェリ……ってやめてくださいよ！　悪魔から名前を聞き出すなんて洒落しやれになってません。童話じゃないんですからね！」

　悪魔さんの世界も色々大変らしい。嫌がる事を続けても仕方がないので、俺はさっさと話題を変えてみる。

「それ、どこの写真なんだ？」

「パリからちょっと離はなれた辺りです。いやあ、あそこには良いカタコンベがあるんですよー……」

　うっとりした顔で語るサキュバスだが……はて、カタコンベって何だっけ？

　彼女は本文を読むと、もう絵葉書に興味はないと言わんばかりにこっちへ押しつけてきた。用事を済ませて長い廊下を歩いて居間まで戻ってくると、床に寝そべったグラマラス座ざ敷しき童わらしが雪女と一緒にテレビを観ていた。テレビなんてあいつの部屋にもあるはずなのだが、やはり大きな画面には抗あらがいがたい誘惑があるものだ。

　どうやらクイズ番組の再放送らしい。

『オーストラリアの円形農場。この広大な砂漠に広がる緑色の平原は、何だか不思議に見えますね。では問題。ここで育てられている小麦は、世界シェアの何パーセントを占めているでしょうか!?　答えは三択で、お茶の間の皆様も地上デジタルのリモコンでご参加ください!!』

　もうあんまり使わなくなった、ハガキ用の収納ボックスに暑中見舞いを放り込んでいると、全体的にぺったんこな雪女が無表情なまま話しかけてきた。
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「……ちょっと聞いてください。ひどいんです、何だかみんなひどいんです……」

「何がよ？」

「……さっきからテレビのリモコンを使ってクイズに参加しようとしているのに、私だけ仲間外れにされているんです」

「ていうか再放送だからな」

「あと、そこで寝転がっているふしだらな妖怪が、司会者さんが『正解は……』と溜ためているところで必ず答えを先に言ってしまうんです……」

「だから再放送なんだってば」

　しかし、全部答えを知っている座ざ敷しき童わらしはこのクイズ番組観ていても面白いのか？

『正解は一番の二五％！　意外な数字でしたか？　しかしこれでもオーストラリアの人達は少ないと思っているようです。原因はサイクロンやバッタの大発生などいくつかあるみたいですが、なんとここに日本の技術が……』

　座敷童は雪女をからかうのに飽きたのか、標的をこちらに修正してくる。

「忍しのぶ。アイスが食べたい」

「あん？」

「持ってきて」

　仕方がないので、寝そべったままのインドア妖怪を、倒したドラム缶を転がすような格好で台所まで運うん搬ぱんしていく。浴衣の裾も襟えりもメチャクチャになった肌色妖怪は、しかしあんまり露ろ出しゆつを気にしていないようで、のんびりした調子でこんな事を言う。

「やっぱり物量では勝てないね」

「オーストラリアの話か？　そりゃ飛行機飛ばして種をばら撒まくような大規模農業だぞ。地平線の見える土地を探す方が難しいこの国じゃ太刀打ちなんてできねえよ。近頃の牛丼屋なんて、安値競争のせいかお肉もお米も玉ねぎも全部オーストラリア産で賄っているって話だしな」

　ただ、あまりにも広大な農地を人の手で管理するのは難しいってんで、結局は日本や韓かん国こく製の精密機器を利用した生育管理インフラを技師つきでレンタルしているらしいけど。日本人が海外で育てた作物を日本人が輸入するという、不思議な状況になっているって話だ。

　アイスを食べたいと言っていた割に、何な故ぜかヨーグルトに浮気をしている座ざ敷しき童わらしにツッコミを入れていると、全体的にこぢんまりとした婆ちゃんが台所へやってきた。

「忍、忍やー」

「何だよ婆ちゃん」

「何だか庭の木が増えているような気がするんじゃよ」

「……はい？」

「婆ちゃんも良く分からなくってね。あれはやっぱり妖怪さんなのかねえ」

　いまいち要領を得ないので、とりあえず婆ちゃんと座敷童を台所に待たせて、俺は庭に向かってみる事にする。

　やたらと長い縁えん側がわからビーチサンダルを履はいて外に出ると、

「……何なんだ、この見るからに南国チックな大木は？」

　確かに変な木が増えている。明らかに植物の系統が周りの風景から浮いているし、そもそも玄関前の駐車スペースから庭へと繋つながる小道のど真ん中に生えているため、通行の邪じや魔まになる事この上ない。こんな場所に木が生えていれば絶対に気づくはずだ。

　……異物感っつーか、見慣れない植物に妙な警戒感を抱くのは、やっぱり俺がインテリビレッジの人間だからだろうか。ブラックバスの放流で川の生態系が壊こわれるように、村のカラーと違う生き物というのはやっぱり怖い。

　と。

　謎なぞの南国大木の陰から、何か猫のような生き物が顔を覗のぞかせてきた。

　ただし顔が妙にいかつい。

「こんにちは。わしシーサー」

「えっ、シーサー!?」

「こっちのガジュマルの木はキジムナーな。わしの友達」

「ていうか、待って待って！　一個ずつ片付けよう。シーサーってそもそも妖怪なんだっけ？　シーサーを象かたどった像なんじゃなくて、あの像自体がシーサーなんじゃなかったっけ？？？　神社の狛こま犬いぬみたいに」

　……厳密にはシーサーじゃなくて、シーサーの像が付喪神になったのかもしれねえけど、真相はどっちなんだろう？

　しかしシーサーはあんまり人の話を聞かない性格らしく、

「わし、沖おき縄なわ育ちだから雪って見た事ないの。ここに来れば雪女がいるって道中の妖怪達に聞いてきてやってきた。雪降らしてもらう」

「おい！　人ん家ちの個人情報の管理はどうなってやがるよ!?」

「これ、お土産の泡盛な。親御さんにどうぞ。……子供は吞のむなよ？」

　言うだけ言うと、シーサー（？）は勝手に縁えん側がわから屋や敷しきの中へ入っていってしまう。あまりにも堂々としていて、思わず見送ってしまった。

　残された俺はマングローブのお仲間みたいな木を見上げながら、

「きちんとした妖怪になってるなら、普通の植物相手に生態系を荒らしたりはしない……んだよな？」

　ガサガサ、と枝葉が揺れるが……これ、イエスかノーかどっちなんだ？

「……とりあえずそこに突っ立っていると邪じや魔まだから、待っているんならもっと庭の奥へ行ってくれるか？」

　ざわざわ、と枝葉の揺れる音と共に……動いた!?　でも足を使って移動しているというよりは、木の根が全部蛇になったような動き方をしている。

　庭の奥の方にいる古ふる椿つばき（時々美人に化けるが人は殺さないタイプ。妖怪好きの母ちゃんがまたどっかから持ってきた）と縄張り争いでも始めたのか、妙にガサガサ音がしているのだが、そっちに注目するより前に、今度はかやぶき屋根の屋敷の方が騒さわがしくなってきた。

　というか、両目をバッテンにした雪女が裸足はだしのまま縁側から広大な庭へと転がり出てきた。

「……な、何なんですか急に！　暑苦しい!!　何だか知らないですけど相性最悪な気がします……!!」

「わしシーサー」

「……名前なんて聞いていません……！」

「かまくら作りたい。雪降らして」

　とことん人の話を聞かないシーサー（？）に、雪女はほうほうのていで俺の方へ縋すがり付いてくる。

「……ちょ、ちょっと、お願いですからどうにかしてください……!!」

　うーん。

　でもなあ。

「こいつら生まれてから一度も雪を見た事がないらしくて、わざわざ沖おき縄なわからお前を訪ねに来たらしいぞ。雪ぐらい降らせてやれば良いんじゃねえの？」

「……くっ、もしやあなたは寝取られ属性ですか。し、しかも獣けもの系ですって……？」

　大変失礼な誤解をされかけたようだが、雪女は夏の塊みたいな存在に追い駆け回されてそれどころではなくなったらしい。白い着物を引きずるような格好で、庭中を走り回っている。

　本当に嫌がっているようなら一度話し合いの場を設けないとなー……と思っていると、携帯電話が着信音を鳴らした。この前水没して壊こわれたヤツから新調したモデルだ。

「え？　叔父さん、なんかあったの？」

　二、三言互いに言葉を交わしたところで、俺は眉をひそめた。

「はあ。これからこっちに来る？」




　　　　５（内うち幕まく隼はやぶさ）




　というか有給休暇なんて残っているはずがなかった。

　しかしそんな社会人としての事情なんぞ、菱ひし神がみ舞まいから放たれた式神『死出の竜姫』は全く気にしていないようで、

「さっさと菱神舞を捜索してください。さもなくば殺します」

　サクッと言われてしまった。

　ただ、どれだけ理不尽だろうが単純な腕っぷしの勝負になったらこっちの分が悪い。そして、四六時中張り付いている『死出の竜姫』を連れたまま本庁に登庁する訳にもいかない。そんなこんなで、『人じん面めん瘡そう』の時の傷が開きましたと嘘うそをついて欠勤しているのだった。

　ちなみに病欠だろうが何だろうが有給が残っていないのは同じ。ただでさえ少ない給料はガリガリと削り取られている。

　という訳でインテリビレッジ納骨村。

　村に一つしかない無人駅のホームに降り立つと、俺は真夏の陽ひ射ざしを見上げて顔をしかめた。

「……戻ってきちゃったよ、またここに」

　当面の問題は旅行用の大荷物を抱えているっていうのに、駅の周辺にはバス停もタクシー乗り場も見当たらない現状をどうクリアするのか、といったところだ。……一応、忍しのぶには事前に連絡を入れておいたが、さて誰だれかが迎えに来てくれるのやら。兄は一〇〇％仕事人間だから醸じよう造ぞう施設に入り浸りだろうし、オヤジさんが車を回してくれると助かるんだけど。

「ま、無理だな。歩いて家に向かうか」

「つ、ついに刑事さんのご両親にご挨拶する時がやってきたって訳だね!?」

「……そして何でお前までついてきている推理マニア？」

　やたらとべったり張り付いてくる少女型の『死出の竜姫』は無言でおつまみのスルメイカを食べ続けているが、艶えん美びについてはホームで話しかけられるまで気づかなかった。推理マニアらしく尾行でもやっていたのか？

　彼女は人差し指を軽く振って、

「ていうか今回に限っては私のお姉ちゃんの大ピンチだしね。むしろ刑事さんより深く食い込むべきは私だと思っているんだけど？」

「ならこの式神を何とかしてくれ。ついでに回れ右もしてくれ」

　とはいえ、この村って旅館みたいな宿泊施設はあったっけ？　あったとしても艶えん美びに払える宿泊料か？　そうなると、ここで推理マニアの同行を拒むと彼女は野宿する羽目になり、未成年のそれも少女を個人的な事情によってそんな目に遭わせるのは警察官としての職業倫理に反するのであり、つまりは推理マニアの思うつぼなのだった。

　頭を抱えながら旅行鞄かばんを引きずり、俺は自動改札に向かう。

　ただでさえ気分がささくれ立っているのに、どこからかテレビのものらしき甲高い女性アナウンサーの声が耳に突き刺さってきた。

『木曜七時は「ヒットの設計図」!!　今週の放送では美少女陰おん陽みよう師じユニット・セーマンスターズをプロデュースする大だい瓦かわらさんの秘密に迫る！　アイドルとスピリチュアルの神秘性を融ゆう合ごうするその手腕や、握手会ではなくお客様の手相を一人一人診て助言を与える独自のファンサービスなど、その奇抜なアイデアを生み出すコツを暴き出します！　お楽しみに!!』

　確認してみると、推理マニアが携帯電話のワンセグテレビ機能をオンにして奇声を発していた。

「すごーい。やっぱりド田舎、テレビのチャンネルがほとんどないよ。民放は全部地方局一個でまかなっているんだね」

「観たい番組は全部ＣＳとかネット放送とかで追加購入するんだよ」

「でもセーマンスターズどう思う？　タロットガールズ22の方が可愛かわいくない？」

「そっちは数が多すぎて分かんないよ。二軍だけで五六人いるんだろ？」

　いつまでも何もない駅前にいても仕方がないので、俺は背中に『死出の竜姫』をべった着けしたまま舗ほ装そうされた道路を歩いていく。いちいち何も言わなくても推理マニアがついてくるのは便利というべきか厚かましいというべきか。

　真夏の炎天下にさらされて、蜃しん気き楼ろうどころか道路自体が溶けているんじゃないかと疑いたくなるアスファルトをしばらく歩き、実家に向かう。流石さすがに距きよ離りと暑さにやられたのか、途中からは推理マニアも何も言わなくなってきた。

　こっちはと言えば、背中に張り付きっ放しの『死出の竜姫』が完全に体重を預けてきているので、地味に体力を削られまくっている。ＲＰＧとかの毒のダメージみたいなヤツだ。

「うわー!!　刑事さん、ここらに喫茶店とかファミレスとかないの？」

「諦あきらめろ。村に一軒の駄菓子屋は方角が違う。休むならもう少し進んだ所に屋根付きのバス停があるな」

「ひどい！　ここは日本なの!?」

「都会に出た俺に文句を言われても困る」

　と、推理マニアはようやくのバス停のベンチに座るどころか思い切り身を投げ、炎天下で十分に熱せられた天然のフライパンの上でのた打ち回った。

「はぎゅわーァァァァああああああ!?」

「……お前の残念な所は、事件が起きないと頭が回らないタイプの推理マニアだって事だよな。屋根付きでも太陽の位置によっては光が当たってたかもしれないのが何な故ぜ予測できない？」

「う、うう。ひどい。水はすぐ近くにあるのに、喉を潤す事もできないなんて」

「あれ？　何でこんなもんがインテリビレッジに……？」

　そう呟つぶやいて、俺は思わずそちらに近づいた。




　これが、致命的なミスとなった。




　　　　６（陣じん内ない忍しのぶ）




　あれだけ電話ですぐに来ると言っていた叔父さんが、いつまで経ってもやってこない。眉をひそめて何回か電話を掛け直しているんだが、全く繋つながる様子もない。

「……どうなってんだ？」

　何かトラブルでもあったんだろうか。

　インテリビレッジ納骨村の電車の運転本数は極端に少なく、上下線合わせて一日五本というクレイジーっぷりを発揮している。その内の一本はもう駅に到着しただろう。叔父さんがその列車に乗っているのなら、もう村の中にいるはずなのだが……。

「うーむ……。念のために駅まで行ってみるか」

　誰だれか付いてこないかなと思ったが、面倒臭がりの座ざ敷しき童わらしは基本的にノー。雪女もこの炎天下で無む暗やみに出歩きたくないとの事だった。一人で行くのやだなー誰か巻き込みたいなーと辺りを見回すと、猫又にぷいとそっぽを向かれる。……まさかこれ、叔父さんの妖怪嫌われ体質の影えい響きようじゃねえよな？

「おっ。そうだ、うちには妖怪の他にも悪あく魔まがいるじゃねえか」

　そんな訳で、急で細い、ほとんど梯はし子ごみたいな木製の階段を上り、あんまり馴な染じみのない屋根裏に向かってみる事にする。

　ただでさえ広い屋敷で、さらに壁かべで区切られている訳ではないから相当のスペースが確保されているはずだが、居住空間ではないため全体的に薄うす暗ぐらくて息苦しい印象のある、進んで入りたいとは思えねえ場所だ。

　が、人間にとって居心地の悪い場所をわざわざ望むような連中もいるようで、妖怪や悪あく魔まには割と好評な物件らしい。

『……正解は三番の五〇ヵ国!!　世界がオーストラリアに注目している農業改革がこちら、万国群インターナシヨナル体農場プランテーシヨンプロジェクトです。ブラジルのコーヒー、フランスのブドウ、ドイツのジャガイモなど、広大な土地を利用して世界中の特産品を国の中で作れるように、農場ごとの環かん境きよう整備を行う事が狙いです。基本的には大規模な円形農場を使いますが、作物によっては完全密閉型の野菜工場をメガソーラー施設と組み合わせて……』

　どうやらサキュバスも雪女と同じ再放送のクイズ番組を観ていたらしい。雑学王で知られるアナウンサーの声がここまで聞こえてくる。

　ほとんど梯はし子ごと変わらないような、急で狭い階段の先にある屋根裏の四角い入口に頭を突っ込むと、何な故ぜか待ち構えるようにサキュバスは足をＭ字にしていた。うっかりしていると中心部分に俺の顔が激突しかねない位置取りだ。

「……何してんの？」

「え？　ていうかのんびりテレビを観ていただけですけど」

　どうやら正座やあぐらのお仲間として、とりあえず座るといえばＭ字を思い浮かべるらしい。かくかくしかじか今の状況を説明してやると、サキュバスはＭ字のまま真後ろにコロンと転がった。なんというか、死んだセミっぽい動きだった。

「私は闇やみを好む悪魔である上、種族的にも夜とか夢とかを司つかさどるサキュバスですってばよーっ!!　真夏の炎天下を健康的にお散歩とかありえねーですってばさーっ!!」

　……叔父さんの体質は遠隔効果ありで、しかも洋の東西なんて関係なかったらしい。

　いよいよ仕方がなくなったので、俺は一人で駅に向かう事にする。

　表に出ると直射日光がどうしようもないレベルに達していると改めて教えられる。一いつ瞬しゆん、俺も妖怪達にならってかやぶき屋根の屋や敷しきに回れ右しようかと思ったが、かろうじて踏ふみ留とどまった。

　座敷童わらしの電動スティックボードを借りて、軽トラ二台がすれ違うのも命懸がけな農道を突っ走っていく。

「途中に店とかねえから、寄り道の可能性なんかほとんどねえと思うんだけどなあ」

　稲の穂ほが揺れる田んぼ沿いの道を疾走していき、駅までの最短ルートをなぞっていく。どこかで害がい獣じゆう駆除でもやっているのか、山の方からは銃声らしきものも響ひびいていた。たまーに隣となりの家の爺じいちゃんが猪しし肉にくなんかをお裾分けしてくれるためか、あんまり悪い印象はない。

　と。

「？」

　道の端に、何かキラリと光る物があった。最初は無視していたが、しばらく進むと、また同じような物がキラリと太陽の光を反射している。三回、四回と同じ物を見かけると、流石さすがに不思議に思った。……というか、これ、何なんだ？

　テレビの中などではお馴な染じみの一品ではある。

　のだが……。

「猫除よけのペットボトル？」

　電動スティックボードを止めて確認する。ペットボトルから包装を全て外し、中に水を詰めただけの道具。テレビの中で流れている都会の住宅街なんかじゃ、玄関なんかに置いてあるのをしょっちゅう見かけたりする。

　が、インテリビレッジの人間はこんなものを使わない。

　科学的、動物学的な根拠は何もねえからだ。おまけにペットボトルは丸いので、中に水を詰めるとレンズのような効果を発揮する事もある。炎天下に置いておくと、条件次第では火事の原因にもなりかねない。

　様々なテクノロジーで徹てつ底てい的に環かん境きよう整備しているインテリビレッジなら、もっと効率的で手っ取り早い野良猫対策を施す事だってできる。

　何しろ、ブドウが一房三万円の高級農地だ。文字通りの金の生なる木を、こんな『迷信』に頼たよって守ろうとするはずはねえんだけど……。

「何なんだ、こりゃ？」

　俺は怪け訝げんな顔のまま、猫除けペットボトルに近づいて、良く観察しようとする。

　直後の出来事だった。




「駄目だ、忍しのぶ!!　そいつに近づくとお前も巻き込まれるぞ!!」




　どうにもならなかった。

　叔父さんの声が聞こえた時には、すでに俺は『パッケージ』に組み込まれていた。




　　　　７（内うち幕まく隼はやぶさ）




　くそ。

　くそ、くそ、くそ、くそ!!

　自分自身が巻き込まれた事に夢中で、妖怪絡みの『パッケージ』から逃れる術すべを探すのに集中し過ぎて、新たな犠ぎ牲せい者が出るのを止められなかった!!　しかもそれが、甥おいの忍だと。カミサマってのはどういう理屈で世界を回してやがるんだ!?

　慌てて忍の元に駆け寄ろうとするが、右足の足首に鈍い痛みが走った。

　みちみちみちみち!!!!!!　と。軽く触れただけで皮ひ膚ふがかぶれそうな毛虫が、足首の皮膚を破って体内に潜もぐり込んでくるような異物感だった。痛く、痒かゆく、不快で、嫌悪感がひたすらに駆け上ってくる。純粋な痛みを、負の感情が塗り潰つぶしかねない状況だ。

　糸。

　蜘く蛛もの糸が潜り込んできているのが嫌でも分かる。

「叔父さん、これは……っ……!!」

　言いかけた忍しのぶの言葉が詰まる。顔が苦痛に歪ゆがみ、慌てたように屈かがんで右の足首を両手で押さえつけた。……やっぱり、『俺達』と同じ症状が現れ始めたか。

　俺は遠方に向かって大声で呼びかける。

「推理マニア、こっちにもペットボトルだ！　撃うち漏らしがあった!!　忍のヤツが『パッケージ』に巻き込まれてしまった!!」

　菱ひし神がみ艶えん美びと式神の『死出の竜姫』がこちらに近づいてくる。彼女達と、俺と、忍。これが今の所、『パッケージ』に巻き込まれた最少人数だ。できる事なら、これ以上は一人だって増えて欲しくはないが……。

「どういう、事だ？　叔父さん……」

「絡新婦じよろうぐも。致命誘発体を使った『パッケージ』を誰だれかが仕掛けたらしい」

　苦い声で俺は答える。

　ある程度『パッケージ』の詳細が分かった時点で、俺達がまずやったのは村中に仕掛けられたペットボトルを回収してしまう事だった。あのペットボトルに近づいた者は『パッケージ』に巻き込まれる。が、俺や推理マニアはすでに巻き込まれる事が確定していた。だから、ペットボトルに触れてもこれ以上の害はない。新しい犠ぎ牲せい者が出る前に、全てのペットボトルを回収できれば良かったんだが……。

　横で、推理マニアが忍に説明をしている。

「絡新婦は、一般的には昼間は美女に化けているけど、夜になると本性の大きな蜘く蛛もになって人の血を吸う妖怪って言われているね。でも、これはちょっとタイプが違うみたい。浄じよう蓮れんの滝に現れるとされる絡新婦。猫除よけペットボトルは『水際で休きゆう憩けいする』条件をターゲットに与えるための罠わななんだろうね。ペットボトルの近くで、一定時間を経過させた人間をターゲットと識別する。ひょっとしたら、浄蓮の滝の水を本当に入れているのかもしれない」

　通り過ぎる程度では問題なし。ただし、立ち止まると巻き込まれる危険性は跳ね上がる。ま、試した訳じゃないが、単に『一定以内に近づいた』だけで発動するなら、村中の人間が巻き込まれていると思う。

「……具体的に、何をする妖怪なんだ？」

「滝の近くで休んでいる旅人の足首に蜘蛛の糸を絡めて、そのまま滝たき壺つぼまで引きずり込んで殺す致命誘発体だね。話の中では、旅人は自分の足首に巻かれた糸を切り株に結び直す事で難を逃れているけど」

　忍しのぶが俺の方を見る。

　俺は首を横に振って答えた。

「試したよ。糸は目に見えないが掴つかむ事はできる。が、バス停の標識、ベンチ、そうしたものに結び直しても効果はなかった。山の方に行って切り株を探したけどそっちも効果はなかった。一時的に外す事はできても、気がついたらまた足首を縛しばられている」

　厳密には、この『パッケージ』の場合は縛られているんじゃなくて足首の中に潜もぐり込んできているみたいだけどな。

「……その辺りを加工しているって訳か」

　忍の言葉を聞き、推理マニアは細く息を吐いて、

「誰だれが仕掛けたものかは分からないけど、狙いは明白だね。関わった人間が皆殺しにされるか、参加者同士で殺し合いをさせられるか。究極の選択を選ばせようとしている」

「？　何で？　制限時間がどれぐらいかは知らねえが、その間に『切り株』っていうのを見つけて自分の糸を押し付ければ逃げ切れるんだろ？」

「その『切り株』ってのが問題だ」

　俺は遮るようにそう告げた。

「推理マニアが冗談で俺の足首に糸を絡めたんだが、その時だけは『気がついたら再び糸が絡み付いていた』リカバリーは実行されなかった。……気まずくなったのか、今は推理マニアも自分の足首に結び直しているけどな」

「……おい、嘘うそだろ」

「絡新婦じよろうぐもの『パッケージ』をアセンブルした馬鹿野郎は、参加者同士が『切り株』になるように悪趣味な設定を施している」

　治安を守る警察官の一員として思わず舌打ちしてしまう状況だが、これを説明しないのはあまりにもアンフェアだ。

「つまり、巻き込まれた俺達に取れる道は二つ。全員まとめてタイムアップで皆殺しにされるか、タイムアップ前に他の参加者に糸を押し付けるか。二つに一つしかない」

「糸を押し付けられる人数に制限はないと思うから、最小の一人がベスト、って事になるんだろうね」

　……当然、誰だって命懸がけの椅子取りゲームで爪弾きにはされたくない。

　となると、誰が犠ぎ牲せいになるかは極めて原始的な多数決で決定される。つまり参加者全員が殺し合いをし、一番弱い者に全ての負債を押し付ける、という構図になってしまう。

　忍は自分の足首の調子を確認しながら、

「……ちなみに、タイムアップになると具体的にどんな方法で殺されるんだ？」

「さあ。滝たき壺つぼに引きずり込まれるんだから、水死、墜つい落らく死が妥当だけど、絡新婦自体は血を吸う妖怪なんだよね。さらに、糸を押し付けられた切り株は地面から引っこ抜かれて滝たき壺つぼに落ちていくって話だから、圧死なんて線もあるかも……？」

　読めないのは犯人の狙いだ。

　インテリビレッジのような田舎は主要な道も限られるので、その全てを封じる形でペットボトルを設置していけば、どこかで誰だれかが引っかかるだろう。が、具体的にターゲットを指定して巻き込ませるのはかなり難しいはずだ。

　無差別的な殺人のようなものなのだろうか？

　でも、『パッケージ』は数十人、数百人が作業して作り上げるものだ。個人の快楽に準じた使用方法をされるとは考えにくいんだが……。

「質問があります」

　と、不意に口を開いたのは菱ひし神がみ舞まいの式神だ。

「私の足にも糸は絡み付いているのですが、絡新婦じようろうぐもとは式神を殺せるものなのでしょうか？」

「……専門じゃないからその辺は何とも」

　推理マニアはそう答えた。

「でも、人間を殺すことを前提にアセンブルされているとしたら、あなたは水死や墜つい落らく死に相当するダメージを受けるだけで、絶命はしないで済むかもしれないね」

「私も同意見を持っています。そこでなのですが」

「？」

　俺達全員の目が『死出の竜姫』に注目した。

　そんな中、式神はこう告げる。

「皆様の糸を全て私に押し付ければ良いのでは？　それでとりあえず、現状の危機は回かい避ひできます。仮に私の基幹構造が破は壊かいされたとしても、菱ひし神がみ舞まいを救出する事ができれば再び作り直す事ができます」

　最後の手段。

　提案されたそれを拒んだところで意味はない。

　どっちみち、タイムアップになれば足首に糸を巻いた全員が死ぬ。善人は残らず殺される仕組みになっているのだ。最悪の選択肢を拒めば拒んだだけ、余計に被害者が増えてしまうのである。

　だから、理論上は『死出の竜姫』の意見は間違っていない。

　間違ってはいないんだが……!!

「駄目だ、叔父さん」

　案の定、甥おいの忍しのぶは俺にそう言ってきた。

　率直に言って、奇き麗れいごとだろうが何だろうが、この局面でそう切り返してくれた事を誇りに思ったって良い。

「他にも何か方法はあるはずだ！　『パッケージ』は見た目以上に巨大なシステムなんだから、取り外せる歯車の数だって多い。そいつを見つけられれば、こんな馬鹿げた取捨選択を犯人の思惑通りにやる必要なんかなくなるはずだろ!!」

「でも、それをタイムアップの前に成功させられるかは分からない。そもそも『パッケージ』の全ぜん貌ぼうだって把握できていないし、容疑者の絞り込みだって全くできていない状況なの。今から情報を集めていったんじゃ、多分タイムアップ前にケリをつけられない」

　推理マニアが、冷れい徹てつに突き刺すように言う。

「……足首の調子から考えて、私と刑事さんはあと一〇分ぐらいが限界。死のリミットはもっと先にあるかもしれないけど、糸に潜もぐり込まれた足首の方がそろそろまずい。放っておいたら足首が壊え死ししそうなぐらい、異様な痒かゆみが広がってる」

「……、」

「忍しのぶ。心配はするな。どう考えたってリミットは俺達の方が早い。最悪の事態になっても、俺達の誰だれかに糸を押し付ければ、最低でもお前だけは生き残れる」

「そういう事を言っているんじゃなくて……!!」

　根本的な間違いを正そうとしているのは分かる。

　だが時間がない。

「……もちろん私達だって最善は尽くしたい。でも最悪の事態は想定して。私達は第一陣で、あなただけが第二陣。もたもたしている内に第一陣が全員いなくなったら、第二陣はあなただけになってしまう。そうなったら、誰にも糸を押し付けられなくなるんだよ」

　奥歯を強く噛かみ締しめた忍は、式神『死出の竜姫』の方へ目をやった。

　見た目だけなら華きや奢しやな少女にも見える怪物。

「私なら問題はありません」

　彼女は表情もなく、忍に向けてそう答えた。

「元より妖怪に使役式を加えたものではなく、一から有機物を組み合わせて設計された式神です。肉体と呼ばれるものは破損されても交換可能ですびゅ」

　言葉を噛んだのか、語尾が壊こわれた。

　そういう風に思ったが、違う。




　ボンッッッ!!!!!!　と。

『死出の竜姫』の背中から胸の中心に向けて、細くしなやかな腕が貫通したのだ。




　いつの間に。

　誰が。

　どうやって接近した。

　当たり前の疑問を抱こうとして、そもそも優先順位を間違えている事に後から気づいた。

『死出の竜姫』の言が正しければ、彼女は菱ひし神がみ舞まいの手で作られた人工的な妖怪……式神だ。

　並の方法では殺せないはずの彼女を、どうやったら人間が素手で殺す事ができるというのだ!?

「お姉ちゃんは、言ってた……」

　推理マニアの菱神艶えん美びが、珍しく唇を震ふるわせて言う。

「『死出の竜姫』は、仮想敵のモデルケースだって。これを拳一つで倒せるように自分自身の体を再設計すれば、大抵の妖怪に立ち向かう事ができるだろうって……」

　つまり。

　それは。

　式神を一いち撃げきで粉砕した、その容疑者の最有力候補は。




「「「菱神舞まい!?」」」




　俺と忍しのぶと推理マニアは、ほとんど同時に叫んだ。

　襲しゆう撃げき者は『死出の竜姫』の背中側から細い腕を引き抜き、無造作に残ざん骸がいを放り捨てた。壊こわれても問題ないと宣言していた『死出の竜姫』だが、本当に大丈夫なのかどうかは判断がつかない。

　しかも、ボロボロになった彼女に注目する事すら許されない。

　全神経が、襲撃者から目を逸そらす事を拒んでいる。

　それは、確かに菱神舞だろう。血まみれの細い腕や、直射日光にさらされた髪などから面影が見える。ただし、その顔は分からなかった。全身を半分ほど覆おおわれていた。

　何に、って？

　答えるなら習字の和紙、あるいは呪符、とでも呼ぶべきか。得体のしれない達筆な文字の書かれた和紙が全身の半分ほどに貼り付けられ、埋め尽くされていた。ここに来て未だに一言も言葉を交わしていないが、今の舞がろくでもない状態になっているのは目に見えている。おそらくこっちの言葉なんて聞ける状況じゃないだろう。呪いの言葉が凝こり固まって人の形になっているようだった。

　ただでさえ、絡新婦じよろうぐもの『パッケージ』は難攻不落。

　それでいて、最悪の選択肢の切り札であった『死出の竜姫』も粉砕された。

　そこに現れたのは、敵としては極悪過ぎる、菱神舞。

「勝てない……」

　冷静に、俺はそう分析した。

　忍も推理マニアもその言に反論はないようだった。

「下手に戦うな!!　最優先は絡新婦じよろうぐもの『パッケージ』からどうやって逃げ切るかだ!!」

　一いち撃げきで全員を殺されないよう、俺達三人はそれぞれバラバラの方向へ走り出す。

　菱ひし神がみ舞まいは、その内の誰だれかへ突撃する事だろう。

　まるで椅子取りゲーム。

　自分達が生き残りたければ、最低でも一人は差し出せ。

　絡新婦の『パッケージ』などより、よほど直接的で分かりやすい、最低最悪の選択肢が俺達に突き付けられる。




　　　　８（陣じん内ない忍しのぶ）




　そうして、何一つ解決できないまま、俺は最後の行き止まりへと追い詰められていた。

　菱神舞。

　敵として回すにしては、考えられる限りでも最悪と呼べる相手。そいつから全力で逃げるため、俺はとにかく遮しや蔽へい物の多い山の方へと走っていた。

　ただ、それは間違いだったのかもしれねえ。

　そもそもにおいて、あんな化け物女と対立してしまったら、正解なんて何もなくなっちまうのかもしれねえ。

「忍!!」

　どこかから、叔父さんの声が飛んでくる。

　心配で俺を追い駆けてきてくれたんだろうか。そんな風に思ったが、直後に疑念がよぎる。

　叔父さんとツインテールの女の子が巻き込まれた当初から存在した、最悪の切り札。『死出の竜姫』とかいう妖怪（？）に全部押し付けるという選択肢は、もうない。俺も含めて、タイムリミット前に絡新婦の『パッケージ』から逃れるためには、俺、叔父さん、ツインテール少女の誰かに絡新婦の糸を押し付けるしかねえんだ。

　方針が変わった可能性もある。

　叔父さんとツインテールの女の子は、俺より先に絡新婦の『パッケージ』に引っかかった。だから当然、残り時間も俺より少ない。……そういう連帯意識が働けば、必然的に残り時間の長い俺に、『とりあえず』糸を押し付けようと考えるかもしれねえ。

　その後に、絡新婦に関する新しい突破口が見えればそれで済む問題だ。

　でも、見つからなかったら？

　暫ざん定てい的に全ての糸を押し付けられた俺は、そのまま一人で死んでいくしかないんじゃねえのか？

「……、」

　叔父さんの声に返事を返せない。返す事ができねえ!!

　息を潜ひそめてその場に留とどまるべきか、多少の物音は覚悟で全力疾走するべきか。悩む。単純な暴力の話になれば、一介の高校生の俺じゃ、本職の刑事である叔父さんには勝てねえ。挙げ句、叔父さんは下手をすると拳銃を持っている可能性さえあるのだ。

　足でも撃うたれたら、こっちの選択肢はかなり減る。

　だから万に一つも、俺は叔父さん達の妥協案に乗る訳にはいかねえ。

　そんな風に思っていた直後だった。

「忍!!　そっちは駄目だ！　あいつがやってくる!!」

「え……？」

　疑心暗鬼に陥っていた俺は、叔父さんの言葉の真意を理解するのに時間をかけ過ぎた。そして。俺の敵はそんな暇を与えてくれなかった。




　ゴグン!!　と。

　体の内側から、何か硬いものが外されるような音が炸さく裂れつした。




　二本の足で立つどころか、首をひねって背後を確認する事さえできなかった。そのまま、腰を回す形で青臭い地面に倒れ込むのが精一杯だった。

　仰向けになる事で、ようやく背後から迫った者の正体を眺める事ができた。

　全身の半分ほどを和紙や呪符のようなものに覆おおわれた、化け物女。

　どこか体に芯が通っておらず、まるで夢遊病のように見えた。

「……ひし、がみ……まい……？」

　相手は答えない。

　こちらの顔を覗のぞき込むように屈かがみ込み、その細い二本の腕をこちらへ伸ばしてくる。身をよじって避さけようとしたが、もはや体はまともに動かなかった。

　容赦も遠えん慮りよもない。

　まるで鶏にわとりを絞めるような挙動だった。




　直後に。

　俺の心臓は確実に停止させられた。




　　　　９（？？？）




　インテリビレッジ納骨村の緩ゆるやかな空気に異物が混じっている。黒塗りの高級外車ヒットマンタキシードの側面に背中を預け、西さい条じよう藍あいは鼻歌を歌いながら携帯電話を操作していた。

　文面は短いが、確実で正確な情報だ。




『陣じん内ない忍しのぶ。死亡を確認』




『内うち幕まく隼はやぶさ。死亡を確認』




『菱ひし神がみ艶えん美び。死亡を確認』




　可能性は極めて低いが、菱神舞まいがこちらの制御を離はなれてデコイの情報を送りつけてきている事も……まあ、心配性気味に考こう慮りよするべきかもしれない。だが、西さい条じよう藍あいは絡新婦じよろうぐもの『パッケージ』の核を握っている。

　彼女の手には、薄うすい絹のような手袋があった。

　正確には、蜘く蛛もの糸を束ねたバイオリンの絃げんと同じ技術を使い、手袋の形に編んだものだ。

　……元は絡新婦の『パッケージ』と合わせて、殺し合いゲームのゲームマスターになる事を望んだ変態成金オヤジのご要望に応えて作ったものだ。掌てのひらに吸い付く蜘蛛の糸の手袋はゲーム参加者の『感情タマシイの揺らぎ』に応じて、バーチャルな感触を再現する機材のように『断末魔まの手触り』を再現する。

『見えない魂の形が手に取るように分かる』と変態成金オヤジには大変ご好評だったが、ちょっとお高めのレンタル料金を踏ふみ倒そうとしたため、最後には自分で組み上げた殺し合いゲームに自分で参加してもらう事にした。

　そんな訳で。

　該当者が本当に死んでいるのか、まだ生きているのかは、この手袋を通じて『パッケージ』の稼か働どう状況を調べれば分かる。絡新婦は、該当者が死なない限りその命を狙い続けるのだから。

　その手袋から、あらゆる手触りが消えていた。

　全員の反応は消えていた。

　メールの着信日時と反応の消失は奇き麗れいに対応している。

　菱神舞は今も西条藍の制御下にあり、彼女は自分の妹を含む該当者全員を速やかに殺害したと見て間違いない。

　とはいえ。

「実は、別に誰だれでも良かったんだよねえ」

　西条藍は適当な調子で呟つぶやく。

　インテリビレッジ納骨村の中で適当な騒さわぎを起こす。そのための『殺し合いを強要させる』絡新婦の『パッケージ』だったし、そのための菱神舞だった。

　本当はもっと多くの人間を巻き込んで、絡新婦の『パッケージ』で村全体の雰囲気をおかしくさせるぐらいの状況を作りたかった訳だが、まあ、不発気味でも構わない。陽動は所詮使い捨て。その間に目的を達せられれば問題はない。

　彼女の専門は戦国時代の忍者のようにこっそりと敵陣の奥深くに潜もぐり込むのではなく、一方で派手な騒さわぎを起こした上で、その影に隠れて道を進むやり方だった。北ほう条じようや東とう条じようからは、スタングレネードのような女だとしょっちゅう言われたものだ。まあ、全員死んでしまったが。

「……、」

　のそり、とした夢遊病のような仕草で、何者かが接近してきた。

　全身の半分ほどを和紙のような呪符で覆おおわれた、見るも無残な菱ひし神がみ舞まい。より正確には、人を呪う妖怪を文字の形で表現したものだった。西さい条じよう藍あいと言えば、不気味な作品ばかりを残す書道家として、一部のマニアには有名だった。

　系統としては妖怪画に力を封入する北条と似ている。漢字の成り立ちのいくつかは、絵画の簡略化から始まっているという話もあるぐらいだから、当然と言えば当然ではある。

　数百の妖怪の呪いを使って、強引に肉体の制御を奪っている状態だ。

　その全身にべったりとこびりついた返り血が、無残な末路を象徴している。

　元は仲間や身内と呼べたはずの人間の血。

　携帯電話のメールにあったように、絡新婦じよろうぐもの手袋の反応にあったように。

　容赦なく。

　全員を完かん璧ぺきな形で皆殺しにし、西条藍の元へ帰き還かんしてきたのは間違いない。

　コマンドは絶対だ。

　いくらそちらが専門の菱神舞と言っても、この呪じゆ縛ばくから逃れるのは不可能である。

　西条は掌てのひらをひらひらと振って、

「終わったー？」

「……そちらは？」

「舞ちゃんが大騒ぎしている間にさらっておいたよ」

　ヒットマンタキシードの後部トランクが、内側からドンドンと叩たたかれていた。中に詰め込まれているのは、インテリビレッジ納骨村に棲せい息そくしていた妖怪だ。

「唐傘お化けに提灯ちようちんお化け。……これがこんなに重要な妖怪だなんて、おそらく日本人のほとんどが知らないんだろうねえ。何しろ、具体的に何をするか決まっていない妖怪っていうのは極めて珍しく、利用価値も大きいんだから」

　ぬらりひょん、という妖怪がいる。

　日本全国のあらゆる妖怪を束ねる首領などと呼ばれている妖怪だが、その特色は多くの人間達が固着化させた側面が強い。

　元々は海の妖怪の一種だったが、何をする妖怪なのか分かっていなかったのだ。

　そして、役割が決まっていなかったからこそ、自由に組み替えるだけの余地があった。

　つまり。

　状況次第では、唐傘お化けや提灯ちようちんお化けを、そういう形に再設計する事もできるという訳だ。

　日本全国。

　全ての妖怪をねじ伏せ、制御権を奪う、コントローラーとして。

「その上、唐傘お化けや提灯お化けは付喪神。物品が長い時をかけて力を得るタイプの妖怪よ。……逆に考えれば、周辺環かん境きようをこちらで整えてしまえば、こちらにとって都合の良い変化を与える事ができる妖怪っていう風にも言えるよね。例えば、ワインやチーズの貯蔵庫みたいに」

　ヒットマンタキシードのトランク内は、すでにそういう風に改造を施してある。中に閉じ込めた唐傘お化けや提灯お化けは、およそ半年ほどで『妖怪のコントローラー』に仕上がる事だろう。

　とある一つの、些さ細さいな問題さえ解決できれば。

「舞まいちゃん。ちょっとした残業を頼たのんで良い？」

「何なりと」

「米よね咲さき尋ひろ。このインテリビレッジ納骨村に住んでいる子供なんだけど、こいつ殺してきて。唐傘お化けと提灯お化けは『何の役割もない』ニュートラルな状態だからこそ価値があるのに、どうもあいつらは家人を守るって独自カラーを手に入れているようだからさ。その辺、一度完かん璧ぺきに砕いてからアセンブルに入った方が、純度を高くできそうなの」

「了解しました」

　あまりにもあっさりとした返答があった。

　百鬼夜行から頻ひん繁ぱんに依頼を受けるほど重宝された殺しの技。それをコマンドに従って存分に振るえば、米咲尋がどうなるかなど目に見えている。

　菱ひし神がみ舞の手で米咲尋を殺害し、唐傘お化けと提灯お化けを連れてインテリビレッジ納骨村から脱出できればそれで目的は達せられる。

　悪あつ鬼き羅ら刹せつの……というか、現状では西さい条じよう藍あいの目的は人間と妖怪の完全融ゆう合ごう。そして寿命に縛しばられず人の世の法や制度を無視できる肉体を手に入れる事だが、様々な妖怪のサンプルを安全に確実に手に入れるためには、コントローラーの構築は外せない。ミイラ取りがミイラにならないための最低限の措置である。

「では、行ってきます」

「手早く済ませてね」

「もちろんです」

　西条藍に、操り人形を見送る習慣はない。

　無様な負け犬から目を離はなし、彼女はこの後に続く成功の道のりへ、わずかに思いを馳はせる。

　その時だった。




　ズボァ!!!!!!　と。

　菱ひし神がみ舞まいの細腕が、西さい条じよう藍あいの脇腹へと容赦なく突き刺さった。




　　　　10（菱神舞）




「……お……げ……？」

　不思議がるような声が聞こえた。

　さて、何が疑問なのかね。自分の腹に巨大な風穴を空けられた事か。レディーの細腕でそんな真ま似ねができた事か。

　それとも。

　この私、菱ひし神がみ舞まいさんがアンタの制御を離はなれた事かな？

「ぶっぶげえ!?　げぶがばっ!!　な、何で、なぶっ、べへぇ!?」

　汚いな。

　なんていうか、風呂のパイプを掃除する時だってこんな音出ないでしょ。

「いやー、西条ちゃんだっけ？　京都の北ほう条じようの奥に何かあると思ってね。わざと敵方に取り込まれれば色々な情報を聞き出せると考えたんだけどさ、意外と底は浅かったね。あらゆる妖怪のコントローラー？　ぬらりひょん方式における唐傘お化けや提灯ちようちんお化けへの移植作業？　ちょろいねえ。これで悪あつ鬼き羅ら刹せつもおしまいかと思うと、わざわざ粛清された旧首脳陣が哀れだよ」

　ま、こっちもすねこすりを伝言役に、病びよう魔まのヤツに飴あめ村むらさん家ちの引っ越しを手伝わせたり、色々気を遣ったよ。

「ほ、ぶ？」

「それにしてもさー、虎の子の『死出の竜姫』をヘルプのために解き放っておけば、あっさり私の敗北を信じてくれるとは予想していたけど……正直言って簡単過ぎ。せめて肉体的に支配しているっていうならセクハラ紛いのテストぐらいしろっての」

　せっかくアンタのために種明かしをしているのよ。

　意識を朦もう朧ろうとさせていないで、きちんと聞いておくれよう。

「ぶっ、ぶふう!!　げばごぶっ！　ぎゅっぎょぶっ!!　なん、へっ？　なんへえ？　あ、アンタは、わらひの、びゅぶっ!?　わらひの『小袖の手』で、かんじぇんにい……!!」

「そうそう、『小袖の手』ね。元ネタは持ち主を呪う着物の妖怪だっけか？　ただ、呪いっていうのは回かい避ひや防御が難しくても、方向性を逸そらすのは簡単なのよ。呪いの対処の基本は掛けた相手に返す事だっていうのは有名でしょ？　私は全身を和紙だらけにされたまま、内部に向かう呪いを空回りさせていたって訳」

「ぢゅっびゅ!?」

「となると当然、私は最初っからアンタの命令には従っていない事になる。ああ、陣じん内ない忍しのぶ君の心臓は止めたよ。刑事さんも、私の妹もね。……でも、きっかり二〇秒後には心肺蘇そ生せいを施した。絡新婦じよろうぐもの『パッケージ』は、死んだ人間を除外する。除外された人間がどうなったかまでは追い駆けない」

　見事に騙だまされてくれてありがとう。

　でも、こんな程度じゃ裏街道は歩けないよ？

「本気で私を殺したけりゃあ、逆算されないように呪いの経路に気を配るか、病びよう魔まの使役者みたいな圧倒的物量で押し流すべきだったね。わ・か・っ・た・か・にゃーん？」

「べしゅぶっ!?　ごりぎり!!　げぶぐちゅげるぶじゅぶじゅごじゅべちゅべちゃばびちびちごりがりがりぐじゅぶじゅべちゃぶじゅがじゅびくびゅくべびゅぼちゅばじゅばじゅめぢびびゅぐじゅぐじゅがぎゅぎゅっびべじゅびちびちげちゅごびぶちゅっっっ!!!???」

「……元から悪質な呪いで、なおかつ今までずーっと空回りを続けていたのよ。弓の弦を引くように余計な力が蓄え続けられている。ま、死体は残らないだろうねえ」

　血だまり一つ残さずにすすられた西さい条じようちゃんの事など気に留めず、私は体中に貼り付けられた安物の呪符を取り外していく。

　ていうか、ヤバいな。これ外すと私素っ裸になっちゃうよ。えーと、どれどれ。おっ。ダサい外車の後部座席に毛布発見。ついでに私物の銃も。

　さ・て。

　それじゃあそろそろ菱ひし神がみ舞まいさんのターンに移りますか。

　……こんな小者を倒した程度で事件が終わってくれれば、私の仕事も簡単なんだけどねえ。




　　　　11（菱神舞）




　とりあえず敵さんに『菱神舞は本当に負けた』というデコイ情報を与えるために解き放っていた式神『死出の竜姫』を回収し、『元の世界』に帰す。うーむ、派手にぶっ壊こわしちゃったけど、後できちんと直してあげないとね。

　ところで、操られたふりをしていた時にチラッと見たけど、どうもあの式神、刑事さんに懐なついていたような気がするんだよね。そりゃまあ刑事さんに張りつくようにコマンドは入力しておいたけど、それ以上に。さては好物で餌え付づけでもされたかな？

　その刑事さんや私の妹、あと陣内忍君なんかはすでに心肺蘇生を済ませてあるので命に別状はない。

　何やら説明とやらを求めているらしい彼らが私の所までやってきたが、まずやるべき事は他にある。私は西条ちゃんの乗っていたダサい外車のトランクを開ける。

　中に入っているのは……おおう、何だこりゃ!!　かわゆい!!

「ぶはっ!!　な、何なのだ一体！　人様をいきなりこんな所に閉じ込めて!!」

「暑苦しいったらありゃしませんわ！　特に唐傘なんかと一緒では!!　……って、あら？　そちらはどなたですの。な、何でギラギラした目でこっちを見ているんですか!?」

　コミカルな一つ目を持った唐傘と提灯ちようちんが喧けん々けん囂ごう々ごうとなんか言っている。

　いやー、良いなあ。

　すねこすりもそうだけど、こういう無害な妖怪のかわゆさを見ると、思わず自制が利かなくなりそうで怖いんだよねえ。

　解放された唐傘や提灯が自宅への家路に急いでいくのを眺めながら、私は口を開く。

「さて、ここからが本番よ」

「あん？　黒幕さんはお前がどうにかしたんじゃなかったのか？　逃がしたのか？？？」

　死体も残さず処分してしまうとそういう勘違いをされる場合もある。

　でも、違うんだよね。

「私は身体からだを乗っ取られたふりをして悪あつ鬼き羅ら刹せつって組織にくっついていたんだけど、そこで見聞きした限り、どうもあいつらを支援していた連中がいたみたいなんだよね」

「お姉ちゃん、それってパトロンって事？」

「いやあ、そこまで明確な力関係はない。どっちかって言うと遠方から西さい条じよう派の監視を続けて、悪鬼羅刹の障害になりそうな危険因子をこっそり排除していたって感じかな。おそらく悪鬼羅刹自身は、自分が泳がされていた事には気づいていなかったでしょ」

　間近にいた私の脅威にも気づかなかったような鈍チン達に、あいつらの尻尾を掴つかめるとは思えないし。

　刑事さんは眉をひそめて、

「……そいつらは一体何がしたいんだ？」

「そこまでは。ただし悪鬼羅刹のプロジェクトが自分達にとって有益だと思っていたのは間違いない。何かしらの意図を持って潜せん伏ぷくしている以上、このまま黙だまっているはずもない。平たく言えば、悪鬼羅刹に代わって、今度はそいつらがこのインテリビレッジに危害を加えかねない状況って事よ」

　私は周囲を軽く見渡し、

「……北東、西、南南西。七〇〇から一〇〇〇メートルって感じかな。いくつか視線があるね」

「何だって？」

　陣じん内ない忍しのぶは疑問を解消するため、目を細めて遠くを眺めようとしたようだけど、私としてはその軽率な動きにため息をつかざるを得ない。

「こっちを観察しているんだから無駄よ。そんな大注目したらみんな体を隠す。下手に覗のぞき込もうとすると狙そ撃げき銃で胴体の真ん中に風穴を開けられるかもしれないから要注意」

「……、」

「お姉ちゃん、ひょっとしてそいつらの素性についても、もう心当たりはあるの？」

「軍人さんって感じだね。部隊の展開状況や身の隠し方を見る限り、ＳＡＳの辺りかな。通信を傍受できればもっと絞り込めるんだけど」

　陣じん内ない忍しのぶは困ったような顔になり、

「ＳＡＳってのは何なんだ？　銀河宇宙防衛軍の略称か？」

「イギリス関係の部隊だよ。ただ、ＳＡＳってのは特殊部隊の見本みたいなものだから、いろんな国が参考にしている。イギリスも協力関係にある国の軍隊へ公式にレクチャーしているぐらいだから、それだけで具体的な組織のバックボーンまで特定するのは難しい」

　とはいえ、事がオカルト絡みとなるとＳＡＳ系の特殊部隊『だけ』が敵って訳じゃないでしょうね。敵のサイズは国家規模で、計画のサポートのためにそうした特殊部隊を自由に使える連中って感じかな。

　刑事さんはため息をついた。

「……そんな連中が何でこんなトコに。ていうか、そいつらの正体を探って、具体的な狙いを掴つかんで、それを逆手に取って撃げき退たいする事なんてできるのか？」

「今からそいつに挑戦するのよ」

　適当に言いながら、私は携帯電話と無線機の中間みたいな機材を取り出す。

　毎度お馴な染じみ衛星携帯電話だ。

　妹は眉をひそめて、

「そんなの使ってどこに連絡する訳？」

「そりゃもちろん、この手の情報を一番豊富に持っている百鬼夜行に」
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　百鬼夜行の現トップ、祝はふりと呼ばれる一〇歳程度の少女は、電話での連絡を受けてため息をついた。高度九〇〇〇メートルを飛ぶ全ぜん翼よく機の中とは思えないほど静せい謐ひつな茶室は、そのわずかな空気の移動さえも明確な『流れ』として表現していく。

「……こちらも妙だと思っていたところです。悪あつ鬼き羅ら刹せつの考案した、日本全土の妖怪を支配下に置くプロジェクトを阻害するため、火山の噴ふん火か活動に擬ぎ態たいした硫化水素の大量散布によって、インテリビレッジ納骨村の生活機能を丸ごと奪うプランが提出されたのです。率直に言って、この流れは強引過ぎます。無実の民を守るべき私達が、民を皆殺しにする計画を立案したのですから」

『ふうん』

「だとすると、合議に参加予定の一〇〇人の将の中のいくつかが、今回の事態の奥で蠢うごめいている者に気づいていたのかもしれません」

『奥に心当たりは？　ＳＡＳ系統の特殊部隊を自由に使える連中だと思うんだけど』

「……おそらくは、魔女」

『だろうね。海外勢って言ったらその辺りが妥当な線だ。問題なのは、それがどの系統の魔女なのかって事よ』

「ユーロ圏やアメリカ系ではないでしょう。あそこの魔ま女じよが日本にちょっかいを出す理由は特にありません。大昔の敗戦時に、我々の資料の多くは接収されていますからね。詳細な情報を持った連中が、わざわざ今になってデータを取ろうと暗あん躍やくするとは思えません」

『だとすれば、それ以外の？』

「魔女はあちこちに散らばっていますが、ＳＡＳ系の特殊部隊を使える条件を重ねてみると、地域はかなり限定されます。……あるじゃないですか、ユーロ圏やアメリカ以外にも、ＳＡＳ系の代表的な特殊部隊を抱えた大国が」

『なるほど』

　祝はふりは電話の受話器を掴つかみながら、小さな手で自分の顎あごをさする。問題は、その動きを一〇〇人の将が知っていた事。そして、彼らがその動きを見越して、インテリビレッジの壊かい滅めつなどという馬鹿げた計画を持ち出してきた事だ。

「……ひょっとしたら、一〇〇人の将は悪あつ鬼き羅ら刹せつの奥にいる何者かを始末するために、かなり強引な手法に出たのかもしれません」

『いやあ、そうじゃないね。「最悪」ってのはもっと深く抉えぐり込むように想定しておくべきよ』

「どういう事でしょう？」

『一〇〇人の将で行われる百鬼夜行の合議は、全員が全ぜん翼よく機に集結して行われる訳じゃない。そいつはネット回線を使って、顔が見えない形で行われる。そうだったよね？　力関係に左右されて意見が封じられないように』

「ええ」

『……なら、すでに本物の将が殺されていて、別人が入れ替わっている可能性もゼロじゃない。そいつは悪鬼羅刹の後ろにいた連中で、彼らの計画を効率良く進めるために、百鬼夜行を動かそうとしている、とかね。この前のクーデターのゴタゴタで「将」も激減したし、補充の混乱に乗じてあれこれ小細工できると思わない？』

「……ふむ」

　祝は小さく頷うなずき、

「専門のソフトを使えば、匿名状態を解除する事ができます。一〇〇人の将には知られていないシステムです。そちらについても調べておきましょう」

『デコイにデコイをぶつけてさらに身元をごまかそうとする連中もいるから、それだけじゃ炙あぶり出しは完かん璧ぺきじゃないだろうね』

「なら、具体的にはどうするのです？」

『もっと派手な罠わなを張ろう。そのために協力して』

「手始めに何をすれば？」

『とりあえず、インテリビレッジ納骨村の壊滅計画を承認して。話はそれからよ』




　　　　13（陣じん内ない忍しのぶ）




　悪あつ鬼き羅ら刹せつとかいう裏稼か業ぎようの人間が使っていた外車はそのまんま放置して、俺達は歩いてかやぶき屋根の屋や敷しきに帰ってきた。菱ひし神がみ姉妹についても、当面はここを本拠地にするつもりらしい。何な故ぜか毛布一丁だった舞まいは、うちから借りた浴衣を派手に着崩していた。

　……変な事にならなきゃ良いけど、と思っていた矢先、いきなり菱神舞からとんでもない説明をされた。

「はァあ!?　この村の住人を皆殺しにする計画にゴーサインを出させただって!?」

「騒さわぐんじゃないよ。これは罠わなだ。敵を炙あぶり出さない事には攻こう撃げきする事もできない。このインテリビレッジから完全に敵を排除するためには、やっつけなきゃいけないでしょ？　だから多少のリスクは目を瞑つむってもらわないと」

「敵ってのは何なんだよ？」

「西洋系の方式にかぶれた魔ま女じよ。具体的にはオーストラリア系だろうね」

「……何でそんなヤツらが？　インテリビレッジのブランド果物の種でも盗みに来たのか？」

「連中が求めているのはもっとオカルトなものよ」

　菱神舞は適当に言うと、お茶の間の端に転がっていたテレビのリモコンを掴つかんで、スイッチを入れた。適当にチャンネルを合わせると、午後のワイドショーが垂れ流される。

『穀物市場に大きな影えい響きようを与えるオーストラリアの円形農場ですが、サイクロンやバッタの大発生によって小麦に深刻な被害が出ているようです。これを受けて先物取引の市場にも動揺が広がっており……』

「そういや、雪女が観ていた再放送のクイズ番組でもそんな事言ってたな。これが？」

「天災や虫の大発生ってさ、典型的な天罰なんだよね。日本の古文書にだってそういう記述がいくつかあるぐらいよ。でもってオーストラリアで今そいつが猛威を振るっている。対策を練ろうと考える輩やからが出てきても不思議じゃない」

「それが何で日本に？」

「オーストラリアはアメリカなんかと同じ『新大陸』よ。厳密には、ヨーロッパ系の人間が勝手にそう呼んで、これまであった文化を駆逐していったってだけなんだけど。すると、ないがしろにされた土着のカミサマは当然怒る。それが災害に結びついたっておかしくない話だけど、長い年月をかけて古い文献を無秩序に廃棄していったオーストラリア政府は、カミサマのなだめ方が分からなくなっているって訳。何しろ、教典っていうマニュアルはないんだからね」

　菱ひし神がみ舞まいはテレビのリモコンをくるくると回しながら、

「……私が相手をしてきた悪あつ鬼き羅ら刹せつって組織は、妖怪だの神様だのの操り方を模索していたの。それを利用できるんじゃないかってオーストラリアの魔ま女じよは考えたのかもしれないけど、多分、そいつは横道だと思う。本命は別にある」

「……？」

「簡単な事さ。魔女っていうのは悪魔を拝んで力を借りる。……で、その悪魔ってのは何なの？　そいつは二つある。純粋な種族と、十字架を象徴とする世界最大の宗教によって『邪神』として登録された、大小無数の異なる宗教のカミサマが形を変えたものなのよ。魔女の儀ぎ式しきも古い宗教によるもの。だとすると……」

　言われたところでピンと来ない。

　要領を得ない顔をしていたのだろう。

　菱神舞は片目を瞑つむって、さらにヒントを出してきた。

「彼らは特に多神教の宗教を歪ゆがめる事を得意としていた。で、この国のカミサマの構造っていうのはどうなっていたっけ？」

「まさか……」

「典型例ってヤツさ。そいつを悪用する魔女にとっては、神道だの仏教だのっていうのは美お味いしい食材の宝庫だろうね。悪魔化すると使役できる代わりにかなり弱体化するけど」

「その魔女とかいう連中は、この国にいるカミサマを『悪魔』って呼ばれる形に再構築しようとしているっていうのか？　妖怪をシステムに組み込んで、性質の一部を悪用する『パッケージ』みたいに」

「そういう事。火山性ガスに見せかけた硫化水素の大量散布でインテリビレッジを全滅させようとしている理由もその辺りに直結している。古今東西のカミサマが零落する一番の原因は、カミサマが治めていた地域が破壊されてしまう事よ。魔女の連中は日本という土地の中で荒廃した空間を作り、その中でカミサマに手を加えようとしているみたいだね」

「……カミサマカミサマって、そんなに簡単にできるもんなのか？」

「古いカミサマってのは時代と共に妖精や妖怪に形を変えたりするものよ。特に多神教系はね。だからカミサマっていうのは大きな神殿、神宮、仏閣なんかに祀まつって、形が変わらないように留意するのさ。ただし方法の難易度はともかく、扱うのはれっきとしたカミサマよ。各々の文化の一番太い柱。そんなの貶おとしめたら、下手すりゃ国交に傷がつく大事件になる」

　菱神舞は肩をすくめて、

「一方で、これが成功すれば悪魔化の方法論を応用する事で、強い怒りでオーストラリアを席巻する『古いカミサマ』を制御できるようになる。……そんな事すればますます古い文化との軋あつ轢れきは増すばかりだと思うけど、これ以上の経済打だ撃げきは社会システムの維持に関わると懸け念ねんする政府側としては、リスクを承知でも踏ふみ込むだけの価値があるって感じかな。それぐらい逼ひつ迫ぱくしていなければ、あそこの国のお役人が魔ま女じよなんかと接触したがるとも思えないし」

「政府側としては？」

「魔女側の利害は別にあるって訳よ。だからそいつが罠としても使える」




　　　　14（菱ひし神がみ舞まい）




　間もなくこの村は戦場になる。

　そんな事を一切感じさせないほど、かやぶき屋根のお屋や敷しきの時間はのんびりと流れていた。やたらと巨乳な座敷童わらしがオートジャイロの小さなオモチャを室内で飛ばし、襲しゆう撃げきを受けた雪女がそこらじゅうを逃げ回っている。天井近くを漂っていた白い毛玉状のケセランパサランが、興味深そうにオートジャイロへと接近しようとしているようだが、いつまで経ってもオモチャの速度に追い着けないでいる。

　百鬼夜行やエージェントなんて単語が馬鹿馬鹿しく思える光景だった。

　ここに広がっているのはおそらく、妖怪絡みの問題の解決方法に問答無用の武力を選んだ時点で、私には一生手に入らないものなんだろうけどね。

　と、そんな妖怪達の中に、見覚えのある顔を発見した。

　向こうもこっちに気づいたようで、私の方へトコトコと近づいてくる。それは白い毛皮をまとった気品溢あふれる猫又さんね。

「……こんな所で何しているんだい」

「そっちこそ。ここって因果応報の元エースの縄なわ張ばりだったの？」

　因果応報っていうのは三人のイタコをトップに据えた復ふく讐しゆう集団よ。残留思念の形を取った死者の声を聞いて殺人犯へ裁きを加える。根底にあるのは『妖怪の証言や超常を用いて入手した証拠は裁判において採用される事はない』という現行法への不満だったと思う。……おまけに三人のイタコってのが金に釣られて『死者の声』を自由に捻ねじ曲げるようになってから、単なる殺し屋集団へと堕落した。

　因果応報の幹部だった主君をイカサマで殺された猫又と、百鬼夜行との利害問題を解決するために接近した私によって、二週間あまりで組織は壊かい滅めつする事になったんだけどね。

　私としては疑問がある。

「……アンタ、一つの組織を潰つぶすほどの力があるんだから、それで陣じん内ない忍しのぶ君とかに戦力を供給するつもりはない訳？」

「あたしは自分の力を過信したりはしないんだよ。直接的な力は、せいぜいドーベルマン程度のもんだ。ただし、噛み殺した相手に化ける事ができるっておまけがつくけどね」

　だから猫又は真正面から敵と戦うのではなく、敵の集団の中にひっそりと紛れて犠ぎ牲せい者を増やしていく。大きな組織を内側から破壊し、疑心暗鬼を促していく戦法を得意とする訳。この辺は、私としても好感が持てる戦い方だったりする。

「それにしたって、バットやカッターなんかで武装するしかない平凡な高校生にとっては、ドーベルマン程度っていうのも十分に心強い戦力だと思うけどね。おまけに刃物でも拳銃でも殺せないっていうんだから」

「……少し前に、迷子になった小さな男の子が遊水地に落ちたんじゃないかって大騒さわぎになった事があった。あいつはその子を捜すために自分も水の中に飛び込むほどの大馬鹿野郎だったけど、それでも、自分の都合にあたしや雪女を巻き込むつもりはないようだった」

「……、」

「とはいえ、別に『家族』は絶対に危険に近づけない、なんて殊勝な理由でもないようだけどね。現に座ざ敷しき童わらしにゃ平気で泣きつくし。……ようは、程度の問題だろうよ。あたしや雪女みたいな致命誘発体が問題解決に当たれば、いろんなもんがグチャグチャになっちまう。挙げ句、グチャグチャにしたからって奇き麗れいに片付くとも限らない」

　ニィ、と。

　見た目が猫のくせに、明確に笑みの形を作って猫又は言う。

「合理性のないガキの意地だが、だからってあたしみたいなのが横よこ槍やりを入れてグチャグチャにして良いってもんでもないだろう。そう考えている訳さ。だからここじゃあ、あたしは家人を和ませる可愛かわいいペットちゃんになる事にした。騙だましも殺しもなしだ。分かったかい？」

　言うだけ言うと、猫又は再びトコトコとどこかへ歩いていく。途中からは陣じん内ない忍しのぶが持ってきた、大学の講義なんかで使うペン型のレーザーポインターの光点を追い駆けて、何もない壁かべに猫パンチを繰くり出しまくっているけど。

　ちえ。

　無意味に負けた気分にさせられる。久しぶりに殺し屋の同業者に会ったと思ったら、夫婦仲睦むつまじくベビーカーを押している場面に遭遇しちゃったような気分だね。

　私は壁に掛けてあったホウキを手に取ると、廊下に出て、半ば八つ当たりのように、柄の部分を突き上げて屋や敷しきの天井をドンドンと叩たたく。

「おらー!!　ユーロセキュアフォースのサキュバスがここにいる事は分かってんのよ!!　死にたくなければ協力しろー!!」

　ガタガタガタン!!　と明らかにホウキとは関係なく天井……というか屋根裏が揺れる。

　ばかもん、百鬼夜行が気づいていないとでも思ったか。お嬢じようちゃんが今まで見逃していたのはインテリビレッジ風化村の高級ホテルを軸に行われた、百鬼夜行の内紛の収拾に奔走した陣内忍を尊重しての事に過ぎんのだよ。

　まあ。

　西洋の魔ま女じよさんには、西洋の悪魔さんをぶつけるのが最適って事。

　さあて、最後のピースも揃そろった事だし、いよいよ罠わなを張って決着をつけるとしますか。
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　最後の大勝負は、サラリと始まってしまった。

　きっかけはいつも人様のスマホを音楽プレーヤー代わりに持ち歩いてしまうグラマラス座ざ敷しき童わらしだ。

「忍。活火山警報っていうメールが届いているんだけど、これ、何だか分かる？」

「……来た!!　回覧板ネットの擬ぎ態たいの警報だ!!」

　火山性ガスに見せかけた硫化水素をばら撒まくためのデコイ通知とはいえ、ふざけた内容だ。どうせ今から車に飛び乗ったって間に合わないようにタイミングを計っているだろうし、こっちが予想外に素早い動きをすれば、ＳＡＳ系とかいう敵の特殊部隊が何かするのは明白だ。

　菱ひし神がみ舞まいは大きな衛星携帯電話を耳に当てると、

「予定通りよ。お嬢じようちゃん、今、真上を飛んでいるね？　硫化水素の大量散布が始まるギリギリのタイミングで飛び降りろ!!」

　かやぶき屋根の屋敷から縁えん側がわに向かい、ビーチサンダルを履はいて大きな庭に出る。青空を見上げると、くの字の形をした全ぜん翼よく機とかいう大きな旅客機が飛んでいるのが分かった。護衛なのか、周囲には小さな飛行機がいくつもある。

　全翼機から何かが投げ出される。

　爆ばく弾だんかと思ったが、違うようだ。その正体はパラシュートを背負った着物の少女だ。

　俺と同じように外へ飛び出した菱神舞が、衛星携帯電話に向かって叫ぶ。

「よし、よし！　血統第一の百鬼夜行なら、何があってもお嬢ちゃんの命を守ろうとするはず。つまり硫化水素の計画に巻き込まれるのを防ぐため、全力で凍結しようと動く。でも、一〇〇人の将に紛れたオーストラリアの魔ま女じよのグループはそんな事情を考こう慮りよしない。無理矢理にでも計画を続行しようとするヤツが黒幕よ。そいつら全員拘束しろ!!」

　バルン、という低い音が鳴った。

　ガソリンエンジンによるものじゃない。電気自動車の安全対策として設定されている、エンジンＳＥのものだ。

　爺じいちゃんの軽トラのものだが、運転席に収まっているのは叔父さんだった。

「おい！　車の用意はできたぞ!!」

「了解。ほら乗った乗った!!　魔女のグループも降りてくるお嬢ちゃんには気づくはず。妖怪絡みにおいては日本最大の組織のトップ。古文書なんかの知識もどっさり。魔女のグループが村のどこに潜ひそんでいるかは知らないが、あれを見れば絶対に飛びついて人質にしようとする。カミサマを操るプロジェクトの補足資料として、百鬼夜行の文献を手に入れておくのは悪くないと考えるはずよ!!」

　不安になった俺は、思わず口を挟む。

「なあ!!　魔ま女じよってのは具体的にどういう連中なんだ!?」

「妖怪の力をシステムに組み込んだ『パッケージ』じゃなくて、使用者本人に悪魔の力の一部を組み込んだ異形の存在。妖怪はともかく、人間に対しては極めて効果が高い方式よ。そして、私だってゲテモノであるものの人間の枠からはみ出てはいない。真っ向からぶつかれば五分五分って感じかな!!」

　先ほども言った通り、軽トラの運転席には叔父さんが乗っている。助手席にはツインテールの女の子が。他にスペースはないので、俺と菱ひし神がみ舞まいは荷台へ強引に乗り込む。

「さあ決着だ。余計な欲をかいてお嬢じようちゃんの落下地点へ先回りしようと集まってくる魔女達を、全員丸ごと粉砕するとしましょうか!!」
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　叔父さんが運転する電気駆動の軽トラが、左右を田んぼに挟まれた道幅の狭い農道を突っ走っていく。助手席に座っているツインテールの女の子は、双眼鏡でパラシュートの行方を追い駆けているようだった。

「あちゃー……流されてる流されてる！　あのままじゃ山の方まで行っちゃうよ刑事さん!!」

「私有地の農園に落ちるよりはマシだ。侵入者防止用の高圧電流ネットなんかに引っかかったら一発でアウトだからな」

　俺はと言えば、ガタンゴトンと揺れる荷台の上から放り出されないように踏ふん張るのが精一杯だった。

　隣となりの菱神舞は平然としたもので、そんな荷台の上でも鼻歌を歌いながら、浴衣の胸元から取り出したサプレッサー付きの拳銃の手入れをしている。

「おい、本当に魔ま女じよの連中を一網打尽になんかできるのか？」

「任せなって。私の見立てが正しければ、あいつらは高確率で罠わなにかかる。正面からぶつかったら面倒臭い戦力だろうけどさ、だった、ら、正……面から行、かな、け、れ……ば……」

「？」

　声が聞き取りにくくなって、俺が眉をひそめた直後だった。

　何か、甘い匂いが鼻についた。

　風に流されるパラシュートを追い駆けるため、軽トラが山道へ入っていった時だった。




　ぶわり、と。

　唐突に、前後左右の感覚が消失する。




　気がつけば、霧きりのようなものに包まれていた。二本の足で突っ立ったまま、俺はあちこちを見回す。そしてさらなる違和感に気づいた。突っ立っている？　俺は軽トラの荷台に座り込んで、放り出されないように踏ふん張っていたのに？

　何だここは。

　俺は法定速度を無視して突っ走る軽トラックから、傷一つなく引き摺ずり下ろされたのか？

　誰だれの手で？

「簡単な陣よ。結界なんて呼ぶほどの代物ではないわ」

　女性の声が聞こえた。

「ねえ。より大きな標的が出てきたらそちらに向かうと推測していたのなら、こうは考えなかったのかしら？　百鬼夜行のリーダーよりも重要な標的が目の前に現れたら、そちらに照準を変更させるって」

　え？

　それって、まさか……、

「最初から、俺を攻こう撃げきするために……!?」

　心の中から湧き出る警戒心を、実際の行動に移す暇は与えられなかった。

　ゴッ!!　と。

　とんでもない速度で何かが深い霧を裂き、俺の胸ぐらを強引に掴み取った。

　そう、『それ』には掴つかみ取るための五本指や掌てのひらが備わっていた。

「がっ……ぐうう……!?」

　そのまま掴み上げられる。両足が宙から浮く。霧は相当深いのか、たったそれだけの動きで、地面までの高さが分からなくなってしまう。

　しかし、そんな事が気にならないほどの異常が、目の前に広がっている。

　俺を襲おそったものの正体は、巨木だった。

　……ただし、枝の代わりに無数の腕を伸ばし、花の代わりに掌を咲かせ、根の代わりに細長い足をいくつものたくらせる、女性の肌のような質感の巨木があればの話だが。

　腰のくびれのような曲線を描く、不気味な幹には、誰だれかが寄り添っていた。

　簡素なシャツにミニスカート、ただしその上から天気とは関係なしにレインコートを羽織った金髪碧へき眼がんの女。目線はつばの広い帽子で隠れている。素材自体はどこでも売っているものだが、その組み合わせで作られるシルエットは、絵本の中の存在を意識させてくる。

　つまり、魔ま女じよを。

「酷ひどいものでしょ？　もう大体の事情は知っていると思うけど、私達はユーロ圏と違って伝統的な悪魔の力を利用しづらい環かん境きようにいるの。ま、仕方がないから古い神を邪神に書き換えるのと同じ要領で、日本製の妖怪に悪魔化を施して、無理矢理に魔ま法ほうを回しているんだけどね」

「……これが、妖怪……？」

　目の前に広がるグロテスクな『巨木』を眺め、俺は自分の顔が引きつるのが分かる。インテリビレッジに長い事住んでいるが、こんな怪物は見た事もねえし、爺じいちゃん婆ちゃんから話を聞いた事もねえぞ!?

　しかし、金髪碧へき眼がんの魔ま女じよはさらりとした声で、

「そうよ、古ふる椿つばきって聞いた事ない？」

「あれは長い年月をかけて力を蓄えた椿の木だ。女の子に化ける事もあるけど、こんなムチャクチャな形はしていねえぞ!!」

「そりゃそうよ。日本製の『パッケージ』は妖怪のスキルを借り受ける訳だけど、西欧の魔女は礼拝対象の肉体を別の形へと捻じ曲げる。人間にとって、使いやすい形にね」

「冗談、だろ……？」

「何が？　人間を超えた存在を効率的に操るために必要なのは、柔軟な交渉術でも豊富な供物でもない。そもそもにおいて、人間の言う事を聞かなければならない形にハードウェアを作り変えてしまう事でしょう？」

　背筋に嫌なものが走る。

　……知らず知らずの内に犯罪行為へ加担させる『パッケージ』も相当の外道だと思うが、こいつのやっている事はそれ以上じゃねえだろうか。それは人間から効率的に涙を採取するために、目玉を二〇個に増やしましょうと言っているのと同じだ。顔も形も全部歪ゆがめられて、持っている力を搾り出されるのは、どれほどの苦痛と屈辱を伴うんだ……？

　文化の象徴。

　超常の存在に対する上書きに上塗り。

　歴史の中で、彼女達が敬遠されてきた理由がこれなのか。

　生々しい枝に胸ぐらを掴つかまれたまま、俺は息苦しさを紛らわすように声を発する。

「……俺を狙った理由は何なんだ……？」

「現状ではこんなものしか用意できないと言ったでしょう？　それが全てよ。災害による経済打だ撃げきに苦しむオーストラリア政府の都合なんぞどうでも良い。力を借りるべき、契約の対象が欲しい。当初は古いカミサマに悪魔化を施して入手しようとした訳だけど、このインテリビレッジにはもっと面白いモノが転がっていた。悪魔化のマニュアルよりも、百鬼夜行のリーダーよりも」

「ま、さか」

　俺の頭に、屋根裏に秘密基地を作っている野郎が浮かんだ。

　この魔女の本当の狙いは、

「サキュバス。ユーロ圏の伝統的な悪魔そのものじゃない。地元のカミサマを無理矢理歪めて悪魔を作るより、そっちの方が確実で、しかも各種の儀ぎ式しきで不具合が起こる危険性も少ない。純正品とエミュレーターのどちらを選ぶかという話よ。分かったかしら？」

「……だとすれば、屋や敷しきを直接狙わなかったのは何な故ぜなんだ？　菱ひし神がみ舞まいっていう大戦力が離はなれた直後なら、サキュバスをさらうのは簡単だったはずだ!!」

「いやあ、駄目駄目。あのサキュバスがやってきた時の事を思い出してちょうだい。宅配便を使ってやってきていたでしょう？」

「何でそれを知っている？」

「百鬼夜行の幹部構造に、私の仲間を潜もぐり込ませていたから」

　……それだけじゃ理由になってねえ気がするんだが、百鬼夜行ってのはやっぱりこっちの動きを全部掴つかんでいたっていうのか？

「あの時の荷札が、ある種の契約書として機能していたのよ。宛先に陣じん内ない忍しのぶを指定する事で、荷物であるサキュバスをあなたの所有物にするっていう、ね。でも、これはどっちかっていうとあなたを人質に取る意味合いが強い。サキュバスに危害を加えたり連れ去ったりしたいなら、手始めに陣内忍を始末しろ。百鬼夜行のリーダーがクーデター絡みで借りのある一般人を排除できないだろうと見越して、そういう条件で盾に取っているって感じかしらね」

「……、」

　あの悪あく魔まめ!!　あとで本気でぶん殴ってやる!!

「だから、新しい契約を結ぶ上でどうしても邪魔になるあなたには、最初に死んでもらわないとね？　サキュバスの回収はその後にやるわ。もちろん、土足で踏ふみ込んで邪魔する者は皆殺しにするつもりだけどね」

　まずい。

　まずいまずい!!

　インテリビレッジの中にこんな連中が潜り込んできた時から警戒はしていたけど、ついに俺の家にまでこいつらの手が届きそうになってやがる!!

　でも、かと言って今の俺に何ができる？　不気味な『枝』に胸ぐらを掴まれたまま、宙に釣り上げられている状態なのに。菱ひし神がみ舞まいと五分五分の戦いをやるとかいう魔女相手に、ただの高校生が機転を利かせた程度で一矢報いる事ができるのか!?

　つばの広い帽子で目元は隠れているが、魔女の口元は笑みの形に歪ゆがんでいるようだった。

「そうそう。菱神舞が助けに来てくれるなんて考えないようにね。陣は空間を隔絶させる。これは香で神殿の範はん囲いを規定する儀ぎ式しきに古ふる椿つばきの油を混ぜる事で悪魔の力を注いだ亜種だけど……ここまでやれば十分。少なくとも一二時間は誰だれにも破られないし、誰にも気づかれない造りになっているわ」

「……ちょっと、待て……」

「ま、素人一人を殺すならこんな大仰にしなくても良いんだけど、サキュバスを確保するまで菱神舞には情報を伏せておきたいしね。別に一二時間かけてじわじわ殺す訳じゃないから、その辺は安心して」

「そうじゃない」

　俺は思わずといった調子で呟つぶやいた。

「じゃあ、お前の後ろにいるのは一体誰なんだ？」

「？」

　怪け訝げんな顔をした魔ま女じよは、思わずそちらを振り返る。

　そこに立っていたのは……。
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　さて、そろそろ真の主役の出番ですよっと。

　おーおー、日本の妖怪を使ってよくもここまで西洋の黒魔術を回しているもんですね。なんというか、アメリカ人から見たニンジャボーイみたいになっているような気がしないでもないですけど。

　そんな悪趣味な巨木に寄り添う魔女さんは、私の方を見るなり眉をひそめて、

「……どうやってここに？」

「ちゅーか不思議な事ですかね。香を使った空間隔絶なんて言えば聞こえは良いですけど、これ、ようは悪魔を招く儀ぎ式しき場建造の応用でしょ？　そもそも悪魔を遮る防壁は一つもない。私に何か努力をする必要ってありましたっけ？」

「となると、私が今からしようとしている事についても？」

「分かっているからやってきた、と答えておきましょう」

　と、そこで古ふる椿つばきの枝に胸ぐらを掴つかまれているご主人様こと陣じん内ない忍しのぶちゃんが、宙で足をばたつかせながら喚わめき散らしてきました。

「よせ!!　俺の事は良い！　聞いた話じゃそいつは菱ひし神がみ舞まい以上だ!!　あいつらから逃げるためにうちの屋や敷しきにやってきたんだろ。だったら無理に戦うんじゃねえ!!」

　おおう。

　まさかこの局面で私を庇かばってくれる言葉が出てきてくれるとは。ふーむ、こっちは今まで百鬼夜行に対する保険として、あなたを契約で縛しばり付けていたんですけどねえ。

　それでもって。

　私は別に、あなたを助けるためにここへやってきたと言った覚えはないんですけど？




「……で、魔女さん。新しい契約はいつ結ぶつもりですか？」




　え……？　という戸惑いの声が聞こえました。

　魔ま女じよさんからじゃありません。ご主人様の方からです。

「これを殺したらすぐにでも」

「じゃあ早く済ませる事を推奨します。百鬼夜行の追跡能力は甘く見ない方が良い。どういう経路を使うか知りませんが、オーストラリアへのルートを封ふう鎖さされる事態は避さけたいですしね」

「……未練はない訳だ？」

「というより、そもそも仮の宿ですからね。きちんと魔女のいる文化圏に溶け込んだ方が、私も私で色々やりやすかったりするのです。出国できるチャンスがあれば出国してしまった方が良い。何しろ百鬼夜行や菱ひし神がみ舞まいの手が伸びてきた訳ですし、一刻も早く。それが私の本音ですけど？」

　ご主人様は、ぶら下げられている息苦しそうな状態も忘れたように、ぽかんとした顔で私の方を見てくれます。

　うーむ。悪魔として言わせていただきますと、とてもそそる表情ですねえ。

「どういう、え、何で……？」

「同じ家族の一員になった、とでも思っていたんですか？　やだなあ、ご主人様。サキュバスという種族の名前はともかくとして、私という個体の名前も知らないくせにーい」

「まあ、契約に使う大事なファクターだから無理もない事なのよ？　よほどの信しん頼らい関係がない限り、悪魔は自分の名前を明かさないものなのだから」

　傷口に塩を塗る気まんまんで魔女さんが付け足してくれます。

　とはいえ、

「魔女さん魔女さん。あなたも通り一遍の魔女狩りの歴史を学んできたなら、降って湧いたチャンスを見たら怪しむ程度の猜さい疑ぎ心しんはお持ちでしょう？」

「それが？」

「証明しましょう。そいつ、私の手でぶっ殺しますから」

「……、」

　ブォン、というバットを振るような音と共に、私のすぐ足元にご主人様が投げ出されてきます。がはごほと咳せき込んでいるようですが、その苦しさよりも、頭の中は疑問でいっぱいですって目でこっちを見上げてくれます。

　でも、やる事は変わらないんですけどね？

「なぞなぞしましょうご主人様。第一問、私が持ってるこれなーんだ？」

「アイ、スピック……？」

「お酒好きが多いご家庭で助かります。洋の東西問わずに吞のむのはちょっと意外でしたけどね。では第二問。これをご主人様のお腹に突き刺したらどうなるでしょう？」

「……、」

　ま、冷静に答えられる人なんていませんよね。

　では正解のＶＴＲをどうぞ。




　サクッとね。




　　　　18（陣じん内ない忍しのぶ）




　ご、ぶっ!?

　がはっ!!　げばぎゅぼっ!!　げぶげぶごぼ!?

「さて、後戻りできなくなったところで、さっさと契約を結んじゃいましょう。必要な物は揃そろっていますか」

　痛みがどうのこうの、というより、自分の体からアイスピックという異物が飛び出ている事実に頭が麻ま痺ひしそうになる。

　自分の頭の中で思い浮かべている体と、実際に目の前に広がる光景の差異に、思考回路の根本的な部分が動作不良を起こしているのが分かる。

　死、ぬ？

　こんなに簡単に、あっさりと……？

「こちらの事は心配しないで。それより、必要な物と言えばまず第一に知るべき情報があるわね。……あなたの本当の名前。サキュバスという種族ではなく、個体としての名前がなければ、契約の対象を示す事はできないわ」

「ふむ。それなんですけどねえ」

　サキュバスは困ったような顔で言う。

　すでに彼女達は俺の方なんて見ちゃいない。そもそも人数に数えられていない、人間として扱われていない、まるで腐り果てる運命の肉塊を捨て置いているような状況は、嫌でも自分の末路を思い浮かばせてくる。

「悪あく魔まっていうのはハリウッド映画と違って自由奔放に悪の限りを尽くせるって訳じゃないんですよねえ。今この状況で、私は私の名前を自ら開示する事はできません。陣内忍を仮の主とする契約がまだ残っていますので」

「……今まさに腹を刺したのに？」

「刺したのに、です」

　西欧圏出身です、と言わんばかりにサキュバスは肩をすくめて、

「悪魔と契約者の関係は危うい綱渡りに似ています。少しでも使役式に綻びがあれば、翻ひるがえって契約者を殺してしまう事も辞さないほどに」

「それが今の状況、と」

「一方で、悪魔と契約者との間に契約が続行されているにも拘かかわらず、新たな人間と契約を結ぶために古い契約者を裏切り、契約の儀ぎ式しきに必要な情報を開示してしまっては、単なる契約違反になってしまいます。自由に動くための口実がありませんから、理ことわりから外れた私はこの世界にいられなくなってしまいます」

「そこの少年は致命傷でしょ。息の根が止まるのを待ってからでは駄目なの？」

「人間と悪あく魔まの契約は、生死で途切れるものじゃありません。そもそも悪魔側の目的は、死後の魂を取り扱うためっていうのが常道ですからね」

「……なら、どうやって新しい契約を結ぶつもり？　あなたの名前がなくては儀式を始める事もできないのよ」

「簡単です」

　サキュバスは人差し指を立てて、

「私が危惧しているのは『私が私の名前を教える行為が契約違反に当たる』という事だけです。……童話の中でも描かれるじゃないですか。悪魔は、自分の意思に反して人間に名前を知られてしまうと弱体化してしまう、って」

「具体的に言って」

「陣じん内ない忍しのぶを刺したのは餌えさとして機能させるためです。家人の危機を察知すれば自動的に動き出す妖怪というものも存在します。まあ、すでに致命傷となっているので、実際には今さら何をやっても遅い訳ですが」

　やたらと濃こい霧きりの奥から、何か影のようなものがゆらりと浮かんだ。

　それは赤い浴衣を着た女性の形をし、長い黒髪とグラマラスなスタイルの座ざ敷しき童わらしとなった。

　彼女の手には何か小さな紙切れがあった。

　エアメール。

　海外から送られてきた、暑中見舞いのハガキだ。

　魔ま女じよは眉をひそめて、

「悪魔のあなたならともかく、どうやって日本の妖怪が私の陣に？」

「私と私の名前は繋つながっていますからね。二者を繋ぐラインに沿って移動すれば、霧の中を進む事もできるでしょう」

　座敷童は、いつもと様子が違った。

　俺は、あんな風に無表情になったグータラ妖怪を見た事がねえ。

「忍は？」

「手遅れです」

「……なら、これを渡す必要はあるのかしら？」

「なければ奪えば良い。どうぞ魔女さん」

　ビュン!!　と鞭むちを打つような音が炸さく裂れつした。

　古ふる椿つばきの、やたらと人間の腕に似た枝の一本が空気を引き裂き、座敷童の手からエアメールを奪ったのだ。

　魔ま女じよは妙にモコモコとデコレーションされた白い文字面に目をやる。

　あれは……？

「ふうん。単純な数価の変換なのね」

「私の名前は勝手に盗み見ましたか？　それではさっさと契約を結んじゃいましょう。儀ぎ式しきのための神殿はどうします？」

「これをそのまま使えるわ。古ふる椿つばきは木そのものだけじゃなくて、木で作ったすりこぎや小こ槌づちなんかも人に化けると言われているからね。椿油を使って色々な事をやっているの」

「へぇー。香として振り撒まく事で儀式場を作っているだけじゃない。自分の喉に通して体内も作り変えている訳ですか」

「悪魔を召喚して契約を結ぶ上で必要な装置は、一定の流れで力を呼び込む神殿と、術者を守る防護円と、対象を呼び出して固定させる召喚円」

「最後の一つはどうするんです？」

「これを」

「懐かい中ちゆう時計ですか？」

「機械油にも使えるんですって」

「別に時間に絡んでいる訳じゃなさそうですね。ようは、歯車っていう精せい緻ちな円形の組み合わせに、椿油を通して妖怪……いや悪魔の力を通したかっただけですか」

　彼女達の会話は続く。

　この出血量が安全なのか危険なのか、俺にはもう判断もできなかった。

「じゃあ始めますか」

「契約書は必要かしら」

「まあ、これだけきちんとした設備があれば口頭だけでも問題ないでしょ。いちいち数価の計算しながらアルファベット書いていくのも面倒臭いですし。それより、私なんかで良かったんですか？」

「何が？」

「サキュバスは伝統的な悪魔ではありますけど、それほど強い力を持っている訳ではないと思うんですが」

「身の丈に余る個体を押し付けられても自滅するだけよ。そういう点では、あなたぐらいのが一番相応ふさわしいと言える」

「そうですか。なら結構です」

「じゃあ」

「始めますか」

　意識がぐらつく。

　不規則な波を打つような耳鳴りが頭の中で爆ばく発はつし、彼女達の声が聞き取れなくなる。

「……ng。……w………ed……、………f……。…………ri……、……b………………、…………s………………。……h……………………、…………gh……。……s……。…………e…………」

　目に見えて分かりやすい、光や音が炸さく裂れつするのではない。

　五ご芒ぼう星せいだの六芒星だのが浮かび上がったりする事もない。

　ただ、坂道を転がり落ちるような感覚があった。一度始まってしまえば、もう誰だれにも止められなくなる『流れ』。その背中を押すような、禍まが々まがしい指向性を伴った力が。

「……一四〇三年、交易を頼りにした小さな城塞都市の話です」

　ふと、サキュバスがそんな事を呟つぶやいた。

　こっちは見てない。俺に向けた言葉かも分からない。

「私の『古いご主人様』は、王侯貴族向けの高級馬を生み出す宮廷学者でした。……ま、本来はもっと広い範はん囲いでの生物や魂を取り扱う魔ま術じゆつ師だったんですが、世間と折り合いをつけるために分かりやすい仕事の成果を示す必要があった訳ですね」

　霧きりの中で。

　魔ま女じよが作った儀ぎ式しき場の中で。

「動物同士を掛け合わせる専門家である『古いご主人様』は、ある時王様から相談を受けます。いわゆる不妊治療。世継ぎを残せない事が国家の興亡を直接左右する時代ですから、洒落しやれにならない大問題です」

　甘い匂いの中で。

　体内に椿つばき油あぶらを取り込み、体全体を防護の陣に組み替えた魔女の詠唱の中で。

「とはいえ、『古いご主人様』は八方手を尽くしましたが『普通の方法』では糸口も見つかりません。追い詰められた彼はインキュバスとサキュバスが本質的には同じ存在であり、サキュバスが手に入れた精子を使ってインキュバスが女性を襲おそう性質に着目し、何とかして王様の悩みを解決しようとしました。……その二週間後、彼は処刑台に引っ立てられましたが」

　黒い儀式の中で。

　機械油の形で古椿の力を注入された懐かい中ちゆう時計を手にした悪魔の勝利の中で。

「表向きは悪魔の力を借りた咎とがという事でしたが、まあ、裏では王様に世継ぎを作ってもらうと困る勢力がいたという、ありがちな話だったんでしょう。かくして『古いご主人様』は火炙あぶりに処され、困った私は応急処置として彼の魂だけでも保存食みたいに劣化防止策を施して子宮の中に格納する事にしましたとさ」

　それが『理由』。

　実際に可能な事なのかは、ただの高校生の俺には分からない。夢と交配を司つかさどるサキュバスだからこそか、あるいは彼女の語る『古いご主人様』の技術や知識があれば手が届くのか。

　しかし。

　その『理由』が、どんな結果を生み出す事に繋つながるのかは不明のままだ。

　不気味なほどに。

　ユーロセキュアフォースと呼ばれる欧州の超国家機関を乗っ取り、百鬼夜行という組織にケンカを売り、こうして今、オーストラリアで返り咲こうとしている。そこまでやるからには、そこまでやるほどの未来のビジョンが、サキュバスの中にはあるんだろう。

　そのための手順の一つが、今終わろうとしている。

　悪あく魔まと魔女との契約が。

「……以上の理由をもって、無知蒙もう昧まいのヴェールは時に未知の可能性の扉を開く事を証明する。かつての豊ほう穣じようと多産の女神とそこに仕える巫み女この構図を作為的に歪ゆがめ、常道より逸それた力で我らを繋げ。魔女マルグリット＝スタインホルスと悪魔ツェリカ＝ヴィーン＝アルファ＝チェリディア＝ルミディリエは、ありのままに繋がりありのままに世界を渡る事をここに締てい結けつする」

　新たなステージに立つその瞬しゆん間かんを、サキュバスは感慨深げに目を細めて眺めていた。

　そのまま、倒れている俺に向けてポツリと呟つぶやく。

「ま、悪魔が正しい事を求めても仕方のない話ですが……やっぱり私って、間違っていますかね？」

「……知るかよ」

　吐き捨てるように言ったが、息が漏れているかどうかも疑問だった。

　ちくしょう。

　普通、こんな風に裏切られて不意打ちまで喰くらっちまったら、もっと恨み言が湧いて出てくるもんだと思ってたんだけどな。意外と何にも浮かばねえもんだ。

「それは俺に聞くような事じゃねえだろ。ただ、もしもこの結果を受け止める事に少しでも迷いがあるようなら、次は別の方法でも試してみるんだな……」

　俺の声をどう捉えたのか、サキュバスは微かすかに笑った気がした。

　直後の出来事だった。




　がくん!!　と。

　マルグリット＝スタインホルスと名乗る魔女の上半身が、大きく傾かしいだ。




「ご、ぐ……？」

　くの字に体を折り曲げた魔女は、思わずといった調子で右手を口に当てる。その指の隙間から、赤黒い液体がこぼれ出る。

「な、にが。儀ぎ式しきは破綻していない。悪魔との契約は更新した。なのに、この不具合は、一体どこから……!?」

「さあ、どうしてなんでしょうねえ？」

　その声を聞き、サキュバスの方へ目をやった魔ま女じよは、そこで体を硬直させた。先ほどまでとは違う、もっと明らかに、もっと邪悪な笑みが待ち構えている。

　まるで、罠わなにかかった獲え物ものを眺めるような。

「アイスピック……そうか、アイスピック！　刃物と違って傷口は小さく収まるわ。内臓や動脈の間を潜もぐるように肉へ突き刺す事もできる!!　つまり、あなたは……!!」

「もちろん、ご主人様の手て駒ごまです。ていうか、凶器を抜かずに刺したままにしておいた時点で気がつきましょうよ。派手な出血を防ぐため、敢えてそのままにしているって」

「……結局は仮の宿に執着したか。ぐ、ぶっ!?　だが契約はすでに成立しているのよ。私はあなたに、陣じん内ない忍しのぶを確実に仕留めるように命じる事もできるのを忘れているのかしら!!」

　魔女は右手を振り、その指先まで複雑で精密な動きを実行する。

　が。

「何も、起こら、ない……？」

「みたいですね」

「そんな……どこかで儀ぎ式しきに欠陥が……？　いや、儀式自体は成功している。悪魔との契約も実感できる!!　なのに、どうして私とあなたは繋がっていないの!?　それじゃあ私は一体どの悪魔と繋がっているの!?」

「契約には悪魔の真の名前が必要だって言っていましたけど」

　サキュバスは顔の前でパン、と両手を合わせると、小首を傾かしげた。

　わざとらしい仕草と笑顔で、彼女は言う。

「でも、あなたって私の本当の名前が何なのか、確かめる方法なんてありましたっけ？」

「あ、ァ……？」

　マルグリットは自分の手の中にあるエアメールに目をやった。

　そこに書かれている数列を、名前を、改めて確認しようとしたのだろう。

　しかし、

「その暑中見舞いのエアメール、絵葉書の写真の部分と違って、文字を書く面はデコレーションでモコモコしているでしょう？」

　今まで黙だまっていた座ざ敷しき童わらしが、簡単な問題に答えるような調子でそう告げた。

「速乾性の糊のりを一面に塗ってから、小麦粉を噴ふきつけておいたのよ。そして本文の欄らんには同じ文言を書き直して、本来あった宛先と送り主の二つの名前を入れ替えておいた。それが何を意味するか、分からないほど頭は悪くないのよね？」

「あなたは私以外の悪魔の名前を本物だと思い込んでいた。それが大正解です。さて問題、サキュバスぐらいが安全でちょうど良いと思っていた魔女さんは、七つの大罪の象徴に惜しくもランクインできなかったレベルの大悪魔さんを制御する事ができるでしょうか？」
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「あ、ァあ!!　あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっっっ!!!!!!」

　凄まじい絶叫が炸さく裂れつした。

　その絶叫さえもかき消すような轟ごう音おんが後に続いた。

　何が起きているのか分からなかったのは、単に俺の意識が朦もう朧ろうとしていたから、だけじゃねえだろう。見てはいけない何かから、意識が全力で目を逸そらしている。それが明確に自覚できる。なまじ、『誰だれか』から敵だと思ってもらえないほど弱っている今のこの状態が、幸運だと思えるほどの威圧感が、しばしの間、空間全域を支配していく。

　何かが失敗した。

　その反動を受けて、魔ま女じよに何かが起こった。

　やがて。

　気がついた時には、俺は真夏の山道に仰向けで倒れていた。あの霧きりはもうない。霧を生み出した魔女ももういない。異形の側面のなくなった、ただの古い椿つばきの木が、アスファルトの上へ不自然に生えているだけだ。

　後に残ったのは座ざ敷しき童わらしとサキュバス。

　人間の最大の武器である知識を存分に蓄えた魔女さえも軽々と手玉に取ったオカルト達。

　椿の木に寄りかかりながら、サキュバスは笑う。

「死んではいませんよ。悪あく魔まの目的は魂の私物化であって、粉砕ではありませんからね。まあ、あんな化け物と同じ場所に五分も放り込まれたら、全力の命乞いをしてくるでしょうけど」

「……何、で？」

「助けたのか、っていう質問ですか？」

　簡単に。

　その実、内心では何がどれだけ渦巻いているかを想像させず、悪魔は語る。

「だからさっき尋ねたじゃないですか。目的に手が届く位置にいるかもしれないのに、こんな事をやっている私は間違っているんですかね、って」




　　　　19（内うち幕まく隼はやぶさ）




　パラシュートで降りてきた、一〇歳ぐらいの着物の少女は森の木の枝に引っかかっていた。彼女を軽トラックの荷台に乗せて全力で逃走する。……しかし、舞まいの野郎が言っていたようなＳＡＳ系の特殊部隊なんて出てこなかったな。どうなっているんだ？

　それと。

　いつの間にか軽トラックの荷台から消えていた忍しのぶの行方がものすごく気になるんだが、舞は『その内分かるよ』の一点張りだった。

　……どうも、毎度お得意の罠わなや陰いん謀ぼうの部品に使われたようで、ますます不安になる。

　その舞はと言えば、衛星携帯電話を使って誰だれかと話していた。

「うん、うん、あ、やっぱり引っかかった？　ふんふん、命までは取っていない、と。じゃあ残る魔女グループの名前を全部吐かせちゃって。そのリストを渡してくれれば、約束通りアンタの事は不問にしてあげるよ。百鬼夜行の手配書は取り消させる」

　俺は思わずバックミラーに目をやりながら、

「……一体誰と話してやがるんだ？」

「知らない方が身のためなんじゃない？」

　助手席の推理マニアは手慣れたように呟つぶやいた。

　電話が終わると、今度は一〇歳前後の少女と会話を始める舞。

「魔女の手足として動いていた特殊部隊の方は？」

「上空は百鬼夜行が支配しています。第四・五世代と第五世代の護衛戦せん闘とう機が八機。マルチロールですので対地攻こう撃げきも問題ありません。プロならライフルや携行ミサイル程度で歯向かおうとは考えないでしょう。速やかに山を越えて撤てつ退たいするはずです」

「もうすぐ魔女のリストが出てくる。とりあえずそれを基に、日本国内にいる分だけでも駆逐しておいて」

「オーストラリアに根を張る連中まで刈り取るのは難しそうですね。まあ一通りの圧力は掛けてみるつもりですが」

「百鬼夜行の一〇〇人の将も削り取られたんでしょ。そっちの線でゴリ押ししてみたら？」

「組織間抗争はそんなに簡単じゃありませんよ。まあ、オーストラリア政府が魔ま女じよのグループを手放すように状況を整えれば解決する訳ですが」

「心当たりは？」

「オーストラリアの大規模円形農場はサイクロンや虫の大発生で困っていらっしゃるようですし、いっそ正式にカミサマをなだめるために協力してみては？　カミサマを悪魔化させるなんて邪道な方法ではなく、カミサマの尊厳を認め、きちんと敬う方法で」

「なるほど。他にも方法があるなんて分かれば、向こうの政府が魔女を庇かばう理由はなくなるって寸法ね」

「何事においても、過剰供給はモノの価値を低く貶おとしめさせるものなのです。私達の間では『北風と太陽』方式と呼んでいますがね」

　……何だか、菱ひし神がみ舞まいに負けず劣らず物ぶつ騒そうな事を言っている女の子が底冷えするほど恐ろしいんだが、この子は一体何なんだろう？

「心配しなさんな」

　不安そうにチラ見している俺に、菱神舞は簡単な調子でこう言ってきた。

「もう終わったよ。後はかやぶき屋根のお屋や敷しきに帰れば、全部元通りの平へい穏おんな日々が待っているさ」




　　　　20（陣じん内ない忍しのぶ）




　……と、ここで本当に終わってくれれば良かったんだが。

　世の中はそんなに甘くなかったらしい。

　お腹にウォッカをぶっかけてでっかいガーゼを貼りつける、という愛情溢あふれるサキュバス式応急手当を受けた後、何とか自宅まで辿たどり着いた俺に猫又はこう切り出してきた。

「アンタのお父さんが話したい事があるってさ。多分お説教じゃないのかい？」

「いやァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　そんな訳で、鉄拳込みのあれこれを受けている間にも事態は動いていたようだった。叔父さん、ツインテールの女の子、菱神舞、あと着物の少女といったお客さん達は、百鬼夜行が用意した大型輸送ヘリを使って、早々にインテリビレッジ納骨村から離はなれていった、との事だった。

「何だかんだで基本のヘリが一番落ち着くんですって」

「だ、だったらどうした。ポッキュポキュになった俺の心には全く響ひびかんぞ……」

　あと着物の少女や菱神舞はともかく、何で叔父さんまで百鬼夜行が用意したヘリコプターに乗って行っちゃったんだろう？　そんなに仕事が忙しいんだろうか。

　で、夕方。

　病院に行ってももうやる事ありませんよ？　と笑顔で語るサキュバスを軽く追い駆け回した後、庭先で沖おき縄なわ生まれのヤツに声を掛けられた。

「わしシーサー」

「ん？　片割れはどうした。キジムナーとかいうヤツ」

「向こうで古ふる椿つばきと場所取りバトルしてる。古椿が突然二本に増えてびっくりしてた」

　……まあ、あのまんま山道のアスファルトに放置していたら近所迷惑だしな。

　シーサーの目線を辿たどってみると、樹木がわさわさ動いて暴れているかと思いきや、小さな着物の子供が三人ぐらいで取っ組み合いをしていた。妖怪変へん化げの上手さで勝負をするというのは昔っからの伝統みたいなもんだろう。

「わし、雪女に雪を降らせてもらったし、雪だるまもかまくらも作ってもらった。もう未練ない。そろそろ帰らないと家人が心配するかもしれない」

「そうか。……まさか民家の屋根に飾ってあるあれが盗まれたと思われていねえだろうな」

　懸け念ねんを無視して、シーサーはケンカを続けているキジムナーに声をかける。小さな子供の格好のまま、妖怪はシーサーの方へ走り寄ってきた。

　シーサーは言う。

「じゃあな。沖縄に来る事があったらよろしくしてやるぞ」

　トコトコと歩いて去っていくシーサーとキジムナーの背中を、何となく見送る俺。夕焼けが重なっているせいか、どことなく寂しさを醸かもし出す光景だった。

　そんな俺の背後から、サキュバス（Ｔシャツ着用）が声をかけてくる。

「帰るところがあるというのは良いですにゃあ」

「……ノスタルジックなどさくさに紛れて言われたところで、お前みたいな危険人物をユーロセキュアフォースに帰したいとは思えねえな」

「ふふふ。そいつは独占欲の表れだって勝手に納得しておくぜ」

　適当に言い合いながら、俺達はお茶の間に戻る。

「しかし、本当に良かったのか？」

「何がですか」

「その……助けてくれたのは感謝するけど、お前にとっては多くの魔ま女じよを従えて、デカい国で好き放題やれる環かん境きようの方が魅み力りよく的なんじゃねえかって」

「ですかねえ……。彼らの内情を鑑かんがみると、あんまり魅力的なお誘いじゃなかった、っていうのが率直な感想ですけど」

「そういえば、百鬼夜行に潜もぐり込んでいたっていう魔女達がお前の居場所を探っていたのはまあ分かるけど、何でお前はオーストラリアの動きを掴つかんでいたんだ？　ずっと屋根裏にいたはずなのに」

「それですか。私は元々ＥＵ圏のユーロセキュアフォースを支配していた悪あく魔まです。北米、南米、極東、東欧……地域ごとに大雑把な仮想敵を設定して防衛網の構築なんかもやっていた訳で、その過程でオセアニアで強い影えい響きよう力を持つオーストラリアの内部事情についても一通りの調査をしていたんです。……ま、元から色んなルートで文献を確保している欧州や北米の魔女達が今さら日本のオカルト技術なんて欲しているとは思えませんし、可能性としてはオーストラリアかな、と」

「ふうん。で、そいつが魅力的じゃないっていうのは？」

「遅れを取り戻すために、色々な負荷をかけているんですよ」

　例えばの話、とサキュバスは矢印状の尻尾を軽く振りながら、

「今回の魔女さんは古ふる椿つばきという妖怪を悪魔化して利用していましたが、あの妖怪ってどこから調達したものか分かります？」

「え？　そりゃ、あいつらが日本に入ってきた時に……」

「それじゃ間に合いませんってば。超常の存在を作り変えるなんて言うのは簡単ですけど、どんなに急いだって三年はかかります。そんな長い間日本に潜もぐっていたら、百鬼夜行なんかのアンテナに引っかかっているでしょう」

「でも、日本の妖怪は日本で調達するしかねえだろ」

「だと思うでしょ」

　サキュバスはニヤニヤと笑い、

「オーストラリアの砂漠で展開されている、円形農場や野菜工場を使った万国群インターナシヨナル体農場プランテーシヨンって知ってます？　クイズ番組なんかでも取り上げられる有名なものですけど」

「お前とか雪女とかが再放送の観てたっけ？　それが何なんだ？」

「いろんな国の特産品を自分の国の中で作れるように、農場一つ一つに専門の環かん境きよう整備を行う農業改革って話ですけど、あれって隠れ蓑みのなんですよね。環境整備っていうと人畜無害に聞こえますが、もしも、その『環境』っていうのがオカルト的な領域にまで足を踏ふみ込んでいるとしたら？」

「まさか……」

「チャイナタウンやリトルトーキョーみたいなもののオカルト版だと思っていただければ結構ですよ。古椿っていうのも、おそらく植樹とか何とかで強引に日本から運び込まれたものが、砂漠の中の農場の一つで育てられたって感じだったんでしょう。彼らは妖怪や妖精一つにつき、一つの農場をあてがって専門の調整を施す。……たまーにそれがバグって得体のしれないＵＭＡとかミステリーサークルに化けたりする訳ですが」

　サキュバスは簡単に笑って、

「百鬼夜行は大陸のカミサマの怒りがサイクロンや虫の大発生なんていう災害の形で表れたと勘違いしていたようですが、実情はそれどころじゃありません。妖精だの妖怪だの精せい霊れいだの、世界中のありとあらゆる手頃なオカルトを取り込んで大陸の霊的基き盤ばんを整えようとした結果、あっちこっちで競合が起こって誤作動連発、挙げ句に天変地異に繋つながっちゃった、っていうのが大正解です」

　でも、そんなのは繊せん細さいに調整されたインテリビレッジとは違う。やっぱり妖怪にとっては居心地の良くない『人工物の土地』だろうし、その円形農場の外はずーっと砂漠が広がっている事を考えると……なんていうか、ひどく窮きゆう屈くつな印象がある。

「あの国の政府が求めたのは神聖な大地の恵みのようでしたが、欲望に対して技術が追い着いていないって感じですね。元が奇き麗れいな教会や仏閣だって、手入れをせずに荒れ果てれば良くないモノが住みつくようになる訳ですし」

　脱出不能の牢ろう獄ごくとか。

　召喚されたものの、魔ま法ほう円の中から出られない悪魔とか。

　そういうものを連想してしまう。

「ま、私みたいな悪魔の側からすれば、招かれて鳥とり籠かごに入るようなものですかね。住環かん境きようを整えられてご飯には困らないものの、それ以外の何もないフィールド。あんまり楽しくなさそうなのは分かるでしょう？　そこまで自由度が低いと、私の目的を果たすチャンスもなくなりそうですしね。……とはいえ、穀物市場であそこまで打だ撃げきを受けて、一発逆転狙いの魔女のプロジェクトもコケたとなったら、向こうの政府はもう百鬼夜行にでも泣きついて、迅速に風ふ呂ろ敷しきを畳もうとするとは思いますけど」

「……、」

　目的。

　アイスピックで腹を刺されたあの時に聞かされたのは、サキュバスの本音だったんだろうか？　それとも、あれ自体も魔女マルグリット＝スタインホルスを油断させるための演技に過ぎなかった？

　でも。

　あの魔女を騙だますにしても、それは別に俺を殺した後でも良かったんじゃあ……？　例えば、オーストラリアへ行くと見せかけておいて、出国してから行方を眩くらませてしまえば、百鬼夜行から逃れて新たな場所でユーロセキュアフォースのような王国を作る事もできたと思うんだが……。

「不思議な事だと思いますか？」

「……う」

　悪魔らしく負の感情を嗅ぎ分ける事が得意なのか、サキュバスは顔色だけで俺の疑念を読み取ったようだった。

　その上で、彼女はこう答えた。

「……『古いご主人様』が火炙あぶりにされる直前に、私に言ってくれた言葉があります。私はそれに従っているだけですよ」

「それって？」

「内緒という事にしておきましょう。契約より大事な事というのは、なかなかに珍しいものではありますし」

　ニヤニヤとサキュバスは笑って、

「まあ、あの時は罠わなを張っておいて良かったと思いましたよ。あの言葉を受けた後にそのまま殺してしまっては、流石さすがに後味が悪いですからねえ」

　と、話に一区切りついたところで、グラマラスな座ざ敷しき童わらしがお茶の間に入ってきた。先ほどまで人様の部屋でテレビゲームでもやっていたのか、まだ３Ｄ用のゴーグルが顔に引っかかっている。

「……何だか今日はずーっと洋風な匂いがするね」

「ああそうかい。和洋中どれだって事件に巻き込まれりゃ死にそうになるのは変わらねえよ」

「そうじゃなくて、今日の晩ご飯の話よ。何だか様子がおかしいと思って台所を覗のぞいてみたら、案の定、あなたのお母さんが何かしらのソースを作るために何時間も鍋なべをかき混ぜていたし」

「まずい!!　それは洋風じゃなくてアイデア系だ！　ろくな事になった試しがねえ!!」

「……ええ。多分もう作っている張本人も正解のレールから外れていっている事に薄うす々うす勘付いていると思うの。でも調味料を足していけば元に戻せるんじゃないかって躍やつ起きになっているのが窺うかがえる。つまり超危険ってヤツよ。洋風だっつってんのに味み噌そを入れている辺りが迷走の証拠ね。私が簡単なサンドイッチを作ると言っても絶対に強行突破するでしょ」

「何が簡単だ。お前がサンドイッチを作っている光景なんて想像もつかねえよグータラ妖怪。でも、その様子だとこれまで積み重ねた労力を無駄にしないようにって躍起になってるな。そこまでかたくなになっているとこっちの言葉なんて聞くのかね？」

「そういう時は、本人にも気づかれないほどさりげなく判断材料を置いて、ターゲットが勝手に気づいてくれるのを待った方が効果的です。さてさて、ここは強要ではなく誘惑を旨とする悪あく魔まの本領発揮ってところですか」

　そんなこんなで今晩のクライシスを回かい避ひするため、具体的な作戦会議に入る人間と妖怪と悪魔。

　色々なものを無駄遣いしていると思われそうだが、実はこっちはそんな風には考えていない。誰だれが集まってどんな風に顔を合わせようが、俺達が頭を悩ませる『事件』はこれぐらいの規模でちょうど良いのだ。

　ていうか。

　今の今までその辺を支配していた大事件の方がおかしかったんだよ。







　　　あとがき







　そんな訳で二冊目。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　晴れてこの作品もシリーズと呼べるようになりました。基本的に『インテリビレッジ』という架空の住環かん境きようを軸にした妖怪のお話、というのがベースなのですが、全ての話がインテリビレッジだらけだった一巻目に比べて、今回はそうした基本的な枠組みの外にある設定を大きく取り上げています。三章や四章後半の流れを追っていただければ分かりやすいと思いますが。

　それと、今回は内うち幕まく隼はやぶさをかなり大きく取り上げています。一見すると陣じん内ない忍しのぶほど未熟さが許される訳ではなく菱ひし神がみ舞まいほど何でもかんでもスマートに解決する訳でもない、板挟み状態の常識人に見えるのですが、彼も彼でなかなかにぶっ飛んだ人生を歩んでいます。作品の中で『菱神舞の世界』という表現がいくつか出てきましたが、それに匹敵するほどの『内幕隼の世界』もある訳で。今回は『菱神舞の世界』に片足を突っ込んでいる内幕隼ですが、一巻では語られなかった、ホームグラウンドの大都市を縦横無尽に駆ける様子を楽しんでいただければと思っています。

　生者にしか興味を持てない刑事と、死者にしか興味を持てない推理マニア。今回は刑事の方を組織から孤立させて物語を作っていきましたが、このコンビについてはまだまだ色んな動かし方がありそうだなー、とあれこれ考えています。彼ら二人は対立させてみても面白いドラマを作れるかもしれませんね。

　今回も人間と妖怪の温度差などにちょっと気を配っています。座ざ敷しき童わらしが陣内忍をおちょくる理由についてもちょっと説明していたり。彼女が露ろ出しゆつなど色々な事を気にしていないのは、ようは完全に保護者の目線に立ってしまっているからという事です。……なので、もしも陣内忍が『お姉ちゃーん』と甘えたら一発でハートを射貫かれそうですが……髪の毛を真っキンキンにした反抗期真っ最中の陣内忍にとっては、舌を噛かむよりおぞましいアクションでしょうね。




　イラストの真ま早はやさんと担当の三み木きさんには感謝を。今回出てくる妖怪は人型でないものが多く、クリーチャー的な面倒臭さがかなりアップしていたと思います。わがままに付き合っていただきありがとうございました。

　そして読者の皆様にも感謝を。登場させる種族を偏らせれば妖怪を女の子だらけにしてしまう事も可能なのですが、この作品についてはそうした選択を省いています。これも単なる作者のわがままなのですが、そうしたものに付き合っていただきありがとうございました。




　では今回はこの辺りで。

　三冊目も書ければ良いなあと願うばかりです。




　うっかりしているとどこまでもページが膨ふくらんでいく……


鎌かま池ち和かず馬ま









[image: ]







鎌かま池ち和かず馬ま

最近の注目シリーズ１。いろんな理由から色分けされている道路です。灰色一色になりがちなイメージを払拭できるのでエンタメ的に便利かも？　とか思ったり。
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真ま早はや

２度目まして、真早です。続いたらいいなと思っていたのでこうして続刊が出せたことが何より嬉しいです。そして相変わらず縁さんがダントツで好きです。
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